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オペレータ安全情報 

警告 

 
高電圧 

が本器の作動中に使用されます 

致死電圧 
が各端子に生じる可能性があるため、すべての安全注意事項を守ってください！ 

感電の危険を避けるため、オペレーターは、出力 HI またはセンス HI 端子、ある

いはこれらの端子に接続されている回路に、電気的に接触しないでください。作

動中には、これらの端子は AC あるいは DC 電圧が 高 1020 V に達するため、

大変危険です。 

人体の重要な器官に電流が流れる危険性を軽減できるように、操作上可能な限

り、片方の手は機器から離してください。 
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概要 

警告 

本マニュアルやフルークが提供するその他の文書に規定されていな

い方法で 5522A 校正器を操作すると、校正器により提供される保

護が損なわれる可能性があります。 

5522A 校正器（以後"本製品"または"本校正器"）(図1-1)は、以下のような高精度
な信号をプログラム制御して出力することができます。 

• 0 V～± 1,020 V の DC 電圧。 

• 10 Hz ～ 500 kHz の周波数で 1 mV ～ 1020 V までの AC 電圧。 

• 周波数制限を可変にした 29 μA ～ 20.5 A の AC 電流。 

• 0～± 20.5 Aの DC 電流。 

• 短絡から1100 MΩの抵抗値。 

• 220 pF ～ 110 mF の静電容量。 

• 8 種類の測温抵抗体 (RTD) 出力をシミュレート。 

• 11 種類の熱電対出力をシミュレート。 
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図 1-1. 5522A マルチプロダクト校正器 

本校正器には以下のような機能があります。 

• 測定器の誤差を自動計算 （基準値を選択可能）。 

• 様々な機能において および  キーで出力値を既定の基数に変換。 

• 予め設定された出力制限を超える値の入力を防止。 

• 大 20.9 kW 相当の電圧と電流を同時出力。 

• Fluke 700 シリーズの圧力モジュールとの併用により圧力測定が可能。 

• 10 MHzの基準信号の入出力。高確度な10 MHz基準信号の周波数確度を
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5522Aに転送するため、または増設した校正器をマスターの5522Aと同期さ
せるために使用。 

• 2 つの電圧を同時出力。 

• 拡張帯域モードで 低0.01 Hzまでの複数波形、および 高2 MHzまでの正弦
波を出力。 

• 可変位相の信号出力。 

• ANSI/IEEE の標準 488.1-1987 および 488.2-1987 に準拠した、IEEE-488 
(GPIB) 標準インターフェース。 

• EIA 規格準拠の RS-232 シリアル・インターフェース。内部に保存した校正
定数の印刷、表示、転送、および 5522A のリモート制御に使用。 

• パス・スルー方式のRS-232 シリアル・インターフェース。被試験器 (UUT) 
との通信に使用。 

安全に関する情報 
この校正器は以下の安全規格に準拠します。 

• ANSI/ISA-61010-1 (82.02.01) 
• CAN/CSA C22.2 No.61010-1-04 
• ANSI/UL 61010-1:2004 
• EN 61010-1:2001 

このマニュアルでは、「警告」は使用者に危険を及ぼすような条件や行為であ
ることを示します。「注意」は、本校正器または被試験機器に損傷を与える可
能性のある条件や行為であることを示します。 

このマニュアルおよび本製品で使用されている記号は、表 1のとおりです。 

表 1-1.記号 

記号 説明 記号 説明 

CAT I 

IEC 測定カテゴリーI  ― CAT I は電源

に直接接続されていない測定用です

。過渡的な 大過電圧は出力端子に

印字されています。 

 

関連する北米の安全規格に準拠。 

 

EU指令準拠 

 

この製品は、分別されていない一般廃棄

物として処分しないで下さい。リサイク

ルの情報については、Fluke の Web サイ

トをご覧ください。 

 危険。重要な情報。マニュアルを参

照。 
 危険な電圧 

 接地  関連のオーストラリア EMC 指令に準拠 

 警告 

人身への傷害を防ぐため、次の事項を厳守してください。 

• 本製品は指定された方法で使用してください。指定外の方法で

使用した場合、製品の安全性に問題が生じることがあります。 

感電、火災、人身への傷害を防ぐため、次の注意事項を遵守してく

ださい。 
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• 本製品を使用する前に、安全に関する情報をすべてお読みくだ

さい。 

• 作動に異常が見られる場合は使用しないでください。 

• 主電源コードの絶縁体が損傷していたり、絶縁体に磨耗の兆候

が見られる場合は、主電源コードを交換してください。 

• 30 V AC rms、42 V AC ピーク、あるいは 60 V DC を超える電

圧には触れないでください。 

• 爆発性のガスまたは蒸気の周辺、結露した環境、または湿気の

多い場所で本製品を使用しないでください。 

• 主電源コードの接地導体を保護接地端子に確実に接続してくだ

さい。保護接地端子に接続しないと、感電死の危険がある電圧

がシャーシに生じる可能性があります。 

• 使用する国の電圧およびプラグ構成と製品定格に準拠した主電

源コードとコネクタのみを使用してください。 

• 正しい電圧定格のケーブルのみを使用してください。 

過負荷保護 
本校正器の出力端子には、逆電力保護と出力即時遮断、ヒューズによる保護の全
て、またはいずれかが、全ての機能において備わっています。 

逆電力保護機能により、ノーマル・モードおよびコモン・モードでの予期しない
偶発的な、± 300 V ピークまでの過負荷による校正器への損傷を防ぐことができ
ます。この機能は頻繁な （規則的で繰り返される） 誤用から保護するためのも
のではありません。そのような誤用は、校正器の故障につながります。 

電圧、抵抗、静電容量、熱電対の機能には、出力即時遮断機能があります。この
保護機能により、外部から20 V 以上の電圧が出力端子に印加された場合にはこ
れを検知し、そのような過負荷が生じると、速やかに内部回路を出力端子から切
り離して校正器をリセットします。 

電流およびAUX電圧機能では、ユーザーが交換可能なヒューズにより、電流
/AUX 電圧端子に印加される過負荷から保護されます。このヒューズは、校正器
下部の点検口にあります。ヒューズを交換する場合、本マニュアルで指定された
ものと同容量/同型のヒューズを使用してください。指定外のヒューズを使用し
た場合、校正器に問題が生じる場合があります。 

操作の概要 
本校正器はローカル・モードでは正面パネルで操作します。RS-232 または 
IEEE-488 ポートを使用してリモート操作することもできます。リモート操作で
は、オプションで利用できるソフトウェアがいくつかあり、それらを使用して 
5522A の運用をさまざまな校正要件の中に組み入れることができます。 

ローカル操作 

通常のローカル操作では、被試験機器 (UUT) と正面パネルを接続し、正面パネ
ルのキー入力で校正器を希望の出力モードにします。正面パネルは手の動きが左
から右へ容易にできるような配置になっており、また乗算および除算キーを使え
ばボタン１つで簡単に設定値の桁を増減できます。さらに ボタン2 つで校正器の
仕様を確認することもできます。バックライト付きの液晶ディスプレイは視野角
が広く、さまざまな照明状態でも読み取りやすくなっており、大きくて見やすい
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キーは色分けされていて、触知性の高いものになっています。 

リモート操作（RS-232） 

背面パネルにSERIAL 1 FROM HOSTとSERIAL 2 TO UUTの2 つのRS-232ポート
があります（図1-2参照）。各ポートは、校正中に 5522A を操作および制御する
ためのシリアル・データ通信専用です。リモート操作の詳細については第5章を
ご参照ください。 

SERIAL 1 FROM HOST は、ホスト端末機または PC と本校正器を接続するため
のポートです。本校正器にコマンドを送信する方法はいくつかあります。端末機 
（または端末エミュレータが動作している PC）からコマンドを入力する方法、
BASIC を使って独自のプログラムを作成する方法などです。あるいは、
5500/CAL または MET/CAL のようなオプションの Windowsベース・ソフトウェ
アを実行して、コマンドを送信することもできます。5500/CAL ソフトウェアに
は 200 以上のプロシージャー例が含まれており、5522A で校正可能な幅広い計測
器に対応しています。（RS-232 コマンドについては第6章をご参照ください。） 

SERIAL 2 TO UUT は、被校正器とPCまたは端末機を、5522Aを介して接続する
ためのポートです（図1-2参照）。この「パス・スルー」構成により、PC または
端末機側にCOM ポートを2 つ準備する必要がなくなります。SERIAL 2 TO UUT
の制御は4 つのコマンドで行います。UUT_* コマンドについては第6章をご参照
ください。SERIAL 2 TO UUT は、Fluke 700 シリーズ圧力モジュールとの接続に
も使用可能です。 

1 5

6 9

 
Goi-02.eps 

図 1-2. RS-232 リモート接続 

リモート操作（IEEE-488） 

背面パネルのIEEE-488ポートは、完全にプログラム可能なパラレル・バス・イン
ターフェースであり、IEEE-488.1およびIEEE-488.2に準拠しています。リモート
・コントロール中は、本校正器は"トーカー/リスナー"として作動します。IEEE-
488 コマンド・セットを使用して独自のプログラムを作成したり、Windows ベー
スのMET/CAL ソフトウェアを実行したりすることができます。 （IEEE-488のリ
モート操作で使用可能なコマンドについては第6章をご参照ください。） 

参照先リスト 
5522A 校正器の設置と操作に関する情報の具体的な掲載箇所については、以下の
リストをご参照ください。 

• 開梱と設定： 第2章 “ご使用になる前に” 
• 設置およびラックへの取り付け： 第2章 “ご使用になる前に” およびラック

・マウント・キット・インストラクション・シート 
• AC 電源およびインターフェース・ケーブル： 第2章 “ご使用になる前に” 
• コントロール、インジケーター、ディスプレイ： 第3章 “特徴” 
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• 正面パネルの操作：第4章 “正面パネルの操作” 
• UUT（被校正機器）への接続： 第4章 “正面パネルの操作” 
• リモート操作（IEEE-488 またはシリアル）： 第5章 “リモート操作” 
• オシロスコープの校正： 第8章 “オシロスコープ校正オプション” 
• 5522Aのアクセサリー： 第9章 “アクセサリー” 
• 性能仕様： 第1章 “概要および仕様” 

マニュアル 
5522Aのマニュアル・セットには操作に必要な情報が全て含まれています。マニ
ュアル・セットは以下のとおりです。 

• 5522A オペレーター・マニュアル（CD-ROM 収録）（PN 3795084） 
• 5522A スタート・マニュアル (PN 3795091) 
上記のマニュアルは本体と同梱して出荷されます。追加でマニュアルのみご注文
される場合は、上記のパーツ・ナンバーをご連絡ください。注文方法については 
Fluke のカタログをご覧いただくか、Fluke の営業担当までお問合せください（
第2章の「サービス情報」を参照）。 

5522A スタート・マニュアル 

5522A スタート・マニュアルには、5522A マニュアル・セットの簡単なご紹介、
校正器をご利用になる前の準備について、および全ての仕様が記載されていま 
す。 

5522A オペレーター・マニュアル 

5522A オペレーター・マニュアルには、5522A校正器の設置、正面パネルおよび
リモートでの操作についての情報が全て記載されています。校正についての用語
集、仕様、エラー・コードも掲載されています。オペレーター・マニュアル内の
トピックは以下の通りです。 

• 設置 
• 正面パネルの操作を含む、校正器の制御および機能の操作 
• リモート操作 （IEEE-488 またはシリアル・ポートによるリモート・コント

ロール） 
• シリアル・ポート操作 （印刷、表示、または情報伝送、およびシリアル・ポ

ート・リモート・コントロールの設定） 
• 5522A の検証手順および校正方法などのメンテナンス 
• オシロスコープ校正オプション 
• アクセサリー 
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一般仕様 
5522Aの仕様は以下の表の通りです。掲載されている仕様は全て、30分、または5522Aの電源がオフになっていた時間の
2倍のウォームアップ時間後の値です。(例えば5522Aの電源を5分間切っていた場合、ウォームアップ時間は10分です。) 

掲載されている仕様は全て、明記された温度および期間における値です。tcal±5°C（tcalは5522Aが校正された環境温 
度）の範囲外の温度に対しては、一般仕様に記された温度係数が適用されます。  

仕様の値は、7日毎または環境温度が5°C以上変化した場合には必ず、校正器がゼロ調整されることを前提としていま 
す。最も厳しい抵抗仕様は、12時間ごとに抵抗のゼロ調整が行われ、使用環境温度の変化が±1°C以内という条件で維持
されます。  

AC 電圧または電流の拡張仕様については、本章後半の補足仕様を参照してください。  

ウォームアップ時間 ............................................. 電源を切ってから再投入するまでの時間の2倍、 大30分。 

セトリング時間 ..................................................... 特に記載がない限り、すべての機能およびレンジにおいて 5 秒以下。 

標準インターフェース .......................................... IEEE-488 (GPIB)、RS-232 

温度 

動作時 ............................................................... 0 °C ～ 50 °C 

校正時(tcal)  ...................................................... 15 °C ～ 35 °C 

保管時 ............................................................... -20°C ～ +50°C、0 ～ 1.09999 A および 1.1 A ～ 2.99999 A レンジの

DC電流は 50°C を超える保管温度では影響を受けやすくなっていま 
す。5522Aが50°C を超える温度で 30 分以上保管された場合は、これ

らのレンジの再校正を行ってください。再校正を行わない場合は、この

レンジの 90 日と 1 年の不確かさは 2 倍になります。 

温度係数 ........................................................... tcal ± 5°C の範囲外の温度に対する温度係数は、1°C 当たり 90 日仕様 (
場合によっては 1 年仕様) の 0.1/X/°Cです。 

相対湿度 

動作時 ............................................................... 30°C までは < 80 % 、40°C までは < 70 % 、 50°Cまでは < 40 % 。 

保管時 ............................................................. < 95%、結露なきこと。高湿度な環境で長期間保管した場合は、 低 1 
週間の乾燥期間（電源を入れた状態）が必要になる場合があります。 

高度 

動作時 ............................................................... 高 3,050 m 

非動作時 ........................................................... 高 12,200 m 

安全性 ............................................................... EN/IEC 61010-1:2001、CAN/CSA-C22.2 No. 61010-1-04, ANSI/UL 
61010-1:2004 に準拠 

出力端子過負荷保護 ......................................... すべての機能の出力端子に対して、逆電力に対する保護と出力の即時遮

断、ヒューズによる保護の全て、またはいずれかが備わっていま 
す。これは±300 V ピークまでの電圧が外部から印加された時のための

保護機能です。 

アナログLow側の絶縁  ..................................... 通常動作で 20 V 、過渡電圧 400 V ピーク 

EMC .................................................................. EN/IEC 61326-1:2006 に適合。 1 ～ 3 V/m の電磁場で使用する場合、

抵抗出力に 0.508 Ωのフロアが加算されます。3 V/m を超える電磁場の

場合は規定されていません。本機器はバインディング・ポストへの直接

接触による静電気放電 (ESD) の影響を受ける場合があります。本機器

を含め電気機器を取り扱う場合には、適切な静電気対策を行ってくださ

い。 

主電源 ............................................................... 電源電圧(選択可能)：100 V、120 V、220 V、240 V 
電源周波数：47 Hz ～ 63 Hz 
電源電圧変動 ： 電源電圧設定値の±10% 
デュアル出力 （例：1000 V、20 A） で 良のパフォーマンスを得るた

めには、公称値の± 7.5% の電源電圧を選択してください。 

消費電力  .......................................................... 600 VA 

外形寸法(高さ ｘ 幅 ｘ 奥行き) ........................ 17.8 cm x 43.2 cm x 47.3 cm   標準ラック組込み時は脚寸1.5 cm プラス 

重量（オプションを除く）............................... 22 kg 

絶対不確かさの定義 ......................................... 5522A の仕様には安定度、温度係数、直線性、電源および負荷変動、

そして校正に使用された外部標準のトレーサビリティが含まれます。表

記の温度範囲における5522A の合計不確かさを決定するために、何も

追加する必要はありません。 

仕様信頼水準 ........................................................ 99% 
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詳細仕様 

DC 電圧 

レンジ 

絶対不確かさ、tcal ±5 °C、± (出力

の ppm + μV) 
安定度 

分解能 (μV) 大負荷 
[1]

 
90 日  1年 24 時間、± 1°C、± (出

力の ppm + μV) 

0 ～ 329.9999 mV 15 + 1 20 + 1 3 + 1 0.1 65 Ω 

0 ～ 3.299999 V 9 + 2 11 + 2 2 + 1.5 1 10 mA 

0 ～ 32.99999 V 10 + 20 12 + 20 2 + 15 10 10 mA 

30 V ～ 329.9999 V 15 + 150 18 + 150 2.5 + 100 100 5 mA 

100 V ～ 1020.000 V 15 + 1500 18 + 1500 3 + 300 1000 5 mA 

AUX 出力 （2 チャンネル出力モードのみ）
[2]

 

0 ～ 329.9999 mV 300 + 350 400 + 350 30 + 100 1 5 mA 

0.33 ～ 3.299999 V 300 + 350 400 + 350 30 + 100 10 5 mA 

3.3 ～ 7 V 300 + 350 400 + 350 30 + 100 100 5 mA 

10 μV/°C、 1 mV/°C のリニア・モードでの TC 出力と測定 
[3]

 

0 ～ 329.9999 mV 40 + 3 50 + 3 5 + 2 0.1 10 Ω 

[1] リモート・センス機能はありません。出力電圧 0.33 V 以上での出力抵抗は 5 mΩ 未満です。AUX 出力の出力抵抗は 1 Ω 未満
です。TC 出力の出力インピーダンスは 10 Ω ± 1 Ωです。 

[2] DC電圧の2 チャンネル出力が可能です。 

[3] 0.4 V/m以上の電磁場でのTC出力および測定は規定されていません。 

 

レンジ 

ノイズ 

帯域幅 0.1 Hz ～ 10 Hz p-p、 ± (出力の 
ppm ＋ フロア) 

帯域幅 10 Hz ～ 10 kHz rms 

0 ～ 329.9999 mV 0 + 1 μV 6 μV 

0 ～ 3.299999 V 0 + 10 μV 60 μV 

0 ～ 32.99999 V 0 + 100 μV 600 μV 

30 V ～ 329.9999 V 10 + 1 mV 20 mV 

100 V ～ 1020.000 V 10 + 5 mV 20 mV 

AUX 出力 （2 チャンネル出力モードのみ）
[1]

 

0 ～ 329.9999 mV 0 + 5 μV 20 μV 

0.33 ～ 3.299999 V 0 + 20 μV 200 μV 

3.3 ～ 7 V 0 + 100 μV 1000 μV 

[1] DC電圧の2 チャンネル出力が可能です。 

DC 電流 

レンジ 

絶対不確かさ、tcal ±5 °C、 ± (出力

の ppm + μA) 分解能 
大コンプライア

ンス電圧 (V) 
大誘導性負荷 

(mH) 
90日 1年 

0 ～ 329.999 μA 120 + 0.02 150 + 0.02 1 nA 10 

400 

0 ～ 3.29999 mA 80 + 0.05 100 + 0.05 0.01 μA 10 

0 ～ 32.9999 mA 80 + 0.25 100 + 0.25 0.1 μA 7 

0 ～ 329.999 mA 80 + 2.5 100 + 2.5 1 μA 7 

0 ～ 1.09999 A 160 + 40 200 + 40 10 μA 6 

1.1 A～ 2.99999 A 300 + 40 380 + 40 10 μA 6 

0 ～ 10.9999 A 
(20 A レンジ) 

380 + 500 500 + 500 100 μA 4 

11 ～ 20.5 A 
[1]

 800 + 750 
[2]

 1000 + 750 
[2]

 100 μA 4 

[1]  負荷サイクル： 11 A 未満の電流は連続して供給可能です。11 A を超える電流については、図 1-4 を参照してください。 電流
を供給できるのは任意の 60 分間のうち 60-T-I 分間です。ここで T は °C で表した温度（室温はおよそ 23°C）、I はアンペアで
表した出力電流です。例えば、温度が23°C で出力電流が 17 A の時、1時間当たり 60 - 23 - 17 = 20 分間電流を流すことができ
ます。しかし5～11Aの電流を長時間流すと、内部の自己発熱によって負荷サイクルが短くなります。この場合、この式と図 B 
で示される許容 「オン」 時間が適用されるためには、先に 「オフ｣ の時間として 5 A 未満の電流を出力する必要があります。 

[2] 出力が30秒以下の場合、フロア仕様は1500 μA。 出力が30秒を超える場合、750 μA。 
 



5522A 
操作マニュアル 

1-10 

レンジ 
ノイズ 

帯域幅 0.1 Hz ～ 10 Hz p-p 帯域幅 10 Hz ～ 10 kHz rms 

0 ～ 329.999 μA 2 nA 20 nV 

0 ～ 3.29999 mA 20 nA 200 nA 

0 ～ 32.9999 mA 200 nA 2.0 μA 

0 ～ 329.999 mA 2000 nA 20 μA 

0 ～ 2.99999 A 20 μA 1 mA 

0 ～ 20.5 A 200 μA 10 mA 

 

 
goi079f.eps 

図 1-3. 11 A を超える電流の許容出力時間 
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抵抗 

レンジ
[1]

 

絶対不確かさ、tcal ± 5°C、±(出力の ppm + フロア) 
[2]

 

分解能 (Ω) 入力許容電流
[3]

 出力のppm 
フロア (Ω)、 

ゼロ後の時間と時間 

90日 1年 12時間 ±1 °C ７日 ±5 °C 

0 ～ 
10.9999Ω 

35 40 0.001 0. 01 0.0001 1 mA ～ 125 mA 

11 ～ 
32.9999Ω 

25 30 0.0015 0.015 0.0001 1 mA ～ 125 mA 

33 ～ 
109.9999Ω 

22 28 0.0014 0.015 0.0001 1 mA ～ 70 mA 

110 Ω ～ 
329.9999 Ω 

22 28 0.002 0.02 0.0001 1 mA ～ 40 mA 

330 Ω ～ 
1.099999 kΩ 

22 28 0.002 0.02 0.001 1 mA ～ 18 mA 

1.1 ～ 
3.299999 kΩ 

22 28 0.02 0.2 0.001 100 μA ～ 5 mA 

3.3 ～ 
10.99999 kΩ 

22 28 0.02 0.1 0.01 100 μA ～ 1.8 mA 

11 ～ 
32.99999 kΩ 

22 28 0.2 1 0.01 10 μA ～ 0.5 mA 

33 ～ 
109.9999 kΩ 

22 28 0.2 1 0. 1 10 μA ～ 0.18 mA 

110 ～ 
329.99999 kΩ 

25 32 2 10 0.1 1 μA ～ 0.05 mA 

330 kΩ ～ 
1.099999 MΩ 

25 32 2 10 1 1 μA ～ 0.018 mA 

1.1 ～ 
3.299999 MΩ 

40 60 30 150 1 250 nA ～ 5 μA 

3.3 ～ 
10.99999 MΩ 

110 130 50 250 10 250 nA ～ 1.8 μA 

11 ～ 
32.99999 MΩ 

200 250 2500 2500 10 25 nA ～ 500 nA 

33 ～ 
109.9999 MΩ 

400 500 3000 3000 100 25 nA ～ 180 nA 

110 ～ 
329.9999 MΩ 

2500 3000 100000 100000 1000 2.5 nA ～ 50 nA 

330 ～ 
1100 MΩ 

12000 15000 500000 500000 10000 1 nA ～ 13 nA 

[1] 0 Ωから1.1 GΩの範囲で連続可変できます。 

[2] 4 線式補償にのみ適用。2 線および2 線式補償については、フロア仕様に5 μV/測定電流を追加。例えば2 線モードで1 kΩ設定の場

合、オーム・ゼロ後12時間以内で測定電流が1 mAでのフロア仕様は  
0.002 Ω + 5 μV / 1 mA = (0.002 + 0.005) Ω = 0.007 Ω となります。 

[3] 電流がこれよりも小さい場合は、フロア加算値は次のように増加します。 Floor(new) = Floor(old) x Imin/Iactual例えば50 μA で
100 Ωを測定するとき、オーム・ゼロ後12時間以内でのフロア仕様は 0.0014 Ω x 1 mA/50 μA  = 0.028 Ω です。 
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AC 電圧（正弦波） 

レンジ 周波数 

絶対不確かさ、 
tcal ± 5°C、 

± (出力の ppm + μV) 分解能 
大 

負荷 

大歪みとノイズ

10 Hz ～ 5 MHz 帯
域幅、 

± (出力の % + フロ

ア) 
90 日  1 年  

NORMAL 出力 

1.0 mV ～  
32.999 mV 

10 Hz ～ 45 Hz 600 + 6 800 + 6 

1 μV 65 Ω 

0.15 + 90 μV 

45 Hz ～ 10 kHz 120 + 6 150 + 6 0.035 + 90 μV 

10 kHz ～ 20 kHz 160 + 6 200 + 6 0.06 + 90 μV 

20 kHz ～ 50 kHz 800 + 6 1000 + 6 0.15 + 90 μV 

50 kHz ～ 100 kHz 3000 + 12 3500 + 12 0.25 + 90 μV 

100 kHz ～ 
500 kHz 

6000 + 50 8000 + 50 0.3 + 90 μV 
[1]

 

33 mV ～   
329.999 mV 

10 Hz ～ 45 Hz 250 + 8 300 + 8 

1 μV 65 Ω 

0.15 + 90 μV 

45 Hz～10 kHz 140 + 8 145 + 8 0.035 + 90 μV 

10 kHz ～ 20 kHz 150 + 8 160 + 8 0.06 + 90 μV 

20 kHz ～ 50 kHz 300 + 8 350 + 8 0.15 + 90 μV 

50 kHz ～ 100 kHz 600 + 32 800 + 32 0.20 + 90 μV 

100 kHz ～ 
500 kHz 

1600 + 70 2000 + 70 0.20 + 90 μV 
[1]

 

0.33 V ～  
3.29999 V 

10 Hz ～ 45 Hz 250 + 50 300 + 50 

10 μV 10 mA 

0.15 + 200 μV 

45 Hz ～ 10 kHz 140 + 60 150 + 60 0.035 + 200 μV 

10 kHz ～ 20 kHz 160 + 60 190 + 60 0.06 + 200 μV 

20 kHz ～ 50 kHz 250 + 50 300 + 50 0.15 + 200 μV 

50 kHz ～ 100 kHz 550 + 125 700 + 125 0.20 + 200 μV 

100 kHz ～ 
500 kHz 

2000 + 600 2400 + 600 0.20 + 200 μV 
[1]

 

3.3 V ～  
32.9999 V 

10 Hz ～ 45 Hz 250 + 650 300 + 650 

100 μV 10 mA 

0.15 + 2 mV 

45 Hz ～ 10 kHz 125 + 600 150 + 600 0.035 + 2 mV 

10 kHz ～ 20 kHz 220 + 600 240 + 600 0.08 + 2 mV 

20 kHz ～ 50 kHz 300 + 600 350 + 600 0.2 + 2 mV 

50 kHz ～ 100 kHz 750 + 1600 900 + 1600 0.5 + 2 mV 

33 V ～  
329.999 V 

45 Hz ～ 1 kHz 150 + 2000 190 + 2000 

1 mV 

5 mA、
45 Hz ～ 

65 Hz では 
20 mA  

0.15 + 10 mV 

1 kHz ～ 10 kHz 160 + 6000 200 + 6000 0.05 +10 mV 

10 kHz ～ 20 kHz 220 + 6000 250 + 6000 0.6 + 10 mV 

20 kHz ～ 50 kHz 240 + 6000 300 + 6000 0.8 + 10 mV 

50 kHz ～ 100 kHz 1600 + 50000 2000 + 50000 1.0 + 10 mV 

330 V ～ 
1020 V 

45 Hz ～ 1 kHz 250 + 10000 300 + 10000 

10 mV 

2 mA、
45 Hz ～ 

65 Hz では 
6 mA 

0.15 + 30 mV  

1 kHz ～ 5 kHz 200 + 10000 250 + 10000 0.07 + 30 mV 

5 kHz ～ 10 kHz 250 + 10000 300 + 10000 0.07 + 30 mV 

[1] 100 kHz ～ 200 kHz での 大歪み。200 kHz ～ 500 kHz での 大歪みは、出力の 0.9% + 表記のフロア。 

注記 

リモートセンス機能はありません。出力電圧が 0.33 V 以上での出力抵抗は 5 mΩ 未満です。AUX 出力の出力抵抗は 1 Ω 未満です。

大負荷容量は 500 pF ですが、 大負荷電流制限値により変化します。 
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AC 電圧 （正弦波）（続き） 

レンジ 周波数 
[1]

 

絶対不確かさ、 
tcal ± 5°C、 

± (出力の % + μV) 分解能 
大 

負荷 

大歪みとノイズ

10 Hz ～ 5 MHz 帯
域幅、 

± (出力の % + フロ

ア) 
90 日  1 年  

AUX 出力 

10 mV ～  
329.999 mV 

10 Hz ～ 20 Hz 0.15 + 370 0.2 + 370 

1 μV 5 mA 

0.2 + 200 μV 

20 Hz ～ 45 Hz 0.08 + 370 0.1 + 370 0.06 + 200 μV 

45 Hz ～ 1 kHz 0.08 + 370 0.1 + 370 0.08 + 200 μV 

1 kHz ～ 5 kHz 0.15 + 450 0.2 + 450 0.3 + 200 μV 

5 kHz ～ 10 kHz 0.3 + 450 0.4 + 450 0.6 + 200 μV 

10 kHz ～ 30 kHz 4.0 + 900 5.0 + 900 1 + 200 μV 

0.33 V ～  
3.29999 V 

10 Hz ～ 20 Hz 0.15 + 450 0.2 + 450 

10 μV 5 mA 

0.2 + 200 μV 

20 Hz ～ 45 Hz 0.08 + 450 0.1 + 450 0.06 + 200 μV 

45 Hz ～ 1 kHz 0.07 + 450 0.09 + 450 0.08 + 200 μV 

1 kHz ～ 5 kHz 0.15 + 1400 0.2 + 1400 0.3 + 200 μV 

5 kHz ～ 10 kHz 0.3 + 1400 0.4 + 1400 0.6 + 200 μV 

10 kHz ～ 30 kHz  4.0 + 2800 5.0 + 2800 1 + 200 μV 

3.3 V ～ 5 V 10 Hz ～ 20 Hz 0.15 + 450 0.2 + 450 

100 μV 5 mA 

0.2 + 200 μV 

20 Hz ～ 45 Hz 0.08 + 450 0.1 + 450 0.06 + 200 μV 

45 Hz ～ 1 kHz 0.07 + 450 0.09 + 450 0.08 + 200 μV 

1 kHz ～ 5 kHz 0.15 + 1400 0.2 + 1400 0.3 + +200 μV 

5 kHz ～ 10 kHz  0.3 + 1400 0.4 + 1400 0.6 + 200 μV 

[1] 交流電圧の2 チャンネル出力が可能です。2 チャンネル出力の 大周波数は 30 kHz です。 

注記 

リモートセンス機能はありません。出力 0.33 V 以上での出力抵抗は 5 mΩ 未満です。AUX 出力抵抗は 1 Ω 未満です。 大負荷容量は 
500 pF ですが、 大負荷電流の影響を受けます。 
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AC 電流（正弦波） 

レンジ 周波数 

絶対不確かさ、 
tcal ± 5°C、 

± (出力の % + μA) 

コンプライアン

ス追加、± 
(μA/V) 

大歪みとノイ

ズ 10 Hz ～ 
100 kHz 帯域幅

、  
± (出力の % + フ

ロア) 

大 
誘導性負荷

 (μH) 

90日 1年 

LCOMP オフ 

29.00 ～ 
329.99 μA 

10 ～ 20 Hz 0.16 + 0.1 0.2 + 0.1 0.05 0.15 + 0.5 μA 

200 

20 ～ 45 Hz 0.12 + 0.1 0.15 + 0.1 0.05 0.1 + 0.5 μA 

45 Hz ～ 1 kHz 0.1 + 0.1 0.125 + 0.1 0.05 0.05 + 0.5 μA 

1 ～ 5 kHz 0.25 + 0.15 0.3 + 0.15 1.5 0.5 + 0.5 μA 

5 ～ 10 kHz 0.6 + 0.2 0.8 + 0.2 1.5 1.0 + 0.5 μA 

10 ～ 30 kHz 1.2 + 0.4 1.6 + 0.4 10 1.2 + 0.5 μA 

0.33 ～ 
3.29999 mA 

10 ～ 20 Hz 0.16 + 0.15 0.2 + 0.15 0.05 0.15 + 1.5 μA 

200 

20 ～ 45 Hz 0.1 + 0.15 0.125 + 0.15 0.05 0.06 + 1.5 μA 

45 Hz ～ 1 kHz 0.08 + 0.15 0.1 + 0.15 0.05 0.02 + 1.5 μA 

1 ～ 5 kHz 0.16 + 0.2 0.2 + 0.2 1.5 0.5 + 1.5 μA 

5 ～ 10 kHz 0.4 + 0.3 0.5 + 0.3 1.5 1.0 + 1.5 μA 

10 ～ 30 kHz 0.8 + 0.6 1.0 + 0.6 10 1.2 + 0.5 μA 

3.3 ～ 
32.9999 mA 

10 ～ 20 Hz 0.15 + 2 0.18 + 2 0.05 0.15 + 5 μA 

50 

20 ～ 45 Hz 0.075 + 2 0.09 + 2 0.05 0.05 + 5 μA 

45 Hz ～ 1 kHz 0.035 + 2 0.04 + 2 0.05 0.07 + 5 μA 

1 ～ 5 kHz 0.065 + 2 0.08 + 2 1.5 0.3 + 5 μA 

5 ～ 10 kHz 0.16 + 3 0.2 + 3 1.5 0.7 + 5 μA 

10 ～ 30 kHz 0.32 + 4 0.4 + 4 10 1.0 + 0.5 μA 

33 ～ 
329.999 mA 

10 ～ 20 Hz 0.15 + 20 0.18 + 20 0.05 0.15 + 50 μA 

50 

20 ～ 45 Hz 0.075 + 20 0.09 + 20 0.05 0.05 + 50 μA 

45 Hz ～ 1 kHz 0.035 + 20 0.04 + 20 0.05 0.02 + 50 μA  

1 ～ 5 kHz 0.08 + 50 0.10 + 50 1.5 0.03 + 50 μA  

5 ～ 10 kHz 0.16 + 100 0.2 + 100 1.5 0.1 + 50 μA 

10 ～ 30 kHz 0.32 + 200 0.4 + 200 10 0.6 + 50 μA 

0.33 ～ 
1.09999 A 

10 ～ 45 Hz 0.15 + 100 0.18 + 100  0.2 + 500 μA 

2.5 
45 Hz ～ 1 kHz 0.036 + 100 0.05 + 100  0.07 + 500 μA 

1 ～ 5 kHz 0.5 + 1000 0.6 + 1000 [2] 1 + 500 μA 

5 ～ 10 kHz 2.0 + 5000 2.5 + 5000 [3] 2 + 500 μA 

1.1 ～ 
2.99999 A 

10 ～ 45 Hz 0.15 + 100 0.18 + 100  0.2 + 500 μA 

2.5 
45 Hz ～ 1 kHz 0.05 + 100 0.06 + 100  0.07 + 500 μA 

1 ～ 5 kHz 0.5 + 1000 0.6 + 1000 [2] 1 + 500 μA 

5 ～ 10 kHz 2.0 + 5000 2.5 + 5000 [3] 2 + 500 μA 

3 ～  
10.9999 A 

45 ～ 100 Hz 0.05 + 2000 0.06 + 2000  0.2 + 3 mA 

1 100 Hz ～ 1 kHz 0.08 + 2000 0.10 + 2000  0.1 + 3 mA 

1 ～ 5 kHz 2.5 + 2000 3.0 + 2000  0.8 + 3 mA 

11 ～  
20.5 A 

[1] 
 

45 ～ 100 Hz 0.1 + 5000 0.12 + 5000  0.2 + 3 mA 

1 100 Hz ～ 1 kHz 0.13 + 5000 0.15 + 5000  0.1 + 3 mA 

1 ～ 5 kHz 2.5 + 5000 3.0 + 5000  0.8 + 3 mA 
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AC 電流（正弦波）（続き） 

レンジ 周波数 

絶対不確かさ、 
tcal ± 5°C、 

± (出力の % + μA) 

大歪みとノイズ 
10 Hz ～ 100 kHz 帯

域幅、  
± (出力の % + フロア) 

大 
誘導性負荷 

(μH) 
90日 1年 

LCOMP オン 

29.00 ～  
329.99 μA 

10 ～ 100 Hz 0.2 + 0.2 0.25 + 0.2 0.1 + 1.0 μA 

400 

100 Hz ～ 1 kHz 0.5 + 0.5 0.6 + 0.5 0.05 + 1.0 μA 

0.33 ～  
3.29999 mA 

10 ～ 100 Hz 0.2 + 0.3 0.25 + 0.3 0.15 + 1.5 μA 

100 Hz ～ 1 kHz 0.5 + 0.8 0.6 + 0.8 0.06 + 1.5 μA 

3.3 ～  
32.9999 mA 

10 ～ 100 Hz 0.07 + 4 0.08 + 4 0.15 + 5 μA 

100 Hz ～ 1 kHz 0.18 + 10 0.2 + 10 0.05 + 5 μA 

33 ～  
329.999 mA 

10 ～ 100 Hz 0.07 + 40 0.08 + 40 0.15 + 50 μA 

100 Hz ～ 1 kHz 0.18 + 100 0.2 + 100 0.05 + 50 μA 

0.33 ～  
2.99999 A 

10 ～ 100 Hz 0.1 + 200 0.12 + 200 0.2 + 500 μA 

100 ～ 440 Hz 0.25 + 1000 0.3 + 1000 0.25 + 500 μA 

3 ～ 20.5 A 
[1]

 
10 ～ 100 Hz 0.1 + 2000 

[2]
 0.12 + 2000 

[2]
 0.1 + 0 μA 

400 
[4]

 
100 Hz ～ 1 kHz 0.8 + 5000 

[3]
 1.0 + 5000 

[3]
 0.5 + 0 μA 

[1]  負荷サイクル： 11 A 未満の電流は連続して供給可能です。11 A を超える電流については図 B を参照してください。電流を

供給できるのは任意の 60 分間のうち 60-T-I 分間です。ここで T は °C で表した温度（室温はおよそ 23°C）、I はアンペアで

表した出力電流です。例えば、温度が23°C で出力電流が 17 A の時、1 時間当たり 60 - 23 - 17 = 20 分間電流を流すことがで

きます。しかし 5 ～ 11 Aの電流を長時間出力すると、内部の自己発熱によって負荷サイクルが短くなります。この場合、こ

の式と図 B で示される許容 「オン」 時間が適用されるためには、先に 「オフ｣ の時間として 5 A 未満の電流を出力する必要

があります。 

[2] 11 A を超える電流の場合、フロア仕様は出力時間30 秒以内で 4000 μAです。出力時間が30 秒を超える場合、フロア仕様は 
2000 μA です。 

[3] 11 A を超える電流の場合、フロア仕様は出力時間 30 秒以内で 1000 μA です。出力時間が 30 秒を超える場合、フロア仕様 
は、5000 μA です。 

[4] コンプライアンス電圧制限値に依存します。 

 

レンジ 分解能 (μA) 大コンプライアンス電圧  V rms[1] 

0.029 ～ 0.32999 mA 0.01 7 

0.33 ～ 3.29999 mA 0.01 7 

3.3 ～ 32.9999 mA 0.1 5 

33 ～ 329.999 mA 1 5 

0.33 ～ 2.99999 A 10 4 

3 ～ 20.5 A 100 3 

[1]  コンプライアンス電圧が 1 V rms 以上の場合は、仕様に加算値が追加されます。 
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静電容量 

レンジ 

絶対不確かさ、  

tcal ± 5°C、  

±(%  (出力の% + フロア) 
[1] [2] [3]

 分解能 

許容周波数または 

充/放電速度 

90日 1年 
使用範囲 < 0.5% 誤差の

大代表値 
< 1% 誤差の 大

代表値 

220 ～  
399.9 pF 

0.38 + 10 pF 0.5 + 10 pF 0.1 pF 10 Hz ～ 10 kHz 20 kHz 40 kHz 

0.4 ～  
1.0999 nF 

0.38 + 0.01 nF 0.5 + 0.01 nF 0.1 pF 10 Hz ～ 10 kHz 30 kHz 50 kHz 

1.1 ～  
3.2999 nF 

0.38 + 0.01 nF 0.5 + 0.01 nF 0.1 pF 10 Hz ～ 3 kHz 30 kHz 50 kHz 

3.3 ～  
10.9999 nF 

0.19 + 0.01 nF 0.25 + 0.01 nF 0.1 pF 10 Hz ～ 1 kHz 20 kHz 25 kHz 

11 ～  
32.9999 nF 

0.19 + 0.01 nF 0.25 + 0.01 nF 0.1 pF 10 Hz ～ 1 kHz 8 kHz 10 kHz 

33 ～  
109.999 nF 

0.19 + 0.01 nF 0.25 + 0.01 nF 1 pF 10 Hz ～ 1 kHz 4 kHz 6 kHz 

110 ～  
329.999 nF 

0.19 + 0.3 nF 0.25 + 0.03 nF 1 pF 10 Hz ～ 1 kHz 2.5 kHz 3.5 kHz 

0.33 ～ 
1.09999 μF 

0.19 + 1 nF 0.25 + 1 nF 10 pF 10 ～ 600 Hz 1.5 kHz 2 kHz 

1.1 ～  
3.29999 μF 

0.19 + 3 nF 0.25 + 3 nF 10 pF 10 ～ 300 Hz 800 Hz 1 kHz 

3.3 ～  
10.9999 μF 

0.19 + 10 nF 0.25 + 10 nF 100 pF 10 ～ 150 Hz 450 Hz 650 Hz 

11 ～  
32.9999 μF 

0.30 + 30 nF 0.40 + 30 nF 100 pF 10 ～ 120 Hz 250 Hz 350 Hz 

33 ～  
109.999 μF 

0.34 + 100 nF 0.45 + 100 nF 1 nF 10 ～ 80 Hz 150 Hz 200 Hz 

110 ～  
329.999 μF 

0.34 + 300 nF 0.45 + 300 nF 1 nF 0 ～ 50 Hz 80 Hz 120 Hz 

0.33 mF ～ 
1.09999 mF 

0.34 + 1 μF 0.45 + 1 μF 10 nF 0 ～ 20 Hz 45 Hz 65 Hz 

1.1 ～  
3.29999 mF 

0.34 + 3 μF 0.45 + 3 μF 10 nF 0 ～ 6 Hz 30 Hz 40 Hz 

3.3 ～  
10.9999 mF 

0.34 + 10 μF 0.45 + 10 μF 100 nF 0 ～ 2 Hz 15 Hz 20 Hz 

11 ～  
32.9999 mF 

0.7 + 30 μF 0.75 + 30 μF 100 nF 0 ～ 0.6 Hz 7.5 Hz 10 Hz 

33 ～  
110 mF 

1.0 + 100 μF 1.1 + 100 μF 10 μF 0 ～ 0.2 Hz 3 Hz 5 Hz 

[1] 出力は 220 pF ～ 110 mF の範囲で連続可変できます。 

[2] 仕様は、直流充/放電式容量メーターおよび 交流 RCL メーターのいずれにも適用されます。 大ピーク電圧の許容値は 3 V で 
す。 大ピーク電流の許容値は 150 mA で、rms値は 1.1 μF 未満では30 mA、1.1 μF 以上では100 mA です。 

[3] 2 線式 COMP モードで誤差を追加する必要のない 大リード線抵抗は 10 Ω です。 
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温度校正（熱電対） 

TC  
 タイプ

[1]
 

レンジ  

(°C) 
[2]

 

絶対不確かさ、 
出力/測定、  
tcal ± 5°C、 

± (°C) 
[3]

 

TC  
 タイプ

[1]
レンジ  

(°C) 
[2]

 

絶対不確かさ、 
出力/測定、  
tcal ± 5°C、  

± (°C) 
[3]

 

90日 1年 90日 1年 

B 

600 ～ 800 0.42 0.44 

L 

-200 ～ -100 0.37 0.37 

800 ～ 1000 0.34 0.34 -100 ～ 800 0.26 0.26 

1000 ～ 1550 0.30 0.30 800 ～ 900 0.17 0.17 

1550 ～ 1820 0.26 0.33 

N 

-200 ～ -100 0.30 0.40 

C 

0 ～ 150 0.23 0.30 -100 ～ -25 0.17 0.22 

150 ～ 650 0.19 0.26 -25 ～ 120 0.15 0.19 

650 ～ 1000 0.23 0.31 120 ～ 410 0.14 0.18 

1000 ～ 1800 0.38 0.50 410 ～ 1300 0.21 0.27 

1800 ～ 2316 0.63 0.84 

R 

0 ～ 250 0.48 0.57 

E 

-250 ～ -100 0.38 0.50 250 ～ 400 0.28 0.35 

-100 ～ -25 0.12 0.16 400 ～ 1000 0.26 0.33 

-25 ～ 350 0.10 0.14 1000 ～ 1767 0.30 0.40 

350 ～ 650 0.12 0.16 

S 

0 ～ 250 0.47 0.47 

650 ～ 1000 0.16 0.21 250 ～ 1000 0.30 0.36 

J 

-210 ～ -100 0.20 0.27 1000 ～ 1400 0.28 0.37 

-100 ～ -30 0.12 0.16 1400 ～ 1767 0.34 0.46 

-30 ～ 150 0.10 0.14 

T 

-250 ～ -150 0.48 0.63 

150 ～ 760 0.13 0.17 -150 ～ 0 0.18 0.24 

760 ～ 1200 0.18 0.23 0 ～ 120 0.12 0.16 

K 

-200 ～  -100 0.25 0.33 120 ～ 400 0.10 0.14 

-100 ～ -25 0.14 0.18 
U 

-200 ～ 0 0.56 0.56 

-25 ～ 120 0.12 0.16 0 ～ 600 0.27 0.27 

120 ～ 1000 0.19 0.26  

1000 ～ 1372 0.30 0.40 

[1] 温度標準は ITS-90 または IPTS-68 から選択可能です。 
0.4 V/m を超える電磁場でのTC出力および測定は規定されていません。 

[2] 分解能は 0.01°C です。 

[3] 熱電対の誤差は含みません 
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温度校正（RTD） 

RTD 
 タイプ 

レンジ  

(°C) 
[1]

 

絶対不確かさ、 
 tcal ± 5°C、 

 ± (°C) 
[2]

 
RTD  
タイプ 

レンジ  

(°C) 
[1]

 

絶対不確かさ、 
 tcal ± 5°C、 

 ± (°C) 
[2]

 

90日 1年 90日 1年 

Pt 385,  
100 Ω 

-200 ～ -80 0.04 0.05 

Pt 385, 
500 Ω 

-200 ～ -80 0.03 0.04 

-80 ～ 0 0.05 0.05 -80 ～ 0 0.04 0.05 

0 ～ 100 0.07 0.07 0 ～ 100 0.05 0.05 

100 ～ 300 0.08 0.09 100 ～ 260 0.06 0.06 

300 ～ 400 0.09 0.10 260 ～ 300 0.07 0.08 

400 ～ 630 0.10 0.12 300 ～ 400 0.07 0.08 

630 ～ 800 0.21 0.23 400 ～ 600 0.08 0.09 

Pt 3926,  
100 Ω 

-200 ～ -80 0.04 0.05 600 ～ 630 0.09 0.11 

-80 ～ 0 0.05 0.05 

Pt 385, 
1000 Ω 

-200 ～ -80 0.03 0.03 

0 ～ 100 0.07 0.07 -80 ～ 0 0.03 0.03 

100 ～ 300 0.08 0.09 0 ～ 100 0.03 0.04 

300 ～ 400 0.09 0.10 100 ～ 260 0.04 0.05 

400 ～ 630 0.10 0.12 260 ～ 300 0.05 0.06 

Pt 3916,  
100 Ω 

-200 ～ -190 0.25 0.25 300 ～ 400 0.05 0.07 

-190 ～ -80 0.04 0.04 400 ～ 600 0.06 0.07 

-80 ～ 0 0.05 0.05 600 ～ 630 0.22 0.23 

0 ～ 100 0.06 0.06 PtNi 385, 
120 Ω  

(Ni120) 

-80 ～ 0 0.06 0.08 

100 ～ 260 0.06 0.07 0 ～ 100 0.07 0.08 

260 ～ 300 0.07 0.08 100 ～ 260 0.13 0.14 

300 ～ 400 0.08 0.09 Cu 427, 
10 Ω [3]

 
-100 ～ 260 0.3 0.3 

400 ～ 600 0.08 0.10 

600 ～ 630 0.21 0.23     

Pt 385,  
200 Ω 

-200 ～ -80 0.03 0.04     

-80 ～ 0 0.03 0.04     

0 ～ 100 0.04 0.04     

100 ～ 260 0.04 0.05     

260 ～ 300 0.11 0.12     

300 ～ 400 0.12 0.13     

400 ～ 600 0.12 0.14     

600 ～ 630 0.14 0.16     

[1] 分解能は 0.003°C です。 

[2] COMP OFF （5522A 校正器の前面パネルの NORMAL 端子） および 2 線と 4 線補償に適用されます。。 

[3] MINCO Application Aid No. 18 に準拠しています。 

DC 電力仕様概要 

 電圧レンジ 

電流レンジ 

0.33 ～  
329.99 mA 

0.33 ～  
2.9999 A 

3 ～  
20.5 A 

絶対不確かさ、tcal ± 5°C、±(% (電力出力の%) 
[1]

 

90日 33 mV ～ 1020 V 0.021 0.019 
[2]

 0.06 
[2]

 

1年 33 mV ～ 1020 V 0.023 0.022 
[2]

 0.07 
[2]

 

[1] より正確な DC 電力の不確かさを求めるには、「DC 電圧仕様」、「DC 電流仕様」、「電力不確かさの計算」 を参照してくだ

さい。 

[2] 10 A を超える電流出力において30 秒のセトリング時間を得られない場合、または上位2つの電流レンジからの10 A を超える出力

が30 秒以内の場合には、0.02 %を追加してください。 
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AC 電力（45 Hz ～ 65 Hz）仕様概要、PF = 1 

 電圧レンジ 

電流レンジ 

3.3 ～  
8.999 mA 

9 ～  
32.999 mA 

33 ～  
89.99 mA 

90 ～ 329.99 mA 

絶対不確かさ、tcal ± 5°C、±(% (ワット出力の%) 
[1]

 

90日 
33 ～ 329.999 mV 0.13 0.09 0.13 0.09 

330 mV ～ 1020 V 0.11 0.07 0.11  0.07 

1年 
33 ～ 329.999 mV 0.14 0.10 0.14 0.10 

330 mV ～ 1020 V 0.12 0.08 0.12 0.08 

 電圧レンジ 

電流レンジ
[2]

 

0.33 ～  
0.8999 A 

0.9 ～  
2.1999 A 

2.2 ～  
4.4999 A 

4.5 ～  
 20.5 A 

絶対不確かさ、tcal ± 5°C、±(% (ワット出力の%) 
[1]

 

90日 
33 ～ 329.999 mV 0.12 0.10   0.12 0.10  

330 mV ～ 1020 V 0.10   0.08     0.11 0.09  

1年 
33 ～ 329.999 mV 0.13  0.11   0.13    0.11  

330 mV ～ 1020 V 0.11   0.09  0.12   0.10 

[1] より正確な AC 電力の不確かさを求めるには、「AC 電圧仕様」、「AC 電流仕様」、「電力不確かさの計算」 を参照してくださ

い。 

[2] 10 A を超える電流出力において30 秒のセトリング時間を得られない場合、または上位2つの電流レンジからの10 A を超える出力

が30 秒以内の場合には、0.02 %を追加してください。  

電力および2 チャンネル出力の 大 小値仕様 

周波数 
電圧 

 (NORMAL) 
電流 

電圧 
 (AUX) 

力率 
 (PF) 

DC 0 ～ ±1020 V 0 ～ ±20.5 A 0 ～ ±7 V ⎯ 

10 ～ 45 Hz 33 mV ～  32.9999 V 3.3 mA ～ 2.99999 A 10 mV ～ 5 V 0 ～ 1 

45 ～ 65 Hz 33 mV ～ 1020 V 3.3 mA ～ 20.5 A 10 mV ～ 5 V 0 ～ 1 

65 ～ 500 Hz 330 mV ～ 1020 V 33 mA ～ 2.99999 A 100 mV ～ 5 V 0 ～ 1 

65 ～ 500 Hz 3.3 ～ 1020 V 33 mA ～ 20.5 A 100 mV ～ 5 V 0 ～ 1 

500 Hz ～ 1 kHz 330 mV ～ 1020 V 33 mA ～ 20.5 A 100 mV ～ 5 V 0 ～ 1 

1 ～ 5 kHz 3.3 ～ 500 V  33 mA ～ 2.99999 A 100 mV ～ 5 V  0 ～ 1 

5 ～ 10 kHz 3.3 ～ 250 V  33 ～ 329.99 mA 1 ～ 5 V  0 ～ 1 

10 ～ 30 kHz 3.3 V ～ 250 V 33 mA ～ 329.99 mA 1 V ～ 3.29999 V 0 ～ 1 

注記 

「DC 電圧仕様」、「DC 電流仕様」、「AC 電圧（正弦波）仕様」、および「AC 電流（正弦波）仕様」に記されている電圧と電流の

レンジ（交流電力の 小電流である0.33 mA を除く）は、電力および2 チャンネル出力モードにも適用されます。しかし、仕様で規

定されているのはこの表の範囲内のみです。これらのポイントでの不確かさを求めるには、「電力不確かさの計算」 を参照してくだ

さい。 

2 チャンネル AC 出力の位相調整レンジは0 ° ～ ±179.99 °です。2 チャンネル AC 出力の位相分解能は0.01 度です。 
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位相 

1 年の絶対不確かさ、tcal ± 5°C、(Δ Φ °) 

10 ～  
65 Hz 

65 ～  
500 Hz 

500 Hz ～  
1 kHz 

1 ～  
5 kHz 

5 ～  
10 kHz 

10 ～  
30 kHz 

0.10° 0.25° 0.5° 2.5° 5° 10° 
注記 

適用される出力については 「電力および2 チャンネル出力の 大 小値仕様」 を参照してください。 

 

位相(Φ) 
Watts 

位相(Φ) 
VARs 

PF 
位相誤差による電力不確かさへの加算値 

10 ～  
65 Hz 

65 ～  
500 Hz 

500 Hz ～ 
1 kHz 

1 ～  
5 kHz 

5 ～  
10 kHz 

10 ～  
30 kHz 

0° 90° 1.000 0.00 % 0.00 % 0.00 % 0.10 % 0.38 % 1.52 % 

10° 80° 0.985 0.03 % 0.08 % 0.16 % 0.86 % 1.92 % 4.58 % 

20° 70° 0.940 0.06 % 0.16 % 0.32 % 1.68 % 3.55 % 7.84 % 

30° 60° 0.866 0.10 % 0.25 % 0.51 % 2.61 % 5.41 % 11.54 % 

40° 50° 0.766 0.15 % 0.37 % 0.74 % 3.76 % 7.69 % 16.09 % 

50° 40° 0.643 0.21 % 0.52 % 1.04 % 5.29 % 10.77 % 22.21 % 

60° 30° 0.500 0.30 % 0.76 % 1.52 % 7.65 % 15.48 % 31.60 % 

70° 20° 0.342 0.48 % 1.20 % 2.40 % 12.08 % 24.33 % 49.23 % 

80° 10 ° 0.174 0.99 % 2.48 % 4.95 % 24.83 % 49.81 % 100.00 % 

90° 0° 0.000 ––  –– –– –– –– –– 

明記されていない値に対する、位相不確かさに起因する AC 電力の不確かさの加算値(adder)を正確に計算するには次

の式を使用します。 

 ( ) ( )
Adder

Cos

Cos
% (

( )= − +
100 1

Φ ΔΦ
Φ

)  

例えば、PF が 0.9205 (Φ  = 23) で位相不確かさがΔΦ  = 0.15 の場合、AC 電力の不確かさへの加算値は ： 

( ) ( )
Adder

Cos

Cos
% (

(23 )= − + =100 1
15

23
0 11%

.
) .  

電力不確かさの計算 

電力出力 (ワットまたはVAR) の総合不確かさは、選択された電圧、電流、力率変数の、個々の不確かさ (%) の二乗和平
方根 (rss) です。 

ワット不確かさ PFadder
2

current
2

voltage
2

power UUUU ++=  

VAR 不確かさ VARsadder
2

current
2

voltage
2

VARs UUUU ++=  

組み合わせは無数にあるため、選択した変数での実際の AC 電力不確かさを計算する必要があります。計算方法を以下の
例で説明します （1 年仕様を使用）。 

例1 出力： 100 V、1 A、60 Hz、力率=1.0 (Φ=0) 

電圧不確かさ   100 V、60 Hz の不確かさは 150 ppm + 2 mV です。したがって： 
100 V x 190 x 10-6 = 15 mV に2 mVを加えて17 mV です。これをパーセントで表すと： 
17 mV/100 V x 100 = 0.017 % になります。（「AC電圧（正弦波）仕様」参照） 

電流不確かさ   1 Aの不確かさは0.05 % + 100 μA です。したがって： 
1 A x 0.0005 = 500 μA に 100 μA を加えて0.6 mAです。これをパーセントで表すと ： 
0. 6 mA/1 A x 100 = 0.06 % になります。（「AC電流（正弦波）仕様」参照） 

PF 加算値   PF = 1 (Φ=0) 、60 Hz でのワット加算値は0 %です。（「位相仕様」参照） 

ワット出力不確かさ ＝ %062.0006.0017.0 22 =++= 2
powerU  

例2 出力： 100 V、1 A、400 Hz、力率0.5 (Φ=60) 

電圧不確かさ  100 V、400Hz の不確かさは 150 ppm + 2 mV です。したがって ：  
100 V x 150 x 10-6 = 15 mV に 2 mV を加算して 17 mV です。 これをパーセントで表すと ：  
17 mV/100 V x 100 =  0.017%になります。（「AC 電圧 （正弦波） 仕様」参照） 

電流不確かさ  1 A の不確かさは 0.05 %+100 μAです。したがって ：  
1 A x 0.0005 = 500 μA に100 μA を加算して 0.6 mAです。 これをパーセントで表すと ：  
0.6 mA/1 A x 100 = 0.06% になります。（「AC 電流 （正弦波） 仕様」 参照） 

PF 加算値   PF = 0.5 (Φ= 60) 、400 Hz でのワット加算値は 0.76%です （「位相仕様」 を参照）。 

ワット出力不確かさ ＝ %76.076.006.0017.0U 22
power =++= 2  
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VARs   力率が 0.0 に近づくとVARs 出力（無効電力）が支配的になるため、ワット出力の不確かさは非現実的になりま
す。このような場合、例 3 に示すように VAR 出力不確かさを計算します。 

例3 出力 ： 100 V、1 A、60 Hz、力率 = 0.174 (Φ = 80) 

電圧不確かさ   100 V、400Hz の不確かさは 150 ppm + 2 mV です。したがって ：  
100 V x 150 x 10-6 = 15 mV に 2 mV を加算して 17 mV です。 これをパーセントで表すと ：  
17 mV/100 V x 100 =  0.017% になります。（「AC 電圧 （正弦波） 仕様」を参照）。 

電流不確かさ   1 A の電流不確かさは 0.05 %+100 μAです。したがって ：  
1 A x 0.0005 = 500 μA に100 μA を加算して = 0.6 mAです。 これをパーセントで表すと ：  
0.6 mA/1 A x 100 = 0.06% になります。（「AC 電流 （正弦波） 仕様」 を参照） 

VAR 加算値   Φ=80 、60 Hz での VAR 加算値は 0.03%です。（「位相仕様」 を参照）  

VAR 出力不確かさ ＝ %069.003.006.0017.0 22 =++2=UVARs  

補足仕様 
以下の項では、5522A 校正器の AC 電圧および電流機能に関する補足仕様について説明しています。掲載されている仕
様は全て、30 分、または5522A の電源がオフになっていた時間の2 倍のウォームアップ時間後の値です。全ての拡張レ
ンジ仕様は7日毎、または環境温度が 5 °C 以上変化した場合には必ず、校正器がゼロ調整されることを前提としていま
す。  

周波数 

周波数レンジ 分解能 
1 年絶対不確かさ、 

 tcal ± 5°C 
ジッター 

0.01 ～ 119.99 Hz 0.01 Hz 

2.5 ppm +5 μHz 
[1]

 100 ns 

120.0 ～ 1199.9 Hz 0.1 Hz 

1.200 ～ 11.999 kHz 1.0 Hz 

12.00 ～ 119.99 kHz 10 Hz 

120.0 ～ 1199.9 kHz 100 Hz 

1.200 ～ 2.000 MHz 1 kHz 

[1] REF CLK を外部入力に設定した場合、5522A の周波数の不確かさは、10 MHz 外部クロックの不確かさ ± 5 μHz となりま 
す。 入力できる 10 MHz 外部基準クロック信号の振幅は 1 V ～ 5 V p-p です。 

高調波（2nd to 50th） 

基本 
周波数

[1]
 

電圧 
（NORMAL 端子） 

電流 
電圧 

（AUX 端子） 
振幅 

不確かさ 

10 ～ 45 Hz 33 mV ～ 32.9999 V 3.3 mA ～ 2.99999 A 10 mV ～ 5 V 

シングル出力の

場合と同じ出力

の% 値、ただし

フロア加算値は2
倍 

45 ～ 65 Hz 33 mV ～1020 V 3.3 mA ～ 20.5 A 10 mV ～ 5 V 

65 ～ 500 Hz 33 mV ～ 1020 V 33 mA ～ 20.5 A 100 mV ～ 5 V 

500 Hz ～ 5 kHz 330 mV ～ 1020 V 33 mA ～ 20.5 A 100 mV ～ 5 V 

5 ～ 10 kHz 3.3 ～ 1020 V 
33 ～  

329.9999 mA 
100 mV ～ 5 V 

10 ～ 30 kHz 3.3 ～ 1020 V 
33 ～  

329.9999 mA 
100 mV ～  
3.29999 V 

[1] 高調波出力の 大周波数は 30 kHz です（3 ～ 5 V を AUX 端子から出力する場合は 10 kHz）。例えば、基本波出力が 5 kHz 
の場合、選択できる 大値は 6 次高調波 (30 kHz) です。10 Hz ～ 600 Hz （3 ～ 5 V をAUX端子から出力する場合は  
200 Hz） の基本波出力では、すべての高調波 （2 次～ 50 次） が選択できます。  

 
位相不確かさ .......................................................... 高調波出力の位相不確かさは 1 度、または特定の出力に対しては「位

相仕様」 に記載されている位相不確かさの、いずれか大きい方の値で

す。例えば、400 Hz の基本波と 10 kHz の高調波出力の位相不確かさ

は 10° です （「位相仕様」より）。同様に、60 Hz の基本波と 
400 Hz の高調波出力の位相不確かさは 1 度です。 

2 チャンネル出力高調波モードにおける振幅不確かさの計算例 

以下の2 チャンネル出力に対する振幅不確かさは？ 

NORMAL （基本波） 出力： 

100 V、100 Hz ............................................... 「AC 電圧 （正弦波）仕様」 より、100 V、100 Hz の1 チャンネル出
力の不確かさは、0.015% + 2 mV です。2 チャンネル出力の場合の不
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確かさは 0.015 % の部分は変わらず、フロアの値が2 倍(2 x 2 mV)に
なるため0.015% + 4 mV です。 

AUX （50 次高調波）出力：  

100 mV、5 kHz ............................................... 「AC 電圧 （正弦波）仕様」 から、100 mV、5 kHz のAUX 出力の不
確かさは、0.15% + 450 mV です。2 チャンネル出力の場合の不確か
さは 0.015 % の部分は変わらず、フロアの値が2 倍(2 x 450 mV)にな
るため0.015% + 900 mV です。 

AC 電圧（正弦波）拡張帯域幅 

レンジ 周波数 
1 年絶対不確かさ、 

 tcal ± 5°C 
大電圧 

分解能 

NORMAL 出力 （1 チャンネル出力モード） 

1.0 ～ 33 mV 

0.01 ～ 9.99 Hz 
± (出力の 5.0%  

+ レンジの 0.5%) 

2 桁（例：25 mV） 

34 ～ 330 mV 3 桁 

0.4 ～ 33 V 2 桁 

0.3 ～ 3.3 V 
500.1 kHz ～ 1 MHz -10 dB （1 MHz、代表値） 

2 桁 
1.001 ～ 2 MHz -31 dB （2 MHz、代表値） 

AUX 出力 （2 チャンネル出力モード） 

10 ～ 330 mV 
0.01 ～ 9.99 Hz 

± (出力の 5.0%   
+ レンジの 0.5%) 

3 桁 

0.4 ～ 5 V 2 桁 

AC 電圧 （非正弦波） 

三角波と  
トランケイテッド正弦

波 
レンジ、(p-p) 

[1]
 

周波数 
1 年絶対不確かさ、 

tcal ± 5°C、 
±(% (出力の% + レンジの %) 

[2]
 

大電圧 
分解能 

NORMAL 出力 （1 チャンネル出力モード） 

2.9 ～ 92.999 mV 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 
45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 20 kHz 0.5 + 0.25 

20 ～ 100 kHz 
[3]

 5.0 + 0.5 

93 ～ 929.999 mV 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 
45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 20 kHz 0.5 + 0.25 

20 ～ 100 kHz 
[3]

 5.0 + 0.5 

0.93 ～ 9.29999 V 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 
45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 20 kHz 0.5 + 0.25 

20 ～ 100 kHz 
[3]

 5.0 + 0.5 

9.3 ～ 93 V 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 
45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 20 kHz 0.5 + 0.25 

20 ～ 100 kHz 
[3]

 5.0 + 0.5 

AUX 出力 （2 チャンネル出力モード） 

29 ～ 929.999 mV 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 5.0 + 0.5 

0.93 ～ 9.29999 V 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 5.0 + 0.5 
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AC 電圧（非正弦波）（続き） 

三角波と 
トランケイテッド正弦

波 
レンジ、(p-p) 

[1]
 

周波数 
1 年絶対不確かさ、 

tcal ± 5°C、 
±(%  (出力の % + レンジの %) 

[2]

大電圧 
分解能 

AUX 出力 （2 チャンネル出力モード） 

9.3 ～ 14.0000 V 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 5.0 + 0.5 

[1] 三角波の p-p から rms に変換するには、p-p 値に 0.2886751 を乗じてください。トランケイテッド正弦波の p-p から rms に
変換するには、p-p 値に 0.2165063 を乗じてください。 

[2] 不確かさは p-p で表示されています。振幅は rms 応答型の DMM を使用して検証されています。 

[3] トランケイテッド正弦波出力の不確かさは、この周波数帯の代表値です。 

 

矩形波レンジ 
(p-p)

[1] 
 

周波数 
1 年絶対不確かさ、 

tcal ± 5°C、 
±(% (出力の% + レンジの %) 

[2]
 

大電圧 
分解能 

NORMAL 出力（1 チャンネル出力モード） 

2.9 ～ 65.999 mV 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 
45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 20 kHz 0.5 + 0.25 

20 ～ 100 kHz 5.0 + 0.5 

66 ～ 659.999 mV 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 
45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 20 kHz 0.5 + 0.25 

20 ～ 100 kHz 5.0 + 0.5 

0.66 ～ 6.59999 V 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 
45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 20 kHz 0.5 + 0.25 

20 ～ 100 kHz 5.0 + 0.5 

6.6 ～ 66.0000 V 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 
45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 20 kHz 0.5 + 0.25 

20 ～ 100 kHz 5.0 + 0.5 

AUX 出力（2 チャンネル出力モード） 

29 ～ 659.999 mV 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 
[3]

 5.0 + 0.5 

0.66 ～ 6.59999 V 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 
[3]

 5.0 + 0.5 

6.6 ～ 14.0000 V 

0.01 ～ 10 Hz 5.0 + 0.5 各レンジ 2 桁 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

各レンジ 6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 
[3]

 5.0 + 0.5 

[1] 矩形波の p-p から rms に変換するには、p-p 値に 0.5 を乗じてください。 

[2] 不確かさは p-p で表示されています。振幅は rms 応答型の DMM を使用して検証されています。 

[3] 6.6 V p-p 以上の AUX 出力の場合、1 kHz までです。 
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AC 電圧、DC オフセット 

レンジ
[1] 

 （NORMAL 出力） オフセット・レンジ
[2]

大ピーク値

1 年絶対不確かさ、 

tcal ± 5°C、
[3]、 

±（DC出力の % + フロア） 

正弦波 (rms) 

3.3 ～ 32.999 mV 0 ～ 50 mV 80 mV 0.1 + 33 μV 

33 ～ 329.999 mV 0 ～ 500 mV 800 mV 0.1 + 330 μV 

0.33 ～ 3.29999 V 0 ～ 5 V 8 V 0.1 + 3300 μV 

3.3 ～ 32.9999 V 0 ～ 50 V 55 V 0.1 + 33 mV 

三角波とトランケイテッド正弦波 (p-p) 

9.3 ～ 92.999 mV 0 ～ 50 mV 80 mV 0.1 + 93 μV 

93～929.999 mV 0 ～ 500 mV 800 mV 0.1 + 930 μV 

0.93 ～ 9.29999 V 0 ～ 5 V 8 V 0.1 + 9300 μV 

9.3 ～ 93.0000 V 0 ～ 50 V 55 V 0.1 + 93 mV 

矩形波 (p-p) 

6.6 ～ 65.999 mV 0 ～ 50 mV 80 mV 0.1 + 66 μV 

66 ～ 659.999 mV 0 ～ 500 mV 800 mV 0.1 + 660 μV 

0.66 ～ 6.59999 V 0 ～ 5 V 8 V 0.1 + 6600 μV 

6.6 ～ 66.0000 V 0 ～ 50 V 55 V 0.1 + 66 mV 

[1] 上記の 高レンジより上のレンジではオフセットは使用できません。 

[2] 大オフセット値は、選択した電圧出力のピーク値と許容 大ピーク信号の差によって決まります。例えば、10 V p-p 矩形波

のピーク値は 5V であるため、 大オフセット値は 大ピーク信号 55 Vを超えない ± 50 V になります。上記の 大オフセッ

ト値は各レンジの 小出力での値です。 

[3] 0.01 ～ 10 Hz、および 500 kHz ～ 2 MHz の周波数では、オフセット不確かさは出力の 5%、オフセット・レンジの ± 1%で 
す。 

AC 電圧、矩形波の特性 

立ち上がり

時間 @ 
1 kHz  

（代表値） 

セトリング時間 
@ 1 kHz  

（代表値） 

オーバーシ

ュート @ 
1 kHz  

（代表値） 

デューティ・サイクル・

レンジ 
デューティ・サイクル不確かさ 

< 1 μs 
< 10 μs、 終値

まで 1% 
< 2 % 

1% ～ 99%、 < 3.3 V p-
p、0.01 Hz ～ 100 kHz 

50 % デューティ・サイクル：±（周期の 0.02 % 
+ 100 ns）、 

その他10 % ～ 90 %のデューティ・サイクル：

±(周期の0.05 % + 100 ns)、 
±(周期の0.8 % +100 ns) 

AC 電圧、三角波の特性 

1 kHz の直線性 アベレーション 

10% ～ 90%において p-p 値の 0.3 % レンジの 50% を超える振幅において p-p 値の 1 % 未満 

AC 電流 （非正弦波） 

三角波と 
トランケイテッド正弦波

レンジ 
(p-p) 

周波数 
1 年絶対不確かさ、tcal ± 5°C、 

±（出力の % + レンジの %） 
大電流分解能 

0.047 ～  
0.92999 mA 

[1]
 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 
6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

0.93 ～  
9.29999 mA 

[1]
 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 
6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

9.3 ～  
92.9999 mA 

[1]
 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 
6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 
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AC 電流 （非正弦波）（続き） 

三角波と 
トランケイテッド正弦波

レンジ 
(p-p) 

周波数 
1 年絶対不確かさ、tcal ± 5°C、 

± (出力の % + レンジの %) 
大電流分解能 

93 ～  
929.999 mA 

[1]
 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.5 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

0.93 ～  
8.49999 A 

10 ～ 45 Hz 0.5 + 1.0 

6 桁 

45 Hz ～ 1 kHz 0.5 + 0.5 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

8.5 ～ 57 A 
[2]

 
45 ～ 500 Hz 0.5 + 0.5 

500 Hz ～ 1 kHz 1.0 + 1.0 

[1] LCOMP on の時の周波数は1 kHz までです。 

[2] LCOMP on の時の周波数は440 Hz までです。 

 
 

矩形波 
レンジ （p-p） 

周波数 
1 年絶対不確かさ、tcal ± 5°C、 

± (出力の % + レンジの %) 
大電流分解能 

0.047 ～  
0.65999 mA 

[1]
 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

0.66 ～  
6.59999 mA 

[1]
 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

6.6 ～  
65.9999 mA 

[1]
 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

6 桁 45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.25 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

66 ～  
659.999 mA 

[1]
 

10 ～ 45 Hz 0.25 + 0.5 

6 桁 

45 Hz ～ 1 kHz 0.25 + 0.5 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

0.66 ～  
5.99999 A 

[2]
 

10 ～ 45 Hz 0.5 + 1.0 

45 Hz ～ 1 kHz 0.5 + 0.5 

1 ～ 10 kHz 10 + 2 

6 ～ 41 A 
[2]

 
45 ～ 500 Hz 0.5 + 0.5 

500 Hz ～ 1 kHz 1.0 + 1.0 

[1] LCOMP on の時の周波数は1 Hz までです。 

[2] LCOMP on の時の周波数は440 Hz までです。 

AC 電流、矩形波の特性（代表値） 

レンジ LCOMP 
立ち上がり

時間 
セトリング時間 オーバーシュート 

I < 6 A @ 400 Hz オフ 25 μs 40 μs、 終値まで 1% 1 V 未満のコンプライアンス電圧

で < 10% 

3 A & 20 A レンジ オン 100 μs 200 μs、 終値まで 1% 1 V 未満のコンプライアンス電圧

で < 10% 

AC 電流、三角波の特性（代表値） 

400 Hzの直線性 アベレーション 

10% ～ 90%において p-p 値の 0.3% レンジの 50% を超える振幅において p-p 値の 1% 未満 
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概要 
この章では本校正器の開梱と取り付け、電源電圧の選択、ヒューズの交換および
電源の接続について説明します。電源以外のケーブル接続の説明は以下の章にあ
ります。 

• UUT (被校正機器) との接続： 第4章「正面パネルの操作」 

• IEEE-488 パラレル・インターフェース接続： 第5章「リモート操作」 

• RS-232 シリアル・インターフェース接続： 第5章「リモート操作」 

開梱と検査 
輸送中の校正器は損傷防止用のケースに入っています。校正器が損傷していない
か点検の上、損傷があれば、直ちに出荷元に通知してください。点検および申告
についての説明は納品時のケースに同梱されています。 

校正器を開梱する際に、表 2-1 に掲載されたすべての標準付属品と、追加で注文
された品目がある場合はそれらもすべて揃っていることを確認してください。詳
細については第9章の「アクセサリー」をご参照ください。欠品があれば購入元
か、またはお近くの Fluke サービス・センターにご連絡ください (この項の「サ
ービス情報」を参照)。性能試験については第7章「メンテナンス」に記載されて
います。 

校正器をどこかに輸送される場合は、納品時に入っていたケースをお使いくださ
い。元のケースが使用できない場合は、 Fluke に新しいケースをご注文いただけ
ます。その際は校正器のモデル名とシリアル番号をご連絡ください。 

表 2-1. 標準付属品 

品目 モデルまたは部品番号 

校正器 5522A 

電源コード 表 2-2 および図 2-2 を参照 

5522A スタート・マニュアル 3795091 

5522A 操作マニュアル (CD-ROM に収録) 3795084 

主電源用ヒューズの交換方法 

 注意 

製品の損傷を防ぐために、選択した電源電圧に合った正しいヒュー
ズが取り付けられていることを確認してください。100 V および 
120 V には 5.0 A/250 V 遅断 (スロー・ブロー) ヒ ューズ、220 V お
よび 240 V には 2.5 A/250 V 遅断 (スロー・ブロー) ヒューズを使用
してください。 

電源ヒューズは背面パネルからアクセスできます。ヒューズの定格は、100 
V/120 V の電源電圧設定に対しては 5 A/250 V のスロー・ブロー・ヒューズ、 
220 V/240 V の電源電圧設定に対しては2.5 A/250 V のスロー・ブロー・ヒューズ
です。ユーザーが交換できないヒューズについては、操作マニュアル 7 章の 「
メンテナンス」 を参照してください。  

ヒューズをチェックまたは交換するには、図 2-1 を参照して次の手順に進みま 
す。 

1. 電源を切ります。 
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2. ヒューズ・コンパートメントの左側にあるタブにドライバーの刃先を差し込
んで軽く引き出してから、コンパートメントを手で取り出します。 

3. コンパートメントからヒューズを取り外して、確認または交換します。必ず
正しいヒューズを取り付けてください。 

4. タブがきちんと閉まるまでヒューズ・コンパートメントを押して、取り付け
なおします。 

電源電圧設定の変更方法 
工場から納品される校正器は購入された国に適した電源電圧、または注文時に指
定された電源電圧に設定されています。 本校正器は 100 V、120 V、220 V、およ
び 240 V (47 Hz ～ 63 Hz) の 4 つの電源電圧設定のいずれかで使用することがで
きます。電源電圧の設定は電源ヒューズ・コンパートメント・カバーの窓から確
認することができます (図 2-1)。許容される電源電圧変動は電源電圧設定値の ±
10 % です。 

電源電圧設定を変更するには、以下の手順に従ってください。 

1. 電源を切ります。 

2. ヒューズ・コンパートメントの左側にあるタブにドライバーの刃先を差し込
んで軽く引き出してから、コンパートメントを手で取り出します。 

3. ペンチで電源電圧インジケーターのタブをつかみ、コネクターから真っ直ぐ
に引き抜いて、電源電圧セレクターを取り外します。 

4. 希望する電圧値になるように電源電圧セレクターを回転させて、挿入しなお
します。 

5. 選択された電源電圧に適したヒューズを確認し (100 V/120 V では 5 A/250 V 
スロー・ブロー；220 V/240 V では 2.5 A/250 V スロー・ブロー)、タブがロッ
クされるまで押して、ヒューズ・コンパートメントを元の場所に戻します。 

電源の接続 

 警告 

感電、火災、人身への傷害を防ぐため、次の注意事項を遵守してく

ださい。 

• 認可された 3 線式の電源コードを接地端子付きの電源コンセン

トに接続してください。 

• 使用する前に、製品の接地されていることを確認してください

。 

• 延長コードや変換プラグを使用しないでください。 

本校正器には購入された国に適したプラグ形状の電源コードが付属しています。
異なるタイプの電源コードが必要な場合、表 2-2 および図 2-2 にあるフルークで
取り扱っている電源プラグのリストと図 を参照してください。 

電源電圧が正しく設定され、設定された電源電圧用の正しいヒューズが取り付け
られていることを確認してから本校正器に電源コードを接続し、適切に接地され
た 3 極の電源コンセントに電源プラグを接続してください。 

電源周波数の設定方法 
出荷時の校正器の電源周波数は、60 Hzに設定されています。50 Hz の電源電圧
をご使用の場合は、50 Hz で 適なパフォーマンスが得られるように設定の変更
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が必要です。設定を変更するには、正面パネルの SETUP からINSTMT SETUP、
OTHER SETUP へと進み、MAINS の下にあるソフトキーを押すと、50 Hz に変
更されます。変更内容を保存し、本機器をウォーム・アップ (30 分以上オン) し
た後、校正器全体のゼロ調整を必ず行ってください。詳細は、第 4 章の「校正器
のゼロ調整」のセクションを参照してください。 

100V/120V220V/240V T5.0A 250V (SB)T2.5A 250V (SB)  /63Hz      
  47Hz        600VA MAX      

WARNING:  TO AVOID ELECTRIC SHOCK GROUNDING 

CONNECTOR IN POWER CORD MUST BE CONNECTED

FUSE

MAINS SUPPLY

CHASSIS GROUND
WARNING:  TO AVOID PHYSICAL INJURY, INSURE THA

IS PROPERLY INSTALLED BEFORE ENERGIZING INSTRU

CAUTION FOR FIRE PROTECTION REPLACE O

WITH A 250V FUSE OF INDICATED RATING

0V (SB)      

120

120

240

 
goi004.eps 

図 2-1. ヒューズへのアクセスと電源電圧設定の変更方法 

表 2-2. フルークで取り扱っている電源コードの種類 

タイプ 電圧／電流 Fluke のオプション番号 

北アメリカ 120 V/15 A LC-1 

北アメリカ 240 V/15 A LC-2 

EU全域 220 V/15 A LC-3 

イギリス (UK) 240 V/13A LC-4 

スイス 220 V/10 A LC-5 

オーストラリア 240 V/10 A LC-6 

南アフリカ 240 V/5 A LC-7 
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図 2-2. フルークで取り扱っている電源コードの種類 

フルークのご連絡先 
アクセサリーのご注文、操作に関するサポート、フルーク特約店またはサービス
・センターの連絡先等に関するお問い合わせは、次の電話番号までご連絡くださ
い。 

アメリカ:  1-888-99-FLUKE (1-888-993-5853) 

カナダ:  1-800-36-FLUKE (1-800-363-5853) 

ヨーロッパ:  +31 402-675-200 

日本:  +81-3-6714-3114 

シンガポール:  +65-738-5655 

上記以外の国:  +1-425-446-5500 

またはフルークの Web サイトwww.fluke.com(英語) をご覧ください。 

製品の登録には、http://register.fluke.com  (英語) をご利用下さい。 
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設置 

 警告 

感電、火災、人身への傷害を防ぐため、使用する前に校正器が適切

に接地されていることを確認してください。 

本校正器は、ベンチ・トップでお使いいただくことも、業界標準幅で奥行 24 イ
ンチ (61 cm) の機器用ラックへ設置してお使いいただくこともできます。ベンチ
上での使用のために、本校正器には滑りにくく傷をつけにくい脚が付いていま 
す。本校正器を機器用ラックに設置するには、5522A ラック・マウント・キット 
（モデル Y5537） を使用してください。本校正器をラックに設置するための説
明書は、ラック・マウント・キットに同梱されています。 

冷却について 

 注意 

本製品の損傷を防ぐため、製品の周囲のスペースが 小限の要件を
満たしていることを確認してください。 

調節板がファンからの冷却用空気を校正器内部の隅々まで送り、作動中の熱を放
散させます。校正器内のすべての部品の精度と信頼性は、内部温度を可能な限り
冷却することによって高められます。以下のルールを守ることによって、校正器
の寿命を延ばし、パフォーマンスを高めることができます。 

• エア・フィルターは近くの壁またはラック筐体から 低3 インチ離してくだ
さい。 

• 校正器側面の排気口付近には障害物を置かないでください。 

• 機器内部へ送る空気の温度は室温でなければなりません。他の機器からの排
気が直接ファン導入口に向いていないことを確認してください。 

• エア・フィルターは 30 日毎に清掃してください。校正器をほこりの多い環
境でお使いになる場合は清掃する頻度を増やしてください。(エア・フィル
ターの清掃に関する説明は操作マニュアル第 7 章の 「メンテナンス」 を参
照してください。) 
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概要 
本章では、5522A 校正器の正面パネルおよび背面パネルの機能と配置について説
明します。本校正器を使用する前にこちらの情報をお読み下さい。本校正器の正
面パネルの操作説明は、第4章の「正面パネルの操作」、リモート操作の説明 
は、第5章の「リモート操作」にあります。 

正面パネルの機能 
正面パネルの外観 (すべてのコントロール・キー、ディスプレイ、インジケータ
ー、端子を含む) を図 3-1 に示します。正面パネルの各々の機能については、表 
3-1 に記載されています。 

背面パネルの機能 
背面パネルの外観 (すべての端子、ソケット、コネクターを含む) を図 3-2 に示し
ます。背面パネルの各々の機能については、表 3-2 に記載されています。 

ソフトキーのメニュー・ツリー 
セットアップ・ソフトキーを、図 3-3 と 3-4 に示します。セットアップ・ソフト
キーは、5522A 校正器の正面パネル の  キーと関連付けられています。5 つ
のソフトキーの機能は、各キーのすぐ上に表示されるラベル情報によって識別さ
れます。多くの異なる機能に素早くアクセスできるように、ソフトキーのラベル
は、操作中に変化します。 

ソフトキーのラベルのグループをメニューと呼びます。また、相互に関連しあっ
たメニューのグループをメニュー・ツリーと呼びます。図 3-3にSETUP メニュー
・ツリーの構造、図 3-4に各SETUPメニュー・ツリーのディスプレイが掲載され
ています。また、表 3-3には工場出荷時のSETUP メニュー・ツリーの設定が記載
されています。SETUP メニューを初期設定に戻すにはFormat NV Memory メニュ
ーのSETUPソフトキーを押してください。 (図 3-4、メニュー F 参照) 
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図 3-1. 正面パネルの外観 

表 3-1. 正面パネルの機能 

 出力ディスプレイ 

出力ディスプレイは2行表示のバックライト付き液晶ディスプレイで、ここには出力の大きさ、周

波数、および校正器のステータスが表示されます。出力値 (スタンバイ中の場合は出力の見込み値) 
は、 大7桁の数字と＋/－符号とで表示されます。出力周波数 (または 5522A がスタンバイ中の場

合は出力周波数の見込み値) は、4 桁で表示されます。以下は校正器のステータスを表す略号です：

 OPR 正面パネル端子からの出力がアクティブな時に表示されます。 

 STBY 5522A がスタンバイ状態のときに表示されます。 

 u 出力を変更した際、出力が仕様の確度内に収まるまで、"u"(unsettled) が表示されます。

 m 本校正器が測定を行なっている時に表示されます。(熱電対、圧力、インピーダンス測定

機能のみ) 

 ? 振幅が代表値でしか規定されない、および/または低い分解能で規定される場合に表示さ

れます。5522Aを拡張帯域モードで操作中におこる事象です。 

 C 振幅が代表値でしか規定されない、および/または低い分解能で規定される場合に表示さ

れます。5522Aを拡張帯域モードで操作中におこる事象です。 

 コントロール・ディスプレイ 

コントロール・ディスプレイはバックライト付き液晶ディスプレイで、データ入力、被校正器の誤

差の調整、ソフトキー・ラベル、位相角、電力、力率、その他のプロンプトやメッセージの表示な

ど、様々な用途に使用されます。出力ディスプレイのスペースが足りないときは、出力周波数はコ

ントロール・ディスプレイに表示されます。ソフトキー・ラベルは、その直下のソフトキーの機能

を示します。いくつかのソフトキー・ラベルをまとめてメニューと呼びます。メニューが変化する

ことで、5 つのソフトキーと PREV MENU キーから多くの異なる機能にアクセスできます。(図 
 3-3、ソフトキー・メニュー・ツリーを参照) 

  

STBY (スタンバイ) キーを押すと、5522A はスタンバイ・モードになります。スタンバイ・モード

では、出力ディスプレイの左下隅に "STBY" と表示されます。スタンバイ・モードでは、NORMAL
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、AUX および 20A 出力端子は内部的に 5522A から切断されています。5522A はスタンバイ・モー

ドで起動します。また、以下のいずれかを行うと自動的にスタンバイに切り替ります： 

RESET キーが押される。 

直前の出力電圧が 33 V 未満だったとき、33 V 以上の電圧が選択される。 

出力機能が変更される。ただし、< 33 V の電圧で AC と DC を切り替える場合を除く。 

3 Aを超える電流出力が選択される。これは出力の位置が20A 端子に切り替わる場合です。 

過負荷状態が検出される。 

  

OPR  (動作) キーを押すと、5522A は動作モードになります。動作モードでは、出力ディスプレイ

の左下隅に "OPR" が表示され、OPR キーのインジケーターが点灯します。 

  

EARTH  (接地) キーは、NORMAL LO 端子と接地との内部接続の開閉を行います。接続中は

EARTH キーのインジケーターが点灯します。電源投入時の初期設定では、接地は無効になってい

ます (インジケーターはオフ)。 

  

SCOPE (オシロスコープ) キーは、オシロスコープ校正オプションがインストールされている場合

にその有効/無効を切り替えます。キー上のインジケーターはオプションが有効なときに点灯しま 
す。オシロスコープ校正オプションがインストールされていない状態で SCOPEキーを押すと、デ

ィスプレイにエラー・メッセージが表示されます。 

  

EXGRD  (外部ガード) キーは、NORMAL LO シグナル・グラウンドと内部ガード・シールドとの接

続の開閉を行います。接続中はEXGRD キーのインジケーターが点灯します。電源投入時の初期設

定では、外部ガードは無効になっています (インジケーターはオフ)。 

  

PREV MENU (1 つ前のメニュー) キーは、前の選択メニュー・セットを呼び出します。このキーを

押すごとに、選択中の機能のメニュー・ツリーのトップまで、メニュー・ツリーが1 レベルずつ戻

ります。 

 ソフトキー 

青いソフトキーの機能は、キーのすぐ上のコントロール・ディスプレイに表示されるラベルによっ

て識別されます。これらのキーから多くの異なる機能にアクセスできるように、各キーに対応する

機能は操作中に変化します。ソフトキーのラベルのグループをメニューと呼び、相互に関連付けさ

れたメニューのグループをメニュー・ツリーと呼びます。 
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図 3-1. 正面パネルの外観 (続き) 

表 3-1. 正面パネルの機能 (続き) 

  

NEW REF (新しい基準値) キーは、誤差モード中に使用することができ、現在の出力値をメーター

誤差の計算の新たな基準値とします。 

  

SETUP (セットアップ・メニュー) キーを押すと、5522A はセットアップ・モードになり、コント

ロール・ディスプレイにセットアップ・メニューが表示されます。設定オプションは、コントロー

ル・ディスプレイの下のソフトキーを使って選択できます。 

  

RESET (校正器のリセット) キーを押すと、5522A の現在の動作状態が中止され、電源投入時の初

期設定の状態に戻ります (リモート・コントロール中の場合を除く) 。 

  

CE (入力のクリア) キーは、キーパッドから入力途中の項目をコントロール・ディスプレイからク

リアしますCE キーを押したとき入力途中の項目があっても、出力は影響を受けません。 

    

EDIT FIELD (出力ディスプレイ・フィールドの編集) キーとその左右の矢印キーにより、出力信号

のステップ調整ができます。これらのキーのいずれかが押されるか、あるいは回転ノブが回される

と、出力ディスプレイの桁の 1 つがハイライト表示され、ノブの回転に従って出力が増減します。

その桁の数値が 0 または 9 を過ぎると、左の桁が桁上がり、または桁下がりします。このとき、コ

ントロール・ディスプレイには元の (基準) 出力と新しい出力の差が、エラー表示となって現れま 
す。 

およびキーは、ハイライト表示の位置を動かして数値を変更する桁を選択し、キー 
は、必要に応じて電圧または電流から周波数に、またはその逆に、編集項目を変更することができ

ます。実際には、被校正器が正しい値を示すまで、電圧や電流の出力を調整するために、ノブと矢

印キーが使われます。そしてディスプレイには、基準値からの被校正器の偏差がエラーとして表示

されます。 
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 電源スイッチで本校正器の電源をオン/オフします。このスイッチは push-push タイプのラッチン

グ・スイッチです。ラッチがかかっているときは、電源がオンの状態です。 

  

MORE MODES キーを押すと、圧力測定機能を利用することができます。圧力の測定にはFluke 
700 シリーズが必要です。 

  

DIV  (除算) キーは、出力を1/10 の基準値に変更します (必ずしも出力中である必要はありません) 
。ただし変更後の値が仕様の範囲内である場合に限ります。SCOPE モードの時にDIV キーを押す

と、出力レンジが1つ下のレンジに変更されます。 

  

MULT  (乗算) キーは、出力を10 倍の基準値に変更します (必ずしも出力中である必要はありませ 
ん) 。ただし変更後の値が仕様の範囲内である場合に限ります。10 倍された電圧が33 V を超える場

合は、5522A はスタンバイ・モードになります。SCOPE モードの時にMULT キーを押すと、出力

レンジが1つ上のレンジに変更されます。 

  

MEAS TC  (熱電対の測定) キーを押すと、TC (熱電対) 入力接続が有効になり、5522Aは入力端子に

かかっている電圧をもとに温度を計算します。 

 出力単位キー 

出力単位キーは 5522A の出力機能を決定します。1 つのキーに2 種類の単位が登録されている場合

は、単位キーの前にシフトを押すと2 つ目の単位を選択できます。出力単位は以下の通りです： 

  電圧、または600 Ω 負荷での1 mWに対するデシベル  
   (インピーダンスは変更可能) 

  ワットまたは電流 

  抵抗 

  周波数または秒数 (秒数はSCOPE モード時  
   のみ) 

  静電容量 

  温度 (摂氏または華氏) 

 乗数キー 

出力値の乗数を選択します。1 つのキーに2 種類の機能が登録されている場合は、乗数キーの前に

シフトを押すと2 つ目の機能を選択できます。例えば33 と入力して、SHIFT 、、 と押し

てENTERを押すと、5522A の出力値は33 pFです。乗数キーは以下の通りです。 

  ミリ (10-3 または 0.001) またはマイクロ (10-6 または 0.000001) 

  キロ (103 または 1,000) またはナノ (10-9 または 0.000000001) 

  メガ (106  または 1,000,000) または ピコ (10-12 
または 0.000000000001) 
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図 3-1. 正面パネルの外観 (続き) 

表 3-1. 正面パネルの機能 (続き) 

  

ENTER キーを押すと、コントロール・ディスプレイに表示されている、新しく入力した出力値が

5522A にロードされ、出力ディスプレイに表示されます。 新しい値は数字キーパッドから入力する

ことができます。入力した値の単位を特定しないで ENTER を押すと、たいていの場合、5522A は
その前に使用した単位を保持します。これにより、例えば、1 mV を入力して、後で 10 を入力する

と 10 V となります (単位 "V" は 後の入力が保持されていましたが、乗数"m"は保持されません) 。
誤差 (編集) モードで、何も値を入力せずにENTERを押すと、出力値は基準値に戻ります。 

  

SHIFT キーを押してから単位キーまたは乗数キーを押すと、それぞれのキーに登録されている2 つ
目の単位または乗数を選択することができます。2 つ目の単位または乗数は、キーの左上に小さい

文字で表示されています。 

 数字キーパッド 

出力の大きさと周波数の数字を入力するために使用されます。出力値の数字、乗数キー (必要に応

じて)、出力単位キー、それから ENTER キーを押すのが、入力の正しい手順です。例えば出力値20 
mVを入力するには、の順に押してください。 を押して出力を有効にしま 
す。入力フィールドがいっぱいの状態で数字キーを押したり、1つの数値で小数点キーを2回以上押

したりすると、ビープ音が鳴ります。 

  

 (極性) キーは、DC電圧またはDC電力出力の極性を変更します。 キーを押してから 
 を押すと出力極性が交互に切り替わります。 

 SCOPE TRIG  (スコープ・トリガー) BNC コネクターはオシロスコープ校正で、オシロスコープに

トリガーをかける時に使用します。このコネクターはオシロスコープ・オプションがインストール

されている場合のみ使用することができます。 

 SCOPE OUT  (オシロスコープ) N 型コネクターはオシロスコープ校正で、出力に使用します。この

コネクターはオシロスコープ・オプションがインストールされている場合のみ使用することができ

ます。 

 



 機能 
 ソフトキーのメニュー・ツリー 3 

3-9 

表 3-1. 正面パネルの機能 (続き) 

b TC (熱電対) ミニジャックは、熱電対の校正および測定で、熱電対のシミュレーションに使用しま

す。このコネクターを使用する際には、正しい熱電対線とプラグを使用してください。例えばKタ
イプの熱電対のシミュレーションを行う際には、Kタイプの熱電対線とKタイプのプラグを使って接

続してください。 

c 20A 端子は20 Aレンジ (3 A ～20 A) 選択時の電流出力源になります。 

d AUX (AUX出力) 端子は、AC/DC電流の出力、デュアル電圧モードでの第2電圧の出力、2線および4
線補償の抵抗および静電容量のセンス、測温抵抗体のシミュレーションに使用します。 

e GUARD 端子は常に内部でガード・シールドに接続されています。 キーが押されてインジケー

ターが点灯している状態の時を除き、このシールドはNORMAL LO シグナル・グラウンドに、校正

器の内部でつながっています。 

f NORMAL  (Normal出力) 端子は、AC/DC電圧、抵抗および静電容量の出力、また測温抵抗体 (RTD) 
のシミュレーションに使用します。  
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図 3-2. 背面パネルの外観 

表 3-2. 背面パネルの機能 

 ファン・フィルター は通気口をカバーしていて、筐体のエア・バッフルを埃や塵から保護します。

このファンが筐体内に空気の流れを作り出し、筐体内の温度上昇を抑えています。ファン・フィル

ターのメンテナンスに関する説明は、第 7 章の「メンテナンス」を参照してください。 

 CALIBRATION NORMAL/ENABLE スライド・スイッチは、校正定数を保存している不揮発性メモ

リーへの書き込みの可/不可を切り替えます。スイッチをENABLE の方にスライドするとメモリー

への書き込みが可能になり、NORMALの方だとメモリーのデータを上書きから保護します。スイッ

チは凹んだ位置にあり、校正の完全性を保証するため上から校正シールが貼られています。 

 SERIAL 2 TO UUT 端子は、5522A と被校正器 (UUT) またはFluke 700 シリーズ圧力モジュールと

の間でのRS-232 シリアル・データの送受信に使用します。RS-232 シリアル・インターフェースで

の被校正器との通信方法については、第6章「リモート・コマンド」をご参照ください。圧力の測

定については第4章をご参照ください。 

 SERIAL 1 FROM HOST コネクターは、5522A をリモート・コントロールするため、および内部定

数のRS-232 シリアル・データをプリンターやモニター、ホスト・コンピューターへ送信するため

に使用します。RS-232 シリアル・インターフェースでのリモート・コントロールの方法について

は第5章「リモート操作」をご参照ください。 

 10 MHz IN BNC コネクターは任意の外部クロック信号を5522Aに加える際に使用します。この信号

は5522A の通常の内部10 MHz クロック信号に代わって適用されます。5522Aの周波数確度は内部

または外部クロック信号の周波数確度に基づいています。  

10 MHz OUT BNC コネクターから、内部または外部10 MHｚ クロック信号を別の5522A に送っ 
て、マスターの5522Aと1 台以上のスレーブの5522Aを同期させることができます。 

 IEEE-488 コネクターは標準のパラレル・インターフェースで、5522A をIEEE-488 バス上でトーカ

ー/リスナーとしてリモート・コントロールする際に使用します。バス接続およびリモート・コマン

ドのプログラミングの説明については第5章「リモート操作」をご参照ください。 
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表 3-2. 背面パネルの外観 (続き) 

  警告 

感電の危険を防ぐため、製造元から支給された三芯電源コード

を、適切に接地されたコンセントに接続してください。2 極の

アダプターまたは延長コードは使用しないでください。保護接

地接続を損なう原因となります。 

電源コードの接地の効果に少しでも疑問があれば、背面パネル

のCHASSIS GROUND端子を使って保護接地を行なってくだ

さい。 

CHASSIS GROUND 端子は内部で筐体に接地されています。5522A がシステムの接地基準ポイン

トになる場合、この端子に別の機器を接地接続することができます。詳細は第4章「正面パネルの

操作」の「校正器と被校正器の接続」をご参照ください。 

 AC電源入力モジュールは、接地端子付き3極電源コードの差込口、電源電圧の選択スイッチ、電源

ヒューズで構成されています。電源電圧の選択に関して、およびヒューズの定格と交換について 
は、第 2 章「ご使用になる前に」を参照してください。 
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図 3-3. SETUP ソフトキーのメニュー・ツリー 
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ 
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ (続き) 
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ (続き) 
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ (続き) 
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There are eight levels of brightness, 0 to 7, for the Output Display and Control Display. Each may
have its own level of contrast. The factory defaults are 1 and 0.
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ (続き) 
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ (続き) 
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ (続き) 
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ (続き) 
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図 3-4. SETUP ソフトキー・メニューのディスプレイ (続き) 
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表 3-3. 電源投入時のSETUP メニューの工場出荷時設定 

パラメーター 設定 
SETUP メニュー (図 3-

4.) 

レポート・ストリング 
(*PUD 文字列) 

クリア. D 

誤差単位 > 0.1% G1 

SC-600 オプションの過負荷

テストでのセーフティ・タ

イムアウト 

10 s G1 

温度標準 its-90 G1 

ホスト・インターフェース gpib (IEEE-488) G1 

被校正器のシリアル・イン

ターフェース 
8 ビット、1 ストップ・ビット、

xon/xoff、パリティなし、9600 ボー 
I 

ホスト・シリアル・インタ

ーフェース 
ターミナル、8 ビット、1 ストップ・

ビット、xon/xoff、パリティなし、

9600 ボー、CRLF、012,000 

K、L、M、N 

GPIB ポート・アドレス 4 O 

ディスプレイの輝度 (注) レベル1、0 P 

ディスプレイのコントラス

ト (注) 
レベル7、7 P 

dBm インピーダンス 600 Ω S 

圧力の単位 psi S 

RTD タイプ pt385 S1 

熱電対タイプ K S1 

位相基準 0.00° S3 

10 MHz 基準クロック 内部 S2 

電流リミット ±20.5 A U 

電圧リミット ±1020 V V 

注記: 

出力ディスプレイとコントロール・ディスプレイは個々に調整できます。調整レベルは次の8段階：0、1、2、3、4、5、6、
7 
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概要 

警告 

本校正器は致死電圧を供給することができます。感電の危険を避け

るため、電圧が印加されているときに出力端子への接続を行わない

でください。 キーを誤って押してしまう可能性があるため、機

器をスタンバイ状態にするだけでは感電の危険を避けることはでき

ません。出力端子への接続を行う前に、 キーを押して本校正器

がスタンバイになっていることを確認してください。 

本章では正面パネルからの本校正器の操作について説明します。正面パネルのコ
ントロール、ディスプレイ、端子についての詳細は第 3 章「機能」をご参照くだ
さい。 

本校正器の電源投入 

 警告 

感電、火災、人身への傷害を防ぐため、使用する前に校正器が適切

に接地されていることを確認してください。 

注意 

本校正器の電源を入れる前に、電源電圧の選択が正しく設定されて
いることを確認してください。電源電圧設定の確認については、第 
2 章の「電源電圧の選択」を参照してください。 

本校正器の電源を入れると、 初に "Starting Up..." (以下を参照) という画面が表
示され、セルフテストを実行します。セルフテストでエラーが出ると、コントロ
ール・ディスプレイにエラー・コードが表示されます。エラー・コードの説明は
第 7 章 「メンテナンス」を参照してください。 
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セルフテスト後、コントロール・ディスプレイはリセット状態を表示します (以
下を参照)。 
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上図のソフトキーの選択 (auto/locked) については本章後述の「自動レンジと固定
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レンジ」を参照してください。 

校正器のウォーム・アップ 
本校正器の電源を入れたときは、内部の部品が安定するまでに 低でも 30 分の
ウォーム・アップ時間が必要です。ウォーム・アップを行うことで、第 1 章に記
載されている通り、またはそれ以上の仕様が保証されます。 

ウォーム・アップ後に本校正器の電源を切り、その後再び電源を入れた場合、ウ
ォーム・アップ時間は電源を切っていた時間の 2 倍 ( 大 30 分) になります。例
えば、本校正器の電源が 10 分間オフになっていて、その後で再び電源を入れる
と、 低 20 分のウォーム・アップ時間が必要です。 

ソフトキーの使い方 
 (Previous Menu) キーのすぐ右の 5 つのキーをソフトキーと呼びます。ソフ
トキーの機能は、コントロール・ディスプレイ内でキーの直上に現れるラベルに
基づいています。ソフトキーを押すと、値が変更されるか、または新しい選択肢
のサブメニューがコントロール・ディスプレイに表示されます。第 3 章の「ソフ
トキーのメニュー・ツリー」にある通り、ソフトキーはいくつもの階層に分かれ
ています。 を繰り返し押すことで、前のメニュー画面に戻ることができま
す。 を押しても 初のメニューに戻りますが、同時にすべての揮発性設定
をリセットして、校正器の出力をスタンバイ・モードの 0 V dc に戻します。メ
ニューの階層間を移動する場合には主に キーをお使いください。 

セットアップ・メニューの使い方 
正面パネルのキーから、様々な操作や変更可能なパラメーターにアクセス
することができます。ほとんどのパラメーターは不揮発性ですので、リセット時
または電源を切ったときにも保存されています。第 3 章にメニュー・ツリー図、
パラメーター・リスト、出荷時の設定の一覧などが記載されています。 

電源投入時の状態から を押すと、ディスプレイの表示は次のように変わり
ます。 

 
nn064f.eps 

これは機器設定の基本メニューです。以下に各キーから利用可能なサブメニュー
と、詳細情報が記されているマニュアル内の場所を列記します。 

• CAL  (校正)    校正メニューを開きます。このメニューのソフトキーは校正
データの確認、校正レポートの印刷、 校正の実行、ゼロ調整の実行に使用し
ます。ゼロ調整については本章内で後述します。 

• SHOW SPECS  (仕様表示)    現在選択されている出力値の公開仕様を表示し
ます。 

• INSTMT SETUP(機器設定)    さまざまなパラメーターの電源投入時またはリ
セット時の初期設定値を変更します。このメニュー内にある多くのパラメー
ターは操作中にも変更可能ですが、操作中に変更した内容は揮発性です。こ
のメニュー内で行った変更は不揮発性です。工場出荷時の初期設定に戻すに
は、UTILITY FUNCTNS メニューの Format NV Memory メニューから行いま
す。 

• UTILITY FUNCTNS (ユーティリティ機能)    セルフテストの実行や不揮発性
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メモリーのフォーマット(工場出荷時の設定に戻す)、本製品の構成ソフトウ
ェアのバージョンやレポート・ストリングの確認などを行います。これらの
機能は本章の「ユーティリティ機能メニュー」で説明します。 

機器設定メニューの使い方 

下図は機器設定メニューのソフトキー (設定メニューで INSTMT SETUP ソフト
キーの押下でアクセス) です。 
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以下は各ソフトキーからアクセスできるサブメニューのリストです。 
• OTHER SETUP    温度基準を 1968 国際実用温度目盛 (IPTS-68) と 1990 国際

温度目盛 (ITS-90) (出荷時の設定) で交互に切り替えるメニューを開きます。
時刻の設定や、SC-600 オシロスコープ校正オプションの過負荷テストでの
セーフティ・タイムアウト機能 (OVLD T) の、電源投入時およびリセット時
の初期値の設定、誤差表示の単位の設定も行います。また、電源周波数を 50 
Hz に変更することもできます。 

• OUTPUT SETUP    電流電圧の上下限値の電源投入時およびリセット時の初
期設定、熱電対および RTD タイプの初期設定の変更や、位相基準、位相の
内部または外部リファレンス・ソース、dBm 表示のインピーダンス、圧力の
単位の設定を行うメニューを開きます。 

• DISPLAY SETUP    コントロール・ディスプレイと出力ディスプレイの輝度
とコントラストを設定するサブメニューを開きます。 

• REMOTE SETUP    SERIAL 1 FROM HOST と SERIAL 2 TO UUT の 2 つの
RS-232 ポートと、IEEE-488 汎用インターフェース・バス (GPIB)の設定の変
更が可能です。(詳細は第 5 章の「リモート操作」を参照) 

ユーティリティ機能メニュー 

セットアップ・メニューの UTILITY FUNCTNS (ユーティリティ機能) ソフトキ
ーから、セルフテスト、不揮発性メモリーのフォーマット、および機器設定が可
能です。 
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• SELF TEST    校正器のセルフテストの選択メニューが開きます。 

• FORMAT NV MEM (不揮発性メモリーのフォーマット)    不揮発性メモリー 
(EEPROM) 内の全てまたは一部のデータを工場出荷時の初期設定に戻すメニ
ューが開きます。 

• INSTMT CONFIG (機器の構成)    本校正器にインストールされているソフト
ウェアのバージョンに加え、ユーザーが入力したレポート・ストリングを確
認することができます。 
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不揮発性メモリー・メニューの使い方 

 注意 

細心の注意を払って使用してくだい。Format Nonvolatile Memory 
メニュー・ソフトキーは校正定数を完全に消去します。ALL または 
CAL を押すと 5522A の校正状態が無効になります。 

ユーティリティ機能メニューの FORMAT NV MEM を押すと以下が開きます。 
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背面パネルの CALIBRATION スイッチが ENABLE の位置にないと、このメニュ
ーの ALL および CAL ソフトキーは使用できません。 不揮発性メモリーには校
正定数と校正日、セットアップ・パラメーター、およびレポート・ストリングが
含まれています。校正定数については、工場設定の初期値はすべての校正器で同
じです。それらは本校正器の出荷前に、工場で校正された際に得られた校正定数
ではありません。ソフトキーは以下の通りです。 

• ALL    EEPROM の全データを工場出荷時の設定に戻します。このソフトキ
ーは、例えばサービス担当者が EEPROM の交換を行った後に使用されま 
す。通常の使用では不要です。 

• CAL    全ての校正定数を工場出荷時の設定に戻しますが、セットアップ・パ
ラメーターは変更されません。これも通常の使用では不要です。 

• SETUP    セットアップ・パラメーターを工場出荷時 (表 3-3) の設定に戻しま
すが、校正状態は変更されません。この操作のために校正ステッカーをはが
す必要はありません。セットアップ・パラメーターはリモート・コマンドで
も変更可能です。(第 6 章で次のコマンドをご参照ください：SRQSTR、
SPLSTR、*PUD、SP_SET、UUT_SET、TEMP_STD、DATEFMT、
PRES_UNIT_D、RTD_TYPE_D、TC_TYPE_D、LIMIT) 

校正器のリセット方法 
エラー・メッセージが出ているときを除いて、(リモート操作ではなく) 正面パネ
ルからの操作中はいつでも、を押せば本校正器を電源投入時の状態に戻す
ことができます。エラー・メッセージは青いソフトキーを押すと消去されます。
 キーを押すと以下のことが行われます。 

• 本校正器を以下のように、電源投入時の状態に戻します：0 V dc、スタンバ
イ、330 mV レンジ、および全 OUTPUT SETUP メニューを 新の初期設定値
にセット 

保存された上下限値、および誤差モードの基準値をクリアします。 

校正器のゼロ調整方法 
ゼロ調整により内部回路、特に全レンジの dc オフセットを再校正します。第 1
章に記された仕様を満たすためには、7 日ごと、または本校正器の環境温度が 5 
°C 以上変化した場合にはゼロ調整を行なってください。 も厳しい抵抗仕様は
、12 時間ごとに抵抗のゼロ調整が行われ、使用環境温度の変化が±1 °C 以内とい
う条件で維持されます。ゼロ調整が必要なときはディスプレイにメッセージが表
示されます。校正対象の機器の分解能が 1 mΩ または 1 μV のとき、および校正
器の動作環境の温度に大きな変化があったときには、ゼロ調整は特に重要です。
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ゼロ調整には、機器全体のゼロ調整 (ZERO) と抵抗のゼロ調整 (OHMS ZERO) の
2 種類があります。 

本校正器をゼロ調整するには以下の手順に従ってください。(注：この手順では
、校正器の背面パネルの CALIBRATION スイッチを有効にする必要はありませ
ん。) 

1. 本校正器の電源を入れ、 低 30 分のウォーム・アップ時間を取ってくださ
い。 

2.  キーを押してください。 

3.  キーを押してセットアップ・メニューを開いてください (下記参照)。 
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4. CAL ソフトキーを押して校正情報メニューを開いてください (下記参照)。 
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5. CAL ソフトキーを押して、校正アクティビティ・メニューを開いてください

(下記参照)。オシロスコープ校正オプションがインストールされている場合

は、SCOPE CAL が選択肢の 1 つとして現れます。 
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6. 校正器全体をゼロ調整する場合は ZERO ソフトキーを、抵抗機能のゼロ調整

を行う場合は OHMS ZERO ソフトキーを押してください。ゼロ調整が完了し

たら (数分間)、 キーを押して本校正器をリセットしてください。全体の

ゼロ調整では、20 A を流すことができる回路で 20A 端子と AUX LO 端子間

を短絡する必要があります。 

動作モードとスタンバイ・モード 
OPERATE キーのライトが点灯し、OPR と表示されているときは、出力ディスプ
レイに表示されている出力値と機能が、選択された端子から出力されています。
出力ディスプレイに STBY と表示されているときには、正面パネルの熱電対 
(TC) 端子を除いて、全ての出力回路は開放されています。動作モードを有効に
するには、 を押します。校正器をスタンバイにするには  を押します。 

本校正器の動作中に次のいずれかの事象が発生した場合は、本校正器は自動的に
スタンバイ・モードになります。 

•  キーが押される。 

• それまでの出力が 33 V よりも小さい時に、≥33 V の電圧が選択される。 



5522A 
オペレーター・マニュアル 

4-8 

• 出力電圧が≥33 V のときに、出力機能の AC 電圧と DC 電圧が切替えられる
。AC または DC 電流、温度とその他の機能、抵抗とその他の機能、静電容
量とその他の機能が切り替えられた時も同様。 

• p-p 電圧出力 (矩形波、三角波、またはトランケイテッド正弦波) が≥33 V の 
rms 電圧出力 (正弦波) に変更される。例えば 40 V の p-p 出力が、WAVE ソ
フトキーを使って 40 V の rms 出力に変更されると、本校正器はスタンバイ
・モードになります。 

• 電流の出力場所が AUX 端子から 20 A 端子に、またはその逆に変更される。 

• 過負荷状態が検出される。 

被校正器の接続方法 

 警告 

本校正器は致死電圧を供給することができます。電圧が印加されて

いるときには出力端子への接続を行わないでください。 キーを

誤って押してしまう可能性があるため、機器をスタンバイ状態にす

るだけでは感電の危険を避けることはできません。出力端子への接

続を行う前にリセット・キーを押して、コントロール・ディスプレ

イに STBY と表示されていることを確認してください。 

NORMAL (HI および LO) 出力端子は、電圧、抵抗、静電容量の出力、および測
温抵抗体 (RTD) の擬似出力に使われます。LO 端子はガード・シールド内のアナ
ログ信号グランドにつながっています。およびキーの設定に応じて、
この信号ラインをガード・シールドおよび/または筐体接地につなげたり離した
りできます。これらの内部接続については次ページの「いつ EARTH および
EXGRD を使用するか」を参照してください。 

AUX (HI および LO) 出力端子は電流と、デュアル電圧機能の際に低い電圧を出
力します。これらの出力端子は、抵抗、静電容量、測温抵抗体機能において 4 線
測定またはリモート・センシングにも使用されます。 

オシロスコープ校正オプションがインストールされている場合は、BNC 端子の
SCOPE OUT と TRIG からオシロスコープの校正用の信号が出力されます。 

TC ソケットは熱電対の測定および擬似出力に使用されます。 

推奨するケーブルとコネクターの種類 

 警告 

感電、火災、人身への傷害を防ぐため、バナナ・プラグの金属が露

出した部分には触れないでください。致死電圧が存在している可能

性があります。 

ケーブルは本校正器の NORMAL および AUX 端子に接続されます。熱電圧 (熱起
電力) によって引き起こされる誤差を避けるため、銅または銅に接続したときに
発生する熱起電力が小さい素材で作られたコネクターおよび導線を使用してくだ
さい。ニッケル・メッキのコネクターは使用しないでください。フルークのモデ
ル 5440A-7002 低熱起電力テスト・リードは、十分に絶縁された銅線とテルル銅
コネクターで構成されており、 適な結果が得られます。(第 9 章 「アクセサリ
ー」参照) 

いつ EARTH および EXGRD を使用するか 

図 4-1 はキーおよびキーによって開閉される内部接続です。 
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図 4-1. EARTH および EXGRD の内部接続 

接地 

本校正器の正面パネルの NORMAL LO 端子は通常グランド (筐体) 接地から絶縁
されています。NORMAL LO 端子を接地するには、 キーを押してください。
キーのライトが点灯します。EARTH キーを押すと、NORMAL LO 端子は約
30 Ωでグランドに接地されます。 

グランド・ループおよびノイズを避けるため、LO 端子はシステム内の 1 箇所の
みで接地してください。通常は全ての信号グランドを被校正器側で接続し、本校
正器のキーは点灯していないことを確認します。一般に は、被校正器
がアース接地から絶縁されているときの AC および DC 電圧出力時のみオンにし
ます。ただし本校正器の電源接地極による接地は必要です。第 2 章の「電源接
続」をご参照ください。選択されている出力に適用できる場合、ソフトキー LOs
が現れます。このソフトキーで、NORMAL LO 端子と AUX LO 端子間の内部接
続を開いたり繋げたりすることができます。端子間が接続されてがオンに
なっているときは、両方の LO 端子が筐体に接地されています。 

外部ガード 

ガードは、筐体から絶縁された電気的なシールドで、アナログ回路を保護します
。このガードはコモン・モード・ノイズおよびグランド・ループ電流に対する低
インピーダンスの通り道になります。内部ガードは約 30 Ωで NORMAL LO 端子
に接続されています。通常、内部ガードと NORMAL LO 端子は内部接続されて
います。キーを押すとこの内部接続が開放され、GUARD 端子にリードを接
続して、相互接続された別の機器のグランドに接地することができます。LO 端
子が接地された被校正器の試験を行う場合にはいつも、この外部ガード接続をご
使用ください。1 つのシステム内では常に一点接地とするよう、ご注意ください。 
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4 線式接続と 2 線式接続 

4 線式接続と 2 線式接続は、 高精度の校正結果を保証するために、校正器と被
校正器を接続するテスト・リードの抵抗の影響を相殺する接続方法で言及されま
す。図 4-2 から図 4-4 は抵抗の接続図、図 4-5 から図 4-6 は静電容量の接続図で
す。4 線式および 2 線式の補償接続の外部センス機能により、110 kΩ以下の抵抗
値、および 110 nF 以上の静電容量値で、より高精度な測定が可能になります。
本校正器の抵抗および静電容量の出力設定には、4 線補償 (COMP 4-wire)、2 線
補償 (COMP 2-wire)、補償なし 2 線 (COMP off) という選択肢があります。(本章
後述の「抵抗出力の設定」および「静電容量出力の設定」をご参照ください。)
静電容量の補償接続はリード線と内部の抵抗を補償するものであり、リード線と
内部の静電容量を補償するものではない点にご注意ください。 

4 線式接続 

4 線式接続は、研究所等の測定器の校正によく用いられます。110 kΩ以下の抵抗
値での精度が向上します。これより高い抵抗では、リード線抵抗が校正性能を低
下させることはなく、本校正器の補償機能はオフ (COMP off) になります。 

2 線補償 

2 線補償接続は、2 線式入力を持つハンディ・タイプの高精度デジタル・マルチ
メーター (DMM) の校正によく用いられます。110 kΩ以下の抵抗値および 110 nF 
以上の静電容量における精度が向上します。その他の値については、本校正器の
補償機能はオフ (COMP off) になります。 

補償オフ 

補償オフは、2 線式入力を持つハンディ・タイプのアナログ・メーターや DMM
の校正でよく用いられます。全ての抵抗値および静電容量値に対して使用され、
校正するアナログ・メーターまたは DMM の確度レベルがそれ以上の精度を必
要としない場合に選択されます。抵抗または静電容量以外の出力から、抵抗また
は静電容量を出力した場合の初期設定は、補償オフになっています。 

ケーブル接続ガイド 

表 4-1 は、被校正器と本校正器の接続タイプごとの、図 4-2 から図 4-10 との対応
表です。 

図 4-9 のように 3 端子接続で測温抵抗体 (RTD) を校正する場合、リード線の抵抗
による誤差を除くために、抵抗値が同じリード線を使用してください。これは、
例えば長さもコネクターの形状も同じテスト・リードを 3 本使えば可能です。 

熱電対を校正する場合、本校正器正面パネルの TC 端子と被校正器とを、正しい
導線とミニコネクターで接続することが特に重要です。熱電対のタイプに合った
導線とミニコネクターを使用してください。例えばタイプ K 熱電対の温度を擬
似出力する場合、タイプ K 用の熱電対導線とミニプラグを使用してください。 

本校正器を被校正器に接続する際は、以下の手順で行います。 

1. 校正器の電源が入っている場合はを押して端子からの出力を停止しま 
す。 

2. 表 4-1 から当てはまる図を選んで、被校正器を接続します。 

静電容量出力では、まずテスト・リードを被校正器に接続し、非導電面上でその
テスト・リードを本校正器まで配置し (まだ接続しない) 、浮遊容量を無効にし
ます。被校正器の読み値を"rel"、"オフセット"、"null"などの機能を使ってゼロ
にしてから、テスト・リードを本校正器に接続してください。 
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表 4-1. 被校正器の接続 

5522A 出力 参考図 

抵抗 
 
 
静電容量 
 
DC 電圧 
AC 電圧 
DC 電流 
AC 電流 
RTD の擬似出力 
熱電対の擬似出力 

4-2 抵抗 - 4 線補償 
4-3 抵抗 - 2 線補償 
4-4 抵抗 - 補償オフ 
4-5 静電容量 - 2 線補償 
4-6 静電容量 - 補償オフ 
4-7 DC 電圧/AC 電圧 
4-7 DC 電圧/AC 電圧 
4-8 DC 電流/AC 電流 
4-8 DC 電流/AC 電流 
4-9 温度 (RTD) 
4-10 温度 (熱電対) 

注記:  

前述の「4 線式接続と 2 線式接続」をご参照ください。 
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図 4-2. 被校正器の接続： 抵抗 (4 線補償) 
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図 4-3. 被校正器の接続： 抵抗 (2 線補償) 
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図 4-4. 被校正器の接続：抵抗 (補償オフ) 
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図 4-5. 被校正器の接続： 静電容量 (2 線補償) 
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図 4-6. 被校正器の接続： 静電容量 (補償オフ) 
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図 4-7. 被校正器の接続：DC 電圧/AC 電圧 
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図 4-8. 被校正器の接続：DC 電流/AC 電流 
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図 4-9. 被校正器の接続： 温度 (RTD) 
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図 4-10. 被校正器の接続： 温度 (熱電対) 

振幅の RMS と p-p 
本校正器の AC 正弦波機能のレンジは rms (二乗平均平方根； 波形の実効値)で規
定されています。例えば 1.0 ～ 32.999 mV、33 ～ 329.999 mV、0.33 ～ 3.29999 V
などです。正弦波の出力は rms ですが、三角波、矩形波、トランケイテッド正弦
波は p-p です。非正弦波での p-p と rms との関係は以下の通りです。 

• 矩形波 p-p x 0.5000000 = rms 
• 三角波 p-p x 0.2886751 = rms 
• トランケイテッド正弦波 p-p x 0.2165063 = rms 
AC 機能のレンジは正弦波に直接対応していますが、他の波形の rms 値はそのま
まではありません。このため校正器のレンジがわずかに変化します。例えば正弦
波の電圧を (rms として) 6 V と入力すると、選択されるレンジは 3.3 V ～ 32.9999 
V です。その後ソフトキーで正弦波を三角波に変更したとすると、ディスプレイ
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の値は 6 V rms から 6 V p-p に変わります。6 V p-p x 0.2886751 = 1.73205 V rms で
あるため、レンジは 0.33 ～ 3.29999 V に変わります。3.3 V ～ 32.9999 V レンジ
と、0.33 ～ 3.29999 V レンジでは分解能が異なるため、出力ディスプレイには正
弦波のときは 6.0000 と表示され、三角波のときは 6.00000 と表示されます。これ
によってレンジが切り替わったことが分かります。 

大オフセットはレンジによって異なるため、正しい電圧オフセット値を入力す
るには、アクティブなレンジを知る必要があります。例えば 0.33 ～ 3.29999 V レ
ンジの 大ピーク信号は 8 V ですが、3.3 V ～ 32.9999 V レンジの 大ピーク信
号は 55 V です。つまり上記の例では、6 V p-p 三角波の場合はアクティブ・レン
ジが 0.33 ～ 3.29999 V レンジのため、8 V の 大ピーク信号までオフセットを適
用することができ、6 V rms 正弦波の場合、アクティブ・レンジが 3.3 V ～ 
32.9999 V レンジのため、55 V の 大ピーク信号までオフセットを適用すること
ができます。DC オフセット電圧の詳細については第 1 章の「仕様」、および本
章後述の「DC オフセットの入力」をご参照ください。 

自動レンジと固定レンジ 
レンジを自動にするか固定するかをソフトキーで切り替えることができます。こ
の機能は DC 電圧および DC 電流のシングル出力に対してのみ利用できます。 

 
nn063f.eps 

自動が選択されている場合 (初期設定)、本校正器は 高の出力分解能を提供する
レンジを自動的に選択します。固定を選択すると、校正器は選択されたレンジを
固定し、出力を編集したり、または新しい出力を入力してもレンジは変りませ 
ん。固定されたレンジよりも小さい、または大きい値は受け付けられません。レ
ンジの変更は出力にわずかな変動を生じさせる可能性があるため、そのような変
動を望まない場合には通常、レンジを固定します。例えば校正対象のマルチメー
ターのレンジの直線性をチェックする場合などです。 

出力の設定方法 
本校正器の出力の設定は、電卓に数字を入力するのに似ています。入力したい数
字のキーを押して、V、A、Hz などの単位を指定してください。値と単位を選択
して本校正器に入力すると、その値がコントロール・ディスプレイに表示されま
す。値と単位が問題なければを押します。出力ディスプレイに STBY と
表示されている場合は、 を押して入力した値を出力します。出力ディスプ
レイには小文字の "u" (unsettled) が、本校正器の内部回路が安定するまで表示さ
れます。 

例えば出力を 10 V DC に設定するには、以下のように押します。 

 →  →  →  →  

出力を 20 V AC、60 Hz に設定するには、以下のように押します。 

 →  →  →  →  →  →  →  

出力を DC に変更するには、以下のように押します。 
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→→ または → 

以下の出力機能の手順をそれぞれ順を追って説明します。： 

• DC 電圧 
• AC 電圧 
• DC 電流 
• AC 電流 
• DC 電力 
• AC 電力 
• デュアル DC 電圧 
• デュアル AC 電圧 
• 静電容量 
• 温度 - RTD 
• 温度 - 熱電対 
• 抵抗 

DC 電圧出力の設定方法 

正面パネルの NORMAL 端子の DC 電圧出力を設定するには、以下の手順に従っ
てください。入力を間違えた場合は、 を押して表示をクリアしてから値を
再入力します。 

 注意 

被校正器の損傷を防ぐため、印加される電圧が、被校正器の絶縁お
よび接続配線の定格を超えていないことを確認してください。 

1.  キーを押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前半の「校正器と被校正器の接続」の説明に従って被校正器を接続しま
す。 

3. ご希望のレンジで DC 電圧を測定するよう、被校正器を設定します。 

4. 数字キーと小数点キーを押して、ご希望の電圧出力値を入力します (数字キ
ーは 大 7 個)。例、123.4567。 

注記 

出力電圧が 100 V 以上 (公称) のとき、高い音がわずかに聞こえるこ
とがありますが、これは正常です。 

5. を押して電圧の極性を選択します (初期設定は＋)。 

6. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

7.  を押します。 

8. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、123.4567 
mV (下図参照)。 

 
nn071f.eps 

9.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア

され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 
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10.  を押して、校正器の出力を有効にします。 

DC 電圧機能では、レンジ用のソフトキー・ラベルがコントロール・ディス
プレイに表示されます。 

 
nn063f.eps 

• Range  (動作レンジ) は、自動レンジか、現在のレンジに固定するかを選択し

ます。auto (初期設定) を選択すると、本校正器は自動的に 高の出力分解能

が得られるレンジを選択します。locked を選択すると、出力を編集している

ときにレンジは変更されません。レンジの変更は出力にわずかな変動を生じ

させる可能性があるため、そのような変動を望まない場合には通常、レンジ

を固定します。例えば校正対象のマルチメーターのレンジの直線性をチェッ

クする場合などです。 

AC 電圧出力の設定方法 

AC 出力電圧はボルト、または dBm でのパワー出力として選択します。ここで
、dBm は 10 log (Pout/.001) であり、Pout はワットで表されます。出力レンジは 1 
mV ～ 1000 V です。dBm 出力を選択すると、本校正器は選択されたインピーダ
ンスでの dBm を算出します。これに基づいて、式は以下のようになります。： 

 20 log(V) - 10 log (インピーダンス * .001) = dBm. 

正面パネルの NORMAL 端子の AC 電圧出力を設定するには、以下の手順に従っ
てください。入力を間違えた場合は、 を押して表示をクリアしてから値を
再入力します。 

 注意 

被校正器の損傷を防ぐため、印加される電圧が、被校正器の絶縁お
よび接続配線の定格を超えていないことを確認してください。 

1.  キーを押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前半の「校正器と被校正器の接続」の説明に従って被校正器を接続しま
す。 

3. ご希望のレンジで AC 電圧を測定するよう、被校正器を設定します。 

ボルトでの出力    数字キーと小数点キーを押してご希望の電圧出力を入力します 
(数字キーは 大 6 個)。例、2.44949。 

dBm での出力     数字キーと小数点キーを押してご希望のパワー出力を入力しま
す (数字キーは 大 6 個)。例、10.0000。1 mW よりも小さいパワー出力 (負の
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dBm 値) の場合は、を押して入力した値に−の符号を付けてください。 

dBm キーを押すと、右端のソフトキーが有効になります。ここで、dBm 値
と出力インピーダンスをまとめて入力できます。 

出力が dBm で入力されると、コントロール・ディスプレイには次のように
表示されます。 

 
nn227f.eps 

注記 

出力電圧が 100 V 以上 (公称) のとき、高い音がわずかに聞こえるこ
とがありますが、これは正常です。 

1. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

2. ボルトで出力する場合は、 を押します。 

dBm による出力の場合は、 を押します。右端のソフトキーを使用
してコントロール・ディスプレイのリストから dBm に対するインピーダン
スを選択します。 

3. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、2.44949 V (
下図参照)。 
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4. 数字キーと小数点キーを押して希望する周波数を入力します (数字キーは
大 5 個)。必要に応じて乗数キーを押します。例えば、キロの乗数キーを
押します。キーを押します。例えば、1.1234 kHz と入力します (下図参
照)。 
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5.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例) 。 
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6.  を押して、校正器の出力を有効にします。 

AC 電圧機能では、選択した波形に応じて、コントロール・ディスプレイに
次のソフトキー・ラベルが表示されます。：DUTY、OFFSET、WAVE 

 
nn076f.eps 

• DUTY (負荷サイクル)    矩形波選択時に DUTY が表示され、負荷サイクルを

変更することができます。レンジは 1.00 ～ 99.00 %で、 初期設定は 50.00 %
です。OFFSET を入力するには、負荷サイクルは 50.00 %でなければなりま

せん (下記参照)。 
• OFFSET (電圧オフセット)    出力値が 33 V (正弦波)、65 V (矩形波)、93 V(三

角波およびトランケイテッド正弦波) よりも小さい時に表示されます。AC 出

力信号に正または負の DC オフセット電圧を加えることができます。詳細に

ついては本章後述の「DC オフセットの入力」をご参照ください。電圧出力

を dBm で表示している時には電圧オフセットは入力できません。矩形波で

オフセットを入力できるのは、負荷サイクルが 50 %の時だけです (上記

DUTY 参照)。 
• Φ & REF MENUS (位相差および 10 MHz リファレンス・ソース)     NORMAL

と AUX 出力の位相差の選択、内部または外部 10 MHz リファレンスの選択

、外部のマスター校正器 (10 MHz IN/OUT 使用) と NORMAL 出力との位相差

の設定を行います。本章後述の「位相の調整」および「10 MHz IN/OUT を利

用した校正器の同期」をご参照ください。 
• WAVE (波形)    次の 4 種類の中から波形を選択します：正弦波、三角波、矩

形波、トランケイテッド正弦波 (詳細については本章後述の「波形の種類」

をご参照ください。) 正弦波以外の波形が選択されている時には、出力ディ
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スプレイには Pp (p-p) と表示されます。dBm で出力が可能なのは正弦波のみ

です。 

DC 電流出力の設定 

AUX HI と LO 間または AUX 20A と LO 間の DC 電流出力を設定するには以下の
手順に従ってください。どちらの端子から出力されるかは選択された電流のレベ
ルによります。±3 A を超える電流は AUX 20 A と LO 端子間に供給されます。入
力を間違えた場合は、 を押して表示をクリアしてから値を再入力します。 

注記 

11 A を超える電流の許容時間または負荷サイクルについては第 1 章
の図 1-4 をご参照ください。許容時間または負荷サイクルを超えた
場合、本校正器は即座にシャットダウンします。冷却後、本校正器
は通常に動作します。 

1.  キーを押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」を参考に被校正器を接続します。 

3. ご希望のレンジで DC 電流を測定するよう、被校正器を設定します。 

4. 数字キーと小数点キーを押して、ご希望の電流出力値を入力します (数字キ
ーは 大 6 個)。例えば、234.567 と入力します。 

5.  を押して電流の極性を選択します (初期設定は＋)。 

6. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

7.  を押します。 

8. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、 
234.567 mA。 

 
nn077f.eps 

9.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 

 
nn078f.eps 

10.  を押して、校正器の出力を有効にします。 

DC 電流機能では、レンジ・ソフトキー (動作レンジ) がコントロール・ディスプ
レイに表示されます。ここで自動レンジか、現在のレンジに固定するかを選択し
ます。auto (初期設定) を選択すると、本校正器は 高の出力分解能が得られるレ
ンジを自動的に選択します。locked を選択すると、出力を編集しているときにレ
ンジは変更されません。レンジの変更は出力にわずかな変動を生じさせる可能性
があるため、そのような変動を望まない場合には通常、レンジを固定します。例
えば校正対象のマルチメーターのレンジの直線性をチェックする場合などです。 
もうひとつのソフトキー OUTPUT が表示されます。ここで 20A を選択した場合
、または 3 A を超える電流を選択したときは本校正器はスタンバイ状態に切り替
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わります。テスト・リードを 20A 端子に繋ぎかえ、を押して出力を有効に
してください。 

AC 電流出力の設定方法 

AUX または 20A 端子の電流出力を設定するには以下の手順に従ってください。
入力を間違えた場合は、 を押して表示をクリアしてから値を再入力しま 
す。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」の説明に従って被校正器を接続しま
す。 

3. ご希望のレンジで AC 電流を測定するよう、被校正器を設定します。 

4. 数字キーと小数点キーを押して、ご希望の電流出力値を入力します (数字キ
ーは 大 6 個)。例えば、123.456 と入力します。 

5. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

6.  を押します。 

7. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、123.456 mA 
(下図参照)。 

 
nn079f.eps 

8. 数字キーと小数点キーを押して希望する周波数を入力します (数字キーは
大 5 個)。必要に応じて乗数キーを押します。例えば、キロの乗数キー 
を押します。その後、 キーを押します。例、1.1234 kHz (下図参照)。 

 
nn080f.eps 

9.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 

 
nn081f.eps 

10.  を押して、校正器の出力を有効にします。 
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nn321f.eps 

• Φ & REF MENUS (位相差および 10 MHz リファレンス・ソース)    NORMAL
と AUX 出力の位相差の選択、内部または外部 10 MHz リファレンスの選 
択、外部のマスター校正器 (10 MHz IN/OUT 使用) と NORMAL 出力との位相
差の設定を行います。本章後述の「位相の調整」および「10 MHz IN/OUT を
利用した校正器の同期」をご参照ください。 

• LCOMP     誘導性補償のオンとオフを切り替えます。誘導性補償は出力が
239.999 mA までで周波数が 1 kHz までの時、および 239.999 mA を超える出
力で周波数が 440 Hz までの時に使用できます。 

• OUTPUT     AUX または 20A 端子のどちらから出力されるかを表示します。
3 A 以上の出力は必ず 20A 端子から出力されます。 

• WAVE (波形)    次の 4 種類の中から波形を選択します：正弦波、三角波、矩
形波、トランケイテッド正弦波 (詳細については本章後述の「波形の種類」
をご参照ください。) 正弦波以外の波形が選択されている時には、出力ディ
スプレイには RMS 値を p-p (PP) 値に変換した値が表示されます。 

DC 電力出力の設定方法 

注記 

NORMAL LO 端子と AUX LO 端子を被校正器側で接続するか、また
は ''LO''s ソフトキーで ''tied'' を選択して本校正器側で接続します。 

本校正器は DC 電圧を NORMAL 端子から、DC 電流を AUX 端子から出力するこ
とで DC 電力を生成します。DC 電力出力を設定するには次の手順に従ってくだ
さい。入力を間違えた場合は、 を 1 回以上押して表示をクリアしてから値
を再入力します。 

 注意 

被校正器の損傷を防ぐため、印加される電圧が、被校正器の絶縁お
よび接続配線の定格を超えていないことを確認してください。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」の電圧接続と電流接続を適用して被
校正器を接続します。 



5522A 
オペレーター・マニュアル 

4-24 

3. ご希望のレンジで DC 電力を測定するよう、被校正器を設定します。 

4. 数字キーと小数点キーを押して、ご希望の電圧出力値を入力します (数字キ
ーは 大 7 個)。例えば、123.4567 と入力します。 

注記 

出力電圧が 100 V 以上 (公称) の時、高い音がわずかに聞こえること
がありますが、これは正常です。 

5.  を押して、電圧の極性を選択します (初期設定は＋)。 

6. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

7.  を押します。 

8. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、123.4567 
mV (下図参照)。 

 
nn071f.eps 

9. 数字キーと小数点キーを押して、ご希望の電流出力値を入力します (数字キ
ーは 大 6 個)。例えば、234.567 と入力します。 

10.  を押して、電流の極性を選択します (初期設定は ＋)。 

11. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

12.  を押します。 

13. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、123.4567 
mV および 234.567 mA (下図参照)。 

 
nn082f.eps 

14.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 

 
nn083f.eps 

15.  を押して、校正器の出力を有効にします。電力出力レベルを変更する場
合は、電圧と電流 (順序は任意) の両方を再入力しなければなりません。 

(電圧または電流のいずれかを入力した後で、  を使用して、ワット入力
ができます。残りの電圧値または電流値は計算されて表示されます。) 
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nn322f.eps 

• I OUT     AUX または 20A 端子を選択します。3 A 以上の電流出力は常に

20A 端子から出力されます。 
• “LO”s     正面パネルの NORMAL LO 端子と AUX LO 端子間の接続を開閉し

ます。NORMAL LO 端子と AUX LO 端子は被校正器側か本校正器側のいず

れかで接続されていなければなりません。初期設定は tied です。 

AC 電力出力の設定 

注記 

NORMAL LO 端子と AUX LO 端子を被校正器側で接続するか、また
は ''LO''s ソフトキーで ''tied'' を選択して本校正器側で接続します。

良な位相パフォーマンスとするためには、LO 端子同士を被校正
器側で接続ます。>2.2 A の電流レベルでは、抵抗 >10 mΩのヘビー
・ゲージ・ワイヤを使用して、端子を被校正器側で接続してくださ
い。 

本校正器は、NORMAL 端子に AC 電圧を、AUX 端子に AC 電流を出力すること
で、AC 電力を生成します。 

dBm での AC 電圧出力の選択に関しては前述の「AC 電圧出力の設定」を参照し
てください。この手順は AC 電圧出力がボルトであることを前提としています。 

AC 電力出力を設定するには次の手順に従ってください。入力を間違えた場合 
は、 を 1 回以上押して表示をクリアしてから値を再入力します。 

 注意 

被校正器への損傷を防ぐため、印加される電圧が、被校正器の絶縁
および接続配線の定格を超えていないことを確認してください。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」の説明に従って被校正器を接続しま
す。(アプリケーションに適した電圧、電流接続にしてください。) 

3. ご希望のレンジで AC 電力を測定するよう、被校正器を設定します。 

4. 数字キーと小数点キーを押して希望する電圧出力を入力します (数字キーは
大 6 個)。例えば、123.456 と入力します。 

注記 

出力電圧が 100 V 以上 (公称) のとき、高い音がわずかに聞こえるこ
とがありますが、これは正常です。 

5. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

6.  を押します。 

7. 入力した電圧値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、123.456 
mV (下図参照)。 
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nn084f.eps 

8. 数字キーと小数点キーを押して、ご希望の電流出力値を入力します (数字キ
ーは 大 6 個)。例えば、234.567 と入力します。 

9. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

10.  を押します。 

11. 入力した電圧および電流値がコントロール・ディスプレイに表示されます。
例、123.456 mV および 234.567 mA (下図参照)。 

 
nn085f.eps 

12. 数字キーと小数点キーを押して希望する周波数を入力します (数字キーは
大 5 個)。必要に応じて乗数キーを押します。例えば、キロの乗数キー 
を押します。その後、 キーを押します。例、1.1234 kHz (下図参照)。 

13. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、1.1234 kHz 
の 123.456 mV と 234.567 mA (下図参照)。 

 
nn086f.eps 

14.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 

 
nn087f.eps 

15.  を押して、校正器の出力を有効にします。電力出力レベルを変更する場
合は、電圧と電流 (順序は任意) の両方を再入力しなければなりません。 

(電圧または電流のいずれかを入力した後で、  を使用して、ワット
入力ができます。残りの電圧値または電流値は計算されて表示されます。) 

3 つのソフトキー・ラベルがコントロール・ディスプレイに表示されます：
WAVE MENUS、 I OUT (AUX または 20 A 端子)、および LCOMP (オフまたはオ
ン)。コントロール・ディスプレイには正弦波の有効電力出力も表示されます。
電力出力は、電力 = Cosine Φ(電圧ｘ電流) で計算されます。ここで Φ は電流と
電圧波形間の位相差です。Cosine Φ は力率 (PF) として知られています。 
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nn088f.eps 

• WAVE MENUS (波形メニュー)    高調波、波形、正面パネルの LO 端子の状
態、位相のサブメニューを開きます。 

• HARMONIC MENUS (高調波メニュー)    高調波出力の選択肢のサブメニュ
ーを開きます。本章後述の「高調波の設定」をご参照ください。 

• V WAVE (電圧波形)    NORMAL 端子の電圧出力の波形を選択します。本章
後述の「波形の種類」をご参照ください。 

• I WAVE (電流波形)    正面パネルの AUX 端子の電流出力の波形を選択しま
す。本章後述の「波形の種類」をご参照ください。 

• “LO”s (低電位出力端子)    正面パネルの NORMAL LO および AUX LO 端子
は、被校正器側または本校正器側のいずれかで接続されなければなりませ 
ん。被校正器側で接続する場合は、"open"を選択してください。初期設定は 
tied です。 

• Φ & REF MENUS (位相差および 10 MHz リファレンス・ソース)    NORMAL
と AUX 出力の位相差の選択、内部または外部の 10 MHz リファレンスの選
択、外部のマスター校正器 (10 MHz IN/OUT 使用) と NORMAL 出力との位相
差の設定を行います。本章後述の「位相の調整」および「10 MHz IN/OUT を
利用した校正器の同期」をご参照ください。 
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デュアル DC 電圧出力の設定方法 

注記 

NORMAL LO 端子と AUX LO 端子を被校正器側で接続するか、また
は ''LO''s ソフトキーで ''tied'' を選択して本校正器側で接続します。 

本校正器は、NORMAL 端子から 1 つ目の DC 電圧を、AUX 端子から 2 つ目の
DC 電圧を出力して、デュアル DC 電圧を出力します。デュアル DC 電圧出力を
設定するには次の手順に従ってください。入力を間違えた場合は、 を 1 回
以上押して表示をクリアしてから値を再入力します。 

 注意 

被校正器の損傷を防ぐため、印加される電圧が、被校正器の絶縁お
よび接続配線の定格を超えていないことを確認してください。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」を参考に被校正器を接続します。 

3. 希望するレンジでデュアル DC 電圧を測定するよう、被校正器を設定しま 
す。 

4. 数字キーと小数点キーを押して NORMAL 端子の希望する電圧出力を入力し
ます (数字キーは 大 7 個)。例えば、123.4567 と入力します。 

5.  を押して、電圧の極性を選択します (初期設定は＋)。 

6. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。  

7.  を押します。 

8. NORMAL 端子用に入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されま
す。例、123.4567 mV (下図参照)。 

 
nn071f.eps 

注記 

AUX 出力の電圧は 大 3.3 V に制限されています。 

9. 数字キーと小数点キーを押して AUX 端子の希望する電圧出力を入力します (
数字キーは 大 6 個)。例えば、234.567 と入力します。 

10.  を押して、電圧の極性を選択します (初期設定は＋)。 

11. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

12.  を押します。 

13. NORMAL 端子 (上側の表示) および AUX 端子 (下側の表示) 用に入力した値
がコントロール・ディスプレイに表示されます (下図参照)。 

 
nn089f.eps 
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14.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 

 
nn090f.eps 

15.  を押して、校正器の出力を有効にします。 

"LO"s ソフトキーがコントロール・ディスプレイに表示されます。 

 
nn091f.eps 

• “LO”s  (低電位出力端子)    正面パネルの NORMAL LO および AUX LO 端子
は、被校正器側または本校正器側のいずれかで接続されなければなりませ 
ん。正面パネルの NORMAL LO と AUX LO 端子を被校正器側で接続する場
合は、''LO''s ソフトキーで ''open'' を選択します。NORMAL LO と AUX LO 
端子を被校正器側では接続しない場合は、"LO"s のソフトキーで "tied" を選
択します。初期設定は tied です。 

デュアル AC 電圧出力の設定方法 

注記 

NORMAL LO 端子と AUX LO 端子を被校正器側で接続するか、また
は ''LO''s ソフトキーで ''tied'' を選択して本校正器側で接続します。 

校正器は NORMAL 出力に 1 つ目の AC 電圧を、AUX 端子に 2 番目の AC 電圧を
出力することで、2 つの AC 電圧を出力します。 

デュアル AC 電圧出力を設定するには次の手順に従ってください。入力を間違え
た場合は、 を 1 回以上押して表示をクリアしてから値を再入力します。 

 注意 

被校正器に印加される電圧が、被校正器の絶縁および接続配線の定
格を超えていないことを確認してください。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」の説明に従って被校正器を接続しま
す。 

3. 希望するレンジでデュアル AC 電圧を測定するよう、被校正器を設定しま 
す。 

4. 数字キーと小数点キーを押して NORMAL 端子の希望する電圧出力を入力し
ます ( 大 6 個の数字キー)。例えば、123.456 と入力します。 

5. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 
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6.  を押します。 

7. 入力した電圧値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、123.456 
mV (下図参照)。 

 
nn084f.eps 

注記 

AUX 端子からの出力は正弦波では 3.3 V rms、矩形波では 6.6 V p-p、
三角波とトランケイテッド正弦波では 9.3 V p-p に制限されていま 
す。 

8. 数字キーと小数点キーを押して AUX 端子の希望する電圧出力を入力します (
数字キーは 大 6 個)。例えば、234.567 と入力します。 

9. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

10.  を押します。 

11. NORMAL 端子 (上側の表示) および AUX 端子 (下側の表示) 用に入力した値
が、コントロール・ディスプレイに表示されます。 

 
nn092f.eps 

12. 数字キーと小数点キーを押して希望する周波数を入力します (数字キーは
大 5 個)。必要に応じて乗数キーを押します。例えば、キロの乗数キー 
を押します。その後、 キーを押します。例、1.1234 kHz。 

13. 入力した電圧と周波数がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、
1.1234 Hz の 123.456 mV と 234.567 mV (下図参照)。 

 
nn093f.eps 

14.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 

 
nn094f.eps 

15.  を押して、校正器の出力を有効にします。 
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次の 2 つのソフトキーがコントロール・ディスプレイに表示されます： 
V@NOR/V@AUX および WAVE MENUS。 

 
nn095f.eps 

• V @ NOR (NORMAL 端子の電圧)、 V @ AUX (AUX 端子の電圧)     情報を表
示するのみのソフトキーであり、関連機能はありません。出力機能がデュア
ル AC 電圧であることを表しています。 

• WAVE MENUS (波形メニュー)    高調波、波形、正面パネルの LO 端子の状
態、位相のサブメニューを開きます。 

• HARMONIC MENUS (高調波メニュー)    高調波出力の選択肢のサブメニ

ューを開きます。(詳細については本章後述の「波形の種類」をご参照く

ださい。) 
• WAVE (NORMAL 端子の波形)    正面パネルの NORMAL 端子の電圧の波

形を選択します。詳細については本章後述の「波形の種類」をご参照く

ださい。 
• AUXWAVE (AUX 端子の波形)    正面パネルの AUX 端子の電圧波形を選

択します。詳細については本章後述の「波形の種類」をご参照くださ 
い。 

• “LO”s (低電位出力端子)    正面パネルの NORMAL LO および AUX LO 端

子は、被校正器側または本校正器側のいずれかで接続されなければなり

ません。正面パネルの NORMAL LO と AUX LO 端子を被校正器側で接続

する場合は、''LO''s ソフトキーで ''open'' を選択します。NORMAL LO と 
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AUX LO 端子を被校正器側では接続しない場合は、''LO''s ソフトキーで 
''tied'' を選択します。初期設定は tied です。 

• Φ & REF MENUS (位相差および 10 MHz リファレンス・ソース)    
NORMAL と AUX 出力の位相差の選択、内部または外部の 10 MHz リフ

ァレンスの選択、外部のマスター校正器 (10 MHz IN/OUT 使用) と
NORMAL 出力との位相差の設定を行います。本章後述の「位相の調整」

および「10 MHz IN/OUT を利用した校正器の同期」をご参照ください。 

抵抗出力の設定方法 

本校正器正面パネルの NORMAL 端子の合成抵抗出力を設定するには以下の手順
に従ってください。入力を間違えた場合は、 を押して表示をクリアしてか
ら値を再入力します。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」の説明に従って被校正器を接続しま
す。 

注記 

これは合成出力ですので、本校正器と被校正器の間は必ず LO 同 
士、HI 同士を接続してください。 

3. ご希望のレンジで抵抗を測定するよう、被校正器を設定します。 

4. 数字キーと小数点キーを押して希望する抵抗出力を入力します (数字キーは
大 6 個)。例えば、12.3456 と入力します。 

5. 必要に応じて乗数キーを押します。例えば、 を押します。 

6.  を押します。 

7. 入力した抵抗値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、12.3456 
kΩ (下図参照)。 

 
nn096f.eps 

8.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 

 
nn097f.eps 

9.  を押して、校正器の出力を有効にします。 

ソフトキーで、3 種類のリード線補償設定、および抵抗のゼロ調整が可能です。 
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nn098f.eps 

• OHMS ZERO    抵抗機能の内部回路の再校正を行います (所要時間数分間)。 

• COMP (補償)    4 線補償、2 線補償を適用、または補償機能をオフにしま 
す。補償機能は 110 kΩ (未満) までの抵抗で利用できます。詳細は、本章に
前述した「4 線式接続と 2 線式接続」をご参照くだい。 

静電容量出力の設定方法 

正面パネルの NORMAL 端子の合成静電容量出力を設定するには、以下の手順に
従ってください。入力を間違えた場合は、 を押して表示をクリアしてから
値を再入力します。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」を参考に被校正器を接続します。ま
た、浮遊容量を無効にするには「ケーブル接続ガイド」もご参照ください。 

注記 

これは合成出力ですので、本校正器と被校正器の間は、必ず LO 同
士、HI 同士を接続してください。 

3. ご希望のレンジで静電容量を測定するよう、被校正器を設定します。 

4. 数字キーと小数点キーを押して希望する静電容量出力を入力します (数字キ
ーは 大 5 個)。例えば、123.45 と入力します。 

5. 希望の出力の乗数キーを (キーの後に) 押します。例えば、μF と入力す
るためにはを押してを押します。pF のときは、nF のときには
の乗数キーを押します。 

6.  を押します。 

7. 入力した静電容量値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、
123.45 μF (下図参照)。 

 
nn099f.eps 

8.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 
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nn100f.eps 

9.  を押して、校正器の出力を有効にします。 

コントロール・ディスプレイの COMP ソフトキーで、補償設定が 3 種類の中か
ら選択できます。 

 
nn101f.eps 

• COMP (補償)    2 線補償を適用、または補償機能をオフにします。補償機能
はテスト・リードの (静電容量ではなく) 抵抗を相殺するための、校正器と被
校正器の接続方法に関する機能です。 

• 補償機能は 110 nF 以上の静電容量で利用できます。110 nF よりも低い場合は
このソフトキーは機能しません。詳細は、本章に前述した「4 線式接続と 2
線式接続」をご参照くだい。 

温度の擬似出力 (熱電対) の設定方法 

注記 

熱電対は電気絶縁されていません。熱電対の導線とプラグが外部の
熱源の影響を受けないようにしてください。例えば、温度の擬似出
力中に導線やプラグに手を触れないでください。 

熱電対は特定の温度に対する小さな直流電圧を発生します。したがってこの擬似
出力は、選択された温度とシミュレートされている熱電対のタイプに基づいた、
小さな直流電圧です。温度基準を 1968 国際実用温度目盛 (ipts-68) と 1990 国際温
度目盛 (its-90) とで切り替えるには、「機器設定メニューの使い方」をご参照く
ださい。 

本校正器正面パネル TC コネクターの熱電対擬似温度出力を設定するには、以下
の手順に従ってください。入力を間違えた場合は、 を押して表示をクリア
してから値を再入力します。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」の説明に従って被校正器を接続しま
す。 

注記 

熱電対のタイプに合った導線とミニコネクターを使用してくださ 
い。例えば K タイプ熱電対の温度を擬似出力する場合、K タイプ用
の熱電対導線とミニプラグを使用してください。 

3. ご希望のレンジで温度を測定するよう、被校正器を設定します。 
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4. 数字キーと小数点キーを押して希望する温度出力を入力します (数字キーは
大 6 個)。例えば、123.456 と入力します。 

5. °C で入力する場合はキーを、°F で入力する場合はキーを押してく
ださい。 

6. 入力した温度出力の値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、
123.456 °C (下図参照)。 

 
nn102f.eps 

7.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイからクリア
され、出力ディスプレイにコピーされます (下図は代表的な例)。 

 
nn103f.eps 

8.  を押して、校正器の出力を有効にします。4 つのソフトキーのラベル 
が、コントロール・ディスプレイに表示されます。 

注記 

熱電対と測温抵抗体を変更したり、熱電対のタイプを変更したりす
ると、入力した温度は 0 °C (32 °F) にクリアされます (B タイプ熱電
対の場合は 600 °C にクリアされます)。その場合は OUTPUT tc、ご
希望の熱電対タイプを選択し、もう一度温度を入力してください。 



5522A 
オペレーター・マニュアル 

4-36 
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• Out@TC terminal (正面パネル TC 端子の出力)    正面パネルの TC 端子に印加
されている実際の直流電圧を表示します。情報の表示のみで、ソフトキーの
機能はありません。 

• TC MENUS (熱電対メニュー)    熱電対出力のサブメニューを開きます。 

• UNITS (温度の単位)    温度の単位として、°C か°F を選択します。 
• REF SRC (リファレンス・ソース)    intrnl (内蔵) か、extrnl (外付け) の温

度リファレンス・ソースを選択します。選択されている熱電対が合金線

で、本校正器に内蔵の等温ブロックを使用している場合、intrnl を選択し

てください。外部の等温ブロックを使用している場合、および選択され

ている熱電対が銅線の場合、extrnl を選択しください。外部リファレンス

の値を入力するには、REF ソフトキーを押してください。 良の確度が

得られるのは、extrnl を選択して外部の等温ブロックを使用し、その等温

ブロックの温度が 0 °C に保たれている場合です。 
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• REF (温度基準)    リファレンス・ソースの値を表示します。内蔵のリフ

ァレンス・ソースが選択されている時は、その値が表示され、本校正器

がスタンバイ中は NONE と表示されます。外部リファレンスの場合は、

外部リファレンスとして入力した値が表示されます。 
• OUTPUT (温度出力デバイス)    温度デバイスを選択します：熱電対 (tc) 

または測温抵抗体 (rtd)。tc を選択してください。 
• TYPE (熱電対のタイプ)    本校正器が擬似出力する熱電対のタイプを選択

します。初期設定は K タイプです。 (10 μV/°C および 1 mV/°C の設定 
は、ユーザー指定の直線化のための精密出力電圧源として使用されま 
す。) 

注記 

出力ディスプレイに"u"というインジケーターが表示されることがあ
りますが、これは測定された等温ブロックの温度を内部調整中であ
ることを示しており、正常です。10 秒以上 (公称) 表示が消えない場
合や点滅を繰り返す場合は、熱電対のミニコネクターまたは導線に
外部から熱が加わっていないか確認してください。 

温度の擬似出力 (測温抵抗体) の設定方法 

測温抵抗体は温度によって固有の抵抗値を持っています。従ってこの擬似出力 
は、選択された温度とシミュレートされている測温抵抗体のタイプに基づいた抵
抗値です。温度基準を 1968 国際実用温度目盛 (ipts-68) と 1990 国際温度目盛 
(its-90) とで切り替えるには、「機器設定メニューの使い方」をご参照くださ 
い。 

本校正器正面パネル NORMAL 端子の測温抵抗体の擬似温度出力を設定するに 
は、以下の手順に従ってください。入力を間違えた場合は、 を押して表示
をクリアしてから値を再入力します。 

1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 本章前述の「校正器と被校正器の接続」を参考に被校正器を接続します。 

注記 

図 4-9 にあるように 3 端子接続で測温抵抗体 (RTD) を校正する場 
合、リード線の抵抗による誤差を相殺するために、同じ抵抗値のリ
ード線を使用してください。これは、例えば長さもコネクターの形
状も同じテスト・リードを 3 本使えば可能です。 

3. ご希望のレンジで温度を測定するよう、被校正器を設定します。 

4. 数字キーと小数点キーを押して希望する温度出力を入力します (数字キーは
大 6 個)。例えば、123.456 と入力します。 

5. °C で入力する場合はキーを、°F で入力する場合はキーを押して、
キーを押してください。 

6. 入力した温度の値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、
123.456 °C (下図参照)。 

 
nn102f.eps 
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7.  を押します。校正器は入力した値をコントロール・ディスプレイか
らクリアし、それを出力ディスプレイにコピーします (下図は代表的な例)。 

 
nn103f.eps 

8.  を押して、校正器の出力を有効にします。 

4 つのソフトキー・ラベルが、コントロール・ディスプレイに表示されます。
OUTPUT ソフトキーをして RTD の選択を切り替えると、RTD の設定メニューと
4 つのソフトキーが表示されます。 

注記 

上記で入力した温度は、TC (熱電対) と RTD (測温抵抗体) を切り替
えたり、RTD のタイプを変更したりすると、0 °C (32 °F) にクリアさ
れます。その場合は、OUTPUT rtd を選択し、ご希望の測温抵抗体
のタイプを選択、ステップ 4 から 8 に従ってもう一度温度を入力し
てください。 

 
nn105f.eps 

• Out @ NORMAL    測温抵抗体接続の出力端子の場所 (常に NORMAL) を表
示します。 

• TYPE (測温抵抗体のタイプ)    リストから測温抵抗体の特性を選択します。 

• OUTPUT (温度出力デバイス)    温度デバイスを選択します：熱電対 (tc) また
は測温抵抗体 (rtd)。rtd を選択して下さい。 

• COMP (補償)    4 線補償、2 線補償を適用、または補償機能をオフにします
。補償機能はテスト・リードの抵抗を相殺するための、校正器と被校正器の
接続方法に関する機能です。 

• 詳細は、本章に前述した「4 線式接続と 2 線式接続」をご参照くだい。3 線
接続 (図 4-9) の場合は、COMP off を選択してください。 

熱電対の温度測定方法 

TC 入力端子に接続されている熱電対の出力を測定するには、以下の手順に従っ
てください。入力を間違えた場合は、 を押して表示をクリアしてから値を
再入力します。 
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1. を押して本校正器の出力をクリアします。 

2. 熱電対を正面パネルの TC 端子に接続します。 

注記 

熱電対のタイプに合った導線とミニコネクターを使用してくださ 
い。例えば、K タイプの導線と K タイプのミニコネクターを使用し
てください。 

3. キーを押して TC メニューを開きます (下図参照)。 

 
nn106f.eps 

4. 測定温度が出力ディスプレイに表示されます (下図は代表的な例)。(測定中は
小文字の m が点滅します。) 
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• Meas@TC terminal (正面パネル TC 端子での測定)    正面パネル TC 端子の実
際の直流電圧を表示します。情報の表示のみで、ソフトキーの機能はありま
せん。 

• TC MENUS (熱電対メニュー)    熱電対出力に関するサブメニューを開きま 
す。 

• Open TCD (熱電対検出機能)    熱電対検出機能のオン、オフを選択しま 
す。Open TCD がオンの場合、微量の電気パルスで熱電対の導通をチェッ

クします。この電気パルスはほとんどの場合、測定結果に影響を与えま

せん。本校正器と別の温度測定器を並列にして熱電対の測定を行う場合

は、Open TCD はオフを選択してください。オープンな熱電対が検出され

ると、TC メニューに"Open TC"と表示され、何らかの問題があると考え

られます。 
• UNITS (温度の単位)    温度の単位として、°C か°F を選択します。 
• REF SRC (リファレンス・ソース)    intrnl (内蔵) か、extrnl (外付け) の温

度リファレンス・ソースを選択します。リファレンス・ソースは、熱電

対出力への環境温度の影響を示しています。正確な温度の擬似出力を行

う場合には、環境温度も考慮に入れられます。選択されている熱電対が

合金線で、本校正器に内蔵の等温ブロックを使用している場合、intrnl を
選択してください。外部の等温ブロックを使用している場合、および選

択されている熱電対が銅線の場合、extrnl を選択しください。外部リファ

レンスの値を入力するには、REF ソフトキーを押してください。 
• REF (温度基準)    温度リファレンス・ソースの値を表示します。リファ

レンス・ソースが内蔵の場合には、ディスプレイには内蔵リファレンス

が表示されます。リファレンス・ソースが外付けの場合には、外部リフ

ァレンスとして入力した値が表示されます。 
• OFFSET (測定表示のオフセット)    実際の測定値に対して加算または減

算するオフセット値を選択します。示差測定 (目標よりも高いまたは低い

温度) を行うときに便利な機能です。 
• TYPE (熱電対のタイプ)     測定する熱電対のタイプを選択します。初期

設定は K です。(10 μV/°C 設定はユーザー指定の直線化のために使用さ

れます。1 mV/%RH および 1 mV/°C 設定はヴァイサラ社の湿度/温度プロ

ーブに使用されます。) 

波形の種類 
AC 電圧、AC 電流、デュアル AC 電圧、AC 電力機能では、ソフトキーで 4 つの
選択肢から波形を選択できます。：正弦波 (sine)、三角波 (tri)、矩形波 (square)、
トランケイテッド正弦波 (truncs)。出力が正弦波の AC 電力またはデュアル AC
電圧の場合には、コントロール・ディスプレイに高調波および基本波のソフトキ
ーも表示されます。 

正弦波 

波形で sine を選択した場合には、正弦波の電流または電圧信号が本校正器の出
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力端子に印加されます (図 4-11)。正弦波の変数は、振幅、周波数、DC オフセッ
ト電圧です。 

 
goi026f.eps 

図 4-11. 正弦波 

三角波 

波形で tri が選択されている場合は、三角波が本校正器の出力端子に印加されま
す (図 4-12)。三角波の変数は、振幅、周波数、DC オフセット電圧です。三角波
を選択中は常に、出力ディスプレイに表示される振幅は p-p で表されます。 

 
goi027f.eps 

図 4-12. 三角波 

矩形波 

波形で square を選択した場合には、矩形波の電流または電圧信号が本校正器の
出力端子に印加されます (図 4-13)。矩形波の変数は、負荷サイクル、振幅、周波
数、DC オフセット電圧です。矩形波を選択中は常に、出力ディスプレイに表示
される振幅は p-p で表されます。シングルの電圧または電流出力に設定されてい
る場合は、キーパッドから信号の負荷サイクルを設定することができます。新し
い負荷サイクルを入力するには、DUTY CYCLE ソフトキーを押して 大 5 つの
数字キーを押して、キーを押します。矩形波の負方向エッジは、負荷サ
イクルの設定に基づいて変化します。 
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図 4-13. 矩形波と負荷サイクル 

トランケイテッド正弦波 

波形で truncs を選択した場合には、トランケイテッド正弦波の電流または電圧信
号が本校正器の出力端子に印加されます (図 4-14)。トランケイテッド正弦波の変
数は振幅と周波数です。トランケイテッド正弦波を選択中は常に、出力ディスプ
レイに表示される振幅は p-p で表されます。 
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図 4-14. トランケイテッド正弦波 

高調波の設定方法 
本校正器の出力がデュアル AC 電圧または AC 電力 (正弦波のみ) のとき、本校正
器は調波の異なる 2 つの信号を出力します。高調波は調整可能で、 大周波数は
10 kHz です。例えば、120 V、60 Hz の信号を正面パネルの NORMAL 端子から、
1 V、300 Hz (5 次高調波) を AUX 端子から出力するように設定することができま
す。NORMAL 端子または AUX 端子のどちらでも基本波に設定することができ
ます。もう一方の端子が高調波の出力端子になります。NORMAL 端子の出力は
大 1000 V ですが、AUX の出力は 大 3.3 V であることにご注意ください。基

本波と高調波両方が規定の振幅の許容範囲内でないと、出力されません。 

高調波出力を入力するには以下の手順に従ってください。この手順は、既にデュ
アル AC 電圧または AC 電力を出力していることを前提としています。 

1. ソフトキー WAVE MENUS を押して、波形メニューを開きます。 

2. HARMONIC MENUS ソフトキーを押して高調波のサブメニューを開きます
（下図は代表的な例）。 
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3. FUNDMTL ソフトキーを押して、本校正器正面パネルの NORMAL 端子また
は AUX 端子のどちらかを基本波の出力先として選択します。AUX 端子に高
調波が出力されます。 

4. HARMNIC ソフトキーを押して、 大 10 kHz までの周波数で希望する高調波 
(1 次から 50 次) を入力します。例えば 7 次高調波を入力します (下図)。コン
トロール・ディスプレイに表示された値で問題なければ、を押しま 
す。 
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5.  を 1 回以上押すと、前のメニューに戻ります。 

位相の調整方法 
デュアル AC 電圧および AC 電力出力モードでは、位相差を持った 2 つの信号を
出力することができます。この位相差は調整可能です。位相調整はすべて 
NORMAL 波形を基準にして AUX 波形を移動します。位相調整は角度 (0 ～ 
±180.00) または力率 (PF) で入力します。進相、つまり正方向に位相を移動する
と、AUX の波形は NORMAL の波形に対して位相が進みます：遅相、つまり負
の方向に位相を移動すると、AUX の波形は NORMAL の波形に対して位相が遅
れます。  

位相の設定は、デュアル AC 電圧あるいは AC 電力出力時に表示される WAVE 
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MENUS ソフトキーを押すと、行えるようになります (以下に AC 電力出力の場
合を表示)。 
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ある出力がもう一方の出力の高調波である場合、位相の変更は高調波信号の位相
角度または力率 (cosine) に基づいて行われます。例えば AUX 端子から 60 Hz の
信号を出力していて、NORMAL 端子から 120 Hz (2 次高調波) の信号を出力して
いるとき、60 ° (力率 .5) の位相シフトを行うと、AUX の信号は 120 Hz の 60 ° 
(60 Hz の 30 °) 進みます。 

位相角度の入力方法 

位相シフトを角度で入力するには以下の手順に従ってください。この手順は、既
にデュアル AC 電圧または AC 電力を出力していることを前提とします 

1. WAVE MENU ソフトキーを押して、高調波メニューを開きます。 

2. Φ & REF MENUS ソフトキーを押して、位相およびリファレンスの入力メニ
ューを開きます。 

3. AUXΦNRM ソフトキーを押して、位相入力メニューを開きます。 

4. 数字キーと小数点キーを押して希望する位相角度を入力します (数字キーは
大 5 個)。例えば、123.45 と入力します。 

5.  を押して進相 (+） あるいは遅相 (−) を選択します (初期設定は+)。 

6. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、123.45 度の
進相 (下図参照)。(正弦波の場合のみ SHOW PF という表示が現れます。) 
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7.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイの "new phase 
=" からクリアされ、"phase =" にコピーされます。 

8.  を 1 回以上押すと、前のメニューに戻ります。 

力率の入力方法 

位相シフトを力率 (PF) で入力するには以下の手順に従ってください。
PF = Cosine Φ、ここで Φ が位相シフトです。この手順は、波形として正弦波を
使用して、既にデュアル AC 電圧または AC 電力を出力していることを前提とし
ています。 

1. WAVE MENUS ソフトキー を押して、波形メニューを開きます。 

2. PHASE ソフトキー を押して、位相入力メニューを開きます。 

3. ソフトキー SHOW PF を押して、力率入力メニューを開きます。 

4. 数字キーと小数点キーを押して希望する力率を入力します (数字キーは 大 3
個)。例えば、.678 と入力します。 

5. ソフトキー PF を押すと、lead (進み) または lag (遅れ) 力率を切り替えること
ができます (初期設定は lead)。 

6. 入力した値がコントロール・ディスプレイに表示されます。例、0.678 の進
相力率 (下図参照)。 
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7.  を押します。入力した値がコントロール・ディスプレイの"new phase 
="からクリアされ、"phase ="にコピーされます。 

8.  を 1 回以上押すと、前のメニューに戻ります。 

DC オフセットの入力方法 
本校正器の出力が正弦波、三角波、矩形波、またはトランケイテッド正弦波のシ
ングル AC 電圧の時、+DC オフセットを適用することができます。矩形波の出力
にオフセットを適用するには、負荷サイクルは 50 % (初期設定) でなければなり
ません。オフセット設定は OFFSET ソフトキーから行います。OFFSET ソフトキ
ーは、AC 電圧出力が 33 V(正弦波)、66 V p-p (矩形波) または 93 V p-p (三角波お
よびトランケイテッド正弦波) 未満の時に表示されます。出力が dBm の正弦波電
圧の時には、OFFSET キーは表示されないため入力できません。 

許容可能な 大オフセット値は、各レンジの 大オフセットおよび 大ピーク信
号に依存します。例えば 10 V p-p の矩形波の場合、6.6 ～ 65.9999 V p-p レンジで
すが、このレンジの 大ピーク信号は 55 V です。この例では矩形波のピーク値
は 5 V であり、従って 55 V の 大ピーク信号に対して許容される 大±オフセッ
ト値は 50 V です。 

オフセットの制限値については第 1 章の仕様をご確認ください。オフセット値を
適用時にオフセットを使用できないレンジに移動した場合 (例えば、33 V 以上の
正弦波出力)、本校正器はスタンバイ・モードに切り替わり、オフセット機能は
無効になります。 

DC 電圧オフセットを入力するには以下の手順に従ってください。入力を間違え
た場合は、 を押して表示をクリアしてから値を再入力します。この手順 
は、既に 33 V (正弦波)、65 V p-p (矩形波) または 93 V p-p (三角波およびトラン
ケイテッド正弦波)未満のシングル AC 電圧を出力しており、OFFSET ソフトキ
ーが表示されていることを前提としています(下図参照)。 
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1. WAVE ソフトキーを押して波形を選択します：正弦波 (sine)、三角波 (tri)、
矩形波 (square) またはトランケイテッド正弦波 (truncs)。 

2. OFFSET ソフトキーを押して、オフセット入力画面を開きます。数字キーと
小数点キーを使ってオフセットを入力します。例えば、0.123 V と入力しま
す (下図参照)。 
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3. キーを押してオフセットを確定し、を押します。 

編集および誤差出力設定 
本校正器の出力は全て、正面パネルの Edit Field にあるノブとキー、キ
ーおよび キーで編集することができます。さらに、乗算  および除算 
 キーで出力を 10 倍、1/10 単位で編集できます。元の出力 (基準) と編集後の
出力の差は 2 つの設定値間の "error" として表示されます。これにより、被校正
器が正しい読み値を表示するよう値を編集し、その結果、± %、あるいは±1000 
ppm 未満の場合は ppm (100 万分の 1) で誤差を算出できます。表 4-2 に掲載され
ているキーを押すと、本校正器は誤差モードを終了し、そのキーによって、元の
基準出力に戻るか、新しい基準値を出力します。 

表 4-2. 誤差モードを終了するキー 

キー 動作 

 直前の基準値に戻る。 

または 新しい基準値を設定する。 

新規のキーパッド入力 + 
 

新しい基準値を設定する。 

 現在の出力を新しい基準値として設定する。 

 基準値を 10 倍した値を新しい基準値に設定する。 

 基準値を 1/10 した値を新しい基準値に設定する。 

 電源投入時の状態に戻す。 

出力設定の編集方法 

初に校正器から値を出力するときに、具体的な値を入力します。例えば、
10.00000 V dc と入力するとします。この出力値をアプリケーションに合わせて
編集する場合、正面パネル Edit Field のノブを時計回りに回すと値が増加し、反
時計回りに回すと減少します。 (セットアップ機能を操作中は、フィールド編集
機能は使用できません。 キー 1 回以上を押すと、セットアップ機能を終了
します。)  

上位桁を選択するには、Edit Field のカーソルキー  あるいは  を使用し
ます。編集中の桁には常に下線が引かれます (下図参照)。 
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OPR (動作) 中に編集を行った際に、出力ディスプレイに u の文字が表示されて
いる間は "unsetteled" の状態であることを意味し、校正器は新しい値を安定させ
ています。 
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被校正器の誤差表示方法 

出力値を編集すると、コントロール・ディスプレイには基準値 ( 初の入力値) 
と、編集値 (出力ディスプレイに表示されている値) の差が表示されます。誤差
は 100 万分の 1 (ppm) あるいはパーセント (%) で表示されます。例えば、ERR 
UNI で > 100 ppm に設定していると、99 までは ppm で表示され、その後 100 ppm
のときは 0.0100 %に変わります。これによって、被校正器が期待値を表示する
ように出力を編集でき、被校正器の確度が分かります。 
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例えば 10.00000 V の出力に対して誤差が.00030 V だとすると、
0.00030/10.00000=0.000030、つまり 30 ppm です。被校正器に 10.00000 を表示さ
せるために必要な出力は、被校正器の読み値が出力値よりも低いということを示
しているため、符号はマイナス (-30.0 ppm) です。基準値が負の場合、誤差の符
号はその大きさに相関します。例えば、基準値が-10.00000 V で、出力ディスプ
レイの値が-10.00030 のとき誤差は-30 ppm です。 

本校正器には被校正器の誤差表示方法が 2 つあります。1 つ目は"公称値"法と呼
ばれ、フルークの 5700A、5720A、5500A、5520A 校正器で採用されています。2
つ目は "真値" 法です。本校正器ではどちらの方法もご利用いただけます。 

公称値法では次の公式を使って誤差を計算します。 

基準値 – 編集値
基準値

この方法は、本校正器を、より高確度な測定器と比較して性能を検証し、本校正
器自身の誤差をチェックする際に役立ちます。 

真値法では次の公式を使って誤差を計算します。 

基準値 – 編集値
編集値

出力値の変化が小さければ、公称値法と真値法のどちらの式でも計算された誤差
は同じ結果になります。上記の例では、コントロール・ディスプレイには誤差-
30 ppm と表示されます。 

真値法は、出力値の変化が大きい場合に有効です。例えばアナログ・メーターに
まず 10.0000 V を印加して、アナログ・メーターがちょうど 10 V を指すように
本校正器の出力を調整します。調整後の本校正器の出力が 11.0000 V だった場 
合、真値法ではディスプレイに以下のように表示されます。  

nominal= +10.0000 V 

rel err= -9.0909 % 

この-9.0909 % とは、真値 (この場合は 11.0000 V) と比較した場合のアナログ・
メーターの相対誤差を表しています。 

被校正器の誤差の計算方法を選択するには： 

1. キーを押します。 

2. INSTMT SETUP ソフトキーを押します。 

3. OTHER SETUP ソフトキーを押します。 
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4. ERROR SETUP ソフトキーを押します。 

5. ERR REF ソフトキーを押して“nominal”と“tru val”を切り替えます。 

MULT キーおよび DIV キーの使い方 

 キーを押すと、本校正器の出力値 (出力を編集した場合は基準値) に 10 を掛
けることができます。同様に キーを押すと、本校正器の出力値 (出力を編集
した場合は基準値) を 10 で割ることができます。出力を 10 倍した値が 33 V を超
える場合は、STBY (スタンバイ) モードになります。そのまま継続する場合は
キーを押してください。この機能はレンジが 10 の倍数ごとに構成されてい
る被校正器には便利です。 

出力制限値の設定方法 
出力制限機能は、過電流または過電圧による被校正器の損傷事故を防止するため
に役立ちます。この機能では、正負の 大許容電圧あるいは電流出力を事前に設
定しておくことができます。制限値を設定しておけば、その制限値を超える値 
が、正面パネルのキーまたは回転ノブの操作によって出力されることはありませ
ん。電圧と電流の正の制限値を設定すれば、AC 電圧と電流が制限されます。設
定した制限値は不揮発性メモリーに保存されます。電圧制限は rms 値で表示され
ます。また、いかなる電圧オフセットも無視されます。 

電圧および電流制限値の設定方法 

電圧および電流制限値を設定するには、以下の手順に従ってください： 

1.  キーを押して出力をクリアします。 

2.  を押します。INSTMT SETUP ソフトキーを押して、設定サブメニュー
を開きます。 

3. OUTPUT SETUP ソフトキーを押して、出力サブメニューを開きます。 

4. SET LIMITS ソフトキーを押して、リミット設定メニューを開きます (下図を
参照)。 
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5. 電圧を制限するには (DC および AC 電圧両方に適用)、VOLTAGE の下のソフ
トキーを押して、電圧制限メニューを開きます (下図を参照)。 
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a. 必要に応じて"Upper Limit"あるいは"Lower Limit" ソフトキーを押して、
新しい制限値を入力します。 

b.  を押して、次に  を 1 回以上押すと、前のメニューに戻りま
す。 

6. 電流を制限するには (DC および AC 電流両方に適用)、CURRENT の下のソフ
トキーを押して、電流制限メニューを開きます (下図を参照)。 
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a. 必要に応じて"Upper Limit"あるいは"Lower Limit" ソフトキーを押して、
新しい制限値を入力します。 

b.  を押して、次に  を 1 回以上押すと、前のメニューに戻りま
す。 

圧力の測定方法 
以下のアクセサリーを併用すれば、本校正器を圧力校正器としてご使用いただけ
ます。 

圧力を測定するには： 

• Fluke 700 シリーズ 圧力モジュール 

• モデル 700PCK 圧力校正キット (インターフェース・モジュールとして必要) 

圧力を出力するには： 

• 安定した、手動または自動の圧力源 

• Fluke 700 シリーズ 圧力モジュール 

• モデル 700PCK 圧力校正キット (インターフェース・モジュールとして必要) 

700 シリーズ 圧力モジュールと本校正器との接続方法については図 4-15 をご参
照ください。 

本校正器に圧力モジュールを接続し、圧力測定を行うには、以下の手順に従って
ください。 

1. 700 シリーズ 圧力モジュールを 700PCK の入力ジャックに接続し、700PCK
を電源に接続します。 

2. 700PCK に付属しているアダプターを使って、700PCK と背面パネルの
SERIAL 2 TO UUT コネクターをシリアル・データ・ケーブルで接続します
。 

3. 本校正器のキーを押します。これにより圧力モードが起動します。 

4. 700 シリーズ 圧力モジュールで測定された圧力値が出力ディスプレイに表示
されます。コントロール・ディスプレイ には次の 3 つのソフトキーが表示さ
れます：DAMPEN (オン、オフ)、SET OFFSET (圧力モジュールのゼロ調 
整)、UNITS (圧力の単位) 

5. 絶対圧力タイプ ("700PA" で始まる型式) 以外の 700 シリーズ 圧力モジュール
をお使いの場合は、圧力モジュールの圧を抜いて大気圧に戻し、OFFSET を
押して圧力モジュールのゼロ調整をおこなってください。 

6. 絶対圧力タイプのモジュール ("700PA" で始まる型式) のゼロ調整については
以下の手順で行なってください。 

7. モジュールの圧を抜いて大気圧に戻します。 

8. SET OFFSET を押します。 

9. 環境大気圧を、現在表示されている単位で入力します。 
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注記 

空港の気圧レポートには頼らないでください。本校正器と同じエリ
アの標準気圧をご使用ください。 

CALIBRATION

ENABLE

SERIAL 1
FROM HOST

IEEE-488

IN                    OUT
 /63Hz        47Hz      

  600VA MAX      

FLUKE CORPORATION
EVERETT WA, USA

NORMAL

WARNING:  TO AVOID ELECTRIC SHOCK GROUNDING 
CONNECTOR IN POWER CORD MUST BE CONNECTED

FUSE CAUTION FOR FIRE PROTECTION REPLACE ONLY
WITH A 250V FUSE OF INDICATED RATING

MAINS SUPPLY

100V/120V
220V/240V

T5.0A 250V (SB)
T2.5A 250V (SB)

CHASSIS 
GROUND

SERIAL 2
TO UUT

10MHZ

MAX
5V PK - PK

WARNING:  TO AVOID PHYSICAL INJURY, INSURE THAT THE FILTER 
IS PROPERLY INSTALLED BEFORE ENERGIZING INSTRUMENT

TO CLEAN THE FILTER:
-UNPLUG INSTRUMENT
-REMOVE FILTER
-FLUSH WITH SOAPY WATER
-DRY BEFORE REINSTALLATION 

INSTALLED
OPTIONS
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図 4-15. 圧力の測定 

10 MHz IN/OUT を用いた本校正器の同期方法 
背面パネルの 10 MHz IN および OUT 入出力端子を利用して、1 台以上の校正器
を同期させることができます。例えば、2 台以上の校正器の電流出力を並列に接
続して出力を合計したり、校正器を 3 台使って三相電力計を校正したりする場合
に使用します。 

10 MHz リファレンス・クロック信号を 10 MHz IN から入力して本校正器の周波
数性能を向上させるという使い方もあります。このアプリケーションについては
以下でご説明します。 

外部 10 MHz クロックの使用方法 

本校正器は内蔵の 10 MHｚクロック信号を、全ての AC 機能のリファレンスとし
て使用します。内蔵のクロックは正確で安定していますが、ラボの標準器を本校
正器の周波数性能の基準にすることもできます。外部クロックを適用する方法は
2 つあります。電源投入時およびリセット時の初期設定として外部リファレンス
を設定するか、そのセッションのみの揮発性の設定として外部リファレンスを選
択するかです。 

外部リファレンスを、電源投入時およびリセット時の初期設定として設定するに
は以下の手順に従ってください： 

1. 5 V p-p ( 大) の 10 MHz 矩形波信号を、背面パネルの 10 MHz IN の BNC コ
ネクターに接続します。 

2. キーを押します。 
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3. ソフトキーを次の順に押します：INSTMT SETUP、OUTPUT SETUP、
Φ & REF SETUP 

4. REF CLK ソフトキーを押して "ext." を選択します。 

5. キーを押します。 

一時的に (揮発性) 外部 10 MHz リファレンスを使用する場合は、以下の手順に従
ってください： 

1. 1 ～ 5 V p-p の 10 MHz 矩形波信号を、背面パネルの 10 MHz IN の BNC コネ
クターに接続します。 

2. キーを押します。 

3. 本校正器の出力を AC 電圧または電流に設定します。 

4. ソフトキーを次の順に押します：INSTMT SETUP、OUTPUT SETUP、
φ & REF SETUP 

5. REF CLK ソフトキーを押して "ext." を選択します。 

6. キーを押します。 

AC 電流の出力方法と 5522A の並列接続 

2 台以上の 5522A を並列接続して電流を出力することができます。これによって
±20 A よりも大きい電流を出力することができます。AC 電流を出力する場合 
は、出力電流の位相が一致するように校正器を同期させる必要があります。その
ためには以下の手順に従ってください： 

1. 両方の校正器をスタンバイ・モードにして、図 4-16 のように接続します。 
2. 校正器 #2 (スレイブ) を以下のように設定します： 

• キーを押します。 

• ソフトキーを次の順に押します：INSTMT SETUP、OUTPUT SETUP、
Φ & REF SETUP 

• REF CLK ソフトキーを押して "ext." を選択します。 

• キーを押します。 

3. 両方の校正器を以下のように設定します： 
• スタンバイ・モードのままで、希望の AC 電流レベルと周波数を設定し

ます。 

• Φ REF を 0.00 に設定 REF SETUP メニューの NRM 0.00. 

4. 校正器 #2 (スレイブ) のキーを押して、オペレート・モードにします。 
5. 校正器 #1 (マスター) のキーを押して、オペレート・モードにします。

これで 2 台の校正器は同期されました。校正器を同期する方法は 2 つありま

す：マスターのを押すか、SYNC ソフトキーを押すかです。 
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図 4-16. 並列接続した 2 台の校正器の電流出力 

三相電力校正 

3 台の校正器を使って三相電力計の校正を行うことができます。以下の例は、力
率が同じ、完全に平衡な出力を印加することを前提としています。位相の関係性
を変更すれば、他の試験刺激を加えることができます。図は各校正器の位相の関
係性を示しています。位相の関係性を変更すれば、他の試験刺激を加えることが
できます。 
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図 4-17. 三相電力校正 

サンプル・アプリケーション 
三相電力校正 

• Fluke 80 シリーズ デジタル・マルチメーター (DMM) の校正 

• Fluke 41 電力および高調波アナライザーの校正 

• Fluke 51 デジタル温度計の校正 

80 シリーズ デジタル・マルチメーターの校正方法 

以下の例では Fluke 80 シリーズ DMM を校正するための手順についてご説明しま
す。 

注記 

この手順はあくまで一例としてご紹介しています。80 シリーズ
DMM の正式な試験校正手順については 80 シリーズのサービス・マ
ニュアルをご参照ください。 
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方法は 2 つあります。1 つ目の方法では、各機能およびレンジが仕様に適合して
いるかどうかの試験を行います。2 つ目の方法は、80 シリーズの校正手順です。
80 シリーズのサービス・マニュアルに、PCA (プリント回路アセンブリー) の分
解およびアクセス方法が記載されています。校正手順を実行するためには PCA
へのアクセスが必要です。 

本校正器と 80 シリーズ DMM を接続する前に、どのタイプのケーブルを使用す
るのか、および を使用するかどうかを決める必要があります。以下を参考
に判断してください。 

ケーブル 

校正の接続では多くの場合、5440A-7002 低熱起電力ケーブルが推奨されます 
が、80 シリーズの校正では特に必要というわけではありません。低熱起電力ケ
ーブルで減らすことができる熱起電力による誤差は、3-1/2 桁のマルチメーター
ではそれほど重要ではありません。このケーブルは以下の測定に対応していま 
す： 

• AC および DC 電圧 

• 全抵抗 

• 20 A までの AC および DC 電流 

接地接続 

80 シリーズ DMM はバッテリー駆動ですので、入力端子はアースに接地されて
いません。したがって本校正器のガード端子および LO 端子への接地 (筐体) を有
効にする必要があります。接続は適切です。(キーを押してインジケーター
が点灯し、のインジケーターが消えていることを確認してください。) 

マルチメーターの試験方法 

マルチメーターを試験するには、本校正器の誤差モード機能を利用します。全機
能の全レンジが仕様を満たしているか検証するには、以下の手順に従ってくださ
い： 

1. 本校正器の電源を入れ、ウォーム・アップを行います。 

 警告 

感電、火災、人身への傷害を防ぐため、本製品とテスターとの接続

を行う前に、本製品がスタンバイ・モードになっていることを確認

してください。 

2. 本校正器がスタンバイ中であることを確認し、DMM を図 4-18 のように接続

します。 
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図 4-18. 80 シリーズの一般的な機能の試験でのケーブル接続 

3. DC 電圧機能の試験は以下のように行います： 
a. DMM の電源を入れ、ファンクション・スイッチをにセットします。 
b. 校正器のウォーム・アップが終了したら 3.5 V DC に設定します。 を

押します。 
c. DMM のディスプレイの読み値が+3.5000 になるように、本校正器の出力

を調整します。 
d. コントロール・ディスプレイに表示されている誤差が、DMM のマニュア

ルに記された仕様よりも小さいかどうか検証します。 
e. 35.0 V、-35.0 V、350.0 V での DMM の誤差を確認します。ヒント：

を使ってください。誤差が仕様の範囲内かどうか検証します。を押

して出力が 33 V を超えると、本校正器はスタンバイ状態になります。そ

の場合はを押して出力を有効にしてください。 
f. 1000 V での DMM の誤差が仕様の範囲内かどうか確認します。 
g. 本校正器の出力を 350 mV に設定して、を押します。誤差が仕様の

範囲内かどうか検証します。 
4. AC 電圧機能の試験： 

a. 本校正器のを押し、DMM のファンクション・スイッチをにセット

します。 
b. 本校正器の出力を 350 mV、60 Hz に設定します。を押します。誤差

が仕様の範囲内かどうか検証します。 
c. 以下の電圧および周波数で仕様に対する誤差を確認します。 

電圧 周波数 

350 mV 60 Hz、5 kHz、20 kHz 

3.500 V 60 Hz、5 kHz、20 kHz 

35.00 V 60 Hz、5 kHz、20 kHz 

329.0 V 60 Hz、5 kHz、20 kHz 

100.0 V 20 kHz 

200.0 V 20 kHz 
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電圧 周波数 

300.0 V 20 kHz 

1000 V 60 Hz、5 kHz 

5. 周波数機能の試験： 
a. 本校正器のを押し、DMM のファンクションスイッチをにセッ 

ト、DMM の Hz キーを押します。 
b. 本校正器の出力を 150 mV、19.0 kHz に設定し、を押します。誤差が

仕様の範囲内かどうか検証します。 
c. 本校正器を 150 mV、190 kHz に設定します。ヒント：を 2 回押して

カーソルを出力ディスプレイの周波数の読み値に移動させ、を押し

ます。誤差が仕様の範囲内かどうか検証します。 
6. 周波数感度およびトリガー・レベルの試験： 

a. 本校正器のを押し、DMM のファンクション・スイッチをにセッ 
ト、DMM の Hz ボタンを押して周波数モードを選択します。 

b. 本校正器の出力を 300 mV、1 kHz に設定し、を押します。周波数誤

差が仕様の範囲内かどうか検証します。 
c. 本校正器の出力を 1.7 V に変更し、周波数誤差が仕様の範囲内かどうか検

証します。 
d. 本校正器の出力を 1.0 V に変更し、DMM のディスプレイに周波数 000.0

と表示されているか検証します。 
e. DMM の RANGE ボタンを押し、レンジを 40 V に変更します。本校正器

の出力を 6.0 V に変更し、周波数誤差が仕様の範囲内かどうか検証しま 
す。 

f. 本校正器の出力を 2.0 V に変更し、DMM のディスプレイに周波数 000.0
と表示されているか検証します。 

7. 抵抗機能の試験は以下のとおり： 
a. 本校正器のを押して、DMM のファンクション・スイッチをに

セットします。 
b. 本校正器を 2 線補償の 190.0 Ωに設定します (図 4-3 参照)。 を押しま

す。誤差が仕様の範囲内かどうか検証します。 
c. 19.00 kΩ、1.900 MΩ、19.00 MΩで同様の操作を繰り返します。誤差が仕

様の範囲内かどうか検証します。 
d. DMM の RANGE ボタンを押し、高抵抗のコンダクタンス試験に使用され

る 40 nS レンジにします。 
e. 校正器の出力を 100 MΩに設定します。誤差が仕様の範囲内かどうか検証

します。 
8. 静電容量機能の試験は以下の通り (80 シリーズの REL 機能を使用してケーブ

ル容量を取り除きます。)： 
a. 本校正器のを押し、DMM のファンクション・スイッチをにセ

ットします。 
b. 本校正器の出力を補償なしの 1.0 μF に設定します。 を押します。

誤差が仕様の範囲内かどうか検証します。 
c. 0.470 μF、0.047 μF、4.70 nF で同様の操作を繰り返します。誤差が仕様の

範囲内かどうか検証します。 
9. ダイオード・テスト機能の試験は以下の通り： 
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a. 本校正器のを押し、DMM のファンクション・スイッチをにセッ

トします。 
b. 本校正器を 3.0 V DC に設定し、を押します。誤差が仕様の範囲内か

どうか検証します。 
10. AC および DC 電流機能の試験： 

a. 本校正器のを押し、DMM のファンクション・スイッチをにセ

ットします。 
b. 本校正器がスタンバイ中であることを確認し、DMM を図 4-19 のように

接続します。 
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図 4-19. 80 シリーズの電流機能の試験でのケーブル接続 

c. 校正器を 35.0 mA に設定し、を押します。 
d. DMM のディスプレイの読み値が+35.00 mA になるように、本校正器の出

力を調整します。コントロール・ディスプレイに表示されている誤差が

仕様の範囲内かどうか検証します。 
e. 350.0 mA でも同様の操作を行います。誤差が仕様の範囲内かどうか検証

します。 
f. DMM の青いボタンを押して、AC 電流測定に切り替えます。 
g. 本校正器の出力を 35.0 mA、60 Hz に設定します。誤差が仕様の範囲内か

どうか検証します。 
h. 以下の校正設定でも同様の操作を繰り返します。 

AC 電流 周波数 

35.0 mA 1.0 kHz 

350.0 mA 60 Hz 

350.0 mA 1.0 kHz 

i. 本校正器のを押し、DMM のファンクション・スイッチをにセ

ットします。 
j. 本校正器の出力を 350 μA 、0 Hz に設定します。を押します。誤差が

仕様の範囲内かどうか検証します。 
k. 3500 μA、0 Hz でも同様の操作を繰り返します。 
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l. 本校正器のを押し、DMM の青いボタンを押して AC 測定に切り替え

ます。 
m. 校正器の出力を 350.0 μA、60 Hz に設定し、を押します。誤差が仕様

の範囲内かどうか検証します。 
n. 以下の校正設定でも同様の操作を繰り返します。 

AC 電流 周波数 

350.0 μA 1.0 kHz 

3500.0 μA 60 Hz 

3500.0 μA 1.0 kHz 

11. 高電流機能の試験 
a. 本校正器のを押します。 
b. 本校正器がスタンバイ中であることを確認し、DMM を図 4-20 のように

接続します。 
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図 4-20. 80 シリーズの高電流機能の試験でのケーブル接続 

c. 本校正器の出力を 3.5 A、0 Hz に設定し、を押します。誤差が仕様の

範囲内かどうか検証します。 
d. 10.0 A、0 Hz でも同様の操作を繰り返します。誤差が仕様の範囲内かど

うか検証します。 
e. 本校正器のを押して、DMM の青いボタンを押し、AC 測定に切り替

えます。 
f. 本校正器の出力を 3.5 A、60 Hz に設定し、を押します。誤差が仕様

の範囲内かどうか検証します。 
g. 以下の校正設定でも同様の操作を繰り返します。 

AC 電流 周波数 

3.5 A 1.0 kHz 

10.0 mA 60 Hz 

10.0 mA 1.0 kHz 
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マルチメーターの校正方法 

前の手順で許容範囲を超えているレンジ 1 つでもあれば、続けて校正を行なって
ください。 

注記 

マルチメーターを校正して調整するには、マルチメーターを分解す
る必要があります。80 シリーズのサービス・マニュアルに記載され
ている図および分解の手順をご参照ください。 

1. 本校正器が直流 0 V に設定されていてスタンバイ状態であることを確認しま
す。異なる場合は、を押します。 

2. 80 シリーズ DMM の電源を入れ、ファンクション・スイッチをにセットし
ます。 

3. 図 4-19 のようにテストリード一式を DMM に接続します。 

4. 本校正器を 3.5 V DC に設定し、を押します。 

5. DMM には 3.500 ±0.001 が表示されるはずです。必要であれば正しい値を表
示するように R21 を調整してください。 

6. DMM のファンクション・スイッチをにセットし、本校正器の出力を
3.500 V、100 Hz に設定します。 

7. DMM には 3.500 ±0.002 が表示されるはずです。必要であれば正しい値を表
示するように R34 を調整してください。 

8. 本校正器の出力を 10 kHz に変更します。 

9. DMM には 3.500 ±0.004 が表示されるはずです。必要であれば正しい値を表
示するように C2 を調整してください。 

10. 本校正器の出力を 35.00 V、10 kHz に変更します。 

11. DMM には 35.00 ±0.04 が表示されるはずです。必要であれば正しい値を表示
するように C3 を調整してください。 

モデル 41 電力高調波アナライザーの試験方法 

モデル 41 電力高調波アナライザー (以後、テスター) の電力および高調波の機能
性を試験するためには、様々な位相関係の電圧が 2 つ必要です。本校正器のデュ
アル電圧機能のデモンストレーションを兼ねて、テスターのこの 2 つの機能の試
験手順をご説明します。 

注記 

この手順はあくまで一例としてご紹介しています。正式な試験校正
手順についてはサービス・マニュアルをご参照ください。 

ワット、VA、VAR 性能の試験方法 

テスターのワット、VA、VAR 機能の試験は以下の手順で行なってください。表 
4-3 を参照してください。 

 警告 

本校正器とテスターを接続する前に、本校生器がスタンバイ状態で

あることを確認してください。リード線およびコネクターに危険な

電圧が存在している場合があります。 
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表 4-3. ワット性能、テキスト・スクリーン 

校正器の出力 限界性能 

公称値 
V ac @ 

位相 AUX 
mV ac 

W/KW VA/KVA VAR/KVAR 
モデル 41 の

み 

位相高調波ス

クリーン 

60 Hz 度 @ 60 
Hz 

MIN MAX MIN MAX MIN MAX MIN MAX 

5.0 V 0.0 30.0 mV 145 156 145 156 0 4 -2 2 

8.0 V 0.0 30.0 mV 234 246 234 246 0 4 -2 2 

100.0 V 157.0 150.0 mV -14.3k -13.3k 14.5k 15.6k 5.4k 6.3k 155 159 

100.0 V 157.0 360.0 mV -37k -29k 32k 40k 10k 18k 155 159 

10.0 V 46.0 1.40 V 9.2 10.2 13.5 14.5 9.6 10.6 44 48 

100.0 V 46.0 1.40 V 92 102 135 145 96 106 44 48 

 

1. 図 4-21 のように本校正器とモデル 41 を接続します。 

注記 

電圧はモデル 41 の電流チャンネルに接続され、電流クランプの動作
をシミュレートします (1 mV = 1 A)。 

5522A CALIBRATOR

POWER HARMONICS
ANALYZER41®

 
gjh028.eps 

図 4-21. 40 シリーズのワット機能の試験でのケーブル接続 

2. EARTH インジケーターが点灯していることを確認します。点灯していなけ
れば を押してください。 

3. 本校正器の NORMAL 出力を 5.0 V、60 Hz に、AUX 出力を 30 mV、60 Hz に
設定します。 
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4. 本校正器の WAVE MENUS を押し、φ & REF MENUS ソフトキーを押します
。AUX φ NRM の角度が 0.00 度になっていることを確認します。 を押し
ます。 

5. テスターの VAW から W を選択します。 

6. テスターのモード・ボタンを押してテキスト・スクリーン・モードに設定し
ます。W/KW、VA/KVA、VAR/KVAR の読み値が表 4-3 の 大 小値の範囲
内にあるかどうか検証します。 

7. テスターのモード・ボタンを押して高調波スクリーン・モードに設定しま 
す。基本周波数の位相角度が表 4-3 の 大 小値の範囲内にあるかどうか検
証します。 

8. 表 4-3 に記載されている本校正器の出力および限界性能の値に従って、上記
3 ステップを繰り返します。 

9. 本校正器のを押して、テスターへの電圧出力をストップします。 

高調波電圧性能の試験方法 

1. テスターのモード・ボタンを押して、高調波スクリーンに設定します。 

2. 高調波スクリーンに右上角に V が表示されるまで、テスターの VAW ボタン
を押します。 

3. ステータス・ラインの一番上に Aφ REF ボタンを押します。Φ is displayed in 
th が表示されるまで、テスターの VA が表示されるまで、テスターの
SMOOTH ボタンを押します。 

4. 本校正器の NORMAL 出力を、テスターの V および COM コネクターに接続
します。 

5. 本校正器の AUX 出力をテスターの電流プローブ・コネクターに接続しま 
す。 

6. 本校正器の NORMAL 出力を 7.0 V、60 Hz に、AUX 出力を 700 mV、60 Hz に
設定します。WAVE MENUS ソフトキー、続いてΦ & REF MENUS ソフトキ
ーを押し、位相角度が-10.0 度であることを確認します。HARMONIC MENU 
ソフトキーを押し、HARMONIC が "1" に、FUNDMTL が "aux." に設定され
ていることを確認します。 を押します。 

7. テスターのカーソルを動かして、対応する高調波の次数に合わせます。 

8. テスターに表示されている高調波の振幅および位相角度の読み値が表 4-4 の
大 小値の範囲内にあるかどうか検証します。(注記：位相の極性は常に

NORMAL チャンネルの出力を基準にしているため、校正器の出力が逆相で
もテスターには正相が表示されます。) 

9. 表 4-4 にある設定と 大 小値に従って、上記 3 ステップを繰り返します。 
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表 4-4. 高調波電圧性能、高調波スクリーン 

5522A ノーマル出力 
Fluke テス

ター 
限界性能 

振幅 高調波 位相 
高調波の

カーソル 
振幅 位相 

(V) 次数 (度) 次数 MIN MAX MIN MAX 

7.00 1 -10 1 6.7 7.3 8 12 

7.00 3 -20 3 6.7 7.3 14 26 

7.00 9 -30 9 6.7 7.3 21 39 

7.00 13 -40 13 6.7 7.3 29 51 

7.00 21 -50 21 6.5 7.5 35 65 

7.00 31 -60 31 6.2 7.8 40 80 

10. を押してテスターへの電圧の出力をストップします。 

高調波電流性能の試験方法 

1. 高調波スクリーンの右上角に A が表示されるまで、テスターの VAW ボタン
を押します。 

2. ステータス・ラインの一番上に Vφ REF ボタンを押します。φ is displayed in 
th が表示されるまで、テスターの VA に~20s が表示されるまで、テスターの
SMOOTH ボタンを押します。 

3. 本校正器の NORMAL 出力を、テスターの V および COM コネクターに接続
します。 

4. 本校正器の AUX 出力をテスターの電流プローブ・コネクターに接続しま 
す。 

5. 本校正器の NORMAL 出力を 7.0 V、60 Hz に、AUX 出力を 20 mV、60 Hz に
設定します。WAVE MENUS ソフトキー、続いてφ & REF MENUS ソフトキ
ーを押し、位相角度が 10.00 度であることを確認します。HARMONIC 
MENU ソフトキーを押し、HARMONIC が ''1'' に、FUNDMTL が "normal." に
設定されていることを確認します。 を押します。 

6. テスターに表示されている高調波の振幅および位相角度の読み値が表 4-5 の
大 小値の範囲内にあるかどうか検証します。 

表 4-5. 高調波電流性能、高調波スクリーン 

5522A AUX 出力 
Fluke テス

ター 
限界性能 

振幅 高調波 位相 
高調波の

カーソル 
振幅 位相 

(mV) 次数 (度) 次数 MIN MAX MIN MAX 

20.0 1 10 1 19.1 20.9 8 12 

20.0 3 20 3 19.1 20.9 14 26 

20.0 9 30 9 19.1 20.9 21 39 

20.0 13 40 13 19.1 20.9 29 51 

20.0 21 50 21 18.7 21.3 35 65 

20.0 31 60 31 18.1 21.9 40 80 
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Fluke 51 温度計の校正方法 

Fluke 51 温度計は J または K タイプの熱電対を使って温度を測定します。本校正
器はどちらの熱電対もシミュレートし、試験と校正を簡略化します。以下では、
本校正器でどのようにこの温度計を校正するのかご説明します。 

注記 

この手順はあくまで一例としてご紹介しています。正式な試験校正
手順についてはモデル 51 のサービス・マニュアルをご参照くださ 
い。 

温度計の試験方法 

以下の試験は温度計が 23  °C ±5 °C  (73 °F ±9 °F) の環境温度で安定した後に行な
ってください。 

1. 適切な接続ケーブルで、Fluke 51 温度計と本校正器を接続してください (図 
4-22)。接続ケーブルとミニコネクターの材質は熱電対のタイプに合致してい
なければなりません。例えば、K 熱電対を試験しているのなら、ケーブルと
ミニコネクターは K 熱電対用のものを使用してください。 

5522A CALIBRATOR

!

60V

24V
MAX

OFFSET

ON/OFF

F/C

HOLD

K/J THERMOMETER51

 
goi029.eps 

図 4-22. 50 シリーズ 温度計の試験でのケーブル接続 

2. EARTH インジケーターが点灯していることを確認します。点灯していなけ
れば を押してください。 

3. を押して本校正器を設定します。OUTPUT ソフトキーに "tc" 
と表示されていることを確認します。もし表示されていなければ、OUTPUT 
ソフトキーを押して表示させてください。 

4. TC MENUS  ソフトキーを押して、熱電対のタイプおよびリファレンス・ソ
ースを選択します。REF SRC ソフトキーの設定が "intrnl." になっていること
を確認します。もしそうなっていなければ、REF SRC ソフトキーを押してく
ださい。TYPE ソフトキーが J または K を示していることを確認します。ど
ちらを表示させるかは、51 の設定によります。選択した熱電対のタイプが表
示されるまで TYPE ソフトキーを押します。 

5. 表 4-6 にある校正器の設定を入力し、性能が仕様の範囲内にあるかどうか検
証します (第 1 章参照)。 
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表 4-6. 熱電対性能 

熱電対タイプ
[1] 5522A 設定 

ディスプレイの読み値 

摂氏 華氏 

K  -182.0 °C  -182.0 ±(0.9)  -295.6 ±(1.6) 

K  -80.0 °C  -80.0±(0.8)  -112.0 ±(1.4) 

K  530.0 °C  530.0 ±(1.2)  986.0 ±(2.3) 

K  1355.0 °C  1355.0 ±(2.1)  2471.0 ±(3.8) 

J  -197.0 °C  -197.0 ±(1.0)  -322.6 ±(1.7) 

J  258.0 °C  258.0 ±(1.1)  496.4 ±(1.9) 

J  705.0 °C  705.0 ±(1.5)  1301.0 ±(2.7) 

[1] 熱電対のタイプを変更したときは、対応する接続線も変更してください。例えば、K タイプ熱電対線から J タイプ熱電対線に変

更します。 

温度計の校正方法 

以下の手順では Fluke 51 を被校正器 (UUT) と呼びます。ステップ 17 から 20 を
除いて、接続は全て銅線で行なってください。 

 注意 

Fluke 51 温度計への損傷を防ぐため、回路基板上のスイッチ・グリ
ッドを短絡させる場合には、エラストマー・スイッチ・パッドのみ
を使用してください。 

1. 被校正器の電源を切り、プリント基板を下のケースに残したまま、ふたを外
します。 

2. 本校正器がスタンバイ中であることを確認し、本校正器と被校正器を図 4-22
のように接続します。被校正器のふたを外した状態で接続を行うときは、熱
電対コネクタの刃の広い方が、被校正器のふたが付いているときと同じ側に
なるように注意してください。 

3. 同時に TP1 グリッドを短絡させ、ON/OFF スイッチ・グリッドを短絡させて
被校正器の電源を入れます。電源を入れた後、TP1 のエラストマー・スイッ
チ・パッドを 3 秒以上、長押しします。これにより、被校正器は熱電対校正
モードになります。 

4. 被校正器で°C モードと T1 を選択します。 

注記 

以下の数ステップでは、特定の電圧が温度計の入力端子に存在して
いる必要があります。本校正器で 10 μV/ °C 熱電対を選択すると、
TC 端子の出力電圧を指定することができます。 

5. 、、を押します。OUTPUT ソフトキーに "tc" と表示されて
いることを確認します。そうなっていなければ、OUTPUT ソフトキーを押し
て表示させてください。 

6. 10μV/°C が表示されるまで TYPE ソフトキーを押します。これにより、TC 端
子の電圧を指定することができるようになります。 

7. TC MENU ソフトキーを押します。 

8. "external" が表示されるまで、REF SRC ソフトキーを押します。 
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9. REF ソフトキーを押して、外部リファレンス値を入力します。 

10. およびを押して、外部基準を 0 °C に設定します。 

11. を押して、1 つ前のメニューに戻ります。 

12.  を押します。 

13. 被校正器の読み値が安定するまで待ち、ディスプレイの読み値が 25.2 °C 
±0.1 °C を表示するように、T1 オフセット調整 (R7) を調整します。 

14. 本校正器の出力を 5380.7 °C に変更します。TC 端子には 53.807 mV が出力さ
れます。 

15. 被校正器の読み値が安定するまで待ち、ディスプレイの読み値が+1370.0 °C 
±0.4 °C を表示するように R21 を調整します。 

16. 本校正器のを押して、被校正器への電圧出力をストップします。被校正
器と本校正器の接続を取り外します。ON/OFF スイッチ・グリッドを短絡さ
せて被校正器の電源を切ります。 

17. エラストマー・スイッチ・パッドを両手で持ち、左手で TP2 グリッドを短絡
させ、右手で機器の電源を入れて、VIEW スイッチ・グリッドを素早く短絡
させます。ディスプレイがセルフテストを開始するまでこの状態を保ちま 
す。これにより被校正器は基準接点センサー校正モードになり、VIEW を操
作するとフィルターがオフになって読み値がすぐに安定します。 

18. 本校正器の MEAS TC モード (押下)で、 K タイプ熱電対ビーズ (5520A-
525/LEADS テスト・リード・キットに標準付属) を使い、等温ブロックの真
ん中の穴に K ビーズを入れて基準接点トランジスタの温度を測定してくださ
い。ビーズの先端は Q1 に寄せてウエルの中に入れてください。ヒント：ウ
エルにカバーをし、ティッシュペーパーの切れ端でビーズの位置を調整する
と、ビーズが安定します。測定誤差の原因になる可能性があるため、ビーズ
を手で掴まないでください。温度の読み値が安定するのを待ちます。 

19. 被校正器の読み値が、本校正器のディスプレイと同じ温度を表示するように
R16 を調整します。 

被校正器の電源を切り、組み立て直します。 



 

5-1 

第 5 章 

リモート操作 

 タイトル ページ 

 
概要 ..................................................................................................................... 5-3 
IEEE-488ポートのリモート・コントロール設定の方法 .............................. 5-5 

IEEE-488ポートの設定手順 ......................................................................... 5-7 
IEEE-488ポートの試験方法 ......................................................................... 5-7 

RS-232 ホスト・ポートのリモート・コントロール設定の方法 ................ 5-9 
RS-232 ホスト・ポートの設定手順 ............................................................ 5-9 
RS-232 ホスト・ポートの試験方法 ............................................................ 5-11 

ターミナルからのRS-232 ホスト・ポートの動作試験方法 ................ 5-12 
Visual BasicによるRS-232 ホスト・ポートの動作試験方法 ............... 5-14 

RS-232 UUTポートのリモート・コントロール設定の方法 ........................ 5-15 
RS-232 UUTポートの設定手順 .................................................................... 5-15 
RS-232 ホスト・ポートを介してRS-232 UUTポートを試験する方法 ... 5-16 

ターミナルからのRS-232 UUTポートの動作試験方法........................ 5-17 
Visual BasicによるRS-232 UUTポートの動作試験方法 ....................... 5-18 

IEEE-488 ポートを介してRS-232 UUTポートを試験する方法 ............... 5-18 
リモート操作とローカル操作の切り替え方 .................................................. 5-20 

ローカル状態 ................................................................................................. 5-20 
ローカル・ロックアウト状態 ..................................................................... 5-20 
リモート状態 ................................................................................................. 5-20 
リモート・ロックアウト状態 ..................................................................... 5-21 

RS-232 インターフェースの概要 .................................................................... 5-22 
IEEE-488インターフェースの概要 .................................................................. 5-22 
コマンドの使用方法 ......................................................................................... 5-25 

コマンド・タイプ ......................................................................................... 5-25 
装置固有コマンド ..................................................................................... 5-25 
共通コマンド ............................................................................................. 5-25 
クエリ・コマンド ..................................................................................... 5-25 
インターフェース・メッセージ (IEEE-488) ......................................... 5-26 

複合コマンド ................................................................................................. 5-28 
連結コマンド ............................................................................................. 5-28 
オーバーラップ・コマンド ..................................................................... 5-28 
連続コマンド ............................................................................................. 5-29 
校正スイッチを必要とするコマンド ..................................................... 5-29 
RS-232のみで使用されるコマンド ......................................................... 5-29 
IEEE-488のみで使用されるコマンド ..................................................... 5-30 

コマンドの構文 ............................................................................................. 5-30 
パラメーターの構文ルール ..................................................................... 5-30 



5522A 
操作マニュアル 

5-2 

余分なスペースまたはタブ ..................................................................... 5-32 
終端子 ......................................................................................................... 5-32 
受信コードの処理 ..................................................................................... 5-33 
応答メッセージの構文 ............................................................................. 5-33 

5522Aのステータスの確認 ............................................................................... 5-34 
シリアル・ポール・ステータス・バイト (STB) ...................................... 5-35 

サービス・リクエスト (SRQ)・ライン ................................................. 5-37 
サービス・リクエスト・イネーブル・レジスター (SRE) .................. 5-37 
STB および SRE のプログラム ............................................................... 5-37 

イベント・ステータス・レジスター (ESR) .............................................. 5-38 
イベント・ステータス・イネーブル (ESE) ・レジスター ................. 5-38 
ESR と ESE のビット割り当て ............................................................... 5-38 
ESR および ESEのプログラム ................................................................ 5-39 

インスツルメント・ステータス・レジスター (ISR) ............................... 5-40 
インスツルメント・ステータス・チェンジ・レジスター ................. 5-40 
インスツルメント・ステータス・チェンジ・イネーブル・レ 
ジスター ..................................................................................................... 5-40 
ISR, ISCR および ISCE のビット割り当て ............................................ 5-40 
ISR、ISCR および ISCE のプログラム .................................................. 5-41 

出力キュー ..................................................................................................... 5-42 
エラー・キュー ............................................................................................. 5-42 

リモート・プログラムの例 ............................................................................. 5-42 
本校正器のプログラミングのガイドライン ............................................. 5-43 
SRQとエラー処理 ......................................................................................... 5-43 
IEEE-488バス上の計測器の検証 ................................................................. 5-44 
RS-232 UUTシリアル・ポート上の計測器の検証 .................................... 5-44 
*OPC?、*OPC、*WAIの使用 ...................................................................... 5-45 
熱電対の測定 ................................................................................................. 5-45 
圧力の測定 ..................................................................................................... 5-46 
RS-232 UUTポートを使用した機器の制御 ................................................ 5-46 
入力バッファの働き ..................................................................................... 5-46 

 

 



 

5-3 

概要 
本章では、本校正器をリモート・コントロールで操作する方法について説明しま
す。  

 警告 

5522A 校正器は、 大1020 V rmsの電圧を出力することができま

す。プログラムを行う際には、十分な警告をせずに危険な電圧が出

力されることがないよう、ご注意ください。 

本校正器を安全にご使用いただくため、プログラムは慎重に記述 
し、細かいテストを行なってください。プログラムにエラー検出ル

ーチンを含めることをお勧めします。エラー検出ルーチンが入って

いると、本校正器の意図しない動作を引き起こすプログラム・エラ

ーを特定することができます。サービス・リクエスト・イネーブル 
(SRQ) ・レジスターを設定することで、エラーが検出されたときに

SRQを有効にするようにプログラムすることができます。以下に示

すプログラムの骨格にはエラー検出コードが含まれています。 

10 PRINT @4, “*CLS” ! Clear status 
20 PRINT @4, “*SRE 8” ! Set SRE Error Available 
30 ON SRQ GOTO 1000 ! Enable SRQ Function 
100  ! Place body of program here 
 
900 STOP ! End of program 
 
1000 REM Start of SRQ Handler ! Start routine 
1010 PRINT @4, “FAULT?” ! Request fault code 
1020 INPUT @4, A% ! Input fault code 
1030 PRINT @4, “EXPLAIN? “;A% ! Request fault text 
1040 INPUT @4, A$ ! Input fault text 
1050 PRINT “Fault “;A$” detected” ! Print message 
1060 PRINT @4, “STBY” ! Place 5522A in standby 
1070 STOP 

リモート制御では、対話型でターミナルから各ステップを制御することもできま
すし、自動システムのコンピューター・プログラムで本校正器を制御することも
できます。本校正器の背面パネルにはリモート操作用のポートが3つあります：
IEEE-488パラレル・ポート (別名、汎用インターフェース・バスまたはGPIB) 、
およびSERIAL 1 FROM HOSTとSERIAL 2 TO UUTの2種類のRS-232ポートです。 

IEEE-488    IEEE-488パラレル・ポートは通常、比較的大きな制御システムや校
正システムで使用されます。IEEE-488のシステム構築には費用がかかりますが、
複数の校正器と複数の被校正器を制御することができます。また、パラレル・シ
ステムは、シリアル・システムよりも高い処理能力を有しています。IEEE-488シ
ステムの制御は通常、MS-DOSと互換性があり、1つ以上のIEEE-488ポートが搭
載されているパソコン (PC) で行います。コマンド・セットを使用してシステム
・オペレーション用のプログラムを書くこともできますし、フルーク・キャリブ
レーションの校正ソフトウェアMET/CALまたは5500/CAL、および資産管理ソフ
トウェアMET/TRACKを別途購入してお使いいただくこともできます。代表的な
IEEE-488接続を図 5-1に示します。MET/CALでは、被校正器は校正器とは別の
IEEE-488ポートを使うことが推奨されており、IEEE-488ポートが2つあるPCの構
成を使用します。1つのIEEE-488ポートを共有して使うこともできます。 
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図 5-1. 代表的なIEEE-488リモート・コントロール接続 
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RS-232    SERIAL 1 FROM HOSTポートはPCと本校正器を接続し、SERIAL 2 TO 
UUTポートはPCからのコマンドを本校正器を介して被校正器に通過させるパス
スルー・ポートとして機能します。コマンド・セットを使用して独自のプログラ
ムを書いたり、PCをターミナルとして用いて個々のコマンドを入力したりする
ことができます。または、 MET/CAL あるいは 5500/CAL ソフトウェアを別途ご
購入いただいて、RS-232システムでお使いいただくこともできます。代表的な 
RS-232 リモート接続を図 5-2に示します。 

リモート操作のためにIEEE-488またはRS-232ポートを設定すると、コマンド・
セットを使用することができるようになります。コマンド・セットの操作は本章
の「コマンドの使用方法」で説明します。リモート・コマンドの概要は、6 章「
リモート・コマンド」にあります。 

IEEE-488ポートのリモート・コントロール設定の方法 
本校正器はIEEE-488.1規格のインターフェース・バスでお使いいただく上で、完
全にプログラム可能です。本校正器のIEEE-488インターフェースは、IEEE-488に
追加された補完規格であるIEEE-488.2にも準拠しています。IEEE-488バスに接続
された機器は、トーカー、リスナー、トーカー/リスナー、またはコントローラ
ーとして指定されます。機器をリモート・コントロールしているときは、本校正
器はトーカー/リスナーとして動作します。 

IEEE-488インターフェースが搭載されたPCで本校正器を制御します。フルーク
のMET/CALやMET/TRACKなどのソフトウェアはIEEE-488に準拠しており、別
途お買い求めいただけます。5500/CALソフトウェア・パッケージはRS-232シリ
アル・インターフェースのみでご利用いただけます。 

IEEE-488リモート・コントロール・インターフェースをご利用いただく上で、制
約が2つあります： 

1. 機器の数    1つのIEEE-488バス・システムに 大15台の機器を接続すること

ができます。例えばコントローラー1台、校正器1台、被校正器 (UUT)13台と

なります。 
2. ケーブルの長さ    1つのIEEE-488システム内で使用されるIEEE-488ケーブル

の長さは、システム内の機器の数に2メートルを掛けた値、または20メート

ルのいずれか短い方です。例えば、機器が8台接続されている場合は、ケー

ブルの長さは 大で、2 x 8 = 16メートルです。機器が15台接続されている場

合は、ケーブルの長さは 大で20メートルです。 
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図 5-2. 代表的な RS-232 リモート・コントロール接続 
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IEEE-488ポートの設定手順 

IEEE-488リモート・コントロール・ポートを使用してリモート操作を行うよう、
本校正器を設定するには以下の手順に従ってください。ここでの目的はインター
フェースとしてGPIBを選択し、インターフェースのGPIBアドレスを設定するこ
とです。 

1. 本校正器の電源を入れます。ウォーム・アップ中に本校正器を操作すること
はできますが、ウォーム・アップが完了するまで、仕様は保証されません。 

2. 正面パネルの  を押します。 

3. 下図の順にソフトキーを選択します。HOSTのポート選択がgpibになってい
ることを確認します。UP/DOWN ソフトキーを使ってご希望のGPIBポート・
アドレス (0 ～ 30) を選択します。 工場出荷時の初期設定は4です。 

Select

 
nn120f.eps 

4. STORE CHANGES/DISCARD CHANGES というメッセージが表示されるまで
 (ではなく) を数回押します。何も変更しなかった場合は、リセッ
ト時のディスプレイに戻ります。STORE CHANGESを選択するとGPIBおよ
びホスト・ポートの設定が不揮発性メモリーに保存されます。 

IEEE-488ポートの試験方法 

以下はWin32 対話式制御ユーティリティを使用して、PCと本校正器間のIEEE-
488通信の試験を行う手順です。このユーティリティは、推奨インターフェース



5522A 
操作マニュアル 

5-8 

である、ナショナル・インスツルメンツ社のPC用インターフェース・カードに
同梱されています。(第9章「アクセサリー」をご参照ください。) 図 5-3は代表的
な接続例です。 

 
goi043.eps 

図 5-3. IEEE-488ポートの試験 

Win32 対話式制御ユーティリティを使用してIEEE-488の動作を試験するには、以
下の手順に従ってください。 

1. 本章前述の「IEEE-488ポートの設定手順」を実行し、本校正器のGPIB設定を
行ないます。GPIBポート・アドレスを覚えておいてください (初期設定は 
4)。 

2. PCと本校正器のIEEE-488ポートをIEEE-488ケーブルで接続します。(フルー
クで取り扱っているIEEE-488ケーブルについては、第9章「アクセサリー」
をご参照ください。) 

3. プログラム・メニューから、"NI-488.2M software for...(ご利用中のOS)" を選
択します。 

4. NI488.2Mのソフトウェア・メニューから、"Win32 interactive control" を選択
します。 

5. 下記のような、プロンプトが表示されたDOSウィンドウが開きます： 

[  

6. プロンプトに以下のラインを入力し、IEEEインターフェース・カードを起動
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します： 
<ibdev 0 4 0 10 1 0> 

このラインの2番目の数字は、本校正器のアドレスです。工場出荷時の初期
設定からアドレスが変更された場合は、このラインも同様に変更してくださ
い。 

7. プロンプトに<ud0:> と表示されます。このプロンプトから<ibwrt "remote"> 
と入力し、ENTER (またはRETURN) キーを押します。 

8. 本校正器がリモート・コントロール下にあるか確認します。 

9. コントロール・メニューからLocal コマンドを選択し、パラメーター入力画
面のOKをクリックします。本校正器のコントロール・ディスプレイがリセ
ット状態に戻るのを確認します (下図参照)。 

 
nn323f.eps 

10. ud0: プロンプトから、<q> を入力し、ENTER (またはRETURN) キーを押しま
す。 

RS-232 ホスト・ポートのリモート・コントロール設定の方法 
本校正器は、背面パネルのSERIAL 1 FROM HOSTポートとPCを RS-232接続して
、完全にプログラムすることができます (図 5-2)。ターミナルから個々のコマン
ドを入力したり、Visual Basic のような Windows ベースの言語を使用して独自の
プログラムを書くことができます。また、5500/CAL あるいは MET/CAL のよう
な Windows ベースのフルークのオプション・ソフトウェアを実行することもで
きます。 

RS-232 ケーブルは長さ 15 メートル (50フィート) 以内のものを使用してくださ 
い。それ以上の長さのケーブルを使用する場合は、接続点 (信号終端を含む)での
負荷容量が 2500 pF を超えないようにしてください。 

RS-232 ホスト・ポートの設定手順 

SERIAL 1 FROM HOSTポートを設定するには以下の手順に従ってください。こ
こで選択する RS-232 パラメーターは、PCのCOM ポートで設定されたパラメー
ターと一致していなければなりません。工場出荷時の初期設定 (下記ディスプレ
イ図参照) は、9600 ボー、8 データ・ビット、1 ストップ・ビットおよびパリテ
ィなしです。他にフロー制御、EOL (end-of-line) 文字および EOF (end-of-file) 文
字などのパラメーターがあります。 

1. 本校正器の電源を入れます。ウォーム・アップ中に本校正器を操作すること
はできますが、ウォーム・アップが完了するまで仕様は保証されません。 

2. 本校正器正面パネルの  を押します。 

3. 以下の順にソフトキーを選択してリモート操作のためにシリアル・ポートを
選択してから、ステップ 4 に進みます。 
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Select
To Step 4  
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4. 以下の順にソフトキーを選択してPCのCOMポートのパラメータと一致する
ように、HOST シリアル・ポートのパラメーターを選択します。(個々のキー
の機能については第3章「機能」をご参照ください。) ターミナルからコマン
ドを個々に送るのではなく、コンピューター・プログラムでポートを操作す
る場合はRemort I/Fでcompを選択します。 
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5. STORE CHANGES/DISCARD CHANGES というメッセージが表示されるまで
 (ではなく) を数回押します。何も変更しなかった場合は、リセッ
ト時のディスプレイに戻ります。STORE CHANGESを選択するとシリアルと
ホスト・ポートの設定が不揮発性メモリーに保存されます。 

RS-232 ホスト・ポートの試験方法 

以下の試験手順のいずれかを選択、あるいは状況に応じて手を加えて、PCの
COMポートに接続された本校正器のRS-232 ホスト・ポートを試験します。図 5-
4は代表的な接続例です。接続にはヌル・モデム・ケーブルをお使いください。
(RS-232ケーブルとコネクターについての詳細は付録 Cをご参照ください。)  
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図 5-4. RS-232 ホスト・ポートの試験 

ターミナル    この手順では、Windowsに付属しているターミナル・アクセサリー 
(または同等品) を使用して、RS-232 ホスト・ポートの動作試験を行います。こ
の方法で試験するには、「RS-232 ホスト・ポートの設定手順」ステップ4の
Remote I/Fでtermを選択してください。 

Visual Basic    この手順ではVisual Basic (付録 D参照)を使用して、RS-232 ホスト
・ポートおよびRS-232 UUT ポートの動作試験を行います。 

ターミナルからのRS-232 ホスト・ポートの動作試験方法 

Windowsのターミナル・アクセサリー (または同等の機能) を使用してRS-232 ホ
スト・ポートの動作試験を行うには以下の手順に従ってください。 

1. 本章前述の「RS-232 ホスト・ポートの設定手順」を実行し、RS-232 ホスト
・ポートから操作するために本校正器の設定を行います。この手順で選択し
たRS-232 ホスト・ポートのパラメーターを覚えておいてください。 

2. PCのCOMポートと、本校正器のSERIAL 1 FROM HOSTポートを、標準のヌ
ル・モデム RS-232ケーブルを使って接続します。(RS-232ケーブルとコネク
ターについては付録 Cをご参照ください。)  

3. PCでプログラム・マネージャーを開きます。 

4. プログラム・マネージャーのアクセサリー・グループからターミナルを開き
ます (下図参照)。ターミナルの設定ファイルが既にある場合は (例、
host.trm)、ファイル・メニューの「開く」を使ってご希望のファイルを選
択し、ステップ7に進みます。設定ファイルがない場合はステップ5に進みま
す。 
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5. 設定メニューから通信コマンドを選択します。本校正器のホスト・ポートで
選択したパラメーターと一致するようにRS-232パラメーターを入力します。
本校正器の工場出荷時の初期設定を使用している場合は、下図のような
COM1の通信ダイアログ・ボックスが表示されます。必要に応じてCOM番号
を選択します。[OK] をクリックします。 

 
nn309f.bmp 

6. 本校正器の電源が入っていて、リセット状態であることを確認します。(不確
かな場合は、本校正器正面パネルのを押してください。)  

7. ターミナルのスクリーンにコマンドをREMOTE と入力し、<Enter> を押しま
す。本校正器のコントロール・ディスプレイがREMOTE CONTROLに変化す
るのを確認します (下図参照)。 
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ターミナルのスクリーンにREMOTEと入力すると、画面にも同じ文字が表示
されるはずです。もし文字が画面に表示されずにコントロール・ディスプレ
イの表示がREMOTE CONTROLに変わった場合は、「RS-232 ホスト・ポー
トの設定手順」のステップ4を参照し、REMOTE I/F設定を comp から termに
変更してください。 

もし画面に無意味な文字が表示された場合は、RS-232パラメーターの不一致
が原因です。「RS-232 ホスト・ポートの設定手順」のステップ4を参考に正
しいRS-232パラメーターを確認し、ステップ5からの手順をやり直してくだ
さい。 

画面に何も表示されない場合は、「RS-232 ホスト・ポートの設定手順」ス
テップ3のHostポートで serial が選択されているか確認してください。また、
正しいRS-232ケーブルを使用しているか確認してください。ケーブルは、
RXとTXが逆になったヌル・モデム・ケーブルでなければなりません (付録 C
参照)。また、PCの正しいCOMポートに接続しているかどうかも確認してく
ださい。 
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8. コマンドをLOCAL と入力し、<Enter> を押します。本校正器のコントロール
・ディスプレイがリセット状態に戻ることを確認します (下図参照)。 
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コマンド・セット中にあるその他のコマンドを試してみる場合は、第6章「
リモート・コマンド」をご参照ください。終了したら、ファイル・メニュー
の「終了」を選択し、ターミナル・アクセサリーを閉じます。 

ヒント：今後のためにターミナルの通信パラメーターを保存するには、ファ
イル・メニューの「保存」を選択して、例えばhost.trmなどの名前を付けま
す。 

Visual BasicによるRS-232 ホスト・ポートの動作試験方法 

Windowsベースのプログラム言語Visual BasicでRS-232 (ホスト) の動作試験を行
うには以下の手順に従ってください。この手順は、付録D「Visual Basic試験プロ
グラムの作成」をご覧いただき、RS-232 Test グループが作成されていることを
前提としています。 

Visual BasicでRS-232の動作試験を行うには以下の手順に従ってください。 

1. 本章前述の「RS-232 ホスト・ポートの設定手順」を実行し、RS-232 ホスト
・ポートから操作するために本校正器の設定を行います。この手順で選択し
たRS-232 ホスト・ポートのパラメーターを覚えておいてください。 

2. PCのCOMポートと、本校正器のSERIAL 1 FROM HOSTポートを、標準のヌ
ル・モデム RS-232ケーブルを使って接続します。(RS-232ケーブルとコネク
ターについては付録 Cをご参照ください。)  

3. RS-232 TestグループのTest Portsアイコンを開いて、プログラムを開始します 
(下図参照)。 

 
nn310f.bmp 

4. 校正器の電源が入っていて、リセット状態になっているか確認し (不確かな
場合は、を押してください)、Command1ボタンをクリックします (下図
参照)。 
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5. 本校正器のコントロール・ディスプレイがREMOTE CONTROLに変化するの
を確認します (下図参照)。 
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6. Command2ボタンをクリックします。本校正器のコントロール・ディスプレ
イがリセット状態に戻るのを確認します (下図参照)。 

(Command3ボタンは本章後述のRS-232 UUTポートの試験で使用します。)  
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7. 左上の角をクリックしてCloseを選択し、プログラムを終了します。 

RS-232 UUTポートのリモート・コントロール設定の方法 
本校正器のSERIAL 2 TO UUT ポートを介して被校正器とPCまたは端末機を接続
します (図 5-1および5-2)。この "パススルー" 構成により、PCまたは端末機側に
COMポートを2つ準備する必要がなくなります。UUT_* コマンド (第6章参照) で
UUTポートのデータ・フローを処理します。 

各ポートのRS-232 ケーブルは長さ 15 メートル以内のものを使用してください。
それ以上の長さのケーブルを使用する場合は、接続点 (信号終端を含む) での負
荷容量が 2500 pF を超えないようにしてください。 

RS-232 UUTポートの設定手順 

SERIAL 1 FROM HOSTポートの設定には以下の手順に従ってください。ここで
選択する RS-232 パラメーターは、PCのCOM ポートに設定されたパラメーター
と一致しなければなりません。工場出荷時の初期設定 (下記ディスプレイ図参照) 
は、9600 ボー、8 データ・ビット、1 ストップ・ビットおよびパリティなしで 
す。他にフロー制御、EOL (end-of-line) 文字および EOF (end-of-file) 文字などの
パラメーターがあります。 

1. 本校正器の電源を入れます。ウォーム・アップ中に本校正器を操作すること
はできますが、ウォーム・アップが完了するまで、仕様は保証されません。 

2. 本校正器正面パネルの  を押します。 
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3. 以下の順にソフトキーを選択してリモート操作のシリアル・ポートを選択し
てから、ステップ 4 に進みます。 
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RS-232 ホスト・ポートを介してRS-232 UUTポートを試験する方法 

以下の試験手順のいずれかを選択、状況に応じて手を加えて、本校正器のRS-
232 ホスト・ポートを介してRS-232 UUTポートを試験します。被校正器とPCを
図 5-5のように接続します。被校正器の接続には (ヌル・モデムではなく) モデム
・ケーブルを使用してください。(RS-232ケーブルとコネクターについての詳細
は付録 Cをご参照ください。)  



 リモート操作 
 RS-232 UUTポートのリモート・コントロール設定の方法 5 

5-17 

 
goi045.eps 

図 5-5. RS-232 ホスト・ポートを介したRS-232 UUTポートの試験 

ターミナル    この手順では、Windowsに付属しているターミナル・アクセサリー 
(または同等品) を使用して、RS-232 UUTポートの動作試験を行います。 

Visual Basic    この手順ではVisual Basic (付録 D参照)を使用して、RS-232 ホスト
・ポートおよびRS-232 UUT ポートの動作試験を行います。 

ターミナルからのRS-232 UUTポートの動作試験方法 

Windowsのターミナル・アクセサリー (または同等の機能) を使用して、RS-232 
ホスト・ポートを介したRS-232 UUTポートの動作試験を行うには、以下の試験
手順に従ってください。 

1. 「RS-232 UUTポートの設定手順」を実行し、本校正器のRS-232 UUTポート
と被校正器のRS-232ポートのパラメーターが一致するように設定します。 

2. 「ターミナルからのRS-232 ホスト・ポートの動作試験方法」を実行し、本校
正器のRS-232 ホスト・ポートとPCのCOMポートのパラメーターが一致する
ように設定します。ステップ9まで実行後、この手順に戻って以下のステッ
プ3以降を続けて行なってください。 

3. ターミナルのスクリーンでUUT_SEND "<uut command>" を入力し、<Enter> 
を押します。<uut command> の部分には被校正器に送信するコマンドが入り
ます。被校正器の反応を確認します。例えば、被校正器にREMSコマンドを
送信するにはUUT_SEND "REMS\n" と入力して <Enter> を押します。 

行末文字としてCarriage Return (CR) を意味する\n を付けてください。これ
以外には\r (Line Feed)、\t (Tab)、\b (Backspace) および\f (Form Feed) 
があります。お使いの被校正器のコマンドに行末文字が必要な場合は、上記
のいずれか1つ以上を選択してください。 

UUT_SEND "<uut command>"を入力すると画面に表示されるはずです。も
し画面に表示されない場合は、PCと本校正器のホスト・ポート間のRS-232
インターフェースが機能していないということです。「RS-232 ホスト・ポ
ートの設定手順」を見直して、問題を修正してください。 

4. 被校正器に送信したコマンドが実行されない場合は、「RS-232 UUTポートの
設定手順」のステップ3を参考にRS-232 UUTポートのパラメーターを確認し
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てください。また、被校正器に接続しているケーブルが (ヌル・モデムでは
なく) モデム・ケーブルであることを確認してください。コマンドが正しく
入力されており、必要に応じて正しい行末文字が使用されていることを確認
してください。 

5. 被校正器のコマンド・テストが終了したら、ファイル・メニューの「終了」
を選択し、ターミナル・アクセサリーを閉じます。 

Visual BasicによるRS-232 UUTポートの動作試験方法 

RS-232 ホスト・ポートを介してVisual BasicでRS-232 UUTポートの動作試験を行
うには、以下の手順に従ってください。この手順は、付録 D「Visual Basic試験
プログラムの作成」をご覧いただき、この試験で使用するプログラムが作成され
ていることを前提としています。 

Visual BasicでRS-232の動作試験を行うには以下の手順に従ってください。 

1. 本章前述の「RS-232 UUTポートの設定手順」を実行し、本校正器のRS-232 
UUTポートと被校正器のRS-232ポートのパラメーターが一致するように設定
します。 

2. 「Visual BasicによるRS-232 ホスト・ポートの動作試験」を実行し、本校正
器のRS-232 ホスト・ポートの設定を完了します。ステップ6まで実行後、こ
の手順に戻って以下のステップ3以降を続けて行なってください。 

3. Command3ボタンをクリックします (下図は代表例)。付録 D「Visual Basic 試
験プログラムの作成」の完了時に使用したコマンドに対する被校正器の反応
を確認します。 

 
nn311f.bmp 

被校正器が応答しない場合、本校正器のUUTポートと被校正器のポートに設
定したRS-232パラメーターを確認してください。また、本校正器と被校正器
の接続に (ヌル・モデムではなく) モデム・ケーブルを使用していることを確
認してください。Visual Basicプログラムを確認し、被校正器のコマンドが、
もしあれば行末文字も含めて、正しく入力されていることを確認してくださ
い。 

4. 左上の角をクリックしてCloseを選択し、プログラムを終了します。 

IEEE-488 ポートを介してRS-232 UUTポートを試験する方法 

この手順では、ナショナル・インスツルメンツ社より、推奨インターフェース・
カードと併せて提供されているWin32 対話式制御ユーティリティを使用します。
被校正器と本校正器、PCを図 5-6のように接続します。被校正器の接続には (ヌ
ル・モデムではなく) モデム・ケーブルを使用してください。(RS-232ケーブルと
コネクターについての詳細は付録 Cをご参照ください。)  
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goi046.eps 

図 5-6. IEEE-488ポートを介したRS-232 UUTポートの試験 

Win32 対話式制御ユーティリティを使用してIEEE-488ポートを介し、RS-232 
UUTポートの動作試験を行うには、以下の手順に従ってください。 

1. 本章前述の「IEEE-488ポートの設定手順」を実行し、本校正器のGPIB設定を
行なっていください。 

2. 「IEEE-488ポートの試験方法」を実行し、本校正器のIEEE-488ポートの準備
を行います。 後のステップを実行する前にこの手順に戻り、以下のステッ
プ3以降を続けて行なってください。 

3. スタートからプログラム・メニューを開きます。 

4.  "NI-488.2M software for... (ご利用中のオペレーション・システム)" を選択し
ます。 

5. NI488.2M ソフトウェアのメニューから、 "Win32 interactive control" を選択し
ます。 

6. 下記のようなプロンプトのDOSウィンドウが開きます： 

 
7. プロンプトに以下のラインを入力し、IEEEインターフェース・カードを起動
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します： 
<ibdev 0 4 0 10 1 0> 

8. このラインの2番目の数字は、本校正器のアドレスです。工場出荷時の初期
設定からアドレスが変更された場合は、このラインも同様に変更してくださ
い。 

9. プロンプトに<ud0:> と表示されます。このプロンプトから、以下のように入
力します。 
<ibwrt "uut_sendb 82,69,77,83,11,13"> 

10. ENTER (またはRETURN) キーを押します。このコマンドはUUTシリアル・
ポートにREMS<CR><LF>を送信します。コマンド入力後、Win32対話式制御
ユーティリティはコマンドのステータスを表示します。エラーが発生した場
合は、タイプミスがないか確認、またはWin32対話式制御ユーティリティに
関するナショナル・インスツルメンツ社のマニュアルをご確認ください。
countの値は、バスを介して送信された文字の総数です。 

 
11. 被校正器がリモートになっているか確認してください。 

12. ud0: プロンプトから、<q> を入力し、ENTER (またはRETURN) キーを押しま
す。 

リモート操作とローカル操作の切り替え方 
ローカル・モード (正面パネルからの操作) とリモート操作に加え、コントロー
ラーからのコマンドでいつでも本校正器をローカル・ロックアウトに設定するこ
とができます。ローカル、リモート、また、ロックアウト条件の組み合わせによ
り、以下の4 つの動作状態が可能となります。 

ローカル状態 

本校正器はローカル操作及びリモート・コマンドに応答します。これは通常の正
面パネルからの操作です。すべてのリモート・コマンドの実行が許可されます。 

ローカル・ロックアウト状態 

ローカル・ロックアウト状態は 基本的にローカルと同じですが、リモート・コ
マンドを受信したときに、リモート状態ではなくリモート・ロックアウト状態に
なります。 

リモート状態 

RS-232のREMOTEコマンドやIEEE-488のRENラインを介して本校正器はリモー
ト状態になります。リモート状態では、出力ディスプレイはローカル操作のとき
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と同様に出力設定または測定値を表示します。コントロール・ディスプレイは下
図のように変わります： 

 
nn325f.eps 

コントロール・ディスプレイの左側には、現在の出力機能に関する情報が表示さ
れます。ただし、正面パネルの操作は電源スイッチと "Go To Local" ソフトキー
に限られます。これらのソフトキーを押したり、RS-232でLOCALコマンドを送
信したり、IEEE-488でGTL (Go To Local) メッセージを送信したりすると、本校
正器はローカル状態に戻ります。 

リモート・ロックアウト状態 

RS-232のLOCKOUTコマンド、またはIEEE-488のLLOメッセージで本校正器がロ
ックアウト状態になると、正面パネルからの操作は完全に遮断されます。リモー
ト・ロックアウト状態では、コントロール・ディスプレイは下図のように変わり
ます： 

 
nn325f.eps 

コントロール・ディスプレイの左側には、現在の出力機能に関する情報が表示さ
れます。ただし、正面パネルの操作は電源スイッチの使用に制限されます。RS-
232でLOCALコマンド、またはIEEE-488でGTL (Go To Local) メッセージを送信
すると、ローカル・ロックアウト状態に戻ります。 

リモート/ローカル状態の切替の組み合わせを表 5-1にまとめました。 (IEEE-488 
GPIBメッセージについての詳細については「IEEE-488の概要」をご参照くださ
い。)  

表 5-1. 操作状態の切替 

切替前 切替後 正面パネル GPIBメッセージ シリアル・コマンド 

ローカル 

リモート  MLA (REN True) REMOTE  

ローカル・ロック
アウト 

 LLO LOCKOUT 

リモート 

ローカル Go To Local ソフト
キー 

GTL または REN 
False 

LOCAL 

リモート・ロック
アウト 

 LLO LOCKOUT 

ローカル・ロック
アウト 

ローカル  REN False LOCAL 

リモート・ロック
アウト 

 MLA (REN True) REMOTE  

リモート・ロック
アウト 

ローカル  REN False REMOTE  

ローカル・ロック
アウト 

 GTL  
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RS-232 インターフェースの概要 
本校正器の2つのRS-232ポートは、EIA (米国電子工業会) のRS-232規格に準拠し
ています。RS-232 はバイナリ・データのシリアル通信で、ボーレートは300から
9600ボー (選択可能)、通信距離は 大50フィートです。本校正器背面パネルの
SERIAL 1 FROM HOSTポートはDTE (データ端末装置) として、 SERIAL 2 TO 
UUTポートはDCE (データ通信装置) として設定されます。RS-232 ケーブルおよ
びコネクターについては、付録 Cをご参照ください。詳細な情報については、
EIA の RS-232 規格を参照してください。 

RS-232の用語、インターフェース・ライン、ニーモニックについて、表 5-2にま
とめました。 

表 5-2. RS-232インターフェースの配線 

ニーモニック 説明 

CTS Clear to Send 

DB-9 DBコネクター、9ピン 

DB-25 DBコネクター、25ピン 

DCD Data Carrier Detect 

DCE Data Communications Equipment 

DSR Data Set Ready 

DTE Data Terminal Equipment 

DTR Data Terminal Ready 

GND グラウンド 

RI Ring Indicator 

RLSD Received Line Signal Detector 

RTD Request to Send 

RX Receive Line 

TX Transmit Line 

IEEE-488インターフェースの概要 
IEEE-488パラレル・インターフェースはコマンドをデータとして送信し、測定値
およびメッセージをデータとして受信します。データのやり取りの 大レートは
1 Mバイト、接続ケーブルの合計は 長20 メートルです。1本のケーブル長が4 
メートルを超えないようにしてください。いくつかのコマンドはRS-232シリア
ル通信のために割り当てられています。これは、それらのコマンドはIEEE規格
によってIEEEメッセージとして実行されなければならないためです。例えば、
本校正器をリモート状態にするために、REMOTEコマンドをIEEE-488インター
フェースからデータとして送信することができるはずですが、IEEE規格ではリ
モート機能はユニライン・メッセージRENとして装置に送信するよう要求してい
るため、実際には送信できません。同じことが他のいくつかのコマンドおよび機
能に当てはまります。これらのコマンドおよび機能とそれに相当するRS-232エ
ミュレーションについては以下をご確認ください。IEEE-488のメッセージの概要
については表 5-3をご確認ください。 
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表 5-3. IEEE-488メッセージのRS-232エミュレーション 

IEEE-488メッセージ 対応するRS-232コマンド 

GTL LOCALコマンド 

GTR REMOTEコマンド 

LLO LOCKOUTコマンド 

SDC、DCL ^C (<Cntl> C) 文字 [装置のクリア] 

GET ^T (<Cntl> T) 文字 [グループ・トリガーの実行] 

SPE、SPD ^P (<Cntl> P) 文字 [シリアル・ポール・ストリング

の印刷] 

UNL、UNT (対応するRS-232コマンドなし) 

IEEE-488インターフェースはIEEEの規格488.1と488.2に準拠しています。詳細情
報についてはIEEE-488.1およびIEEE-488.2の規格をご参照ください。 

IEEE-488.1    IEEE-488.1はインターフェースのハードウェアに関する規格です。
8本のデータ・バス、3本のハンドシェイク・ライン、5本の管理バス・ラインか
らなるパラレル信号で構成されています。ハンドシェイク・ラインはデータをや
り取りするタイミングの管理を行います。管理バス・ラインはデータ交換の操作
を制御します。ATNラインは、DIOラインがアドレスまたはメッセージに使用さ
れるか (真)、またはDIOデータに使用されるか (偽) を示します。EOIラインはメ
ッセージの終端を表すのに使用され、ポーリングのためにATNラインと一緒に
使用されます。SRQラインは、装置がコントローラーにサービスを要求している
ことを知らせるために使用されます。IFCラインはバス上の全ての装置に、直ち
にデータの送信を停止させ、待機状態にするために使用されます。RENライン 
は、リモート/ローカル状態の制御に使用されます。 

IEEE-488.2    IEEE-488.2はインターフェースのソフトの部分に関する規格で、デ
ータ形式、共通コマンド、メッセージ交換プロトコルおよびステータス・レジス
ターの実装などについて規定しています。 

図 5-7内の列の意味は下記をご参照ください。代表的なIEEE-488のコネクターお
よびピンの配列は付録 Cをご参照ください。 

タイプ M - マルチライン 
 U - ユニライン 

クラス AC - アドレス・コマンド DD - 装置固有 
 AD - アドレス (送信または受信) HS – ハンドシェイク 
 UC - ユニバーサル・コマンド SE – セカンダリ 
 ST - ステータス 

その他 B1、B2など- 情報ビット 論理ゼロ = 0 = 偽 
 空欄 - 条件不問 論理1 = 1 = 真 
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ACG Addressed Command Group M AC  0 0 0        1     
ATN Attention U UC            1     
DAB Data Byte M DD B8 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1    0     
DAC Data Accepted U HS           0      
DAV Data Valid U HS         1        
DCL Device Clear M UC  0 0 1 0 1 0 0    1     
END End U ST            0 1    
EOS End Of String M DD B8 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1    0     
GET Group Execute Trigger M AC  0 0 0 1 0 0 0    1     
GTL Go To Local M AC  0 0 0 0 0 0 1    1     
IDY Identify U UC             1    
IFC Interface Clear U UC               1  
LAG Listen Address Group M AD  0 1         1     
LLO Local Lock Out M UC  0 0 1 0 0 0 1    1     
MLA My Listen Address M AD  0 1 B5 B4 B3 B2 B1    1     
MTA My Talk Address M AD  1 0 B5 B4 B3 B2 B1    1     
MSA My Secondary Address M SE  1 1 B5 B4 B3 B2 B1    1     
NUL Null Byte M DD  0 0 0 0 0 0 0         
OSA Other Secondary Address M SE  (OSA = SCG and MSA-NOT) 
OTA Other Talk Address M AD  (OTA = TAG and MTA-NOT) 
PCG Primary Command Group M ----  (PCG = ACG or UCG or LAG or TAG) 
PPC Parallel Poll Configure M AC  0 0 0 0 1 0 1    1     
PPE Parallel Poll Enable M SE  1 1 0 B4 B3 B2 B1    1     
PPD Parallel Poll Disable M SE  1 1 1 B4 B3 B2 B1    1     
PPR1 Parallel Poll Response 1 U ST        1    1 1    
PPR2 Parallel Poll Response 2 U ST       1     1 1    
PPR3 Parallel Poll Response 3 U ST      1      1 1    
PPR4 Parallel Poll Response 4 U ST     1       1 1    
PPR5 Parallel Poll Response 5 U ST    1        1 1    
PPR6 Parallel Poll Response 6 U ST   1         1 1    
PPR7 Parallel Poll Response 7 U ST  1          1 1    
PPR8 Parallel Poll Response 8 U ST 1           1 1    
PPU Parallel Poll Unconfigure M UC  0 0 1 0 1 0 1    1     
REN Remote Enable U UC                1 
RFD Ready For Data U HS          0       
RQS Request For Service U ST  1          0     
SCG Secondary Command Group M SE  1 1         1     
SDC Selected Device Clear M AC  0 0 0 0 1 0 0    1     
SPD Serial Poll Disable M UC  0 0 1 1 0 0 1    1     
SPE Serial Poll Enable M UC  0 0 1 1 0 0 0    1     
SRQ Service Request U ST              1   
STB Status Byte M ST B8  B6 B5 B4 B3 B2 B1    0     
TCT Take Control M AC  0 0 0 1 0 0 1    1     
TAG Talk Address Group M AD  1 0         1     
UCG Universal Command Group M UC  0 0 1        1     
UNL Unlisten M AD  0 1 1 1 1 1 1    1     
UNT Untalk M AD  1 0 1 1 1 1 1    1     

図 5-7. IEEE-488リモート・メッセージのコーディング 



 リモート操作 
 コマンドの使用方法 5 

5-25 

コマンドの使用方法 
コントローラーと本校正器間の通信は、コマンド、クエリおよびインターフェー
ス・メッセージからなります。コマンドは488.2規格に基づいていますが、IEEE-
488またはRS-232のどちらのインターフェースでも使用できます。ただし「RS-
232のみで使用されるコマンド」に記載されているコマンドは除きます。(コマン
ド構造の詳細については、IEEE 488.2 規格を参照してください。)  

本章で使用されているコマンドについての詳細は、6 章「リモート・コマンド」
を参照してください。 

すべてのコマンドや単位は大文字または小文字どちらでも入力できます。 

コマンド、クエリおよびインターフェース・メッセージを使用する特定のリモー
ト・コントロール設定は4つあります：IEEE-488、RS-232 ターミナル・モードお
よび RS-232 コンピューター・モード、RS-232 パススルー・モードです。(各モ
ードの設定と試験については本章前半に説明があります。)  

IEEE-488 モード    IEEE-488モードは、本校正器をコンピューター・プログラム
で動作させる場合に使用します。このモードでは、情報を要求する場合はクエリ
を送信し、インターフェース・メッセージはコマンドで送信します。送信された
コマンドはキューに入れられます。 

RS-232 ターミナル・モード    RS-232 ターミナル・モードは対話式のモードであ
り、オペレーターがコマンドを入力すると、要求された情報 (クエリ) およびイ
ンターフェース・メッセージがすぐに応答します。 

RS-232 コンピューター・モード     本校正器がコンピューター・プログラムによ
って操作される場合は、RS-232 コンピューター・モードが使用されます。この
モードでは、情報を要求する場合はクエリを送信し、インターフェース・メッセ
ージはコマンドで送信します。送信されたコマンドはキューに入れられます。 

RS-232 パススルー・モード    RS-232 パススルー・モードは、PCからのコマンド
を、本校正器を経由して被校正器にパスする際に使用されます。このモードは被
校正器にRS-232ポートがある場合に使用できます。コマンドを送信する際は
UUT_SEND コマンド、応答を要求する際はUUT_RECV? クエリを使用します。
UUT_FLUSH は本校正器内のUUT受信バッファをクリアします。 

コマンド・タイプ 

校正器のコマンドは、機能によりいくつかのカテゴリーに分類することができま
す。各カテゴリーは以下の通りです。 

装置固有コマンド 

装置固有コマンドは、本校正器専用のコマンドです。下記は装置固有コマンドの
一例です。 

OUT 100 V, 1 A, 60 HZ 

これは本校正器に100 WのAC電力を出力するように指示するコマンドです。 

共通コマンド 

共通コマンドは、IEEE 488.2 規格で定義されたコマンドで、ほとんどのバス・デ
バイスに共通です。共通コマンドは、常に * の記号から始まります。また、リモ
ート制御のためのIEEE-488またはRS-232、どちらのインターフェースでも使用
できます。下記は共通コマンドの一例です。 

*IDN? 

これは本校正器に、機器の識別情報を返すように指示するコマンドです。 

クエリ・コマンド 

クエリ・コマンドは情報を要求します。その情報はコマンドの実行時に返される
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か、あるいは要求されるまでバッファに置かれます。クエリは常に 後に疑問符
が付きます。以下はその一例です。 

RANGE? 

これは、本校正器の第1および第2出力レンジを返します。 

インターフェース・メッセージ (IEEE-488) 

インターフェース・メッセージはIEEE-488インターフェース・バス上のデータの
やり取りの管理を行います。装置のアドレス指定やクリア、データのハンドシェ
イク、ステータス・バイトを送らせるコマンドは全てインターフェース・メッセ
ージで指示します。インターフェース・メッセージには、専用の制御ラインの状
態変化として生じるものもあります。それ以外のインターフェース・メッセージ
は、ATN信号が真のときにデータ・ラインで送信されます。(装置固有のコマン
ドおよび共通コマンドは全て、ATN信号が偽のときにデータ・ラインで送信さ
れます。)  

装置固有コマンドや共通コマンドとは異なり、インターフェース・メッセージは
文字通り (直接的に) 送信されるわけではないことにご注意ください。例えば、
本校正器に装置固有のクエリを送信すると、コントローラーは自動的にインター
フェース・メッセージ MTA (My Talk Address) を送信します。 

インターフェース・メッセージは、IEEE-488規格で定義されています。表 5-4は
本校正器が対応しているインターフェース・メッセージの一覧です。表 5-4では
、インターフェース・メッセージを生じさせるBASICのステートメントもご確認
いただけます。表 5-5は本校正器が送信するインターフェース・メッセージの一
覧です。表中のニーモニックは、コマンドのようにBASIC PRINT文では送信さ
れません；この点は、装置固有コマンドや共通コマンドとは異なります。 

インターフェース・メッセージはほとんどの場合、自動的に処理されます。例え
ば、ハンドシェイク・メッセージのDAV、DAC、およびRFDは各バイトがバス
で送信される際に、機器のインターフェース自身の指示で自動的に生成されま 
す。 

表 5-4. IEEE-488 インターフェース・メッセージ (受信)  

ニーモニック 名称 機能 

ATN Attention 真の時に、バス上の全機器に次のデータがインターフェー
ス・メッセージであることを通知するコントロール・ライ
ンです。ATNラインがローの時は、次のデータは特定の機
器に向けた装置固有コマンドか共通コマンドであると解釈
されます。 

DAC Data Accepted ハンドシェイク信号ラインNDACをローに設定します。 

DAV Data Valid ハンドシェイク信号ラインDAVを真にします。 

DCL Device Clear 入力/出力バッファをクリアします。 

END End データの送信前にコントローラーがEOI信号ラインを真にし
たときに生成されるメッセージ。 

GET Group Execute Trigger 熱電対測定時のトリガーをかけ、測定値をバッファに格納
します。 

GTL Go To Local リモート状態のいずれかから、ローカル状態のいずれかに
本校正器を移行させます。(表 5-1参照) 

LLO Local Lockout 本校正器のリモート/ローカルを制御します。(図 5-1参照) 

IFC Interface Clear インターフェースを休止状態に設定するコントロール・ラ
イン。 
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表5-4. IEEE-488インターフェース・メッセージ (受信) (続き) 

ニーモニック 名称 機能 

MLA My Listen Address バス上の特定の装置をリスナーとして指定します。コント

ローラーが装置固有コマンドまたは共通コマンドを特定の

機器に送信する際には、自動的にMLAを送信します。 

MTA My Talk Address バス上の特定の装置をトーカーとして指定します。コント

ローラーが装置固有クエリまたは共通クエリを特定の機器

に送信すると、自動的にMTAが送信されます。 

REN Remote Enable 本校正器のリモート/ローカルを制御します。(表 5-1参照) 

RFD Ready For Data ハンドシェイク信号ラインNRFDをローに設定します。 

SDC Selected Device Clear DCLと同様の働きをしますが、本校正器がリスナーとして

指定されているときに限ります。 

SPD Serial Poll Disable Serial Poll Enableを解除します。 

SPE Serial Poll Enable このメッセージを受け取ると、本校正器はステータス・バ

イトを送信し、コマンドが何であるかに関わらずリスナー

に指定されます。 

UNL Unlisten バス上の特定の装置のリスナー指定を解除します。装置が

装置固有コマンドまたは共通コマンドを無事に受信すると

、コントローラーは自動的にUNLを送信します。 

UNT Untalk バス上の特定の装置のリスナー指定を解除します。装置が

装置固有クエリまたは共通クエリを無事に受信すると、コ

ントローラーは自動的にUNLを送信します。 

表 5-5. IEEE-488 インターフェース・メッセージ (送信) 

ニーモニック 名称 機能 

END End 本校正器がEOIコントロール・ラインを真したときに生成さ

れるメッセージ。終止配列または終端子としてASCII文字

LFを送信する際に、本校正器はEOIラインを真にします。 

DAC Data Accepted ハンドシェイク信号ラインNDACをローに設定します。 

DAV Data Valid ハンドシェイク信号ラインDAVを真にします。 

RFD Ready for Data ハンドシェイク信号ラインNRFDをローに設定します。 

SRQ サービス・リクエスト バス上のどの装置でも有効にすることができるコントロー

ル・ラインで、注意を喚起するためのメッセージです。詳

細は「校正器のステータスの確認」をご参照ください。 

STB Status Byte ステータス・バイトはシリアル・ポール (インターフェース

・メッセージSPE) に応えるときに本校正器が送信するメッ

セージです。 
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複合コマンド 

複合コマンドとは1つのコマンド・ラインに2つ以上のコマンドが存在するコマン
ドのことです。例えば、以下の 2 つのコマンドは個別に入力することもできま 
す。 

OUT 1 V, 60 HZ 
OPER 

これにより本校正器は1 V AC、60 Hzの出力を実行しますが、これらのコマンド
は次のように1つの複合コマンドに組み合わせることもできます。 

OUT 1 V, 60 HZ ; OPER 

セパレーターとしてセミコロンを使用してください。複合コマンド内に連結コマ
ンドが含まれている場合には注意が必要です。(「連結コマンド」を参照)  

連結コマンド 

互いに干渉しあい、エラーを引き起こす可能性があるような、複合コマンド (「
複合コマンド」を参照) 内の複数のコマンドを連結コマンドと呼びます。複合コ
マンド内のコマンドは ; の記号で分割されます。連結コマンドのみからなる複合
コマンドは入力の順序に依存せず実行されます。 

第6章には、連結コマンドのチェックボックスがあります。 

スコープ・コマンドを除く連結コマンドは以下の通りです： 
CUR_POST DBMZ DC_OFFSET HARMONIC OUT WAVE 

連結コマンドの一例として、以下のようなコマンドが挙げられます。 
*RST; OUT 100V, 1kHZ; WAVE SINE 

続いて以下のコマンドを入力します。 
WAVE TRI 
OUT 10V, 1kHZ 

ここで、WAVE TRI はエラーとなります。100 Vでは正弦波しか出力されないた
めです。WAVE もOUT も連結コマンドです。従って、複合コマンド 

WAVE TRI; OUT 10V, 1kHZ 

は問題なく実行されます。WAVE とOUT が同時にプログラムされ、10 Vの三角
波が認められます。 

オーバーラップ・コマンド 

命令を実行しますが、実行に通常よりも少し時間を要するコマンドをオーバーラ
ップ・コマンドと呼びます。これらのコマンドの実行が完了する前に次のコマン
ドにオーバーラップされることがあるためです。 

第6章には、オーバーラップ・コマンドのチェックボックスがあります。 

スコープ・コマンドを除くオーバーラップ・コマンドは以下の通りです： 

CUR_POST MULT STBY 

DBM OLDREF SYNCOUT 

DC_OFFSET OPER TC_OFFSET 

DPF OUT TC_OTCD 

DUTY PHASE TC_REF 

EARTH PRES_UNIT TC_TYPE 

EXTGUARD RANGELCK  TSENS_TYPE 

HARMONIC REFCLOCK WAVE 

INCR REFPHASE ZCOMP 

LCOMP *RST  

LOWS RTD_TYPE  
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コマンド *WAI を使用すると、次のコマンドの実行前にオーバーラップ・コマ
ンドの実行完了を待つことができます。例、 

OUT 1 V, 1 A, 60 HZ；*WAI 

さらに、ステータス・コマンド *OPC および *OPC? を使用すると、オーバー
ラップ・コマンドの完了が分かります。(「5522Aのステータスの確認」を参照)  

連続コマンド 

直ちに実行されるコマンドを連続コマンドと呼びます。 

第6章には、連続コマンドのチェックボックスがあります。 

大多数のコマンドは、連続コマンドです。 

校正スイッチを必要とするコマンド 

以下のコマンドは、背面パネルのCALIBRATION スイッチがENABLEの位置にな
いと機能しません： 

 CLOCK  (時間ではなく日にちの設定時) 
 FORMAT ALL 
 FORMAT CAL 
 *PUD 

CALIBRATION スイッチがNORMALの位置にあるときに、これらのコマンドを
使用しようとすると、エラー・キューにエラーが記録されます。(または、RS-
232 ターミナル・モードでは、エラー・メッセージを返します。)  

RS-232のみで使用されるコマンド 

RS-232インターフェース・コマンドは、RS-232のチェックボックスにチェック
が入っています。 

IEEE-488およびRS-232インターフェースは、本校正器にデータとしてコマンド
を送信します。ただしIEEE-488規格で規定されたメッセージとして実行されなけ
ればならないIEEE-488の機能は除きます。例えば、RS-232インターフェースで
は、REMOTEコマンドを使って本校正器をリモート・モードに設定します。
IEEE-488インターフェースでもREMOTEコマンドをデータとして送信すること
ができるはずですが、これはIEEE-488規格として実行されなければならない機能
の1つであるため、実際には送信されません。これらのIEEE-488メッセージとそ
れに対応するRS-232エミュレーションとの関係は表 5-6の通りです。 

表 5-6. RS-232のみで使用されるコマンド 

IEEE-488メッセージ [1] 対応するRS-232コマンド 

GTL LOCALコマンド 

GTR REMOTEコマンド 

LLO LOCKOUTコマンド 

SRQ SRQSTRコマンド 

SDC, DCL ^C (<Cntl> C) 文字 [装置のクリア] 

GET ^T (<Cntl> T) 文字 [グループ・トリガーの実行] 

SPE, SPD ^P (<Cntl> P) 文字 [シリアル・ポール・ストリングの印刷] 

[1] 本章後述の「IEEE-488での操作」参照 

上記のIEEE-488の機能をエミュレートするコマンドおよび特殊文字以外にも、実
際のRS-232 ホスト・ポートの操作および制御に関係する、従ってIEEE-488の操
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作には無関係なコマンドがいくつかあります。以下の6つのコマンドもこれに当
てはまります。 

 SP_SET SPLSTR SRQSTR 
 SP_SET? SPLSTR? SRQSTR? 

IEEE-488のみで使用されるコマンド 

IEEE-488インターフェースで使用されるコマンドにはIEEE-488のチェックボック
スにチェックが入っています。これは、RS-232の操作で使用されるコマンドを
除く、全コマンドです。(「RS-232のみで使用されるコマンド」参照) コマンドは
全てIEEE-488でデータとして送信されます。ただしLOCAL、REMOTE、
LOCKOUTコマンドはIEEE規格によりメッセージとして実行されます (表 5-7参
照)。 

表 5-7. IEEE-488のみで使用されるコマンド 

IEEE-488メッセージ [1] コマンド説明 

GTL LOCALコマンド 

GTR REMOTEコマンド 

LLO LOCKOUTコマンド 

SRQ SRQSTRコマンド 

SDC, DCL 装置のクリア 

GET グループ・トリガーの実行 

SPE, SPD シリアル・ポール・ストリングの印刷 

[1] 本章後述の「IEEE-488での操作」参照 

コマンドの構文 

以下の構文ルールは全てのリモート・コマンドに適用されます。応答メッセージ
の構文に関する情報も記載されています。 

パラメーターの構文ルール 

表 5-8はコマンドで用いることができ、応答でも使用される単位の一覧です。全
てのコマンドや単位は大文字または小文字どちらでも入力できます。 

表 5-8. パラメーターの入力および応答で使用される単位 

単位 意味 

HZ 周波数 (ヘルツ) 

KHZ 周波数 (キロヘルツ) 

MHZ 周波数 (メガヘルツ) 

UV 電圧 (マイクロボルト) 

MV 電圧 (ミリボルト) 

V 電圧 (ボルト) 

KV 電圧 (キロボルト) 

UA 電流 (マイクロアンペア) 

MA 電流 (ミリアンペア) 

A 電流 (アンペア) 
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表5-8. パラメーターの入力および応答で使用される単位 (続き) 

単位 意味 

PCT パーセント 

PPM 100 万分の 1 

DBM 電圧 (600 Ω 負荷で 1 ミリワットを基準としたデシベル) 

OHM 抵抗 (オーム) 

KOHM 抵抗 (キロオーム) 

MOHM 抵抗 (メグオーム) 

NF 静電容量 (ナノファラッド) 

PF 静電容量 (ピコファラッド) 

UF 静電容量 (マイクロファラッド) 

MF 静電容量 (ミリファラッド) 

F 静電容量 (ファラッド) 

CEL 温度 (摂氏) 

FAR 温度 (華氏) 

NS 時間 (ナノ秒) 

US 時間 (マイクロ秒) 

MS 時間 (ミリ秒) 

S 時間 (秒) 

PSI 圧力 (ポンド毎平方インチ) 

MHG 圧力 (水銀柱メートル ) 

INHG 圧力 (水銀柱インチ) 

INH2O 圧力 (水柱インチ) 

FTH2O 圧力 (水柱フィート) 

MH2O 圧力 (水柱メートル) 

BAR 圧力 (バール) 

PAL 圧力 (パスカル) 

G/CM2 圧力 (グラム毎平方センチメートル) 

INH2O60F 圧力 (華氏60度での水柱インチ) 

一般規則    パラメーター使用についての一般的な規則は以下の通りです： 

1. 1 つのコマンド内に複数のパラメーターが存在する場合、パラメーターをコ
ンマで区切らなければなりません。以下は一例です：OUT 1 V, 2 A。 

2. 数値パラメーターの有効桁数は 大15桁で、その指数は±1.0E±20 の範囲内で
す。 

3. パラメーターが多すぎたり、不足していたりすると、コマンド・エラーが発
生します。 

4. パラメーターの値が空の場合にもエラーが発生します。例、OUT 1V, ,2A
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のようにコンマが隣接している場合。 

5. 4+2*13のような式はパラメーターとして許可されません。 

6. バイナリ・ブロック・データは以下の 2 つの形式のいずれかです：無限長形
式および有限長形式 (両方とも IEEE-488.2 規格)。 

無限長   無限長形式では、EOI 信号と共にASCII 改行文字が受信されるまで、#0 
の後のデータ・バイトを受け入れます (RS-232 では単なる改行または行頭復帰で
ブロックを終了します)。 

有限長   有限長形式では、データ・バイトの数を指定します。データ・バイトの
前に#n および桁数nを記入します。この桁数nで、どれだけのデータ・バイトが
続くか識別します。例として第6章のUUT_SENDおよび*PUDコマンドの説明を
ご参照ください。  

余分なスペースまたはタブ 

6章のコマンド記述では、パラメーター間はスペースで区切って表示されていま
す。コマンドの後にスペース1 つは必ず必要です (パラメーターが不要な場合を
除く)。それ以上のスペースは任意です。本マニュアルでは分かりやすいように
複数のスペースが挿入されています。そのままでも構いませんが、ご希望に応じ
て省略もできます。パラメーター間のスペースまたはタブは必要に応じて挿入す
ることができます。数字と、その数字に関連する乗数または単位との間以外に、
通常パラメーター内に余分なスペースを入れることはできません。6章では、パ
ラメーターや応答について説明が必要なコマンドの例も扱っています。 

終端子 

表 5-9はIEEE-488およびRS-232リモート・インターフェースの終端子をまとめた
ものです。 

表 5-9. 終端子 

終端子の機能 
ASCIIコード コントロール・コ

マンド終端子 
言語コマンド終端子 

数値 プログラム 

行頭復帰 (CR) 13 Chr(13) <Cntrl> M \n 

改行 (LF) 10 Chr(10) <Cntrl> J \r 

バックスペース 
(BS) 

8 Chr(8) <Cntrl> H \b 

改ページ (FF) 12 Chr(12) <Cntrl> L \f 

例： 

RS-232ターミナル・モード OUT 1 V, 60 Hz <Enter> 

 UUT SEND “REMS/n”  <Enter> 
 UUT_SEND #205REMS^M <Enter> (^M は <cntrl>Mです。)  

RS-232コンピューター・モード Comm1.Output = “OUT 1 V, 60 Hz” + Chr(10) 

(Visual Basicの代表例) Comm1.Output = “UUT_SEND “”REMS/n”” “ Chr(10) 

IEEE-488モード OUT 1 V, 60 Hz 

(コマンドのみ) UUT_SEND “REMS\N” 

IEEE-488インターフェース    本校正器は応答メッセージの終端子として、EOIコ
ントロール・ラインをハイにして改行のASCII文字を送信します。受信データの
中に以下が含まれていた場合、本校正器はこれらを終端子として認識します。 

• ASCII LF文字 

• EOIコントロール・ラインが真の状態で送信されたASCII文字 
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RS-232インターフェース    本校正器はPCへの応答の度にEOL (End of Line) コー
ドを返します。CR (Carriage Return)、LF (Line Feed) または CRLF 両方のどれを
選択しても構いません。(本章前半の「RS-232 ホスト・ポートの設定手順」を参
照。) 校正器に送信されたコマンドは、CR、LF、あるいは両方のいずれかで終
了しなければなりません。(上記、表 5-9参照) 

受信コードの処理 

校正器は、全ての受信データを以下のように処理します (パラメーターの構文ル
ールで説明されているバイナリ・ブロック・データを除く) ： 

1. 上位データ・ビット (DIO8) は無視されます。 

2. データはすべて 7 ビットの ASCII として取得されます。 

3. 大文字、小文字は問いません。 

4. 10進法での値が32 (スペース) より小さい場合、10 (LF) と13 (CR) および
*PUD コマンドの引数を除いて、破棄されます。バイナリ・ブロック・デー
タは、この引数内の文字をすべて許可し、特別な方法で終了します。 

応答メッセージの構文 

6章のコマンド説明では、必要に応じて本校正器からの応答についても述べられ
ています。表の「応答」の項の 初の部分を見れば、読み込むデータのタイプが
分かります。応答は表 5-10のいずれかのデータ・タイプに当てはまります。 

表 5-10. 応答データのタイプ 

データ・タイプ 説明 

整数 コントローラーあるいはPCから送られる整数は、-32768～32768 の範

囲の 10 進数です。 

この範囲の応答は整数に分類されます。 

例： *ESE 123; *ESE? 

応答： 123 

浮動小数点 大15桁の有効数字および ±E20 の範囲の指数からなる数字。 

例： DC_OFFSET? 

応答： 1.4293E+00 

文字列 引用符区切記号を含む ASCIIコード 

例： SRQSTR "SRQ from 5522A"; SRQSTR? 

応答： "SRQ from 5522A" 

文字応答データ (CRD) このタイプの応答は常にキーワードです。 

例： OUT 10 V, 100 HZ; FUNC? 

応答： ACV 

不定 ASCII (IAD) EOM の前のASCIIコード。このタイプの応答を返すクエリは、プログラ

ム・メッセージの 後のクエリでなければなりません。 

例： *OPT? 

応答： SC600 

改行を含む CAL レポートとリストは、通常はこのタイプです。 
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表5-10. 応答データのタイプ (続き) 

データ・タイプ 説明 

バイナリ・ブロック・データ IEEE-488.2 規格によって定義された特別なデータ・タイプ。このタイ

プは、*PUD?クエリで使用されます。これは以下のように定義されます

: 

#(0を除く一桁の数字) (桁) (ユーザー・データ) 

0 を除く一桁の数字で、<桁>フィールドの文字の数を指定します。桁フ

ィールドで許可される文字は、0～9 (ASCII 10 進数値で48～57) です。

<桁>フィールドの数字の 10 進数値により、<ユーザー・データ>フィー

ルドのユーザー・データのバイト数を定義します。 大応答文字数は 
64 文字です。 

例： *PUD “test1”; *PUD? 

応答： #205test1 

5522Aのステータスの確認 
本校正器のステータス・レジスター、イネーブル・レジスター、キューにアクセ
スし図 5-8のような、本校正器の様々な状態を確認することができます。一部の
レジスターおよびキューは IEEE-488.2 規格によって定義されています。他は本
校正器に固有のものです。ステータス・レジスターの他に、サービス・リクエス
ト (SRQ) コントロール・ライン、およびエラー・キューと呼ばれる16ビットの
バッファからもステータスに関する情報を得ることができます。表 5-11はステ
ータス・レジスターとリード/ライト・コマンドおよびマスク・レジスターの一
覧です。 

表 5-11. ステータス・レジスター概要 

ステータス・レジスター 
リード・コマン

ド 
ライト・コマ

ンド 

シリアル・ポール・ステータス・バイト (STB) *STB? ⎯ 

サービス・リクエスト・イネーブル・レジスター (SRE) *SRE? *SRE 

イベント・ステータス・レジスター (ESR) *ESR? ⎯ 

イベント・ステータス・イネーブル・レジスター (ESE) *ESE? *ESE 

インスツルメント・ステータス・レジスター (ISR) ISR? ⎯ 

インスツルメント・ステータス・チェンジ・レジスター (ISCR) ISCR? ⎯ 

ISCR 1→0遷移 ISCR0? ⎯ 

ISCR 0→1遷移 ISCR1? ⎯ 

インスツルメント・ステータス・チェンジ・イネーブル・レジスター
(ISCE) 

ISCE? 
ISCE 

ISCR 1→0遷移 ISCE0? ISCE0 

ISCR 0→1遷移 ISCE1? ISCE1 

シリアル・ポール・ステータス・バイトに、各ステータス・レジスターおよびキ
ューのサマリー・ビットがあります。イネーブル・レジスターはステータス・レ
ジスターのビットをマスクするために使われ、シリアル・ポール・ステータス・
バイトのサマリー・ビットを真にします。IEEE-488インターフェースでは、サー
ビス・リクエスト・イネーブル・レジスターでSRQコントロール・ラインを有効
にして、プログラマーが選んだステータスの状態を検知します。RS-232インタ
ーフェースでは、SRQラインがセットされると、シリアル・インターフェースを
介してSRQSTRを送信します。(詳細については、6章の SRQSTR コマンドの説
明をご参照ください。)  
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シリアル・ポール・ステータス・バイト (STB) 

本校正器は、シリアル・ポールに応答してシリアル・ポール・ステータス・バイ
トを送信します。電源を入れたとき、このバイトはクリア (0 にセット) されま 
す。STBバイトは図 5-9のように定義されます。リモート制御のインターフェー
スとして RS-232 を使用しているときに、＾P文字 (ターミナル・モードでは、
<Cntl> キー押したまま、P を押す) を送信すると、SPLSTR (シリアル・ポール文
字列) とステータス・バイトを返します。6章の*STB コマンドをご参照くださ
い。RS-232 インターフェースの操作については SPLSTR および SPLSTR? コマ
ンドをご参照ください。 
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図 5-8. ステータス・レジスターの概要 
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図 5-9. シリアル・ポール・ステータス・バイト (STB) および サービス・リクエスト・イネーブル (SRE) 

サービス・リクエスト (SRQ)・ライン 

IEEE-488    サービス・リクエスト (SRQ) はIEEE-488.1の管理バス・ラインで、
本校正器が何らかのサービスを要求していることをコントローラーに通知する際
に使用されます。バスに機器が何台も接続されていても、全て1本のSRQライン
を共有しています。どの機器がSRQを出しているのかを判断するために、コント
ローラーは通常各機器に対してシリアル・ポールを行います。本校正器は、シリ
アル・ポール・ステータス・バイトのRQSビットが1の時、SRQを出します。こ
のビットがコントローラーに、本校正器がSRQを出していることを知らせます。 

RS-232    RS-232のリモート操作は、SRQラインがセットされているときにシリ
アル・インターフェースでSRQSTR文字列を送信することで、IEEE-488のSRQラ
インをエミュレートします。(詳細については、6章の SRQSTR コマンドの説明
をご参照ください。)  

コントローラー/ホストがシリアル・ポールを実行するか、*CLSを送信したら、
またはMSSビットがクリアされたら、本校正器はSRQおよびRQSをクリアしま 
す。ESB、MAV、EAV、ISCB が 0のとき、あるいは SRE レジスター内のこれら
に関連するイネーブル・ビットが0に設定されることでこれらが無効になってい
る場合のみ、MSSビットはクリアされます。 

サービス・リクエスト・イネーブル・レジスター (SRE) 

サービス・リクエスト・イネーブル・レジスター (SRE) はシリアル・ポール・ス
テータス・バイトのビットを有効にしたり、マスクしたりします。SRE は電源
投入時にクリアされます。各ビットの機能については図 5-9をご参照ください。 

STB および SRE のプログラム 

SRE のビットを (0 に) リセットすると、シリアル・ポール・ステータス・バイト
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の関連ビットをマスクする (無効にする) ことができます。ビットを1に設定する
と、シリアル・ポール・ステータス・バイトの関連ビットが有効になります。以
下はEAV (Error Available) ビットを有効にするBASIC のサンプル・プログラムで
す。 

10  ! THIS PROGRAM SETS EAV IN THE SRE 
20  PRINT @6,”*SRE 8”                 ! LOAD THE REGISTER 
30  PRINT @6, “*SRE?”                 ! ASK FOR THE SRE CONTENTS 
40  INPUT @6, A%                      ! RETRIEVE THE REGISTER CONTENTS 
50  PRINT “SRE = “;A% 
60  RETURN 

以下のBASICプログラムはエラーを発生させ、シリアル・ポール・ステータス・
バイトをチェックします。上記のサンプルを使用してEAVビットを有効にして
ください。 

10  ! THIS PROGRAM GENERATES AN ERROR AND CHECKS IT 
20  PRINT @6, “OUT 1300V”             ! 1300V IS OUT OF 5522A RANGE 
30  A% = SPL(6)                       ! DO A SERIAL POLL 
40  IF ((A% AND 72%)=0%)THEN PRINT “EAV and RQS should have been set” 
50  PRINT @6, “*STB?”                 ! RETRIEVE BYTE 
60  INPUT @6, A% 
70  IF ((A% AND 8%)=0%) THEN PRINT “EAV should have been set” 

イベント・ステータス・レジスター (ESR) 

イベント・ステータス・レジスターは2バイトのレジスターで、上位8ビットは常
に0で、下位の8ビットが本校正器の様々な状態を表します。ESRは、電源投入時
および読み出される度にクリア (0にセット) されます。 

多くのリモート・コマンドはパラメーターを入力する必要があります。パラメー
ターの使い方が正しくないと、コマンド・エラーの発生の原因になります。コマ
ンド・エラーが発生すると、イベント・ステータス・レジスター (ESR) のCME 
(5) ビットが1になり (ESE レジスターで有効にされている場合)、エラーはエラー
・キューに記録されます。 

イベント・ステータス・イネーブル (ESE) ・レジスター 

イベント・ステータス・イネーブル・レジスター (ESE) はマスク・レジスターで
、コントローラーがESRの各ビットを有効にするか、または無効にする (マスク
する) 際に使用されます。ESE のビットが 1 の場合、ESR の対応するビットが有
効になります。ESR の有効ビットのいずれか1つでも1のとき、シリアル・ポー
ル・ステータス・バイトの ESB ビットも1になります。コントローラーが ESR 
を読む、装置クリアまたは選択デバイス・クリアを実行する、あるいは校正器に
リセットまたは *CLS コマンドを送信するまで、ESR ビットは1のままです。電
源投入時にESE はクリア (0にセット) されます。 

ESR と ESE のビット割り当て 

イベント・ステータス・レジスター (ESR) とイベント・ステータス・イネーブル
・レジスター (ESE) のビットは図 5-10のように割り当てられています。 
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図 5-10. イベント・ステータス・レジスター (ESR) およびイベント・ステータス・イネーブル (ESE) 

ESR および ESEのプログラム 

ESRの内容を読み出すには、リモート・コマンド *ESR? を送信します。ESR は
読み出される度に、クリア (0にセット) されます。ESEの内容を読み出すには、
リモート・コマンド*ESE? を送信します。ESEは読み出されても、クリアされ
ません。いずれかのレジスターを読み出すと、本校正器は2進数に変換されたと
きにビット0～15で表される10 進数を返します。以下は両レジスターの内容を読
み出す、BASICのサンプル・プログラムです： 

10  ! THIS PROGRAM READS THE ESR AND THE ESE REGISTERS 
20  PRINT @6, “*ESR?”        ! ASK FOR THE ESR CONTENTS 
30  INPUT @6, A%             ! RETRIEVE THE REGISTER CONTENTS 
40  PRINT @6, “*ESE?”        ! ASK FOR THE ESE CONTENTS 
50  INPUT @6, B%             ! RETRIEVE THE REGISTER CONTENTS 
60  PRINT “ESR = “;A%        ! DISPLAY THE ESR REGISTER CONTENTS VALUE 
70  PRINT “ESE = “;B%        ! DISPLAY THE ESE REGISTER CONTENTS VALUE 
80  END 

変数AおよびBを2進数に変換すると、レジスターのステータスが分かります。例
えばAが32の場合、2進数では次のように表されます：00000000 00100000。従っ
て、ESRのビット5 (CME) が (1) で残りのビットは (0) のままです。つまり、本校
正器が間違ったコマンドを実行しようとしているということです。 
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ESEのビットを設定することで、関連するESRのビットをマスクする (無効にす
る) ことがきます。例えば、コマンド・エラーが発生してシリアル・ポール・ス
テータス・バイトのビット5 (ESB) が1になることを防ぐため、ESEレジスターの
ビット5を (0に) リセットすることができます。以下は、上記を実現するために
CMEビットのステータスをチェックし、ステータスが1の場合はこれを変更する
サンプル・プログラムです。 

10  ! THIS PROGRAM RESETS BIT 5 (CME) IN THE ESE 
20  PRINT @6,”*ESE 33”                 ! INITIAL ESE IS CME + OPC 
30  GOSUB 100                          ! GET AND PRINT INITIAL ESE 
40  IF (A% AND 32%) THEN A% = A% - 32% ! CLEAR CME (BIT 5) 
50  PRINT @6, “*ESE “;A%               ! LOAD ESE WITH NEW VALUE 
60  GOSUB 100                          ! GET AND PRINT NEW ESE  
70  END 
100 PRINT @6, “*ESE?”                  ! ASK FOR ESE CONTENTS 
110 INPUT @6, A%                       ! RETRIEVE REGISTER CONTENTS 
120 PRINT “ESE = “;A% 
130 RETURN 

インスツルメント・ステータス・レジスター (ISR) 

インスツルメント・ステータス・レジスター (ISR) は、コントロール・ディスプ
レイに表示される情報や、ローカル操作中に表示されるアンシエーターを含む、
本校正器の状態をコントローラーから確認する際に使用します。 

インスツルメント・ステータス・チェンジ・レジスター 

ISR の変化をモニターしているレジスターは 2 つあります。ISCR0 (インスツル
メント・ステータス 1→0 チェンジ・レジスター)  とISCR1 (インスツルメント・
ステータス 0→1 チェンジ・レジスター) です。各ステータス・チェンジ・レジ
スターはそれぞれのマスク・レジスターと関連付けられています。本校正器の電
源を入れたとき、 ISCR の内容が読み出されたとき、また *CLS (クリア・ステー
タス) コマンドを受け取る度に、各 ISCR はクリアされます (0 にセット)。 

インスツルメント・ステータス・チェンジ・イネーブル・レジスター 

インスツルメント・ステータス・チェンジ・イネーブル・レジスター (ISCE0お
よびISCE1) は、ISCR0およびISCR1のマスク・レジスターです。ISCE の中のい
ずれかのビットが有効 (1 にセット) になり、ISCR の対応するビットが適切に遷
移すると、ステータス・バイトの ISCB ビットは 1 に設定されます。ISCE のビ
ットがすべて無効 (0 にセット) の場合、ステータス・バイトの ISCB ビットは 1 
になりません。ISCE レジスターの内容は、電源投入時に 0 にセットされます。 

ISR, ISCR および ISCE のビット割り当て 

インスツルメント・ステータス、インスツルメント・ステータス・チェンジ、お
よびインスツルメント・ステータス・チェンジ・イネーブ・レジスターのビット
の割り当ては、図 5-11 の通りです。 
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図 5-11. ISR、ISCE および ISCR のビット割り当て 

ISR、ISCR および ISCE のプログラム 

ISR の内容を読み出すには、リモート・コマンド ISR? を送信します。ISCR0 ま
たは ISCR1 の内容を読み出すには、リモート・コマンド ISCR0?あるいは ISCR1? 
を送信します。ISCE0 または ISCE1 の内容を読み出すには、リモート・コマン
ド ISCE0? あるいは ISCE1? を送信します。本校正器はこれに応答して、ビット 0
～15 で表される 10 進数を送信します。ISCR0 または 1 を読み出す度に、レジス
ターはゼロに戻ります。以下のサンプル・プログラムは、5つのレジスター全て
を読み出します： 

10  ! THIS PROGRAM READS THE ISR, ISCR, AND ISCE REGISTERS 
20  ! NOTE THAT THE ICSR? COMMANDS CLEAR THE ISCR CONTENTS 
30  PRINT @6, “ISR?”     ! ASK ISR CONTENTS 
40  INPUT @6,A%          ! RETRIEVE REGISTER CONTENTS FROM 5522A 
50  PRINT @6, “ISCR0?”   ! ASK FOR AND CLEAR ISCR0 CONTENTS 
60  INPUT @6, B%         ! RETRIEVE REGISTER CONTENTS FROM 5522A 
70  PRINT @6, “ISCE0?”   ! ASK FOR ISCE0 CONTENTS 
80  INPUT @6, C%         ! RETRIEVE REGISTER CONTENTS FROM 5522A 
50  PRINT @6, “ISCR1?”   ! ASK FOR AND CLEAR ISCR1 CONTENTS 
60  INPUT @6, D%         ! RETRIEVE REGISTER CONTENTS FROM 5522A 
70  PRINT @6, “ISCE1?”   ! ASK FOR ISCE1 CONTENTS 
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80  INPUT @6, E%         ! RETRIEVE REGISTER CONTENTS FROM 5522A 
90  PRINT “ISR =  “;A%   ! DISPLAY ISR 
100 PRINT “ISCR0 = “;B%  ! DISPLAY ISCR0 
110 PRINT “ISCE0 = “;C%  ! DISPLAY ISCE0 
100 PRINT “ISCR1 = “;D%  ! DISPLAY ISCR1 
110 PRINT “ISCE1 = “;E%  ! DISPLAY ISCE1 
120 END 

戻ってきた変数を2進数に変換すると、機器の状態が分かります。例えばレジス
ターの内容が128の場合、2進数では次のように表されます：00000000  
10000000。従ってビット7 (HOVOLT) が (1) にセットされ、それ以外のビットは
リセット (0にセット) されます。 

ISCEレジスターのビットを設定することで、関連するISCRのビットをマスクす
る (無効にする) ことがきます。例えば、出力が安定しているときにSRQを発生
させるには、ISCE1 レジスターのビット12 (SETTLED) が1でなければなりませ 
ん。(ISCBビットもSREで有効になっていなければなりません。) 以下のサンプル
・プログラムはISCEに10進数の1024をロードし、ビット12を有効に、その他の
ビットをリセットします。 

10  ! THIS PROGRAM LOADS 00010000 00000000 BINARY INTO THE ISCE 
20  PRINT @6, “ISCE 4096” ! LOAD DECIMAL 4096 INTO ISCE 
30  PRINT @6, “ISCE?”     ! READ BACK ISCE VALUE 
40  INPUT @6, A%          ! “  
50  PRINT “ISCE = “;A%    ! PRINT IT, IT SHOULD BE 4096 
60  END 

出力キュー 

クエリが処理されると出力キューがロードされます。出力キューには800文字ま
で保持されます。コントローラーは BASICのINPUT ステートメントなどでこれ
を読み出し、読み取ったものをキューから削除します。キューが空の場合、本校
正器はコントローラーからの INPUT ステートメントに応答しません。出力キュ
ーにデータがある場合、シリアル・ポール・ステータス・バイトの MAV 
(Message Available) ビットが1 になり、出力キューが空の場合 0 になります。 

エラー・キュー 

コマンド・エラー、実行エラーあるいは装置固有エラーが発生すると、そのエラ
ー・コードがエラー・キューに書き込まれ、ERR? コマンドでそれを読み出しま
す。(エラー・メッセージの一覧は付録 Eをご参照ください。) エラー・コードの
意味が分からない場合は、EXPLAIN? コマンドを送信すると、エラー・コード
の説明が返されます。ERR? コマンドで 初のエラーを読み出すと、そのエラー
はキューから削除されます。応答が0の場合は、エラー・キューが空であること
を意味します。シリアル・ポール・ステータス・バイトのEAV (Error Available) 
ビットは、キューが空かどうかを示しています。電源を切ったり、共通コマンド
*CLS (Clear Status) を使用すると、エラー・キューはクリアされます。 

エラー・キューには 大16件のエラーを収容できます。エラーの数が多い場合 
は、 初の15件のエラーのみがキューに保存されます。16件目は常に「エラー・
キューのオーバーフロー」となり、キューが少なくとも部分的に読み出されるま
で、それ以降のエラーはすべて破棄されます。ユーザーがエラーを認識して読み
出す前に多くのエラーが発生した場合、一番 初のエラーが問題の原因を示して
いる可能性が大きいため、時間的に早い方のエラーが保持されます。後のエラー
は通常、元の問題の繰り返しまたは結果にすぎません。 

リモート・プログラムの例 
以下のプログラム例は、エラーの処理や、測定値の取得、多数の読み値の取得、
レンジの固定、本校正器の校正などのやり方を示したものです。これらのプログ
ラム抜粋はDOS BASICで記述されています。 
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本校正器のプログラミングのガイドライン 

本校正器はコマンドを受信すると1つずつ処理します。中には、そのコマンドを
受信するにあたっての前提条件があるコマンドもあります。例えばDUTYコマン
ドを受信する前に、その波形はSQUAREになっていなければなりません。希望
通りのアウトプットを得るために、以下のプログラミングのガイドラインを守っ
てください。 

• 外部接続コマンドは全て 初にプログラムしてください。本校正器はスタン
バイ・モードになり、新しい外部接続に合わせて出力を変更することができ
ます。現在の出力でその設定を使用しないとしても、設定を行うことはでき
ます (例えば電圧出力時の電流ポストの設定)。 

• 次に、OUTコマンドで出力および出力モードのプログラムを行なってくださ
い。 

• 続いてインピーダンス補償やオフセット、波形などのその他の出力パラメー
ターのプログラムを行なってください。DUTYコマンドはWAVEコマンドの
後に送信してください。 

• ERR?コマンドでエラーの有無を確認してください。 未確認のエラーがある
と、本校正器はOPERコマンドを処理しません。 

• 後に、OPERコマンドで出力を有効にしてください。 

コントローラーはまずインターフェースと本校正器を初期化する必要がありま 
す。以下のサンプル・プログラムをご参照ください： 

10 INIT PORT 0 \ REMOTE @6       ! PUT THE 5522A INTO THE REMOTE STATE 
20 PRINT @6, “*RST;OUT 10V;OPER” ! RESET THE 5522A, PROGRAM IT TO 

SRQを発生させるには、まず*SRE、*ESE、ISCE コマンドで希望するイベント
を設定してください。「5522Aのステータスの確認」をご参照ください。  

クエリ (疑問符が 後に付くプログラミング・コマンド) で、機器のパラメータ
ーを確認することができます。 

200 PRINT @6, “FUNC?”             ! RETRIEVE OUTPUT FUNCTION 
210 INPUT LINE @6, A$ 
220 PRINT “Function is: “; A$ 
230 PRINT @6, “ONTIME?”            ! RETRIEVE ON TIME 
240 INPUT LINE @6, A$ 
250 PRINT “The instrument has been on for “; A$;” minutes” 

以下はこのプログラムによって得られるアウトプットの一例です： 
Function is: DCV 
The instrument has been on for 134 minutes 

以下のサンプル・プログラムではプログラミングのエラーをチェックします。シ
リアル・ポールを行なってシリアル・ポール・レジスターのEAV (Error 
Available) ビットを確認します。 

300 A = SPL(6)                             ! CHECK FOR ERRORS 
310 IF (A AND 8) THEN PRINT “There was an error” 
320 PRINT @6, “*CLS”                       ! CLEAR ERRORS 

以下のようにすると、エラーと説明が返されます。エラーはキューに蓄積される
ため、全てのエラーを取得してクリアするには、キュー全体を読み出してくださ
い。 

400 PRINT @6, “ERR?”             ! CHECK FOR ERRORS 
410 INPUT @6, A, A$              ! READ IN THE ERROR 
420 IF (A = 0) THEN GOTO 500     ! NO MORE ERRORS 
430 PRINT “Error# :”;A, A$       ! PRINT ERROR# AND EXPLANATION 
440 GOTO 400 
500 END 

SRQとエラー処理 

アプリケーションの中に不良 (エラー) 処理のルーチンを組み込んでおくことを
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お薦めします。以下のサンプル・プログラム・ラインでは、バス上でSRQ 
(Service Request) が発生するとプログラムの実行を停止し、本校正器がSRQの発
生元かどうか確認、エラー・メッセージを取得し、エラーの内容に応じた動作を
行います。必要に応じてこのプログラムを修正、拡張してご使用ください。 

SRQを発生させるには、まず*SRE、*ESE、ISCE コマンドで希望するイベント
を設定してください。詳細は「5522Aのステータスの確認」をご参照ください。 

10  INIT PORT0                    ! IFC the bus 
20  CLEAR PORT0                   ! DCL the bus 
30  ! INITIALIZE THE 5522A SRQ HANDLER 
40  PRINT @6, “*SRE 8”            ! Enable STB.EAV (error available) 
50  ON SRQ GOTO 1100              ! Install SRQ handler 
60  ! Body of the application goes here  
1100  ! Bus SRQ handler 
1110  CLEAR PORT0                 ! Make sure devices are not confused 
1120  IF (SPL(6) AND 64) THEN GOSUB 1200   ! If (STB.RQS) call SRQ 
1130  ! TEST OTHER DEVICES RQS BITS IF DESIRED 
1140  RESUME 
1200  ! 5522A SRQ handler 
1210  IF (SPL(6) AND 8) THEN GOSUB 1300  ! If (STB.EAV) call handler 
1220  ! Test other STB bits if desired here 
1299  RETURN  
1300  ! 5522A STB.EAV (error) handler 
1320  PRINT @6, “ERR?”            ! Read and clear error 
1330  INPUT @6, E%, E$            ! Read in error # and explanation 
1340  PRINT “Error# :”;E, E$      ! Print error # and explanation 
1350  IF (E% <> 0) THEN GOTO 1320 ! Until no more errors 
1360  STOP                        ! Other commands for your app 
1370  END 

IEEE-488バス上の計測器の検証 

このプログラムでは10 V dc出力を例に、本校正器の出力が10 Vであることを確
認し、Fluke 45が読み値を取得するようにトリガーをかけます。校正器の出力、
Fluke 45の読み値、Fluke 45のppmでの誤差が表示されます。このプログラムは、
本校正器のバスのアドレスを4、Fluke 45のバス・アドレスを1と仮定して記述さ
れています。 

10 REM  THIS PROGRAM VERIFIES THE ACCURACY OF A FLUKE 45 AT 10V DC 
20 INIT PORT 0                           ! INITIALIZE THE INTERFACE 
30 CLEAR PORT 0                          ! “ 
40 PRINT @1, “VDC;RATE 5;AUTO;TRIGGER 2” ! SETS FLUKE 45 TO 10V DC 
50 PRINT @1, “OUT 10 V ; OPER;           ! SET THE 5522A TO 10V DC 
60 PRINT @4, “*WAI; OUT?” ! WAIT FOR SETTLE, REQUEST THE OUTPUT VALUE 
70 PRINT @4, V,U$,F,V2,U2$               ! GET THE DATA FROM THE 5522A 
80 PRINT @1, “*TRG;VAL?”                 ! TRIGGER 45 TO TAKE READING 
90 INPUT @1, VM                          ! GET THE DATA FROM THE 45 
100 ER = ABS(V - VM)/V * 1E6             ! COMPUTE ERROR 
110 PRINT “5522 OUTPUT: “;V;U$           ! PRINT THE RESULTS 
120 PRINT “45 MEASURED: “;VM;”V” 
130 PRINT “ERROR:       “;ER;”PPM” 
140 END 

RS-232 UUTシリアル・ポート上の計測器の検証 

このプログラムでは10 V dc出力を例に、校正器の出力が10 Vであることを確認
し、Fluke 45が読み値を取得するようにトリガーをかけます。校正器の出力、
Fluke 45の読み値、Fluke 45のppmでの誤差が表示されます。このプログラムは、
本校正器がIEEE-488インターフェースを使用していてバスのアドレスは4であ 
り、Fluke 45は本校正器のSERIAL 2 TO UUT ポートに接続されていることを前提
としています。 

10  REM  THIS PROGRAM VERIFIES THE ACCURACY OF A FLUKE 45 AT 10V DC 
20  INIT PORT 0                           ! INITIALIZE THE INTERFACE 
30  CLEAR PORT 0                          ! “ 
40  PRINT @4, “UUT_SEND `VDC;RATE S;AUTO;TRIGGER 2\n’” ! SET FLUKE 45 
50  PRINT @4, “UUT_RECV”                  ! SEND THE FLUKE 45 PROMPT 
60  PRINT @4, P$                          ! GET THE FLUKE 45 PROMPT 
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70  PRINT @4, “OUT 10 V ; OPER”           ! SET THE 5522A TO 10 V DC 
80  PRINT @4, “*WAI; OUT?”                ! WAIT FOR SETTLE; GET VALUE 
90  PRINT @4, “V,U$,F,V2,U2$”             ! GET THE DATA FROM 5522A 
100 PRINT @4, “UUT_SEND `*TRG; VAL?\n’”   ! TRIGGER FLUKE 45 READING 
110 PRINT @4, “UUT_RECV?”                 ! SEND 45 READING TO 5522A 
120 INPUT @4, VM, P$                      ! GET 45 READING AND PROMPT 
130 ER = ABS (V - VM)/V * 1E6             ! COMPUTE ERROR 
140 PRINT “5522 OUTPUT: “;V;U$            ! PRINT THE RESULTS 
150 PRINT “FLUKE 45 MEASURED: “;ER;”PPM”  ! PRINT THE RESULTS 
160 END 

*OPC?、*OPC、*WAIの使用 

*OPC?、*OPC、*WAI コマンド は、通常なら後続のコマンドが先に実行されてしま
うようなコマンドが、順番通りに実行されるようにコントロールします。 

OUT コマンドを送信後、 *OPC?クエリを送信して出力が安定したか確認すること
ができます。OUT コマンドの実行が完了 (出力が安定) するとすぐに、出力バッフ
ァに "1" が書き込まれます。*OPC? コマンドの後には必ずリード・コマンドを送
信してください。リード・コマンドを送信すると、指定された機器が応答するま
でプログラムの実行が中断されます。以下のサンプル・プログラムは*OPC?の
使い方を示したものです。 

10 PRINT @4, “OUT 100V,1KHZ;OPER; *OPC?” ! 5522A ADDRESS IS 4 
20 INPUT @4, A                           ! READ THE “1” FROM THE 5522A 
30 !PROGRAM HALTS HERE UNTIL A “1” IS PUT INTO THE OUTPUT BUFFER 
40 PRINT “OUTPUT SETTLED” 

*OPC コマンドの動作は*OPC? クエリとほとんど同じですが、出力バッファに
1を書き込むのではなく、イベント・ステータス・レジスターのビット0 (OPC、
"Operation Complete") を1にセットする点が異なります。*OPC の簡単な使い方
は、プログラムに組み込んでSRQ (Service Request) を発生させます。そして、プ
ログラムに書き込まれたSRQハンドラーがコマンドの完了を検知して、適切に応
答します。*OPC は*OPC?と同じように使うことができますが、全ての動作完
了を検知するにはプログラムでESRを読み出す必要があります。以下のサンプル
・プログラムは*OPCの使い方を示したものです。 

10 REMOTE 
20 PRINT @4, “OUT 100V,1KHZ;OPER;*OPC”  ! 5522A ADDRESS IS 4 
30 PRINT @4, “*ESR?”                    ! PUT THE ESR BYTE IN BUFFER 
40 INPUT @4, A%                         ! READ THE ESR BYTE 
50 IF (A% AND 1%) = 0% GOTO 30          ! TRY AGAIN IF NO OPC 
60 PRINT “OUTPUT SETTLED” 
70 END 

*WAI コマンドを受信すると、本校正器はそれ以前に受け取ったコマンドが実
行完了するまで、次のコマンドを実行せず、待機します。*WAI は、それ以前
のコマンドが完了するまで操作を中断するときに便利です。以下のサンプル・プ
ログラムは*WAIの使い方を示したものです。 

10 REMOTE 
20 PRINT @4, “OUT 100V,1KHZ;OPER;*WAI”  ! 5522A ADDRESS IS 4 
30 PRINT @4, “OUT?”                     ! READ THE OUTPUT VALUE 
40 PRINT @4, A$,B$,C$                   ! A$ CONTAINS THE OUTPUT VALUE 
50 PRINT “OUTPUT SETTLED” 
60 PRINT “OUTPUT IS: “;A$;B$;” at “;C$ 
70 END 

熱電対の測定 

以下のプログラムは、1度に1回ずつ温度を測定します。 
10 REM Set Bus Timeout to 20 seconds, Init IEEE Bus 
20 TIMEOUT 20 * 1000 
30 INIT PORT 0 
40 CLEAR @6  
100 REM Reset 5522A, TC measurement mode 
110 PRINT @6,”*RST; TC_TYPE J; TC_MEAS FAR”  
200 PRINT “Hit Carriage Return to take a Reading” 
210 INPUTLINE A$ 
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220 REM Request the measurement value  
230 PRINT @6, “VAL?” 
240 REM Read measurement, unit 
250 INPUT @6, M,U$ 
260 GOTO 200 

圧力の測定 

以下のプログラムは、1度に1回ずつ圧力を測定します。 
10 REM Set Bus Timeout to 20 seconds, Init IEEE Bus 
20 TIMEOUT 20 * 1000 
30 INIT PORT 0 
40 CLEAR @6  
100 REM Reset 5522A, pressure measurement mode 
110 PRINT @6,”*RST; PRES_MEAS “  
200 PRINT “Hit Carriage Return to take a Reading” 
210 INPUTLINE A$ 
220 REM Request the measurement value  
230 PRINT @6, “VAL?” 
240 REM Read measurement, unit 
250 INPUT @6, M,U$ 
260 GOTO 200 

RS-232 UUTポートを使用した機器の制御 

SERIAL 2 TO UUT RS-232ポートは他の機器へコマンドを通過させるために使用
されます。例えば、校正されている計測器のRS-232ポートと本校正器のSERIAL 
2 TO UUTポートとを接続します。コントローラーから送られたコマンドは本校
正器のUUTポートを通過して計測器、つまりUUTに受信されます。本校正器に
は、UUTポートに接続された機器にコマンドを渡すためのUUT_*コマンドが7種
類組み込まれています。第6章をご参照ください。 

入力バッファの働き 

本校正器がコントローラーからデータ・バイトを受信すると、そのデータは入力
バッファと呼ばれるメモリーに保存されます。入力バッファに保存できるのは
350バイトまでで、先入れ先出し方式です。 

IEEE-488    本校正器はIEEE-488のEOI コントロール・ラインを独立したデータ
・バイトとして取り扱い、メッセージ終端として受信した場合には、これを入力
バッファに書き込みます。入力バッファは、コントローラーのプログラムから確
認することができます。本校正器の処理能力を超える速度でコマンドが送られて
きた場合は、入力バッファが一杯になります。入力バッファが一杯になると、本
校正器はNRFD (Not Ready For Data) ハンドシェイク・ラインでIEEE-488バスから
のコマンドの送信を遅らせます。本校正器のデータの処理が進んで入力バッファ
が一杯でなくなると、ハンドシェイクを行なってコントローラーにデータ・バイ
トの送信を許可します。電源を入れたとき、およびコントローラーからDCL 
(Device Clear) またはSCD (Selected Device Clear) を受信すると、本校正器は入力
バッファをクリアします。 

RS-232    ^S (<Cntl> S) XOFFプロトコルを用いるRS-232シリアル・ポート・リモ
ート制御では、入力バッファの使用領域が80 %になると、本校正器は^S XOFFを
発生します。また、入力バッファの読み出しを行なって、使用領域が40 %より
も少なくなると、本校正器は^Q (<Cntl> Q) を発生します。RTS (Request to Send) 
プロトコル (「RS-232 ホスト・ポートの設定手順」内で選択) を使用する場合、
シリアル・インターフェースは、XON/XOFF プロトコルと同じ条件で RTS を有
効にしたり無効にしたりします。 
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概要 
本章では、 本校正器 (以下「本器」) のIEEE-488/RS-232 リモート・コマンドにつ
いて説明します。リモート・コマンドは、本体の正面パネルから実行できる動作
と同じ働きが可能です。一覧表の後に、すべてのコマンドをプロトコルの詳細と
併せてアルファベット順に説明します。アルファベット順のコマンド説明には、
見出しごとにパラメーター、応答、および使用例が記されています。コマンドの
使用法については、第 5 章の「リモート操作」を参照してください。 

機能別のコマンド概要 
表 6-1から6-11には本器のコマンド・セットとその内容が列記されています。  

表 6-1. 共通コマンド 

コマンド 説明 

*CLS 
(Clear status.) ESR、ISCR0、ISCR1、エラー・キュー、およびステータス・バイトの

RQSビットをクリアします。このコマンドは、ペンディング中の動作完了コマンド 
(*OPC または *OPC?) を終了させます。 

*ESE イベント・ステータス・イネーブル・レジスターに 1 バイトをロードします。 

*ESE? イベント・ステータス・イネーブル・レジスターの内容を返します。 

*ESR? イベント・ステータス・レジスターの内容を返し、レジスターをクリアします。 

*IDN? 
識別情報クエリ。機器の型式、製造番号、メインCPUと正面パネルCPUおよびインガー

ドPGAのファームウェアのバージョンを返します。 

*OPC 
ペンディング中の動作がすべて完了したとき、イベント・ステータス・レジスターのビ

ット 0 (「Operation Complete (動作完了)」を意味する OPC) の設定を 1 にします。 

*OPC? 
ペンディング中のすべての動作完了後に 1 を返します。このコマンドにより、すべての

動作が完了するまで、プログラム実行が中断されます。(*WAI も参照)。 

*OPT? インストールされているハードウェアとソフトウェア・オプションの一覧を返します。 

*PUD 
Protected user data コマンド。このコマンドにより不揮発性メモリにバイト列を保存す

ることができます。このコマンドは、CALIBRATION スイッチが ENABLE の位置にある

ときのみ機能します。 

*PUD? *PUD (Protected User Data) メモリの内容を返します。 

*RST 
本器の状態を電源投入時の状態にリセットします。このコマンドが完了するまで、以降

のコマンドの実行は延期されます。(オーバーラップ・コマンド) 

*SRE サービス・リクエスト・イネーブル・レジスター (SRE) に 1 バイトをロードします。 

*SRE? サービス・リクエスト・イネーブル・レジスターからバイトを返します。 

*STB? ステータス・バイトを返します。 

*TRG 
動作モードを熱電対測定に変更し、測定を実行して測定値を返します。このコマンド 
は、「TC_MEAS;*OPC;VAL?」と同義です。 

*TST? 
一連のセルフテストを開始し、合格した場合は "0" を、不合格の場合は "1" を返しま 
す。不具合が検出された場合は、エラー・キューに記録され、ERR? クエリで読み取る

ことができます。 

*WAI 
それ以前のリモート・コマンドがすべて実行されるまで、新たにリモート・コマンドが

実行されないようにします。 
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表 6-2. 誤差モード・コマンド 

コマンド 説明 

EDIT 
編集フィールドをセットします。シングル出力機能の出力値およびデュアル出力機能の

第1出力値に対しては、PRI を指定します。 

EDIT? 編集フィールドの設定を返します。 

ERR_REF 誤差の参照元を選択します。 

ERR_REF? 現在選択されている誤差の参照元を返します。 

ERR_UNIT UUT 誤差の表示方法を選択します。 

ERR_UNIT? 現在選択されているERR_UNIT の値を返します。 

INCR 
ローカル操作における出力調整ノブと同様に、(編集フィールドによる選択に従って) 出
力を増減し、誤差モードに入ります。 

MULT (編集フィールドによる選択に従って) 基準値の大きさを乗算します。 

NEWREF 
ローカル操作における NEW REF キーと同様に、新しい基準値を現在の校正器出力値に

設定します。 

OLDREF 
ローカル操作における ENTER キーと同様に、校正器出力を事前にプログラムした基準

値に設定します。 

OUT_ERR? INCR コマンドで出力を変更した後に計算された UUT の誤差を返します。 

REFOUT? 
基準値を返します。この基準値は 前回 OUT、NEWREF、または MULT で新しい基準値

を設定したときの校正器の出力値です。 

EDIT 
編集フィールドをセットします。シングル出力機能の出力値およびデュアル出力機能の

第1出力値に対しては、PRI を指定します。 

表 6-3. 外部接続コマンド 

コマンド 説明 

CUR_POST 
電流出力に対して機能させるバインディング・ポストを選択します。これは電流および

電力出力に適用されます。 

CUR_POST? 電流出力に対して機能しているバインディング・ポストを返します。 

EARTH 内部保護シールドをアース (筐体) グランドに接続、あるいは切断します。 

EARTH? 
内部保護シールドがアース (筐体) グランドに接続されているか、あるいは切断されてい

るかを返します。 

EXTGUARD 内部保護シールドとLOバインディング・ポスト間を接続、あるいは切断します。 

EXTGUARD? 
内部保護シールドがLOバインディング・ポストに接続されているか、あるいは切断され

ているかを返します。 

LOWS? LO側の端子同士が内部で結合されているか、オープンかを返します。 

LOWS 
デュアル出力において、LO側の端子同士を内部で結合するか、オープンにするかを選択

します。 

PRES_UNIT 圧力の表示単位を設定します。 

PRES_UNIT? 圧力の表示単位を返します。 

RTD_TYPE 測温抵抗体 (RTD) の種類を設定します。 
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表6-3. 外部接続コマンド (続き) 

コマンド 説明 

RTD_TYPE? 測温抵抗体 (RTD) の種類を返します。 

TC_REF 熱電対 (TC) の出力および測定の際に内部温度センサーまたは外部基準値のどちらを使用
するかを設定します。 

TC_REF? 熱電対シミュレーションおよび測定の基準として使用される温度のソースおよび値を返
します。 

TC_TYPE 熱電対 (TC) の種類を設定します。 

TC_TYPE? 熱電対 (TC) の種類を返します。 

TSENS_TYPE 出力がOUT コマンドで温度に設定されている場合に、温度センサーの種類を設定しま 
す。 

TSENS_TYPE? 温度センサーの種類を返します。 

表 6-4. オシロスコープ・コマンド 

コマンド 説明 

OL_TRIP? スコープ過負荷保護の検出状態を返します。 

OUT_IMP SCOPE BNC の出力インピーダンスを設定します。 

OUT_IMP? SCOPE BNC の出力インピーダンスを返します。 

RANGE OVERLD、PULSE、または MEASZ スコープ・モードになっているときに本器のレンジ
を設定します。 

SCOPE 校正器出力をオシロスコープ・モードに設定します。 

SCOPE? 現在のオシロスコープ・モードを返します。 

TDPULSE –SC600 EDGE モードのトンネル・ダイオード・パルサー・ドライブを有効または無効
にします。 

TDPULSE? –SC600 EDGE モードのトンネル・ダイオード・パルサー・ドライブが有効かどうかを
返します。 

TLIMIT –SC600 OVERLD モードで作動する制限時間を設定します。 

TLIMIT? –SC600 OVERLD モードで作動する制限時間を返します。 

TLIMIT_D –SC600 OVERLD モードで作動する制限時間の、電源投入時およびリセット時の初期値
を設定します。 

TLIMIT_D? –SC600 OVERLD モードで作動する制限時間の、電源投入時およびリセット時の初期値
を返します。 

TMWAVE MARKER モードの波形を選択します。 

TMWAVE? MARKER モードのタイムマーカー波形設定を返します。 

TRIG TRIG OUT BNC の信号周波数を設定します。 

TRIG? TRIG OUT BNC の信号周波数を返します。 

VAL? 前回の熱電対、圧力、またはインピーダンス (–SC600の場合) の測定値を返します。 

VIDEOFMT VIDEO モードの形式を選択します。 

VIDEOFMT? VIDEO モードの形式を返します。 

VIDEOMARK VIDEO モードのライン・マーカーの位置を設定します。 
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表6-4. オシロスコープ・コマンド (続き) 

コマンド 説明 

VIDEOMARK? VIDEO モードのライン・マーカーの位置を返します。 

ZERO_MEAS 
圧力モジュールをゼロ調整します。または-SC600を用いた静電容量測定のゼロ・オフセ

ットを設定します。 

ZERO_MEAS? 圧力モジュールまたは-SC600を用いた静電容量測定のゼロ・オフセットを返します。 

表 6-5. 出力コマンド 

コマンド 説明 

CFREQ? 静電容量モードでの励振に 適な周波数値を返します。 

DBMZ dBm 出力 (AC 電圧) に使用されるインピーダンスを設定します。 

DBMZ? dBm 出力 (AC 電圧) に使用されているインピーダンスを返します。 

DC_OFFSET DC オフセットを AC 出力電圧に適用します。 

DPF 
AC 電力出力の場合のみ、NORMAL 端子と AUX 端子の間の変位力率 (位相角) を設定し

ます。 

DPF? NORMAL 端子と AUX 端子間の変位力率 (位相角) を返します。 

DUTY 矩形波出力のデューティ・サイクルを設定します。 

DUTY? 矩形波出力のデューティ・サイクルを返します。 

FUNC? 現在の出力、測定、または校正の機能を返します。 

HARMONIC ある出力の周波数が、他の出力 (基本出力) の高調波 (倍数) になるようにします。 

HARMONIC? 本器の高調波および基本出力の現在の出力端子を返します。 

LCOMP AC 電流出力の誘導負荷補償を有効または無効にします。 

LCOMP? AC 電流出力の誘導負荷補償が有効になっているかを返します。 

OPER スタンバイ状態の場合、校正器出力を有効にします。 

OPER? 動作/スタンバイ設定を返します。 

OUT 本器の出力を設定し、誤差モードの新しい基準ポイントを規定します。 

OUT? 本器の出力振幅と周波数を返します。 

PHASE 
デュアル出力に対して、NORMAL 端子と AUX 端子の間の位相差を設定します。

NORMAL 端子出力が位相の基準です。 

PHASE? NORMAL 端子と AUX 端子間の位相差を返します。 

POWER? DC および AC 出力の等価電力を返します。 

RANGE? 現在の出力レンジを返します。 

RANGELCK 現在のレンジにロックするか、自動レンジ設定を選択します。 

RANGELCK? プリセット出力レンジがロックされているかどうかを返します。 
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表6-5. 出力コマンド (続き) 

コマンド 説明 

REFCLOCK 基準クロック信号源を設定します (内部または10 MHz IN BNCコネクターを介して)。 

REFCLOCK? 基準クロック信号源を返します (内部または10 MHz IN BNCコネクターを介して)。 

REFPHASE 
2台の校正器を10 MHz IN/OUT端子を介して同期している場合に、スレイブ側の校正器

のNORMAL端子とマスター校正器のNORMAL端子の位相差を設定します。 

REFPHASE? 
2台の校正器を10 MHz IN/OUT端子を介して同期している場合に、スレイブ側の校正器

のNORMAL端子とマスター校正器のNORMAL端子の位相差を返します。 

STBY 本器をスタンバイ状態にします。 

SYNCOUT 10 MHz OUT BNCコネクターからスレイブの校正器に同期パルスを送信します。 

WAVE AC 出力の波形を設定します。 

WAVE? 出力の波形を返します。 

ZCOMP インピーダンス補償を有効 (2 線または 4 線)、または無効にします。 

ZCOMP? 
インピーダンス補償が有効になっているかどうかを返し、有効になっている場合は、そ

の種類も返します。 

 

表 6-6. 圧力測定コマンド 

コマンド 説明 

DAMPEN 圧力の読み値のダンピング (平均化) を有効または無効にします。 

DAMPEN? 圧力の読み値のダンピング (平均化) が有効かどうかを返します。 

PRES? 接続されている圧力モジュールの型式と製造番号を問合せます。 

PRES_MEAS 動作モードを圧力測定に変更します。 

VAL? 前回の熱電対、圧力、またはインピーダンス (–SC600の場合) の測定値を返します。 

ZERO_MEAS 
圧力モジュールをゼロ調整します。または-SC600を用いた静電容量測定のゼロ・オフセ

ットを設定します。 

ZERO_MEAS? 圧力モジュールまたは-SC600を用いた静電容量測定のゼロ・オフセットを返します。 

表 6-7. RS-232 ホスト・ポート・コマンド 

コマンド 説明 

LOCAL 本器をローカル状態にします。 

LOCKOUT 
本器をロックアウト状態にします。このコマンドは IEEE-488 LLO (ローカル・ロックア

ウト) メッセージと同様の働きをします。 

REMOTE 
本器をリモート状態にします。このコマンドは IEEE-488 REN (リモート・イネーブル) 
メッセージと同様の働きをします。 

SPLSTR シリアル・リモート・モードのシリアル・ポール応答文字列を設定します。 
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表6-7. RS-232 ホスト・ポート・コマンド (続き) 

コマンド 説明 

SPLSTR? シリアル・リモート・モードのシリアル・ポール応答のためにプログラムされている文
字列を返します。 

SRQSTR シリアル・リモート・モードの SRQ (サービス・リクエスト) 応答 ( 大 40 文字) を設定
します。 

SRQSTR? シリアル・モードの SRQ 応答のためにプログラムされている文字列を返します。 

UUT_RECVB? UUT シリアル・ポートからのバイナリ・データを整数として返します。 

UUT_SENDB 整数をバイナリ・データとして UUT シリアル・ポートに送信します。 

^P (<cntl>p) Control-P でシリアル・ポール文字列をプリントします。(文字列のフォーマットについ
ては SPLSTR を参照)。 

^C (<cntl>c) Control-C でデバイスをクリアします。 

^T (<cntl>t) Control-T でグループ・トリガーを実行します。 

表 6-8. RS-232 UUT ポート・コマンド 

コマンド 説明 

UUT_FLUSH UUT 受信バッファをクリアします。 

UUT_RECV? UUT シリアル・ポートからのデータを返します。 

UUT_RECVB? UUT シリアル・ポートからのバイナリ・データを整数として返します。 

UUT_SEND UUT シリアル・ポートに文字列を送信します。 

UUT_SET UUT シリアル・ポート通信パラメーターを設定して、それらを不揮発性メモリに保存し
ます。 

UUT_SET? 不揮発性メモリに保存されている UUT シリアル・ポート通信パラメータを返します。 

表 6-9. セットアップおよびユーティリティ・コマンド 

コマンド 説明 

CLOCK リアルタイム・クロックを設定します。 

CLOCK? リアルタイム・クロックに問合せを行ないます。 

DBMZ_D 
dBm 出力 (AC 電圧) に使用される、電源投入時およびリセット時のインピーダンスの初
期値を設定します。 

DBMZ_D? dBm 出力 (AC 電圧) に使用されている、電源投入時およびリセット時のインピーダンス
の初期値を返します。 

FORMAT 細心の注意を払って使用してください。不揮発性メモリ・デバイスの内容を工場初期値
に戻します。 

LIMIT 大許容出力 (正負) を設定します。 

LIMIT? 電圧と電流のプログラムされた出力制限値を返します。 

PR_RPT HOST または UUT シリアル・ポートいずれかを通じて、保存されているレポート、ア
クティブなレポート、または CAL-Constant、CAL_Report を印刷します。 

PRES_UNIT_D 圧力の表示単位の、電源投入時およびリセット時の初期値を設定します。 

PRES_UNIT_D? 圧力の表示単位の、電源投入時およびリセット時の初期値を返します。 

REFCLOCK_D 
基準クロック信号源の、電源投入時およびリセット時の初期値 (内蔵または10 MHz IN 
BNCコネクターを介して) を設定します。 



 リモート・コマンド 
 機能別のコマンド概要 6 

6-9 

表6-9. セットアップおよびユーティリティ・コマンド (続き) 

コマンド 説明 

REFCLOCK_D? 基準クロック信号源の、電源投入時およびリセット時の初期値 (内蔵または10 MHz IN 
BNCコネクターを介して) を返します。 

REFPHASE_D 
2台の校正器を10 MHz IN/OUT端子を介して同期している場合に、スレイブ側の校正器
のNORMAL端子とマスター校正器のNORMAL端子の位相差の、電源投入時およびリセ
ット時の初期値を設定します。 

REFPHASE_D? 
2台の校正器を10 MHz IN/OUT端子を介して同期している場合に、スレイブ側の校正器
のNORMAL端子とマスター校正器のNORMAL端子の位相差の、電源投入時およびリセ
ット時の初期値を返します。 

RTD_TYPE_D 初期設定の測温抵抗体 (RTD) の種類を設定します。 

RTD_TYPE_D? 初期設定の測温抵抗体 (RTD) の種類を返します。 

SP_SET HOST シリアル・ポート通信パラメータを設定し、それを不揮発性メモリに保存しま 
す。 

SP_SET? 不揮発性メモリに保存されている HOST シリアル・ポート通信パラメータを返しま 
す。 

TC_TYPE_D 電源投入時およびリセット時の初期設定の熱電対タイプを設定します。 

TC_TYPE_D? 電源投入時およびリセット時の初期設定の熱電対タイプを返します。 

TEMP_STD 温度規格 (IPTS -68 または its-90) を設定します。 

TEMP_STD? 温度規格 (IPTS -68 または its-90) を返します。 

TLIMIT_D 
–SC600 OVERLD モードで作動する制限時間の、電源投入時およびリセット時の初期値
を設定します。 

TLIMIT_D? 
–SC600 OVERLD モードで作動する制限時間の、電源投入時およびリセット時の初期値
を返します。 

UNCERT? 現在の出力の不確かさの仕様を返します。出力に対する仕様がない場合は、ゼロを返し
ます。 

表 6-10. ステータス・コマンド 

コマンド 説明 

ERR? 
校正器のエラー・キュー内の先頭のエラー・コードと説明を返し、そのエラー・コード

をキューから削除します。 

EXPLAIN? 
エラー・コードについての説明を表示します。このコマンドは、パラメーターとして与

えられるエラー・コードを説明する文字列を返します。 

FAULT? 
校正器のエラー・キュー内の先頭のエラー・コードを返し、そのエラーをキューから削

除します。 

FUNC? 現在の出力、測定、または校正の機能を返します。 

ISCE 
インスツルメント・ステータス 1 - 0 チェンジ・イネーブル・レジスター、およびインス

ツルメント・ステータス 0 - 1 チェンジ・イネーブル・レジスターの両方に 2 バイトを

ロードします。 

ISCE? 
インスツルメント・ステータス 1 - 0 チェンジ・イネーブル・レジスター、およびインス

ツルメント・ステータス 0 - 1 チェンジ・イネーブル・レジスターの内容の OR を返し

ます。 

ISCE0 
インスツルメント・ステータス 1 - 0 チェンジ・イネーブル・レジスターに 2 バイトを

ロードします。 



5522A 
オペレーター・マニュアル 

6-10 

表6-10. ステータス・コマンド (続き) 

コマンド 説明 

ISCE0? 
インスツルメント・ステータス 1 - 0 チェンジ・イネーブル・レジスターの内容を返しま

す。 

ISCE1 
インスツルメント・ステータス 0 - 1 チェンジ・イネーブル・レジスターに 2 バイトを

ロードします。 

ISCE1? 
インスツルメント・ステータス 0 - 1 チェンジ・イネーブル・レジスターの内容を返しま

す。 

ISCR? 
インスツルメント・ステータス 1 - 0 チェンジ・レジスター、およびインスツルメント・

ステータス 0 - 1 チェンジ・レジスターの内容の OR を返します。 

ISCR0? 
インスツルメント・ステータス 1 - 0 チェンジ・レジスターの内容を返してクリアしま 
す。 

ISCR1? 
インスツルメント・ステータス 0 - 1 チェンジ・レジスターの内容を返してクリアしま 
す。 

ISR? インスツルメント・ステータス・レジスターの内容を返します。 

ONTIME? 本器の電源を入れてからの経過時間を返します。 

表 6-11. 熱電対 (TC) 測定コマンド 

コマンド 説明 

TC_MEAS 動作モードを熱電対測定に変更します。 

TC_OFFSET 熱電対測定モードの温度オフセットを設定します。 

TC_OFFSET? 熱電対測定モードになっているときに温度オフセットを返します。 

TC_OTCD? 熱電対断線検出回路が有効になっているかどうかを返します。 

TC_OTCD 熱電対測定モードで熱電対断線検出回路を有効または無効にします。 

VAL? 前回の熱電対、圧力、またはインピーダンス (–SC600の場合) の測定値を返します。 

VVAL? 前回の熱電対測定値をボルトで返します。 

コマンド 
以下に、共通コマンドとデバイス固有コマンドを含めた全コマンドおよびクエリ
をアルファベット順に列記します。各コマンドのタイトルには、リモート・イン
ターフェースの適応性 (IEEE-488 および RS-232)、およびコマンド・グループ 
(Sequential (連続)、Overlapped (オーバーラップ)、Coupled (結合)) にチェックが付
いています。 

IEEE-488 (GPIB) および RS-232 適応性 IEEE-488 RS-232x x  各コマンドと
クエリには、IEEE-488 (汎用インターフェース・バス: GPIB) および RS-232 リモ
ート操作への適応性を示すチェック・ボックスがあります。このリストでは、ソ
ートのために、共通コマンドの先頭の * 文字は無視しています。 

連続コマンド Sequentialx  データ・ストリームがあるとすぐに実行されるコマ
ンドを連続コマンドと呼びます。詳細については、第 5 章の「連続コマンド」を
参照してください。 

オーバーラップ・コマンド Overlappedx   実行に時間を要するコマンドで、実
行を完了する前に次のコマンドをオーバーラップさせることができるため、オー
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バーラップ・コマンドと呼ばれます。オーバーラップ・コマンドが実行中に割り
込みを受けないようにするには、*OPC、*OPC?、および*WAIコマンドを使用し
て完了を検出します。詳細は、第 5 章の「オーバーラップ・コマンド」を参照し
てください。 

連結コマンド Coupledx  複合コマンド・シーケンス内で「連結」されるため、

連結コマンドと呼ばれます (例えば、CUR_POSTやOUT)。片方のコマンドのアク

ションによりもう一方のコマンドのアクションが無効になってエラーにならない

ように、注意してください。詳細については、第 5 章の「連結コマンド」を参照

してください。 

CFREQ? Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Capacitance Frequency クエリ)  静電容量出力の測定または校正時の 適な励振周

波数を表示します。 

応答: 適な周波数の <値>  

例:  CFREQ? に対する応答が1.0E+2 

選択した静電容量出力 (この例では 1.0 μF ) の 適周波数が 100 Hzということで

す。静電容量を出力していない場合は、0  を返します。 

CLOCK Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Real-Time Clock コマンド)  リアルタイム・クロック (時刻のみ、または日時) を
設定します。日付を設定するには、CALIBRATION スイッチが ENABLE の位置

になければなりません。 

パラメーター: 1. (任意) YYYY形式の西暦 
 2. (任意) MM形式の月 
 3. (任意) DD 形式の日 
 4. HH形式の時 
 5. MM形式の分 
 6. SS形式の秒 

例: CLOCK 1998,6,1,9,52,10  と指定すると、クロックが 1998 年 
6 月 1 日 9:52:10 AM に設定されます。 

 CLOCK 13,10,10  と指定すると、時刻のみが 1:10:10 PM に設定

されます。 

CLOCK? Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Real_Time Clock クエリ)  リアルタイム・クロックの日付と時刻を返します。 

応答: (文字) 1.  YYYY-MM-DDでの日付 
 (文字) 2. HH:MM:SS形式での時刻 

例: CLOCK?  に対する応答が1998-12-04,13:03:50 

クロックは 1998 年 12 月 4 日 13:03:50 に設定されています。 
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*CLS Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Clear Status コマンド)  ESR、ISCR0、ISCR1、エラー・キュー、およびステータ

ス・バイトの RQS ビットをクリアします。このコマンドは、ペンディング中の

動作完了コマンド (*OPC または *OPC?) を終了させます。 

パラメーター: (なし) 

例: *CLS 

ESR、ISCR0、ISCR1、エラー・キュー、およびステータス・バイトの RQS ビッ

トをクリアします。 

CUR_POST Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Current Post コマンド)  電流出力のバインディング・ポストを選択します。これ

は電力出力にも適用されます。電流のバインディング・ポスト設定は、電源がオ

フになるか、または  ボタンが押されるまで、保持されます。 

パラメーター: AUX (AUX 端子を選択) 
 A20 (20A 端子を選択) 

例: CUR_POST AUX 

電流出力用に、本器正面パネルの AUX 端子を選択します。 

CUR_POST? Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

 (Current Post クエリ) 電流出力に使用されている、正面パネルのアクティブなバ

インディング・ポストを返します: AUX または 20A 

応答: AUX (AUX 端子が選択中) 
 A20 (20A 端子が選択中) 

例: CUR_POST?  に対する応答がAUX 

電流出力にAUX 端子が選択されている場合、AUX が返されます。 

DAMPEN Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

 

(Dampen Mode for Pressure Measurement コマンド) 圧力の読み値のダンピング (平
均化) を有効または無効に設定します。 

パラメーター: ON (ダンピングをオン) 

 OFF (ダンピングをオフ) 

例: DAMPEN ON 

DAMPEN? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

 

(Dampen Mode for Pressure Measurement クエリ) 圧力の読み値のダンピング (平均

化) が有効かどうかを返します。 

応答: (文字) ON (ダンピングはオン) 
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 (文字) OFF (ダンピングはオフ) 

例: DAMPEN に対する応答が ON 

DBMZ Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(dBm Impedance コマンド)  dBm 出力 (AC 電圧) に使用されるインピーダンスを設

定します。 

パラメーター: Z50 (50 オーム) 
 Z75 (75 オーム) 
 Z90 (90 オーム) 
 Z100 (100 オーム) 
 Z135 (135 オーム) 
 Z150 (150 オーム) 
 Z300 (300 オーム) 
 Z600 (600 オーム) 
 Z900 (900 オーム) 
 Z1000 (1000 オーム = dBv) 
 Z1200 (1200 オーム) 

例: DBMZ Z600 

DBMZ? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(dBm Impedance クエリ)  dBm 出力 (AC 電圧) に使用されるインピーダンスを返し

ます。 

応答: (文字) インピーダンスのキーワード 

例: DBMZ? に対する応答が Z600 

DBMZ_D Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(dBm Impedance Default コマンド)  dBm 出力 (AC 電圧) に使用される、電源投入

時およびリセット時のインピーダンスの初期値を設定します。 

パラメーター: Z50 (50 オーム) 
 Z75 (75 オーム) 
 Z90 (90 オーム) 
 Z100 (100 オーム) 
 Z135 (135 オーム) 
 Z150 (150 オーム) 
 Z300 (300 オーム) 
 Z600 (600 オーム) 
 Z900 (900 オーム) 
 Z1000 (1000 オーム = dBv) 
 Z1200 (1200 オーム) 

例: DBMZ_D Z600 

この設定は、出力中のシングル出力のAC 電圧にのみ適用されます。dBm インピ

ーダンスは、電源投入時、リセット時、およびシングル出力 AC モードになった

とき、初期値に設定されます。 
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DBMZ_D? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(dBm Impedance Default クエリ)  dBm 出力 (AC 電圧) に使用されている、電源投

入時およびリセット時のインピーダンスの初期値を返します。 

応答: (文字) インピーダンスのキーワード 

例: DBMZ_D?  に対する応答が Z600 

DC_OFFSET Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(DC Voltage Offset コマンド)  AC出力電圧にDCオフセットを適用します ( 大6
桁)。このコマンドは、AC 電圧シングル出力にのみ適用されます。選択したオフ

セットが、有効な AC 電圧レンジに対して大きすぎる場合は、エラー・メッセー

ジが返されます。 

パラメーター: <値> 符号付きオフセット値 

例: DC_OFFSET +123.45 MV 

+123.45 mVのDCオフセットを AC 出力信号に加えます。 

DC_OFFSET? 
Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(DC Voltage Offset クエリ)  DC オフセット電圧の値を返します。 

応答: <値> 符号付きオフセット値 

例: DC_OFFSET?に対する応答が+1.44E-03 

この場合、適用されたDC オフセット値が +1.44 mV ということです。

+0.00000E+00 が返ってきた場合、DC オフセットはゼロです。 

DPF Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Displacement Power Factor コマンド)  校正器の正面パネルの NORMAL 端子と 
AUX 端子間の、正弦波出力の変位力率 (位相角) を設定します。NORMAL 端子

出力が位相の基準です。位相オフセットは位相オフセットのコサイン (0.000～
1.000) および LEAD (初期値) または LAG 期間として表され、AUX 出力を 
NORMAL 出力より進相させるか遅らせるかを決定します。 

パラメーター: <値>,LEAD (進相) 
 <値>,LAG (遅相) 

例: DPF .123,LEAD 

校正器の AUX 端子の電流出力が、NORMAL 端子の電圧出力よりも 82.93 度進相

となるように設定します。(82.93 度のコサインは 0.123、公称)。 

DPF? Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Displacement Power Factor クエリ)  本器正面パネルの NORMAL 端子と AUX 端
子間の、正弦波出力の変位力率 (位相角のコサイン) を返します。 

応答: <値>,LEAD 
 <値>,LAG 
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例: DPF?  に対する応答が5.00E-01,LEAD 

本器 AUX 端子の電流出力が、NORMAL 端子の電圧出力より 60 度先行する場合

は、進相力率として .5 を返します。(60 度のコサインは0.5)力率が出力に適用さ

れない場合、戻り値は 0 です。 

DUTY Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Duty Cycle コマンド) 矩形波出力のデューティ・サイクルを設定します。デュー

ティ・サイクルとは、周期中に波形が正である時間の割合です (1.00 ～ 99.00 パ
ーセント)。デューティ・サイクルはシングル出力の矩形波にのみ適用されま

す。 

パラメーター: デューティ・サイクルの <値>  と、任意で単位の PCT (パ
ーセント) 

例: DUTY 12.34 PCT 

矩形波のデューティ・サイクルを 12.34 % に設定します。 

DUTY? Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Duty Cycle クエリ) 矩形波出力のデューティ・サイクルの値 (1.00 ～ 99.00) を返

します。 

応答: デューティ・サイクルのパーセントでの <値>  

例: DUTY?  に対する応答が1.234E+01 

この場合、矩形波のデューティ・サイクルの値が12.34 %ということです。 

EARTH Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Earth Ground コマンド)  校正器の内部保護シールドを筐体のグラウンド (アース) 
に接続するかどうかを選択します。一旦設定されると、本器の電源を切るかリセ

ットするまでこのアース設定は保持されます。 

パラメーター: OPEN (内部保護シールドを筐体グラウンドから切断しま

す) 
 TIED (内部保護シールドを筐体グラウンドに接続します) 

例: EARTH TIED 

校正器の内部保護シールドをアースに接続するには、TIED を指定します (正面

パネルの  キーは点灯した状態)。 

EARTH? Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Earth Ground クエリ)  校正器の内部保護シールドが筐体のグラウンド (アース) 
に接続されているかどうかを返します。 

応答: (文字) OPEN (内部保護シールドは筐体グラウンドから切断され

ています) 

 (文字) TIED (内部保護シールドは筐体グラウンドに接続されて

います) 

例: EARTH?  に対する応答がOPEN 
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EARTH が 内部保護シールドに接続されていない場合は OPEN を返します (正面

パネル  キーは消灯した状態)。 

EDIT Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Edit コマンド)  編集フィールドを第 1、第 2、または周波数フィールドに設定し

ます。 

パラメーター: PRI (シングル出力の値およびデュアル出力の第 1 出力

値を編集します) 

 SEC (デュアル出力機能の第 2 出力値を編集します) 

 FREQ (シングル AC 出力機能の周波数値を編集します) 

 OFF (編集はオフで、NEWREF コマンドを使うのと同じです) 

例: EDIT FREQ 

周波数を編集する場合は、編集フィールドを FREQ に設定します。 

EDIT? Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Edit クエリ) 編集フィールドの設定を返します。 

応答: (文字) PRI (シングル出力機能の値およびデュアル出力機能の

第 1 出力値を編集中) 

 (文字) SEC (デュアル出力機能の第 2 出力値を編集中) 

 (文字) FREQ (シングル AC 出力機能の周波数値を編集中) 

 (文字) OFF  (編集中の値はありません) 

例: EDIT?  に対する応答がOFF 

編集中の値がない場合は、OFF を返します。 

ERR? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Error クエリ)  校正器のエラー・キュー内の先頭のエラー・コードを返し、その

エラー・コードをキューから削除します。エラー・コードの後にそのエラー・コ

ードの説明が続きます。EXPLAIN? コマンドと似ていますが、より具体的な情

報を含むこともあります。このクエリに応答して送信された説明には、特定のエ

ラー・イベントに固有の変数が含まれることがあります。エラー・コードとエラ

ー・メッセージの一覧については、付録 E を参照してください。 

エラー・キューが空の場合は、ゼロが返されます。エラー・キューの内容をすべ

て読み取るには、応答0, ''No Error''が返されるまで、ERR? を繰り返し

ます。ターミナルから通信する場合、エラー・メッセージはキューに入らずに戻

されるため、ERR?に対するエラー・キューからの戻り値は常に0, ''No 
Error''です。 

応答: <値>, (エラー・コード値) 
 <文字列> (エラーの説明のテキスト文字列) 

例: ERR? に対する応答が0,”No Error” 
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エラー・キューが空の場合は、0,”No Error” を返します。 

ERR_REF Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

誤差計算の際の基準値を選択します。 

パラメーター: NOMINAL 公称値を基準値に設定します。 
 TRUVAL  出力値を基準値に設定します。 

ERR_REF? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

誤差計算の際の基準値を返します。 

応答: NOMINAL 誤差の基準値として公称値が選択されています。 
 TRUVAL  誤差の基準値として出力値が選択されています。 

ERR_UNIT Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(UUT Error Unit Thresh Hold コマンド)  UUT 誤差の表示方法を選択します (この

設定は不揮発性)。 

パラメーター: GT1000 UUT 誤差は、1000 ppm 以上なら %、それ以下なら 
ppm で表示されます。 
 GT100 UUT 誤差は、100 ppm 以上なら %、それ以下なら ppm で
表示されます。 
 GT10 UUT 誤差は、10 ppm 以上なら %、それ以下なら ppm で表

示されます。 
 PPM UUT 誤差は、常に ppm で表示されます。 
 PCT UUT 誤差は、常に % で表示されます。 

ERR_UNIT? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(UUT Error Unit Thresh Hold クエリ)  ERR_UNIT の現在選択されている値を返し

ます。 

応答: GT1000 UUT 誤差は、1000 ppm 以上なら %、それ以下なら ppm で
表示されます。 
 GT100 UUT 誤差は、100 ppm 以上なら %、それ以下なら ppm で
表示されます。 
 GT10 UUT 誤差は、10 ppm 以上なら %、それ以下なら ppm で表

示されます。 
 PPM UUT 誤差は、常に ppm で表示されます。 
 PCT UUT 誤差は、常に % で表示されます。 

*ESE Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Event Status Enable コマンド) イベント・ステータス・イネーブル (ESE)・ レジ

スターに 1 バイトをロードします。(第 5 章の「イベント・ステータス・イネー

ブル・レジスター (ESE)」を参照) 

パラメーター: <値> (ESE バイトの 10 進数表現、0 ～ 255) 

例: *ESE 140 
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10 進数 140 (2 進数 10001100) をロードして、ビット 7 (PON)、3 (DDE)、およ

び 2 (QYE) を有効にします。 

*ESE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Event Status Enable クエリ)  イベント・ステータス・イネーブル (ESE) ・レジス

ターの内容を返します。(第 5 章の「イベント・ステータス・イネーブル・レジ

スター (ESE)」を参照)。 

応答: <値> (ESE バイトの 10 進数表現、0 ～ 255) 

例: *ESE? に対する応答が133 

ビット 7 (PON)、2 (QYE)、1 (OPC) が有効な場合は、10 進数 133 (2 進数 
10000101) を返します。 

*ESR? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Event Status Register クエリ) イベント・ステータス・レジスター (ESR) の内容を

返し、レジスターをクリアします。(第 5 章の「イベント・ステータス・レジス

ター (ESR)」を参照)。 

応答: <値> (ESR バイトの 10 進数表現、0 ～ 255) 

例: *ESR? に対する応答が189 

ビット 7 (PON)、5 (CME)、4 (EXE)、3 (DDE)、2 (QYE) および 0 (OPC) が有効な

場合は、10 進数 189 (2 進数 10111101) を返します。 

EXPLAIN? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Explain Error クエリ) エラー・コードの説明を表示します。このコマンドは、パ

ラメーターとして与えられるエラー・コードについての説明を返します。エラ

ー・コード (パラメーターと同じ) は、FAULT? クエリを送信して取得します。

(ERR?コマンドを参照。こちらはエラー・コードと説明の両方を返します。)エ
ラー・コードとエラー・メッセージの一覧については、付録 E を参照してくだ

さい。 

パラメーター: <値> エラー・コード (整数) 

応答: <文字列> エラー・コードの説明を返します。(パラメーター

があれば) パーセント記号の後に d (整数パラメーター)、f 
(浮動小数点パラメーター)、または s (文字列パラメータ

ー) が表示されます。 

例: EXPLAIN? 539 に対する応答が “Can’t change 
compensation now.” 

エラー 539の説明文 “Can’t change compensation now.” を返します。 

EXTGUARD Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x   

(External guard コマンド) 内部保護シールドとLOバインディング・ポスト間を接

続、または切断します。 

パラメーター: ON (オン、つまり外部保護です) 
 OFF (オフ、つまり内部保護です) 
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一旦設定されると、本器の電源を切るかリセットするまでこの外部保護設定は保

持されます。 

例: EXTGUARD ON 

EXTGUARD? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  
(External guard クエリ) 内部保護シールドがLOバインディング・ポストに接続さ

れているか、あるいは切断されているかを返します。  

応答: (文字) ON (オン、つまり外部保護です) 
 (文字) OFF (オフ、つまり内部保護です) 

例: EXTGUARD? に対してON を返します。 

FAULT? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Fault クエリ) 校正器のエラー・キュー内の先頭のエラー・コードを返し、その

エラーをキューから削除します。エラーコード取得後、EXPLAIN? コマンドで

説明を確認することができます。エラー・キューが空の場合は、ゼロ値が返され

ます。エラー・キューの内容をすべて読み取るには、応答が 0 になるまで、

FAULT? を繰り返します。(エラー・キューにはシステム・エラーのみ表示され

ます。) 

応答:エラー・コードの <値>  

例: FAULT?  に対する応答が539 

エラー・キュー内の先頭のエラー・コード、この場合は 539 を返します。エラー

の説明を表示するには、コマンド EXPLAIN? 539 を入力します。 

FORMAT Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Format コマンド)  このコマンドは細心の注意を払って使用してください。不揮

発性メモリ・デバイスの内容を工場初期設定に戻します。このメモリには校正定

数と設定パラメーターが保持されています。このコマンドによりすべての校正デ

ータが失われることになり、復元することはできません。本器背面パネルの 
CALIBRATION スイッチは、ENABLE 位置にセットされていなければなりませ

ん。この位置にセットされていない場合、FORMAT SETUP を除き、実行エラー

が発生します。 

パラメーター: ALL (すべての内容を工場初期設定に置き換えます) 
 CAL (すべての校正定数を工場初期設定に置き換えます) 
 SETUP (設定パラメーターを工場初期設定に置き換えます) 

例: FORMAT SETUP 

設定パラメーターを初期設定値 (以下を参照) に置き換えます。(FORMAT ALL 
は、FORMAT CAL と FORMAT SETUPを合わせたコマンドです。) FORMAT 
SETUP コマンドは、*PUD 文字列 (*PUD コマンド参照) もクリアし、SRQSTR  
は “SRQ: %02x %02x %04x %04x” に (SRQSTR コマンド参照)、 SPLSTR は 
“SPL: %02x %02x %04x %04x” にセットされます (SPLSTR コマンド参照)。 
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機能 

温度規格 its-90 ディスプレイのコン
トラスト* 

レベル  
7、7 

ホスト接続 GPIB (IEEE-488) ディスプレイの明る
さ* 

レベル 
 1、0 

GPIB ポート・アドレス 4 電源投入時のRTDタ
イプの初期設定 

pt385 

シリアル・ポート 8 ビット、1 ストップ
・ビット、xon/xoff、パ
リティな 
し、9600ボー 

電源投入時の熱電対
タイプの初期設定 

K 

EOL (end of line) CRLF 電流リミット ±20.5 A 

EOF (end of file) 012,000 電圧リミット ±1020 V 

リモートI/F ターミナル   

リモート・コマンド (第 6 章参照) 

SRQSTR SRQ: %02x %02x 

%04x %04x 

*PUD 文字列 クリア 

* 出力ディスプレイとコントロール・ディスプレイのそれぞれの値。0、1、2、3、4、5、6、7 の 8 レベ 

ル。 

初期設定 

基準クロック 内部 基準位相 0° 

dBm インピーダンス 600 Ω 圧力単位 PSI 
 

FUNC? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Function クエリ) 現在の出力、測定、または校正の機能を返します。出力および
測定モードについては、以下の応答を参照してください。 

応答: DCV (DC 電圧機能) 
 ACV (AC 電圧機能) 
 DCI (DC 電流機能) 
 ACI (AC 電流機能) 
 RES (抵抗機能) 
 CAP (静電容量機能) 
 RTD (温度 (測温抵抗体) 機能) 
 TC_OUT (温度 (熱電対) 機能) 
 DC_POWER (DC 電力機能) 
 AC_POWER (AC 電力機能) 
 DCV_DCV (デュアル DC 電圧機能) 
 ACV_ACV (デュアル AC 電圧機能) 
 TC_MEAS (温度測定 (熱電対) 機能) 
 SACV (オシロスコープ AC 電圧機能) 
 SDCV (オシロスコープ DC 電圧機能) 
 MARKER (オシロスコープ・マーカー機能) 
 LEVSINE (オシロスコープ定振幅正弦波機能) 
 EDGE (オシロスコープ・エッジ機能) 

例: FUNC?  に対してDCV_DCV を返します。 

校正器の出力機能がデュアル DC 電圧の場合は、DCV_DCV  を返します。 
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HARMONIC Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Harmonic コマンド)  AC 電圧機能または AC 電力機能 (正弦波のみ) の一方の出

力の周波数をもう一方の出力の倍数にします。例えば、デュアル AC 電圧で、本

器正面パネルの NORMAL 端子の電圧出力の周波数を 60 Hz にして、AUX 端子

の電圧出力の周波数を 7 次高調波 (420 Hz) に設定することができます。高調波

の次数範囲は 1 ～ 50 です。 

パラメーター: <値>、 PRI (5522A NORMAL 端子が基本波の場

合) 
 <値>、 SEC (5522A AUX 端子が基本波の場合) 

例: HARMONIC 5, PRI 

第 1 (PRI) 出力 (NORMAL 端子) が基本周波数に設定され、第 2 出力 (AUX 端子) 
が 5 次高調波周波数になります。例えば、基本周波数出力が 60 Hz の場合、高調

波周波数出力は 300 Hz になります。 

HARMONIC? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Harmonic クエリ)  機器の現在の高調波特性と基本出力の場所 (PRI (第 1、
NORMAL 端子) または SEC (第 2、AUX 端子)) を返します。 

応答: <値>、PRI  (高調波の次数、第 1 出力が基本波) 
 <値>、SEC (高調波の次数、第 2 出力が基本波) 

例: HARMONIC?  に対して5, SEC を返します。 

5 次高調波周波数が選択されていて、第 2 出力 (AUX 端子) が基本波であること

が示されます。従って、高調波周波数は第1出力、つまりNORMAL端子から出力

されます。 

*IDN? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Identification クエリ) 本器の型式、製造番号、およびメイン、エンコーダー、イ

ンガード CPU のファームウェア・リビジョン・レベルを返します。 

応答: <Indefinite ASCII> コンマで区切られた4 つのフィールドからなる以

下のようなメッセージ： 

 1. メーカー 
 2. 型式 
 3. 製造番号 
 4. メイン CPU+正面パネル CPU+インガード PGA のファームウェ

ア・リビジョン・レベル 

例: *IDN?  に対する応答がFLUKE,5522A,5248000,1.0+1.3+1.8 

メーカーとしてFluke、型式として5522A、製造番号として5248000、メイン・フ

ァームウェア・バージョンとして 1.0、エンコーダー・ファームウェアとして 
1.3、および インガード PGAとして 1.8 が返されます。 
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INCR Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Increment コマンド) (EDIT コマンドでの選択に従って、またはデフォルトでは

第一出力の) 出力の値を増減させ、誤差モードに入ります。ローカル・モードで

出力調整ノブを使用した場合と同様です。 

パラメーター: <+ 値> (増加値) (編集フィールドに一致する単位も指定可能) 
 <– 値>  (減少値) 

例: INCR +.00001 mV 

誤差モードを読み込んで、選択した編集フィールドを .00001 mV 増加させます。 

ISCE Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status Change Enable コマンド) 16 ビット ISCE マスク・レジスター 
(ISCE1 と ISCE0) に 2 バイトをロードします。(詳細については、第 5 章の「イ

ンスツルメント・ステータス・チェンジ・イネーブル・レジスター」を参照)。 

パラメーター: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCE 6272 

10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) をロードして、ビット 12 
(SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) を有効にします。これは、

ISCE0 6272 および ISCE1 6272 を送信するのと同じです (以下を参照)。 

ISCE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status Change Enable クエリ) 16 ビット ISCE マスクレジスター (ISCE1 
と ISCE0) の 2 バイトを返します。(詳細については、第 5 章の「インスツルメン

ト・ステータス・チェンジ・イネーブル・レジスター」を参照。) 

応答: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCE?  に対する応答が6272 

ビット 12 (SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) が 1 に設定されている場合

は、10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) を返します。 

ISCE0 Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status 1 to 0 Change Enable コマンド)  16 ビット ISCE0 レジスターに 2 
バイトを設定します。(詳細については、第 5 章の「インスツルメント・ステー

タス・チェンジ・イネーブル・レジスター」を参照。) 

パラメーター: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCE0 6272 

10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) をロードして、ビット 12 
(SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) を有効にします。 

ISCE0? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status 1 to 0 Change Enable クエリ)  16 ビット ISCE0 レジスターの 2 バ
イトを返します。(詳細については、第 5 章の「インスツルメント・ステータ

ス・チェンジ・イネーブル・レジスター」を参照。) 
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応答: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCE0?  に対する応答が6272 

ビット 12 (SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) が 1 に設定されている場合

は、10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) を返します。 

ISCE1 Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status 0 to 1 Change Enable コマンド)  16 ビット ISCE1 レジスターに 2 
バイトを設定します(詳細については、第 5 章の「インスツルメント・ステータ

ス・チェンジ・イネーブル・レジスター」を参照。) 

パラメーター: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCE1 6272 

10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) をロードして、ビット 12 
(SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) を有効にします。 

ISCE1? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status 0 to 1 Change Enable クエリ)  16 ビット ISCE1 レジスターの 2 バ
イトを返します。(詳細については、第 5 章の「インスツルメント・ステータ

ス・チェンジ・イネーブル・レジスター」を参照。) 

応答: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCE1?  に対する応答が6272 

ビット 12 (SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) が 1 に設定されている場合

は、10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) を返します。 

ISCR? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status Change Register クエリ) インスツルメント・ステータス 1 - 0 チ
ェンジ・レジスター (ISCR0) およびインスツルメント・ステータス 0 - 1 チェン

ジ・レジスター (ISCR1) の内容を返してクリアします。(詳細については、第 5 
章の「インスツルメント・ステータス・チェンジ・レジスター」を参照。) 

応答: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCR?  に対する応答が6272 

ビット 12 (SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) が 1 に設定されている場合

は、10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) を返します。 

ISCR0? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status 1 to 0 Change Register クエリ) インスツルメント・ステータス 1 - 
0 チェンジ・レジスターの内容を返してクリアします。 

応答: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCRO?  に対する応答が6272 

ビット 12 (SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) が 1 に設定されている場合

は、10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) を返します。 
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ISCR1? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status 0 to 1 Change Register クエリ) インスツルメント・ステータス  
0 - 1 チェンジ・レジスターの内容を返してクリアします。 

応答: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISCR1?  に対する応答が6272 

ビット 12 (SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) が 1 に設定されている場合 
は、10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) を返します。 

ISR? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Instrument Status Register クエリ)  インスツルメント・ステータス・レジスター

の内容を返します。 

応答: <値> (16 ビットの 10 進数表現、0 ～ 32767) 

例: ISR? に対する応答が6272 

ビット 12 (SETTLED)、10 (REMOTE)、6 (HIVOLT) が 1 に設定されている場合

は、10 進数 6272 (2 進数 0001010001000000) を返します。 

LCOMP Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Inductive compensation コマンド)  AC 電流出力の誘導性負荷補償を有効または無

効にします。電流出力の場合、補償は周波数が 440 Hz 未満で振幅が 0.33 A 未満

の場合に可能です。また、周波数が 1 kHz 未満で振幅が 0.33 A 以上の場合も可

能です。 

パラメーター OFF (誘導負荷補償回路をオフにします) 
 ON (誘導負荷補償回路をオンにします) 

例: LCOMP ON 

LCOMP? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Inductive compensation クエリ)  AC 電流出力の誘導性負荷補償が有効になってい

るかどうかを返します。 

応答: (文字) OFF (誘導負荷補償回路はオフです) 
 (文字) ON (誘導負荷補償回路はオフです) 

例: LCOMP?  に対する応答がON 

LIMIT Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Limit コマンド)  電圧と電流の 大許容出力 (正負) を設定します。この設定は、

校正器の不揮発性メモリに保存されます。(不揮発性メモリに構成データを保存

中、約 2 秒間、校正器はリモート・コマンドに応答しません。)正と負、両方の

値を入力する必要があります。一旦設定すると、校正器は、別のリミットが入力

されるか、あるいは FORMAT SETUP コマンドでリミット (および他のすべての

初期設定) を工場設定 (±1020 V, ±20.5 A) にリセットするまで、そのリミットを

保持します。FORMAT コマンドを参照してください。 

以下のように、リミットの大きさは波形によってその作用が異なります： 
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 dc リミットの大きさ 
 ac (正弦波) リミットの大きさ (rms) 
 ac (非正弦波) リミットの大きさ x 3 (p-p) 
 ac (dc オフセット) リミットの大きさ x 2.4 (絶対ピーク) (ボルトのみ) 

パラメーター: <正の値>,<負の値> 

例: LIMIT 100V, -100V 

電圧出力を ±100 V dc、100 V ac rms、300 V p-p、240 V ピークに制限します。 

例: LIMIT 1A, -1A 

電流出力を ±1 A dc、1 A ac rms、3 A p-pに制限します。 

LIMIT? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Limit クエリ)  電圧と電流の出力リミット設定を返します。 

応答: <正の電圧値>,<負の電圧値>, 
 <正の電流値>,<負の電流値> 

例: LIMIT?    

 に対する応答が 1020.0000,-1020.0000, 20.5000, 
−20.5000 

電圧と電流の現在のリミットを返します (リセット値を表示)。 

LOCAL Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Local コマンド)  校正器をローカル状態にして、リモート状態 (REMOTE コマン

ドを参照) および正面パネル・ロックアウト (LOCKOUT コマンドを参照) を解除

します。このコマンドは、IEEE-488 GTL (Go To Local) メッセージと同様の働き

をします。 

パラメーター: (なし) 

例: LOCAL 

機器をローカル状態に設定して、リモート状態と正面パネル・ロックアウト (有
効になっている場合) を解除します。 

LOCKOUT Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Lockout コマンド) リモート・コントロール中の校正器をロックアウト状態にし

ます (REMOTE コマンドを参照)。これは、リモート・コントロール中は正面パネ

ルでのローカル操作ができないことを意味します。ロックアウト状態を解除する

には、LOCAL コマンドを使用します。このコマンドは IEEE-488 LLO (ローカ

ル・ロックアウト) メッセージと同様の働きをします。 

パラメーター: (なし) 

例: LOCKOUT 

機器を正面パネル・ロックアウト状態に設定し、正面パネルからは操作できなく

なります。 
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LOWS Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Low Potential Output Terminals コマンド)  校正器の正面パネルの NORMAL LO 端
子と AUX LO 端子を内部接続するか (初期設定)、切断するかを選択します。こ

の機能は、AC 電力、DC 電力、デュアル DC 電圧、およびデュアル AC 電圧出

力に使用されます。一旦設定されると、校正器の電源を切るかリセットするまで

このLO設定は保持されます。 

パラメーター: OPEN (NORMAL LO 端子と AUX LO 端子の接続を切断します) 

 TIED (NORMAL LO 端子と AUX LO 端子を接続します) 

例: LOWS TIED 

正面パネルの NORMAL LO 端子と AUX LO 端子を接続します。 

LOWS? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Low Potential Output Terminals クエリ)  校正器の正面パネルの NORMAL LO 端子

と AUX LO 端子が内部接続されているか (初期設定)、または切断されているか

を返します。 

応答: OPEN (NORMAL LO 端子と AUX LO 端子の接続は切断されてい

ます) 

 TIED (NORMAL LO 端子と AUX LO 端子は接続されています) 

例: LOWS?  に対する応答がOPEN 

校正器の正面パネルの NORMAL LO 端子と AUX LO 端子が切断されている場合

は、OPEN を返します。 

MULT Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Multiply コマンド)  基準の大きさ (EDIT コマンドを使用して選択した出力、ま

たは初期設定の第 1 出力) を乗算します。基準となるのは、ダイレクト・モード

または誤差モードにおける現在の基準値です。 

パラメーター: <値> (浮動小数点で表した乗数) 

例: MULT 2.5 

既存の基準に 2.5 を乗じて、新しい基準を作成します。例えば既存の基準が 1 V 
だと、乗算すると 2.5 V になります。 

NEWREF Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(New Reference コマンド)  新しい基準を現在の校正器の出力値に設定して、誤差

モード (選択されている場合) を終了します。例えば、EDIT および INCR コマン

ドで本器の出力を編集し、次に NEWREF コマンドで新しい基準ポイントを設定

して誤差モードを終了します。これは、本器正面パネルの  キーを押すのと

同じです。 

パラメーター: (なし) 

例: NEWREF 

基準値を現在の校正器の出力値に設定します。 
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OLDREF Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Old Reference コマンド) 本器の出力を基準値に設定し、誤差モードを終了します 
(選択されている場合)。EDIT および INCR コマンドで出力を編集していて、そ

れを基準値に戻したい場合は、OLDREF コマンドを使用します。出力を編集して

いて、編集した値を新しい基準にしたい場合は、NEWREF コマンドを使用しま

す。 

パラメーター: (なし) 

例: OLDREF 

出力を現在の基準値に設定し、編集した変更をクリアします。 

ONTIME? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Calibrator On Time クエリ) 本器の電源を入れてからの経過時間を分単位で返し

ます。 

応答: <分> (24 時間表示) 

例: ONTIME?  に対する応答が47 

本器の電源を入れてから経過した時間：47 分を返します。 

*OPC Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Operations Complete コマンド)  デバイスのペンディング中の動作がすべて完了し

たときに、イベント・ステータス・レジスターのビット 0 (OPC) を 1 に設定しま

す。*ESR? コマンドも参照してください。 

パラメーター: (なし) 

例: *OPC 

デバイスのペンディング中の動作がすべて完了したときに、イベント・ステータ

ス・レジスターのビット 0 を 1 に設定します。 

*OPC? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Operations Complete クエリ)  ペンディング中の動作がすべて完了したら 1 を返し

ます。このコマンドを送信すると、動作が完了するまでプログラムの実行が中断

されます。(*WAI を参照)。 

応答: 1 (すべての動作が完了) 

例: *OPC?  に対する応答が1 

ペンディング中の動作がすべて完了すると 1 を返します。 

OPER Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Operate コマンド)  校正器がスタンバイ状態の場合に、校正器の出力を有効にし

ます。これは、校正器の正面パネルの   キーを押すのと同じです。エラー・

キューにエラーがある場合、33 V 以上の出力に対する OPER コマンドは実行さ

れません。(ERR? コマンドおよび STBY コマンドも参照。) 

パラメーター: (なし) 
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例: OPER 

選択した出力を校正器の正面パネルの端子に接続します。また、 キーの表

示が点灯します。 

OPER? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Operate クエリ)  動作/スタンバイの設定を返します。 

応答: 1 (動作中) 

 0 (スタンバイ中) 

例: OPER?  に対する応答が1 

校正器が出力動作中の場合、1を返します。 

*OPT? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Options コマンド)  インストールされているハードウェアとソフトウェア・オプ

ションの一覧を返します。 

応答: <オプション文字列>,<オプション文字列>,... (コンマ区切りのオプ

ション・リスト) 

 0 (オプションはインストールされていません) 

例: *OPT?に対する応答がSC600 

オシロスコープ校正オプションがインストールされている場合は、SC600 を返

します。 

OUT Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Output コマンド)  校正器の出力を設定し、誤差モードの新しい基準ポイントを

規定します。1 つしか振幅が入力されなければ、校正器はシングル出力します。

振幅が 2 つ入力された場合、校正器はデュアル出力になります。デュアル電圧出

力では、2 つ目の振幅は AUX 端子から出力されます。周波数の入力がない場

合、校正器は現在使用中の周波数を使用します。 

温度を出力または測定するには、 初に目的のセンサーとそのパラメーターを選

択します。(TSENS_TYPE、RTD_*、および TC_* コマンドを参照。) 

本器のスコープ・オプションを使用して信号を出力する方法については、第8章
のSCOPE コマンドを参照してください。 

AC 機能の周波数を変更したときに、HARMONIC コマンドで高調波出力を同時

にはっきりと設定しなかった場合、高調波は 1 に設定されます。 

必要に応じてOUT コマンドと一緒にk、M、μ などの乗数を使用してください。 

パラメーター: <値> V DC 電圧、または AC 電圧の変更 
 <値> DBM AC 電圧 dBm の変更 
 <値> V, <値> Hz AC 電圧、または 0 Hz の場合 DC 電
圧 
 <値> DBM, <値> Hz dBm での AC 電圧 
 <値> A DC 電流、または AC 電流の変更 
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 <値> A, <値> Hz AC 電流 
 <値> OHM 抵抗 
 <値> F 静電容量 
 <値> CEL 温度 (摂氏) 
 <値> FAR 温度 (華氏) 
 <値> HZ 周波数の変更 
 <値> V, <値> A DC 電力、または AC 電力の変更 
 <値> V, <値> A, <値> HZ AC 電力 
 <値> V, <値> V デュアル DC 電圧、またはデュアル 

AC 電圧の変更 
 <値> V, <値> V, <値> HZ デュアル AC 電圧 (ボルト) 
 <値> シングル出力において、単位と周波

数は変えず振幅を変更 

例: OUT 15.2 V (電圧: 15.2 V @ 同一周波数) 
 OUT 20 DBM (電圧: 20 dBm @ 同一周波数) 
 OUT 10 V, 60 Hz (AC 電圧: 10 V @ 60 Hz) 
 OUT 10 DBM, 50 HZ (AC 電圧: 10 dBm @ 50 Hz) 
 OUT 1.2 MA (電流: 1.2 mA @ 同一周波数) 
 OUT 1 A, 400 HZ (AC 電流: 1 A @ 400 Hz) 
 OUT 1 KOHM (抵抗: 1 kΩ) 
 OUT 1 UF (静電容量: 1 μF) 
 OUT 100 CEL (温度: 100 °C) 
 OUT 32 FAR (温度: 32 °F) 
 OUT 60 HZ (周波数の変更: 60 Hz) 
 OUT 10 V, 1 A (電力: 10 ワット @ 同一周波数) 
 OUT 1 V, 1 A, 60 HZ (AC 電力: 1 ワット @ 60 Hz) 
 OUT 1 V, 2 V (デュアル電圧: 1 V, 2 V @ 同一周波

数) 
 OUT 10 MV, 20 MV, 60 HZ (デュアル電圧: .01 V, .02 V @ 60 Hz) 
各例では、-15.2 V のように値と単位を入力しています。単位なしで値だけ入力

された場合、論理的に許容されれば現在の出力値は変更されます。 

OUT? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Output クエリ)  校正器の出力振幅と周波数を返します。応答メッセージに乗数 
(K や M など) は使用されません。 

パラメーター: V (AC 電圧モードと TC モードで任意) 
 DBM (AC 電圧モードで任意) 
 CEL (RTD および TC モードで任意、摂氏) 
 FAR (RTD および TC モードで任意、華氏) 
 OHM (RTD モードで任意、オーム) 

応答: <第1出力の振幅値>,<第1出力の単位>, 
  <第2出力の振幅値>,<第2出力の単位>, 
  <基本波の周波数> 

例: OUT?  に対する応答が -1.520000E+01,V,0E+00,0,0.00E+00 
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 OUT? に対する応答が 1.88300E-01,A,0E+00,0,4.420E+02 
 OUT? に対する応答が1.23000E+00,V,2.34000E+00,V, 

6.000E+01 
 OUT? に対する応答が1.92400E+06,OHM,0E+00,0,0.00E+00 
 OUT? に対する応答が1.52000E+01,V,1.88300E-01,A, 

4.420E+02 
 OUT? DBM に対する応答が2.586E+01,DBM,0E+00,A, 

4.420E+02 
 OUT?  に対する応答が1.0430E+02,CEL,0E+00,0,0.00E+00 
 OUT? FAR に対する応答が2.19740000E+02,FAR,0E+00,0, 

0.00E+00  
 OUT? V に対する応答が4.2740E-03,V,0E+00,0,0.00E+00 
 OUT? OHM に対する応答が1.40135E+02,OHM,0E+00,0, 

0.00E+00 

上記の例に対応する値はそれぞれ以下のとおりです: 

 –15.2 V 
 188.3 mA, 442 Hz 
 1.23 V, 2.34 V, 60 Hz 
 1.924 MΩ 
 15.2 V, 188.3 mA, 442 Hz 
 25.86 dBm, 442 Hz (600 Ωのとき25.86 dBm = 15.2 V) 
 104.3 °C 
 219.74 °F (104.3 °C と同じ値、華氏) 
 4.274 mV (K タイプ熱電対の 104.3 °C と同じ値、ボルト) 
 140.135 Ω (測温抵抗体 pt385 の 104.3 °C と同じ値、オーム) 

第1出力と 第2出力の単位は、V、DBM、A、OHM、F、CEL、FAR のいずれかで

す。<周波数> の単位は常にHzとなります。 

OUT_ERR? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Output Error クエリ)  INCR コマンドで出力を変更した後に本器で計算された 
UUT 誤差と単位を返します。単位は、PPM (100 万分の 1)、PCT (パーセント)、
DB(デシベル)、または誤差がない場合は0 です。UUT 誤差は、周波数を編集し

ているときは計算されません。 

応答: <誤差値>,<単位> 

例: OUT_ERR?  に対する応答が 1.00000E+01,PCT 

UUT の読み値が 10 % 低い場合は –10% と表示されます。 

PHASE Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Phase Difference コマンド)  校正器の正面パネル NORMAL 端子と AUX 端子また

は 20 A 端子間の、AC 電力および AC デュアル電圧出力の位相差を設定します。

NORMAL 端子の出力が位相の基準になります。設定範囲は、0.00 ～ ±180.00 度
で、進相の場合は +、遅相の場合は – を指定します。 

パラメーター: <位相値> DEG (DEG (度) は任意) 

例: PHASE –60 DEG 
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AUX 端子の周波数が NORMAL 端子の周波数より 60 度遅れるように位相差を設

定します。 

PHASE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Phase Difference クエリ)  校正器の正面パネルの NORMAL 端子と AUX 端子間

の、AC 電力出力および AC デュアル電圧出力の位相差を返します。 

応答: <位相値> 

例: PHASE?  に対する応答が-6.000E+01 

AUX 端子の周波数が NORMAL 端子の周波数より 60 度遅れている場合、-60 を
返します。 

POWER? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Calculate Power Output クエリ)  電圧と電流の設定、および力率 (AC のみ) に基づ

いて、AC および DC 電力出力に対する有効電力を返します。出力が AC 電力ま

たは DC 電力でない場合、戻り値は、0E+00 (ゼロ) ワットです。 

応答: <値> (ワット) 

例： POWER?に対する応答が1.00000E+01 

出力が電圧 10 V DC、電流 1 A DC で、10 ワットの有効電力の場合、10 を返しま

す。 

例： POWER?に対する応答が1.00000E+01 

出力が電圧10 V AC、電流 2 A AC、力率 .5で、10 ワットの有効電力の場合、10 
を返します。 

PR_PRT X IEEE X RS=232 
Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

説明: 選択したシリアル・ポートからセルフ校正レポートを印刷します。 

パラメーター: 1.印刷するレポートのタイプ: STORED、ACTIVE、CONSTS 

2. レポートの形式: PRINT  (読み取り用)、SPREAD  (ス
プレッドシートへの読み込み用) 

3. レポート内の仕様の種類 (校正間隔): I90D (90 日仕様)、I1Y (1 
年仕様) 

4. 出力先のシリアル・ポート:  HOST、UUT 

例: PR-PRT STORED, PRINT, i90D, HOST 

PRES? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Pressure Module クエリ) 接続されている圧力モジュールの型式と製造番号を問合

せます。 

応答: <Indefinite ASCII> コンマで区切られた、以下の4 つのフィールドか

らなる  

 メッセージ： 

 1. メーカー 
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 2. 型式 

 3. 製造番号 

 4. ファームウェアのバージョン 

例: FLUKE,700P05,9467502,0 

PRES_MEAS Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Pressure Measurement mode コマンド) 作動モードを圧力測定に変更します。 

パラメーター:  (任意) 圧力の単位 

例: PRES_MEAS PSI 

パラメーターの入力がない場合は、以前設定した単位で表示されます。 

PRES_UNIT Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Pressure Units コマンド) 圧力の表示単位を設定します。 

パラメーター: PSI  (重量ポンド毎平方インチ) 
 MHG  (水銀柱メートル) 
 INHG  (水銀柱インチ) 
 INH2O  (水柱インチ) 
 FTH2O  (水柱フィート) 
 MH2O  (水柱メートル) 
 BAR  (バール) 
 PAL  (パスカル) 
 G/CM2  (グラム毎平方センチメートル) 
 INH2O60F (華氏60度のときの水柱インチ) 

一旦設定されると、校正器の電源を切るかリセットするまでこの圧力単位設定は

保持されます。 

例: PRES_UNIT BAR 

PRES_UNIT? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Pressure Units クエリ) 圧力の表示単位を返します。 

応答: (文字) PSI  (重量ポンド毎平方インチ) 
 (文字) MHG  (水銀柱メートル) 
 (文字) INHG  (水銀柱インチ) 
 (文字) INH2O (水柱インチ) 
 (文字) FTH2O (水柱フィート) 
 (文字) MH2O  (水柱メートル) 
 (文字) BAR  (バール) 
 (文字) PAL  (パスカル) 
 (文字) G/CM2 (グラム毎平方センチメートル) 
 (文字) INH2O60F (華氏60度のときの水柱インチ) 

例: PRES_UNIT? に対する応答が BAR 
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一旦設定されると、校正器の電源を切るかリセットするまでこの圧力単位設定は

保持されます。 

PRES_UNIT_D
Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Pressure Units Default コマンド) 圧力表示単位の、電源投入時およびリセット時

の初期値を設定します。 

パラメーター: PSI  (重量ポンド毎平方インチ) 
 MHG  (水銀柱メートル) 
 INHG  (水銀柱インチ) 
 INH2O  (水柱インチ) 
 FTH2O  (水柱フィート) 
 MH2O  (水柱メートル) 
 BAR  (バール) 
 PAL  (パスカル) 
 G/CM2  (グラム毎平方センチメートル) 
 INH2O60F (華氏60度のときの水柱インチ) 

例: PRES_UNIT_D PSI 

圧力単位は、電源投入時およびリセット時には初期設定値に戻ります。 

PRES_UNIT_D? 
Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Pressure Units Default クエリ) 圧力表示単位の、電源投入時およびリセット時の

初期設定値を返します。 

応答: (文字) PSI  (重量ポンド毎平方インチ) 
 (文字) MHG  (水銀柱メートル) 
 (文字) INHG  (水銀柱インチ) 
 (文字) INH2O (水柱インチ) 
 (文字) FTH2O (水柱フィート) 
 (文字) MH2O  (水柱メートル) 
 (文字) BAR  (バール) 
 (文字) PAL  (パスカル) 
 (文字) G/CM2 (グラム毎平方センチメートル) 
 (文字) INH2O60F (華氏60度のときの水柱インチ) 

例: PRES_UNIT_D? に対する応答が PSI 

*PUD Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Protected User Data コマンド)  64 文字 ( 大) の文字列を校正器の不揮発性メモリ

に保存します。(不揮発性メモリに構成データを保存中の約 2 秒間、校正器はリ

モート・コマンドに応答しません。)このコマンドは、本器背面パネルの 
CALIBRATION スイッチが ENABLE の位置にあるときのみ機能します。ブロッ

ク・データの終了を示す Line Feed (RS-232) または End or Identify (EOI) コマンド 
(IEEE-488) を含みます。 
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パラメーター: #2<nn><nn 文字の文字列> (有限

長) 
 #0<文字列> (無限長) 
 “<文字列>“ (文字列) 
 ‘<文字列>‘ (文字列) 

例: *PUD #0CAL LAB NUMBER 1 

無限長フォーマットで、文字列 CAL LAB NUMBER 1 を保護されているユーザ

ー・データ領域に保存します。 

例: *PUD #216CAL LAB NUMBER 1 

有限長フォーマットで、文字列 CAL LAB NUMBER 1 を保護されているユーザ

ー・データ領域に保存します。ここで、#2 に続く 2 桁は、CAL LAB NUMBER 1 
の文字数nn (スペースを含め 16) を表します。 

例: *PUD “CAL LAB NUMBER 1” 

文字列フォーマットで、文字列 CAL LAB NUMBER 1 を保護されているユーザ

ー・データ領域に保存します。 

*PUD? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Protected User Data クエリ)  *PUD (保護されたユーザー・データ) メモリの内容

を有限長フォーマットで返します。 

応答: #2nn<nn 文字> 

例: *PUD?  に対する応答が #216CAL LAB NUMBER 1不揮発性メモ

リに保存されているデータが (スペースを含めて) 16文字の場合、#2に続いて

16、それに続いて16文字のテキストを返します。 

RANGE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Range クエリ) 現在の出力レンジを返します。第一出力と第 2 出力の両方が返さ

れます。第 2 出力がない場合は、0 が返されます。デュアル出力の場合は、第 1 
出力 (正面パネルの NORMAL 端子) を表す P と第 2 出力 (正面パネルの AUX 端
子) を表す S が付加されます。 

応答: <第 1 出力>,<第 2 出力> 

例: DC330MV,0 (DC 電圧 330 mV レンジ) 
 DC33MA_A,0 (DC 電流 33 mA レンジ) 
 AC3_3V,0 (AC 電圧 3.3 V レンジ) 
 AC330MA_A,0 (AC 電流 330 mA レンジ) 
 R110OHM,0 (抵抗 110 Ω レンジ) 
 C1_1UF,0 (静電容量 1.1 μF レンジ) 
 TCSRC,0 (熱電対出力) 
 RTD_110,0 (測温抵抗体 110 Ω レンジ) 
 DC3_3V_P,DC3A_AS (DC 電力 3.3 V、3 A レンジ) 
 AC330V_P,AC20A_2S (AC 電力 330 V、20 A レンジ) 
 DC330MV_P,DC3_3V_S (デュアル DC 電圧 330 mV、3.3 V レンジ) 
 AC330V_P,AC3_3V_S (デュアル AC 電圧 330 V、3.3 V レンジ) 
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シングル出力、またはデュアル出力の第 1 出力の値を先に返し、次に第 2 出力の

値を返します。(第 2 出力がない場合は 0)。 

RANGELCK Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Range Lock コマンド)  DC 電圧および DC 電流のシングル出力において、現在の

レンジでロックするか、自動レンジにするかを設定します。出力機能を、例え

ば、DC 電圧から DC 電流に変えた場合、レンジ・ロックは自動的に解除されま

す。RANGELCK がオンの場合、レンジロック・ソフトキーの locked 表示と同様

です。RANGELCK がオフの場合、レンジロック・ソフトキーの auto 表示と同様

です。 

パラメーター: ON (DC 電圧または DC 電流レンジをロックします) 

 OFF (DC 電圧または DC 電流レンジをロック解除して、自動レ

ンジ設定を有効にします) 

例: RANGELCK OFF 

レンジ・ロックをオフにして、DC 電圧または DC 電流の自動レンジ設定を有効

にします。 

RANGELCK? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Range Lock クエリ)  設定されている DC 電圧または DC 電流のシングル出力レ

ンジがロックされているかどうかを返します。 

応答: ON (レンジがロックされていて、自動レンジ設定が無効) 

 OFF (レンジはロックされておらず、自動レンジ設定が有効) 

例: RANGELCK?  に対する応答がOFF 

DC 電圧または DC 電流がロックされていない場合 (自動レンジ設定が有効)、
OFF を返します。 

REFCLOCK Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Reference Clock コマンド) 基準クロック信号源を設定します (内部または10 MHz 
IN BNCコネクターを介して)。 

パラメーター INT (内部基準クロックに設定) 
 EXT (外部基準クロックに設定) 

例: REFCLOCK INT 

一旦設定されると、校正器の電源を切るかリセットするまでこの設定は保持され

ます。 

REFCLOCK? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Reference Clock クエリ) 基準クロック信号源を返します (内部または10 MHz IN 
BNCコネクターを介して)。 

応答: (文字) INT (内部基準クロック) 
 (文字) EXT (外部基準クロック) 

例: REFCLOCK? に対する応答が INT 
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REFCLOCK_D
Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Reference Clock Default コマンド) 基準クロック信号源の、電源投入時およびリ

セット時の初期値 (内蔵または10 MHz IN BNCコネクターを介して) を設定しま

す。 

パラメーター INT (内部基準クロックに設定) 
 EXT (外部基準クロックに設定) 

電源投入時、リセット時、およびAC機能に移行した際に、基準クロックが初期

設定値に設定されます。 

例: REFCLOCK_D INT 

REFCLOCK_D? 
Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Reference Clock Default クエリ) 基準クロック信号源の、電源投入時およびリセ

ット時の初期値 (内蔵または10 MHz IN BNCコネクターを介して) を返します。 

応答: (文字) INT (内部基準クロック) 
 (文字) EXT (外部基準クロック) 

例: REFCLOCK_D? に対する応答が INT 

REFOUT? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Reference Output クエリ)  出力が変更されているときに現在の基準値を表示しま

す (誤差モード)。INCR コマンドで出力を変更していなければ、戻り値は 0 
(0E+00) になります。基準値は、OUT、NEWREF または MULT コマンドで設定さ

れます。どの数量が変更されているかを判断するには、EDIT? および OUT? コ
マンドを使用します。 

応答: <基準値> 

例: REFOUT?  に対する応答が0E+00 

出力が変更されていない場合は、0 を返します。 

例: REFOUT?  に対する応答が2.500000E-01 

出力が変更されていて、基準値が例えば、250 mV の場合、.250 を返します。 

REFPHASE Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Reference Phase コマンド) 2台の校正器を10 MHz IN/OUTを介して同期させてい

る場合に、10 MHz IN または OUT 端子の同期パルスに対する第1出力チャンネル

の位相差を設定します。第1チャンネルは、シングル出力の場合はNORMAL、
AUX、または20A端子であり、AC電力およびデュアルAC電圧出力の場合は

NORMAL端子です。10 MHz IN または OUT 端子の同期パルスが位相の基準で

す。設定範囲は、0.00～±180.00 度で、進相は+、遅相は−です。 

パラメーター: 位相差と、任意で乗数および単位DEG 

例: REFPHASE 1.5 DEG (1.5 度)  
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いずれかの校正器の第1チャンネルの位相を、同期パルスに対して1.5 度進めま

す。 

REFPHASE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Reference Phase クエリ) 2台の校正器を10 MHz IN/OUTを介して同期させている

場合に、10 MHz IN または OUT 端子の同期パルスに対する第1出力チャンネルの

位相差を返します。 

応答: (浮動小数点) 位相 (度) 

例: REFPHASE? に対する応答が1.50E+00 (1.5 度) 

REFPHASE_D Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Reference Phase Default コマンド) 2台の校正器を10 MHz IN/OUTを介して同期さ

せている場合に、10 MHz IN または OUT 端子の同期パルスに対する第1出力チャ

ンネルの位相差の、電源投入時およびリセット時の初期設定値を設定します。第

1チャンネルは、シングル出力の場合はNORMAL、AUX、または20A端子であ

り、AC電力およびデュアルAC電圧出力の場合はNORMAL端子です。10 MHz IN 
または OUT 端子の同期パルスが位相の基準です。設定範囲は0.00～±180.00 度
で、進相は+、遅相は−です。 

パラメーター: 位相差と、任意で乗数および単位DEG 

例 REFPHASE_D 1.5 DEG (1.5 度) 

いずれかの校正器の第1チャンネルの位相を、同期パルスに対して1.5 度進めるよ

う、電源投入時およびリセット時の初期設定値を設定します。 

REFPHASE_D? 
Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Reference Phase Default クエリ) 2台の校正器を10 MHz IN/OUTを介して同期させ

ている場合に、10 MHz IN または OUT 端子の同期パルスに対する第1出力チャン

ネルの位相差の、電源投入時およびリセット時の初期設定値を返します。 

応答: (浮動小数点) 位相 (度) 

例: REFPHASE_D? に対する応答が1.50E+00 (1.5 度) 

REMOTE Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Remote コマンド)  校正器をリモート状態にします。このコマンドは IEEE-488 
REN (リモート・イネーブル) メッセージと同様の働きをします。リモート状態

のとき、コントロール・ディスプレイには、ソフトキー "REMOTE CONTROL 
Go to Local" が表示されます。このソフトキーを押すと、校正器はローカル操作

に戻ります。正面パネルがロックアウトされているときは、コントロール・ディ

スプレイにはソフトキー "REMOTE CONTROL LOCAL LOCK OUT" が表示され

ます。(LOCKOUT コマンドを参照。)正面パネルのロックを解除するには、

LOCAL コマンドを使用するか、あるいは本器の電源を入れ直します。 

パラメーター: (なし) 

例: REMOTE 
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校正器がリモート状態になり、正面パネルのコントロール・ディスプレイのソフ

トキー REMOTE CONTROL にこの状態が示されます。 

RPT_STR Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Report String コマンド)  ユーザー・レポート文字列を読み込みます。ユーザー・

レポート文字列はローカル操作時にコントロール・ディスプレイで確認すること

ができ、校正レポートに表示されます。CALIBRATION スイッチは ENABLE に
しておく必要があります。(連続コマンド。) 

パラメーター: 大 40 文字の文字列 

RPT_STR? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Report String クエリ)  ユーザー・レポート文字列を返します。ユーザー・レポー

ト文字列はローカル操作からコントロール・ディスプレイで確認することがで

き、校正レポートに表示されます。(連続コマンド。) 

パラメーター: なし 

応答: (文字列) 大40文字 

*RST Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Reset Instrument コマンド) 本器を電源投入時の状態にリセットします。*RST 
は、リセット動作が完了するまで、以降のコマンドの実行を延期します。これ

は、本器正面パネルの  キーを押すのと同じです。 

リセット動作により以下のコマンドと値が呼び出されます： 

コマンド 値 コマンド 値 

CUR_POST AUX REFCLOCK <REFCLOCK_D value> 

DBMZ <DBMZ_D value> REFPHASE <REFPHASE_D value> 

DC_OFFSET 0V RTD_TYPE <RTD_TYPE_D value> 

DUTY 50PCT SCOPE OFF 

EARTH OPEN STBY (No output) 

EXTGUARD OFF TC_OFFSET 0 CEL 

HARMONIC 1, PRI TC_OTCD ON 

LCOMP OFF TC_REF INT 

LOWS TIED TC_TYPE <TC_TYPE_D value> 

OUT 0V,0HZ TRIG OFF 

コマンド 値 コマンド 値 

OUT_IMP Z1M TSENS_TYPE TC 

PHASE 0DEG WAVE NONE,NONE 

PRES_UNIT <PRES_UNIT_D value> ZCOMP OFF 

RANGELCK OFF ZERO_MEAS OFF 
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メモリに保存されていない設定メニューに対する変更はリセット時に破棄されま

す。 

応答: (なし) 

例: *RST 

校正器がリセットされ、上記のコマンドと値が呼び出されます。 

RTD_TYPE Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Resistance Temperature Detector Type コマンド)  測温抵抗体 (RTD) のタイプを設

定します。 

RTD_TYPE を使用する前に、RTD を選択してください。TSENS_TYPE コマン

ドを使用して RTD_TYPE の後に、OUT コマンドで出力温度を選択します。温度

センサーを変更すると、出力は 0 °C になります。一度設定すると、校正器の電

源を切るかリセットするまで このRTD タイプは保持されます。 

パラメーター: PT385 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_200 (200 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_500 (500 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_1000 (1000 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT3926 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003926 Ω/Ω/°C) 
 PT3916 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003916 Ω/Ω/°C) 
 CU10 (10 Ω RTD、実験曲線) 
 NI120 (120 Ω RTD、実験曲線) 

例: RTD_TYPE PT3926 

RTD タイプ を100 Ω、pt3926 の温度係数 (α=0.003926 Ω/Ω/°C) に設定します。100 
オームの抵抗は氷点における特性です (0 °C (32 °F) での RTD の抵抗)。 

RTD_TYPE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Resistance Temperature Detector Type クエリ)  RTD 温度シミュレーションに使わ

れる測温抵抗体 (RTD) タイプを返します。 

応答: PT385 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_200 (200 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_500 (500 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_1000 (1000 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT3926 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003926 Ω/Ω/°C) 
 PT3916 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003916 Ω/Ω/°C) 
 CU10 (10 Ω RTD、実験曲線) 
 NI120 (120 Ω RTD、実験曲線) 

例: RTD_TYPE?  に対する応答が PT3926 

RTD タイプとして PT3926 を返します (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003926 
Ω/Ω/°C が設定されている場合)。 
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RTD_TYPE_D Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Resistance Temperature Detector Type Default コマンド)  測温抵抗体 (RTD) の、電

源投入時およびリセット時の初期設定値を、本器の不揮発性メモリに保存しま

す。(不揮発性メモリに構成データを保存中の約 2 秒間、校正器はリモート・コ

マンドに応答しません。) 

パラメーター: PT385 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_200 (200 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_500 (500 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_1000 (1000 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT3926 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003926 Ω/Ω/°C) 
 PT3916 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003916 Ω/Ω/°C) 
 CU10 (10 Ω RTD、実験曲線) 
 NI120 (120 Ω RTD、実験曲線) 

例: RTD_TYPE_D PT3926 

初期設定の RTD タイプを 100 Ω RTD、温度係数 α=0.003926 Ω/Ω/°C に設定しま

す。 

RTD_TYPE_D? 
Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Resistance Temperature Detector Type Default クエリ)  電源投入時およびリセット

時に使用される初期設定の測温抵抗体 (RTD) を返します。 

応答: PT385 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_200 (200 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_500 (500 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT385_1000 (1000 Ω RTD、温度係数 α=0.00385 Ω/Ω/°C) 
 PT3926 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003926 Ω/Ω/°C) 
 PT3916 (100 Ω RTD、温度係数 α=0.003916 Ω/Ω/°C) 
 CU10 (10 Ω RTD、実験曲線) 
 NI120 (120 Ω RTD、実験曲線) 

例: RTD_TYPE_D?  に対する応答が PT3926 

初期設定の RTD タイプ PT3926 を返します (100 Ω RTD、温度係数 
α=0.003926 Ω/Ω/°C の場合)。 

SP_SET Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Host Serial Port Set コマンド)  校正器の背面パネルにある SERIAL 1 FROM HOST 
シリアル・ポートの RS-232-C 設定を本器の不揮発性メモリに保存します。(不揮

発性メモリに構成データを保存中の約 2 秒間、校正器はリモート・コマンドに応

答しません。)(背面パネルの SERIAL 2 TO UUT シリアル・ポートのパラメータ

ーの設定方法については、UUT_SET コマンドを参照してください。)工場初期

設定は、以下に太字で表示されています。(工場初期設定に戻すには、FORMAT 
SETUP コマンドを参照。) 
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インターフェースでTERM (ターミナル) を選択するとコマンドおよびエラー・メ

ッセージのエコー機能あり、COMP (コンピューター) を選択するとエコー機能な

しに設定されます。 

パラメーター: <ボー・レート値>, 300、600、1200、2400、4800、9600 
 <インターフェース>, TERM (ターミナル)、COMP (コンピ

ューター) 
 <フロー制御>, XON (xon/xoff)、NOSTALL (なし)、RTS 

(rts/cts) 
 <データ・ビット数>, DBIT7 (7 ビット) または 

DBIT8 (8 ビット) 
 <ストップ・ビット数>, SBIT1 (1 ビット) また

は SBIT2 (2 ビット) 
 <パリティ>, PNONE (なし), PODD (奇数), 

PEVEN (偶数) 
 <終端文字> CR (carriage return), LF (line 

feed), 
  CRLF (Carriage Return/Line 

Feed) 

例: SP_SET 9600,TERM,XON,DBIT8,SBIT1,PNONE,CRLF 

背面パネルの SERIAL 1 FROM HOST シリアル・ポートのパラメーターを工場初

期値と同じ値に設定します。 

SP_SET? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Host Serial Port Set クエリ)  校正器の背面パネルにある SERIAL 1 FROM HOST 
シリアル・ポートの RS-232-C 設定を返します。(背面パネルの SERIAL 2 TO 
UUT シリアル・ポートのパラメーターを返す方法については、UUT_SET?  コマ

ンドを参照。)工場初期設定は、以下に太字で表示されています。(工場初期設定

に戻すには、FORMAT SETUP コマンドを参照。) 

応答: <ボーレート値>, 、600、1200、2400、4800、9600 
 <インターフェース>, TERM (ターミナル)、COMP (コンピュータ

ー) 
 <フロー制御>, XON (xon/xoff)、NOSTALL (なし)、RTS 

(rts/cts) 
 <データ・ビット数>, DBIT7 (7 ビット) または DBIT8 (8 ビッ

ト) 
 <ストップ・ビット数>, SBIT1 (1 ビット) または SBIT2 (2 ビ

ット) 
 <パリティ>, PNONE (なし), PODD (奇数), PEVEN (偶

数) 
 <終端文字> CR (carriage return), LF (line feed), 
  CRLF (Carriage Return/Line Feed) 

例: SP_SET?  に対する応答が 
9600,TERM,XON,DBIT8,SBIT1,PNONE,CRLF 



5522A 
オペレーター・マニュアル 

6-42 

背面パネルの SERIAL 1 FROM HOST シリアル・ポートの設定を返します。この

例で示している値は、工場初期設定になっている場合です。 

SPLSTR Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Serial Poll String コマンド)  シリアル・ポール文字列 ( 大 40 文字) を設定し、校

正器の不揮発性メモリに保存します。(不揮発性メモリに構成データを保存中の

約 2 秒間、校正器はリモート・コマンドに応答しません。) SPLSTR は、^P 
(<cntl> P) が送信されると、シリアル・インターフェースを通じてホストに送信

されます。初期設定のフォーマットは次のとおりです： 

 SPL: %02x %02x %04x %04x 

ここで、%02x (8 ビット) は2桁の16 進数で値を表示することを意味し、%04x (16 
ビット) は、4 桁の 16 進数で値を表示することを意味します。この文字列は以下

を表したものです: 

 SPL: (STB) (ESR) (ISCR0) (ISCR1) 

次の各コマンドをご参照ください：*STB?、*ESR?、ISCR0?、ISCR1?。ホス

トに送信される初期設定フォーマットの標準的な文字列は SPL: 44 00 0000 
1000 です。これはフォーマットに対するコマンドです。フォーマットではなく

値については、^P (<cntl> p) を入力します。SRQSTR コマンドも参照してくださ

い。 

パラメーター: “<文字列>\n” (\n は、NEWLINE、16 進数 0A を表します) 

例: SPLSTR “SPL: %02x %02x %04x %04x\n” 

SPLSTR を初期値 SPL: %02x %02x %04x %04x\n に設定します。 

SPLSTR? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Serial Poll Response String クエリ)  シリアル・ポールへの応答としてプログラム

されている文字列を返します。値の場合は、^P (<cntl> p) 文字を入力します。

SRQSTR コマンドも参照してください。 

応答: <文字列> 

例: SRQSTR  に対する応答がSRQ: %02x %02x %04x %04x\n 

SPLSTR 文字列のフォーマット (この例では初期設定) が表示されます。 

*SRE Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Service Request Enable コマンド)  サービス・リクエスト・イネーブル (SRE) レジ

スターに1バイトを読み込みます。(第 5 章の「サービス・リクエスト・イネーブ

ル・レジスター (SRE)」を参照)。ビット 6 (10 進値の 64) は使用されていないた

め、入力できる値は 大で 255 – 64 = 191 になります。 

パラメーター: <値> (SRE バイトの 10 進数表現、0 ～ 191) 

例: *SRE 56 

ビット 3 (EAV)、4 (MAV)、および 5 (ESR) を有効にします。 
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*SRE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Service Request Enable クエリ)  サービス・リクエスト・イネーブル (SRE) のデー

タを返します。 

応答: <値> (SRE の 10 進数表現、0 ～ 191) 

例: *SRE?  に対する応答が56 

ビット 3 (EAV)、4 (MAV)、および 5 (ESR) が有効になっている場合は、56 を
返します。 

SRQSTR Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Service Request String コマンド)  シリアル・モード のSRQ (サービス・リクエス

ト) に対する応答 ( 大 40 文字) を、校正器の不揮発性メモリに設定します。(不
揮発性メモリに構成データを保存中の約 2 秒間、校正器はリモート・コマンドに

応答しません。)SRQSTR は、SRQ ラインがアサートされると、シリアル・イン

ターフェースを通じてホストに送信されます (ターミナル・モードのみ)。デフォ

ルトのフォーマットは次のとおりです： 

 SRQ: %02x %02x %04x %04x 

ここで、%02x (8 ビット) は2桁の 16 進数で値を表示することを意味し、%04x 
(16 ビット) は、4 桁の 16 進数で値を表示することを意味します。この文字列は

以下を表したものです: 

 SRQ: (STB) (ESR) (ISCR0) (ISCR1) 

次の各コマンドをご参照ください。*STB?、*ESR?、ISCR0?、ISCR1?。ホス

トに送信される初期設定フォーマットの標準的な文字列は SRQ: 44 00 0000 
1000 です。このコマンドはフォーマットについてのコマンドです。シリアル・

ポールへの応答については、SPLSTR コマンドを参照してください。 

パラメーター: “<文字列>\n” (\n は、Line Feed、
16 進数 0A を表します) 

例: SRQSTR “SRQ: %02x %02x %04x %04x\n” 

SRQSTR を初期値 SRQ: %02x %02x %04x %04x\nに設定します。 

 

SRQSTR? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Service Request String クエリ)  シリアル・モードの SRQ への応答としてプログ

ラムされている文字列を返します。これはサービス・リクエスト文字列のフォー

マットです。実際の値はレジスターから得られます。SPLSTR コマンドも参照

してください。 

応答: <文字列> 

例: SRQSTR  に対する応答がSRQ: %02x %02x %04x %04x\n 

SRQSTR 文字列フォーマット (この例では初期設定) を返します。 
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*STB? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Status Byte Register クエリ)  ステータス・バイト・レジスターのデータを返しま

す。(第 5 章の「ステータス・バイト・レジスター (STB)」を参照。) 

応答: <値> (STB バイトの 10 進数表現、0 ～ 255) 

例: *STB?  に対する応答が72 

ビット 3 (EAV) とビット 6 (MSS) が設定されている場合は 72 を返します。 

STBY Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Standby コマンド)  校正器が出力動作中の場合、校正器の出力を停止します。こ

れは、本器正面パネルの  キーを押すのと同じです。 

パラメーター: (なし) 

例: STBY 

本器正面パネル端子から、選択されている出力を切り離します。 

SYNCOUT Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Synchronization Pulse コマンド) 10 MHz OUT BNCコネクターからスレイブ校正

器に対して同期パルスを送信します。 

パラメーター: (なし) 

例: SYNCOUT 

TC_MEAS Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Thermocouple Measure コマンド)  熱電対測定モードを選択します。 

パラメーター: CEL (摂氏) (任意) 
 FAR (華氏) (任意) 

例: TC_MEAS CEL 

校正器の TC 端子に接続されている熱電対の温度 (摂氏) を測定します。 

TC_OFFSET Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Thermocouple Temperature Measurement Offset コマンド)  熱電対測定値にオフセ

ットを追加します (±500 °C)。このコマンドは、熱電対への出力信号には適用さ

れません。 

パラメーター: <値> CEL (オフセット (摂氏)) (任意) 
 <値> FAR (オフセット (華氏)) (任意) 

例: TC_OFFSET +10 CEL 

オフセット +10 °C を熱電対の測定値に追加します。 

TC_OFFSET? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Thermocouple Temperature Measurement Offset クエリ)  熱電対測定の温度オフセ

ット値を返します (±500 °C)。 

応答: <値> CEL (オフセット (摂氏)) (任意) 
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 <値> FAR (オフセット (華氏)) (任意) 

例: TC_OFFSET?  に対する応答が 1.000E+01,CEL 

熱電対測定にオフセット +10 °C が追加されている場合は、10 Celsius を返しま

す。 

TC_OTCD Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Thermocouple Open Detection コマンド)  熱電対測定モードで熱電対の断線検出回

路を有効または無効にします。一度設定すると、この熱電対断線検出回路の設定

は本器の電源を切るかリセットするまで保持されます。 

パラメーター: ON (熱電対検出回路がオンになります) (初期設定) 
 OFF (熱電対検出回路がオフになります) 

例: TC_OTCD ON 

熱電対の断線検出回路が有効になります。熱電対の断線が検出された場合は、そ

の状態が正面パネルに表示されます。 

TC_OTCD? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Thermocouple Open Detection クエリ)  熱電対測定モードで熱電対の断線検出回路

の状態を表示します。 

応答: ON (熱電対検出回路がオン) 
 OFF (熱電対検出回路がオフ) 

例: TC_OTCD?  に対する応答がON 

熱電対の断線検出回路が有効な場合は、ON を返します。 

TC_REF Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Thermocouple Reference コマンド)  熱電対 (TC) の出力と測定に、内部温度センサ

ー (INT) または外部基準値 (EXT) のどちらを使用するかを設定します。 初のパ

ラメーターが EXT の場合は、2 番目のパラメーターに、熱電対の基準接点の温

度を入力してください。一度設定すると、このリファレンス設定は本器の電源を

切るかリセットするまで保持されます。 

パラメーター: INT 
 EXT, <外部基準の値> CEL (または FAR) 

例: TC_REF EXT, 25.6 CEL 

熱電対が、外部基準、25.6 °C に設定されます。 

TC_REF? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Thermocouple Reference クエリ)  熱電対のシミュレートおよび測定の基準として

使用する温度のソースおよび (アクティブな単位に応じて摂氏 (CEL) または華氏 
(FAR) で) 値を返します。内部リファレンス (INT) または外部リファレンス 
(EXT) が表示されます。 

INT の場合、熱電対モードで本器が出力中でなければ基準接点の温度は 0 が返さ

れます。 
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応答: INT, <基準接点温度>,CEL (または FAR) 
 EXT, <基準接点温度>,CEL (または FAR) 

例: TC_REF?  に対する応答が INT,2.988E+01,CEL 

熱電対の基準接点が内部で 29.88 °C の場合は、INT、29.88、CEL を返します。 
(返された内部基準温度が 0 (0.00E+00) の場合は、校正器が信号を出力してい

ない、および/または、熱電対モードになっていません。) 

TC_TYPE Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Thermocouple Type コマンド)  熱電対 (TC) のタイプを設定します。このコマンド

は、OUT コマンドで出力が温度に設定され、その温度センサーのタイプが TC 
に (TSENS_TYPE コマンドで) 設定されている場合に使用されます。温度のシミ

ュレート中に熱電対タイプを変更すると、温度は 0 °C になります。一度設定す

ると、校正器の電源を切るかリセットするまでこの TC タイプは保持されます。 

パラメーター: B (B タイプ熱電対) 
 C (C タイプ熱電対) 
 E (E タイプ熱電対) 
 J (J タイプ熱電対) 
 K (K タイプ熱電対) (初期設定) 
 N (N タイプ熱電対) 
 R (R タイプ熱電対) 
 S (S タイプ熱電対) 
 T (T タイプ熱電対) 
 X (10 μV/°C リニア出力) 
 Y (% 相対湿度) 
 Z (1 mV/°C リニア出力) 

例: TC_TYPE J 

温度出力をシミュレートする熱電対のタイプを J タイプ熱電対に設定します。 

TC_TYPE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Thermocouple Type クエリ)  熱電対 (TC) のタイプを返します。 

温度出力のシミュレート中に熱電対タイプを変更すると、温度は 0 °C になりま

す。 

応答: B (B タイプ熱電対) 
 C (C タイプ熱電対) 
 E (E タイプ熱電対) 
 J (J タイプ熱電対) 
 K (K タイプ熱電対) (初期設定) 
 N (N タイプ熱電対) 
 R (R タイプ熱電対) 
 S (S タイプ熱電対) 
 T (T タイプ熱電対) 
 X (10 μV/°C リニア出力) 
 Y (% 相対湿度) 
 Z (1 mV/°C リニア出力) 

例: TC_TYPE?  に対する応答が K 
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温度出力をシミュレートする熱電対のタイプが K タイプ熱電対の場合は、K を
返します。 

TC_TYPE_D Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Thermocouple Type Default コマンド)  熱電対 (TC) タイプの初期設定値を、校正

器の不揮発性メモリに保存します。(不揮発性メモリに構成データを保存中の約 
2 秒間、校正器はリモートコマンドに応答しません。)電源投入時およびリセッ

ト時にTC タイプは初期設定になります。 

パラメータ: B (B タイプ熱電対) 
 C (C タイプ熱電対) 
 E (E タイプ熱電対) 
 J (J タイプ熱電対) 
 K (K タイプ熱電対) (初期設定) 
 N (N タイプ熱電対) 
 R (R タイプ熱電対) 
 S (S タイプ熱電対) 
 T (T タイプ熱電対) 
 X (10 μV/°C リニア出力) 
 Y (% 相対湿度) 
 Z (1 mV/°C リニア出力) 

例: TC_TYPE_D J 

熱電対タイプの初期設定が J タイプ熱電対に設定されます。 

TC_TYPE_D? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Thermocouple Type Default クエリ)  熱電対 (TC) センサーの初期設定値を返しま

す。 

応答: B (B タイプ熱電対) 
 C (C タイプ熱電対) 
 E (E タイプ熱電対) 
 J (J タイプ熱電対) 
 K (K タイプ熱電対) (初期設定) 
 N (N タイプ熱電対) 
 R (R タイプ熱電対) 
 S (S タイプ熱電対) 
 T (T タイプ熱電対) 
 X (10 μV/°C リニア出力) 
 Y (% 相対湿度) 
 Z (1 mV/°C リニア出力) 

例: TC_TYPE_D?  に対する応答が K 

熱電対タイプの初期設定が K タイプの場合は、K を返します。 

TEMP_STD Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Temperature Degree Standard コマンド)  温度規格 (IPTS -68 (1968 国際実用温度目

盛) または its-90 (1990 国際温度目盛)) を選択します。この設定は、校正器の不揮
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発性メモリに保存されます。(不揮発性メモリに構成データを保存中の約 2 秒
間、校正器はリモート・コマンドに応答しません。)初期設定は its-90 です。 

パラメーター: IPTS_68 
 ITS_90 

例: TEMP_STD ITS_90 

温度規格が ITS-90 に設定されます。 

TEMP_STD? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Temperature Degree Standard コマンド)  設定されている温度規格として IPTS-68 
(1968 国際実用温度目盛) または ITS-90 (1990 国際温度目盛) を返します。 

パラメーター: IPTS_68 
 ITS_90 

例: TEMP_STD?  に対する応答が ITS_90 

温度規格が 1990 国際温度目盛の場合は、ITS_90 が返されます。 

*TRG Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Trigger Thermocouple Measurement コマンド)  熱電対温度測定をトリガーして、

測定値を返します。熱電対測定モードになっていない場合は、作動モードが熱電

対測定モードに変更されます。(このコマンドは、TC_MEAS;*WAI;VAL? を実行

するのと同じです) 

応答: <測定値>,CEL (摂氏) 
 <測定値>,FAR (華氏) 
 0.00E+00,OVER (値が測定範囲外) 
 0.00E+00,OPENTC (熱電対が断線) 
 0.00E+00,NONE (モードが正しくない、または測定値がな

い) 

例: *TRG  に対する応答が +2.500E+01,CEL 

熱電対測定をトリガーして、25 °C の場合 25.00 CEL を返します。 

TSENS_TYPE
Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Temperature Sensor Type コマンド)  温度測定に使用する温度センサーのタイプと

して熱電対 (TC) または測温抵抗体 (RTD) を設定します。本校正器は RTD 温度

を NORMAL 端子の抵抗出力としてシミュレートし、熱電対温度を TC 端子 の 
DC 電圧出力としてシミュレートします。温度センサーのタイプを変更すると、

温度出力は 0 °C にリセットされます。一度設定すると、校正器の電源を切るか

リセットするまでこの温度センサーのタイプは保持されます。 

パラメーター: TC (熱電対) 
 RTD (測温抵抗体) 

例: TSENS_TYPE RTD 

温度センサーのタイプが RTD に設定されます。 



 リモート・コマンド 
 コマンド 6 

6-49 

TSENS_TYPE? 
Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Temperature Sensor Type クエリ)  温度測定に使用する温度センサーのタイプとし

て熱電対 (TC) または測温抵抗体 (RTD) を返します。 

応答: TC (熱電対) 
 RTD (測温抵抗体) 

例: TSENS_TYPE?  に対する応答が TC 

温度センサーのタイプが熱電対の場合は、TC を返します。 

*TST? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Self Test コマンド)  セルフテストを開始し、結果が合格なら 0 を、不合格なら 
1 を返します。不具合が検出された場合は、画面に表示されるか (ターミナル・

モード)、エラー・キューに記録されます (コンピューター・モード)。エラー・

キューは ERR? クエリで読み取ることができます。 

応答: 0 (セルフテスト合格) 
 1 (セルフテスト不合格) 

例: *TST?  に対する応答が1 

セルフテストに合格した場合は、0 を返します。 

UNCERT? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Uncertainties コマンド) 現在の出力の不確かさ仕様を返します。出力に対する仕

様がない場合は、ゼロを返します。 

パラメーター:  1.  (任意) 第 1 出力の不確かさの希望する単位、または PCT (初
期設定) 

 2.  (任意) 第 2 出力の不確かさの希望する単位、または PCT (初
期設定) 

応答:  1.  (浮動小数点表示) 第 1 出力の不確かさの 90 日仕様 

 2.  (浮動小数点表示) 第 1 出力の不確かさの 1 年仕様 

 3.  (文字) 第 1 出力の不確かさの単位 

 4.  (浮動小数点表示) 第 2 出力の不確かさの 90 日仕様 

 5.  (浮動小数点表示) 第 2 出力の不確かさの 1 年仕様 

 6.  (文字) 第 2 出力の不確かさの単位 

例: UNCERT?  に対する応答が 6.120E-01,6.150E-
01,PCT,9.50E-02, 1.150E-01,PCT 

UUT_FLUSH Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Flush UUT Receive Buffer コマンド)  校正器の背面パネルにある SERIAL 2 TO 
UUT シリアル・ポート経由で UUT から受信するデータの、UUT 受信バッファ

をクリアします。このコマンドは、GPIB または RS-232 ポート経由で送信でき

ますが、SERIAL 2 TO UUT シリアル・ポートの動作に適用されます。 
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パラメーター: (なし) 

例: UUT_FLUSH 

UTT からの受信データ・バッファがクリアされます。 

UUT_RECV? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(UUT Receive Data クエリ)  校正器の背面パネルにある SERIAL 2 TO UUT シリア

ル・ポート経由で、UUT から受信したデータを IEEE-488.2 規格のフォーマット

で返します。このコマンドは、GPIB または RS-232 ポート経由で送信できます

が、SERIAL 2 TO UUT シリアル・ポートの動作に適用されます。 

応答: <データ> (UUT から受信したバイナリ・ブロック・データを

有限長フォーマットで表示) 

例: UUT_RECV?  に対する応答が #211+1.99975E+0 

UUT から受信した測定値を返します。本例のフォーマットでは、#2 (2 桁の数

字が続くことを示す)、11 (続く文字数を示す) に続けて、+1.99975E+0  (11 
文字) です。 

UUT_RECVB? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(UUT Receive Binary Data クエリ) UUT シリアル・ポート経由で受信したバイナ

リ・データを整数として返します。ASCII データを受信する場合は、

UUT_RECV?コマンドを使用してください。 

パラメーター:  (任意) 1 行あたりの整数の 大数 

応答:  (無限長 ASCII) 以下のようなコンマ区切りの整数： 

 1. (整数) カウントを除いて返されるデータ・バイトの数 

 2. (整数) UUT シリアル・ポートから受信した、一連のコンマで

区切られた整数としてのデータ 

例:  ''=>'' に続くCarriage Return、Line Feedは、4,61,62,13,10 を返し

ます。 

UUT_SEND Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Send UUT Data コマンド)  校正器の背面パネルにある SERIAL 2 TO UUT シリア

ル・ポート経由でUUT シリアル・ポートに、バイナリ・ブロックまたは文字列

データ・フォーマットでデータを送信します。このコマンドは、GPIB または 
RS-232 ポート経由で送信できますが、SERIAL 2 TO UUT シリアル・ポートの動

作に適用されます。ブロック・データの終了を示す Line Feed (RS-232) または 
End or Identify (EOI) コマンド (IEEE-488) を含みます。 

パラメーター: #2<nn><nn 文字の文字列> (有限長) 
 #0<文字列> (無限長) 
 ''<文字列>'' (文字列) 

例：  

 UUT_SEND #206F1S2R0 (有限長フォーマット) 
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データ F1S2R0 を有限長フォーマットで UUT に送信します。このフォーマッ

トは、#2 (2 桁の数字が続くことを示す) 06 (続く文字数を示す) F1S2R0 (6 文
字) です。 

 UUT_SEND #0F1S2R0 (無限長フォーマット) 

データ F1S2R0 を無限長フォーマットで UUT に送信します。このフォーマッ

トは、#0 に続けて、文字です。 

 UUT_SEND “F1S2R0” (文字列) 

データ F1S2R0 を文字列として UUT に送信します。 

特別なケース UUT に送信する文字列が Carriage Return (CR) または Line Feed 
(LF) コマンド、あるいはその両方で終了する必要がある場合は、次のフォーマ

ットを使用する必要があります： 

有限長フォーマット  上記の指示に従い、文字列の後ろにコマンド ^J (CR の場

合) または ^M (LF の場合)、あるいはその両方を追加します。^J は、<Cntl> を押

しながら J を入力することを意味します。例えば、文字列 REMS をこのフォー

マットで CR と LF とともに送信する場合、REMS の 4 文字と ^J  と ^M のそれぞ

れ 1 文字で合計 6 文字になります。このコマンドは、

UUT_SEND #206REMS^J^M + <enter> になります。(^J および ^M は、実際に

は CR および LF の役割を果たします。) 

無限長フォーマット  CRおよびLFが必要な文字列では、このフォーマットは使

用することはできません。 

文字列  上記の指示に従い、文字列の後ろに \n (CRの場合) または \r (LFの場合) 
あるいはその両方を追加します (アルファベットは小文字で入力します)。例え

ば、ターミナル・モードで文字列 REMS をこのフォーマットで CR と LF ととも

に送信する場合、コマンドは UUT_SEND “REMS\n\r” になります。コマンド文

字列の一部としてコマンドを入力するコンピューター・モードの場合は、二重引

用符を使用して、埋め込み引用符として指定します。例えば、“uut_send 
“REMS\n\r””  のように入力します。 

以下の文字とコマンドを上記の通り使用できます： 

 Carriage Return ^J \n 
 Line Feed ^M \r 
 Tab Tab \t 
 Backspace ^H \b 
 Form Feed ^L \f 

UUT_SENDB Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Send UUT Binary Data コマンド)  バイナリ・データを UUT シリアル・ポートに

送信します (校正器の背面パネルにある SERIAL 2 to UUT シリアル・ポート経

由)。ASCII データを送信する場合は、UUT_SEND を使用してください。このコ

マンドは、GPIB または RS-232 ポート経由で送信できますが、SERIAL 2 TO 
UUT シリアル・ポートの動作に適用されます。 

パラメーター: 送信するコンマ区切りの整数 ( 大 10) 

例: UUT_SENDB 42,73,68,78,63,10 
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これはASCII 文字 ''*IDN?'' に続けて new line (ASCII 10) を UUT シリアル・ポー

トに送信します。 

UUT_SET Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(UUT Serial Port Set コマンド)  校正器の背面パネルにある SERIAL 2 TO UUT シ
リアル・ポートの RS-232-C 設定を校正器の不揮発性メモリに保存します。(不揮

発性メモリに構成データを保存中の約 2 秒間、校正器はリモート・コマンドに応

答しません。)(背面パネルの SERIAL 1 FROM HOST シリアル・ポートのパラメ

ーターの設定方法については、SP_SET コマンドを参照してください。)工場初

期設定は、以下に太字で表示されています。(工場初期設定に戻すには、FORMAT 
SETUP コマンドを参照。) 

インターフェースでTERM (ターミナル) を選択するとコマンドおよびエラー・メ

ッセージのエコー機能あり、COMP (コンピューター) を選択するとエコー機能な

しに設定されます。 

パラメーター: <ボー・レート>, 300、600、1200、2400、4800、9600 
 <フロー制御>, XON (xon/xoff)、NOSTALL (なし)、RTS 

(rts/cts) 
 <データ・ビット数>, DBIT7 (7 ビット) または DBIT8 (8 ビ

ット) 
 <ストップ・ビット数>, SBIT1 (1 ビット) または 

SBIT2 (2 ビット) 
 <パリティ> PNONE (なし)、PODD (奇数)、PEVEN 

(偶数) 
例: UUT_SET 9600,XON,DBIT8,SBIT1,PNONE 

背面パネルの SERIAL 2 TO UUT シリアル・ポートのパラメーターを工場初期値

と同じ値に設定します。 

UUT_SET? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(UUT Serial Port Set クエリ)  校正器の背面パネルにある SERIAL 2 TO UUT シリ

アル・ポートの RS-232-C 設定を返します。(背面パネルの SERIAL 1 FROM 
HOST シリアル・ポートのパラメーターを返す方法については、SP_SET? コマ

ンドを参照。)工場初期設定は、以下に太字で表示されています。(工場初期設定

に戻すには、FORMAT SETUP コマンドを参照。) 

応答: <ボーレート値>, 300、600、1200、2400、4800、9600 
 <フロー制御>, XON (xon/xoff)、NOSTALL (なし)、RTS 

(rts/cts) 
 <データ・ビット数>, DBIT7 (7 ビット) または DBIT8 (8 ビッ

ト) 
 <ストップ・ビット数>, SBIT1 (1 ビット) または SBIT2 (2 ビ

ット) 
 <パリティ> PNONE (なし)、PODD (奇数)、PEVEN 

(偶数) 

例: UUT_SET?  に対する応答が 9600,XON,DBIT8,SBIT1,PNONE 
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背面パネルの SERIAL 2 TO UUT シリアル・ポートの設定を返します。この例で

示している値は、工場初期設定になっている場合です。 

VAL? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Measurement Value コマンド)  熱電対温度、圧力またはスコープ・インピーダン

ス測定の前回の値を返します。応答メッセージの単位が測定のステータスを示し

ます。 

パラメーター:  (任意) 単位 

応答:  1.  (浮動小数点表示) 測定温度または圧力 
 2. (文字) CEL, FAR, OHM, F, PSI, MHG, INHG, INH2O, FTH2O, 

MH2O, BAR, PAL, G/CM2, INH2O60F, OVER (値が測定範囲外), 
OPENTC (熱電対が断線), または NONE (モードが不適当また

は測定結果なし) 
例: VAL?  に対する応答が 0.00E+00,NONE 

校正器が測定モードになっていない、または測定が行なわれていないために新し

い測定値が存在しない場合は、0 と NONE を返します。 

VVAL? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Thermocouple Measurement Voltage コマンド)  熱電対温度測定の前回の値をボル
トで返します。前回の測定が過負荷または熱電対の断線状態であった場合、また
は測定値がない場合は、0E+00 を返します。 

応答: <測定値 (ボルト)> (測定が有効) 
 0E+00 (過負荷, 熱電対断線, 測定値なし) 

例: VVAL? に対する応答が 1.1047E-03  (1.1047 mV は、K タイプ熱

電対で基準接点 = 23.0 °C 時の 50 °C相当) 

*WAI Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Wait-to-Continue コマンド) 以前のリモート・コマンドがすべて実行されるま

で、それ以上リモート・コマンドが実行されないようにします。例えば、OUT 
コマンドを送信する場合、OUT コマンドに続いて*WAI コマンドを送信すれば、

次のコマンドに進む前に出力が安定するまで校正器を待機させることができま

す。*WAI コマンドは、オーバーラップ・コマンドと共に使うと便利で、オーバ

ーラップ・コマンドが処理されるまで校正器が他のコマンドを処理しないように

します。 

例: *WAI 

それ以前のコマンドが全て処理されるまで、次のコマンドは実行されません。 

WAVE Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Waveform コマンド)  AC 出力の波形を設定します。校正器が出力している信号

が1つの場合は、パラメーターを 1 つ指定します。校正器が出力している信号が2
つの場合は、パラメーターを 2 つ指定するか、パラメーターを 1 つ指定して、そ

の波形を両方の出力に設定します。選択可能な波形は、SINE (正弦波)、TRI (三
角波)、SQUARE (矩形波)、TRUNCS (トランケイテッド正弦波)、または NONE 
(波形適用なし) です。 
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パラメーター: <第 1 出力の波形> , (SINE、TRI、SQUARE、TRUNCS、NONE) 
 <第 2 出力の波形> (SINE、TRI、SQUARE、TRUNCS、NONE) 

例: WAVE SINE,SQUARE 

デュアル出力の波形を、第 1 出力 (校正器の正面パネルの NORMAL 端子) を正弦

波、第 2 出力 (正面パネルの AUX または 20A 端子) を矩形波に設定します。 

WAVE? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Waveform クエリ)  AC 出力の波形の種類を返します。選択可能な波形は、SINE 
(正弦波)、TRI (三角波)、SQUARE (矩形波)、TRUNCS (トランケイテッド正弦

波)、または NONE (波形適用なし) です。 

応答: <第 1 出力の波形> , (SINE、TRI、SQUARE、TRUNCS、NONE) 
 <第 2 出力の波形> (SINE、TRI、SQUARE、TRUNCS、NONE) 

例: WAVE?  に対する応答が SQUARE,NONE 

AC 第 1 出力 (校正器の正面パネルの NORMAL 端子) が矩形波 (SQUARE) で、 正
面パネルの AUX 端子の第 2 出力がない (NONE) ことが返されます。 

ZCOMP Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232 Sequentialx x xx x  

(Impedance Compensation コマンド)  2 線または 4 線インピーダンス補償を有効ま

たは無効にします。抵抗出力の場合、この補償は抵抗が 110 kΩ 未満の場合に有

効にできます。静電容量出力の場合、この補償は静電容量が 110 nF 以上の場合

に有効にできます。その他の抵抗および静電容量ではすべて補償は NONE にな

り、他のパラメーターを使おうとするとエラー・メッセージ「Can't change 
compensation now.」が表示されます。RTD の温度シミュレーションの場合、補

償はすべての温度で有効にできます。 

パラメーター: NONE (インピーダンス補償回路をオフにします) 
 WIRE2 (2 線インピーダンス補償回路をオンにします) 
 WIRE4 (4 線インピーダンス補償回路をオンにします) 

例: ZCOMP WIRE2 

校正器と UUT 接続の 2 線インピーダンス補償を設定します。(抵抗の場合は 
110 kΩ 未満、静電容量の場合は110 nF 以上、RTDのシミュレーションの場合は

全温度範囲で補償が有効になります。) 

ZCOMP? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Impedance Compensation クエリ)  2 線または 4 線インピーダンス補償の状態を返

します。 

応答: NONE (インピーダンス補償がオフ) 
 WIRE2 (2 線インピーダンス補償がオン) 
 WIRE4 (4 線インピーダンス補償がオン) 

例: ZCOMP?  に対する応答が NONE 

抵抗、静電容量または RTD 出力にインピーダンス補償が適用されていない場合

は、NONE を返します。  
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ZERO_MEAS Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Zero Offset for Pressure Measurement コマンド) 圧力モジュールのゼロ調整または 
-SC600を用いた静電容量測定のゼロ・オフセットの設定を行ないます。圧力測

定において、圧力モジュールが絶対圧モジュールの場合は、2つ目の引数として

基準となるパラメーターを任意の単位とともに入力してください。 

パラメーター:  1.  (ブール型) ON 
  (ブール型) OFF 

 2. 絶対圧モジュールの基準値 

例: ZERO_MEAS ON 

現在の測定値をゼロ・オフセットに設定します。 

例: ZERO_MEAS ON,14.7 

絶対圧モジュールのゼロ・オフセットを14.7に設定します。 

ZERO_MEAS? Sequential Overlapped CoupledIEEE-488 RS-232x x xx x  

(Zero Offset for Pressure Measurement クエリ) 圧力モジュールまたは -SC600を用い

た静電容量測定のゼロ・オフセットを返します。 

パラメーター:  (任意) 単位 

応答:  1.  (文字) OFF (ゼロ・オフセットが無効) 

  (文字) ON (ゼロ・オフセットが有効) 

 2. (浮動小数点表示) オフセット値 

 3. (文字) 単位 (F、PSI、MHG、INHG、INH2O、FTH2O、

MH2O、BAR、PAL、G/CM2、INH2O60F) 

例: ZERO_MEAS?  に対する応答が ON,-3.66E-02,PSI 
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概要 
本章では、5522A 校正器の正常な動作を維持するために必要な、日常のメンテナ
ンスと校正作業の実施方法について説明します。この作業には以下の項目が含ま
れます： 

• ヒューズの交換 

• エア・フィルターのクリーニング 

• 外面のクリーニング 

• 校正検証 

トラブル・シューティング、校正や修理、その他本器のカバーを開ける必要があ
るような本格的なメンテナンス作業については、サービス・マニュアルを参照し
てください。サービス・マニュアルには、検証および校正手順の詳細も全て含ま
れています。 

 警告 

感電、火災、人体への傷害を防ぐため、次の注意事項を遵守してく

ださい： 

• 本製品のカバーを取り外す前に、主電源コードを抜いてくださ

い。 

• 本器のクリーニングを行う前に、入力信号を遮断してくださ 
い。 

• 指定された交換部品のみを使用してください。 

• 指定された交換ヒューズのみを使用してください。 

• 本製品の修理ができるのは、承認されている技術者のみです。 

• カバーを外した状態やケースが開いた状態で本製品を操作しな

いでください。危険な電圧が露出される可能性があります。 

• 本製品の電源をオフにしてから、主電源コードを抜いてくださ

い。ヒューズ収納部を開く前に、2 分間放置して電源部分を放

電させてください。 

電源ヒューズの交換方法 
電源ヒューズは背面パネルにあります。AC 電源入力モジュールの上のヒューズ
定格ラベルに、各電源電圧設定における正しい交換用ヒューズが記されていま 
す。表 7-1 に、各電源電圧設定用のヒューズの部品番号を示します。 

ヒューズをチェックまたは交換するには、図 7-1を参照のうえ次の手順で行なっ
てください： 

1. 主電源コードを取り外します。 

2. AC 入力モジュールの右端のコンパートメント内に、電源ヒューズと電源電
圧切替スイッチがあります。コンパートメントを開き、ヒューズを取り出す
ため、コンパートメントの左側にあるタブにドライバーの刃先を差し込みま
す。 

3. タブをスロットから引き出すと、コンパートメント・カバーが途中まで出て
きます。 
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4. コンパートメントのカバーを手で取り出します。 

5. コンパートメント・カバーと一緒にヒューズも出てくるので、簡単に交換で
きます。 

タブが AC 入力モジュールにロックされるまで、コンパートメント・カバーを収
納部に押し込んで、ヒューズをもう1度取り付けます。 

表 7-1. 交換用電源ヒューズ 

部品番号 ヒューズの説明 電源電圧設定 

 109215 5 A/250 V 遅延溶断型 100 V または 120 V 

 851931 2.5 A/250 V 遅延溶断型 220 V または 240 V 

 

100V/120V220V/240V T5.0A 250V (SB)T2.5A 250V (SB)  /63Hz      
  47Hz        600VA MAX      
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WITH A 250V FUSE OF INDICATED RATING

0V (SB)      

120

120

240
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図 7-1. ヒューズの交換作業 

電流ヒューズの交換方法 
電流ヒューズは本器の底面にあります。これらのヒューズは、3A および 20A 出
力を過電流から保護します。表 7-2 に、2 種類の電流ヒューズの部品番号を列記
します。電流ヒューズを交換するには、次の手順に従います： 
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1. 本校正器を慎重に裏返します。 

2. 図 7-2 に示すように、プラス・ドライバーで 2 本のネジを取り外します。 

 
goi068.eps 

図 7-2. 電流ヒューズの交換 

3. ヒューズ部のパネルを外します。 

4. ヒューズを取り外して、同じ定格の新しいヒューズと交換します。 

表 7-2. 交換用電流ヒューズ 

部品番号 ヒューズの説明 

 3674001 4 A/500 V 超高速溶断型 

 3470596 25 A/250 V 高速溶断型 

5. ヒューズ部のパネルを収納部に戻します。 

6. 2 本のネジを取り付けて、パネルを所定の位置に固定します。 

エア・フィルターのクリーニング 

 警告 

怪我の危険を回避するために、ファン・フィルターが所定の位置に

ない状態で校正器を操作したり、電源を入れたりしないでくださ 
い。 

 注意 

校正器の損傷を防ぐため、ファン・フィルターは清潔に保ち、ファ
ンの周囲にはスペースを確保してください。 

エア・フィルターは、30 日毎に、あるいは校正器を埃の多い環境で使用してい
る場合はもっと頻繁に、取り外してクリーニングする必要があります。エア・フ
ィルターは校正器の背面パネルにあります。 

エア・フィルターをクリーニングするには、図 7-3を参照のうえ次の手順で行な
ってください： 

1. 電源を切り、ファンが停止するのを待ち、AC 電源コードを抜きます。 
2. フィルターを取り外します。 

a. エア・フィルターのフレームの上下を持ちます。 
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b. フレームの上下を中心に向かって押し、フィルターのタブを本校正器の

スロットから外します。 
c. フィルターのフレームを本校正器からそのまま引き出します。 

3. フィルターをクリーニングします。 
a. 石鹸水でフィルターを洗浄します。  
b. しっかりとすすぎます。 
c. 余計な水分を振り落とし、取り付け直す前にフィルターを十分に乾かし

ます。 
4. フィルターの取り外しとは逆の手順で、フィルターを取り付け直します。 
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図 7-3. エア・フィルターの取り外し 

一般的なクリーニング 
一般的なクリーニングは、水、またはプラスチックを傷つけない洗浄液を薄めた
溶剤で軽く湿らせた柔らかい布で、ケース、正面パネル・キー、およびレンズを
拭きます。 

 注意 

クリーニングには、芳香族炭化水素、または塩素系溶剤を使用しな
いでください。本校正器のプラスチック製部品が損傷する可能性が
あります。 
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性能テスト 
5522A が仕様を満たしていることを確認するには、表 7-3～7-15 を参照してくだ
さい。これらの表は、このレベルの確度の校正機器をテストするのに適した設備
を備えた標準室を利用できる、計測標準担当者を対象としています。表には、推
奨テスト・ポイントと各ポイントの許容範囲の上下限が示されています。許容範
囲は、出力値に 90 日仕様を加算、または出力値から 90 日仕様を減算して計算さ
れています。測定の不確かさについて、固有の要因はありません。 

表 7-3. DC 電圧 (NORMAL) の検証テスト 

レンジ 出力 下限値 上限値 

329.9999 mV 0.0000 mV -0.0010 mV 0.0010 mV 

329.9999 mV 329.0000 mV 328.9941 mV 329.0059 mV 

329.9999 mV -329.0000 mV -329.0059 mV -328.9941 mV 

3.299999 V 0.000000 V -0.000002 V 0.000002 V 

3.299999 V 1.000000 V 0.999989 V 1.000011 V 

3.299999 V -1.000000 V -1.000011 V -0.999989 V 

3.299999 V 3.290000 V 3.289968 V 3.290032 V 

3.299999 V -3.290000 V -3.290032 V -3.289968 V 

32.99999 V 0.00000 V -0.00002 V 0.00002 V 

32.99999 V 10.00000 V 9.99988 V 10.00012 V 

32.99999 V -10.00000 V -10.00012 V -9.99989 V 

32.99999 V 32.90000 V 32.89965 V -32.90035 V 

32.99999 V -32.90000 V 32.90035 V -32.89965 V 

329.9999 V 50.0000 V 49.9991 V 50.0009 V 

329.9999 V 329.0000 V 328.9949 V 329.0051 V 

329.9999 V -50.0000 V -50.0009 V -49.9991 V 

329.9999 V -329.0000 V -329.0051 V -328.9949 V 

1000.000 V 334.000 V 333.993 V 334.007 V 

1000.000 V 900.000 V 899.985 V 900.015 V 

1000.000 V 1020.000 V 1019.983 V 1020.017 V 

1000.000 V -334.000 V -334.007 V -333.993 V 

1000.000 V -900.000 V -900.015 V -899.985 V 

1000.000 V -1020.000 V -1020.017 V -1019.983 V 
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表 7-4. DC 電圧 (AUX) の検証テスト 

レンジ 出力 下限値 上限値 

329.999 mV 0.000 mV -0.350 mV 0.350 mV 

329.999 mV 329.000 mV 328.551 mV 329.449 mV 

329.999 mV -329.000 mV -329.449 mV -328.551 mV 

3.29999 V 0.33000 V 0.32955 V 0.33045 V 

3.29999 V 3.29000 V 3.28866 V 3.29134 V 

3.29999 V -3.29000 V -3.29134 V -3.28866 V 

7.0000 V 7.0000 V 6.9976 V 7.0025 V 

7.0000 V -7.0000 V -7.0025 V -6.9976 V 

329.999 mV 0.000 mV -0.350 mV 0.350 mV 

表 7-5. DC 電流 (AUX) の検証テスト 

レンジ 出力 下限値 上限値 

329.999 μA 0.000 μA -0.020 μA 0.020 μA 

329.999 μA 190.000 μA 189.957 μA 190.043 μA 

329.999 μA -190.000 μA -190.043 μA -189.957 μA 

329.999 μA 329.000 μA 328.941 μA 329.059 μA 

329.999 μA -329.000 μA -329.059 μA -328.941 μA 

3.29999 mA 0.00000 mA -0.00005 mA 0.00005 mA 

3.29999 mA 1.90000 mA 1.89980 mA 1.90020 mA 

3.29999 mA -1.90000 mA -1.90020 mA -1.89980 mA 

3.29999 mA 3.29000 mA 3.28969 mA 3.29031 mA 

3.29999 mA -3.29000 mA -3.29031 mA -3.28969 mA 

32.9999 mA 0.0000 mA -0.00025 mA 0.00025 mA 

32.9999 mA 19.0000 mA 18.9982 mA 19.0018 mA 

32.9999 mA -19.0000 mA -19.0018 mA -18.9982 mA 

32.9999 mA 32.9000 mA 32.8971 mA 32.9029 mA 

32.9999 mA -32.9000 mA -32.9029 mA -32.8971 mA 

329.999 mA 0.000 mA -0.0025 mA 0.0025 mA 

329.999 mA 190.000 mA 189.982 mA 190.018 mA 

329.999 mA -190.000 mA -190.018 mA -189.982 mA 

329.999 mA 329.000 mA 328.971 mA 329.029 mA 

329.999 mA -329.000 mA -329.029 mA -328.971 mA 

2.99999 A 0.00000 A -0.00004 A 0.00004 A 
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表7-5. DC 電流 (AUX) の検証テスト (続き) 

レンジ 出力 下限値 上限値 

2.99999 A 1.09000 A 1.08979 A 1.09021 A 

2.99999 A -1.09000 A -1.09021 A -1.08979 A 

2.99999 A 2.99000 A 2.98906 A 2.99094 A 

2.99999 A -2.99000 A -2.99094 A -2.98906 A 

20.5000 A 0.0000 A -0.0005 A 0.0005 A 

20.5000 A 10.9000 A 10.8954 A 10.9046 A 

20.5000 A -10.9000 A -10.9046 A -10.8954 A 

20.5000 A 20.0000 A 19.9833 A 20.0168 A 

20.5000 A -20.0000 A -20.0168 A -19.9833 A 

表 7-6. 抵抗の検証テスト 

レンジ 出力 下限値 上限値 

10.9999 Ω 0.0000 Ω -0.0010 Ω 0.0010 Ω 

10.9999 Ω 2.0000 Ω 1.9989 Ω 2.0011 Ω 

10.9999 Ω 10.9000 Ω 10.8986 Ω 10.9014 Ω 

32.9999 Ω 11.9000 Ω 11.8982 Ω 11.9018 Ω 

32.9999 Ω 19.0000 Ω 18.9980 Ω 19.0020 Ω 

32.9999 Ω 30.0000 Ω 29.9978 Ω 30.0023 Ω 

109.9999 Ω 33.0000 Ω 32.9979 Ω 33.0021 Ω 

109.9999 Ω 109.0000 Ω 108.9962 Ω 109.0038 Ω 

329.9999 Ω 119.0000 Ω 118.9954 Ω 119.0046 Ω 

329.9999 Ω 190.0000 Ω 189.9938 Ω 190.0062 Ω 

329.9999 Ω 300.0000 Ω 299.9914 Ω 300.0086 Ω 

1.099999 kΩ 0.330000 kΩ 0.329991 kΩ 0.330009 kΩ 

1.099999 kΩ 1.090000 kΩ 1.089974 kΩ 1.090026 kΩ 

3.299999 kΩ 1.190000 kΩ 1.189954 kΩ 1.190046 kΩ 

3.299999 kΩ 1.900000 kΩ 1.899938 kΩ 1.900062 kΩ 

3.299999 kΩ 3.000000 kΩ 2.999914 kΩ 3.000086 kΩ 

10.99999 kΩ 3.30000 kΩ 3.29991 kΩ 3.30009 kΩ 

10.99999 kΩ 10.90000 kΩ 10.89974 kΩ 10.90026 kΩ 

32.99999 kΩ 11.90000 kΩ 11.89954 kΩ 11.90046 kΩ 

32.99999 kΩ 19.00000 kΩ 18.99938 kΩ 19.00062 kΩ 

32.99999 kΩ 30.00000 kΩ 29.99914 kΩ 30.00086 kΩ 
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表7-6. 抵抗の検証テスト (続き) 

レンジ 出力 下限値 上限値 

109.9999 kΩ 33.0000 kΩ 32.9991 kΩ 33.0009 kΩ 

109.9999 kΩ 109.0000 kΩ 108.9974 kΩ 109.0026 kΩ 

329.9999 kΩ 119.0000 kΩ 118.9950 kΩ 119.0050 kΩ 

329.9999 kΩ 190.0000 kΩ 189.9933 kΩ 190.0068 kΩ 

329.9999 kΩ 300.0000 kΩ 299.9905 kΩ 300.0095 kΩ 

1.099999 MΩ 0.330000 MΩ 0.329990 MΩ 0.330010 MΩ 

1.099999 MΩ 1.090000 MΩ 1.089971 MΩ 1.090029 MΩ 

3.299999 MΩ 1.190000 MΩ 1.189922 MΩ 1.190078 MΩ 

3.299999 MΩ 1.900000 MΩ 1.899894 MΩ 1.900106 MΩ 

3.299999 MΩ 3.000000 MΩ 2.999850 MΩ 3.000150 MΩ 

10.99999 MΩ 3.30000 MΩ 3.29959 MΩ 3.30041 MΩ 

10.99999 MΩ 10.90000 MΩ 10.89875 MΩ 10.90125 MΩ 

32.99999 MΩ 11.90000 MΩ 11.89512 MΩ 11.90488 MΩ 

32.99999 MΩ 19.00000 MΩ 18.99370 MΩ 19.00630 MΩ 

32.99999 MΩ 30.00000 MΩ 29.99150 MΩ 30.00850 MΩ 

109.9999 MΩ 33.0000 MΩ 32.9838 MΩ 33.0162 MΩ 

109.9999 MΩ 109.0000 MΩ 108.9534 MΩ 109.0466 MΩ 

329.9999 MΩ 119.0000 MΩ 118.6025 MΩ 119.3975 MΩ 

329.9999 MΩ 290.0000 MΩ 289.1750 MΩ 290.8250 MΩ 

1100.000 MΩ 400.000 MΩ 394.700 MΩ 405.300 MΩ 

1100.000 MΩ 640.000 MΩ 631.820 MΩ 648.180 MΩ 

1100.000 MΩ 1090.000 MΩ 1076.420 MΩ 1103.580 MΩ 

表 7-7. AC 電圧 (NORMAL) の検証テスト 

レンジ 出力 周波数 下限値 上限値 

32.999 mV 3.000 mV 45 Hz 2.994 mV 3.006 mV 

32.999 mV 3.000 mV 10 kHz 2.994 mV 3.006 mV 

32.999 mV 30.000 mV 9.5 Hz 28.335 mV 31.665 mV 

32.999 mV 30.000 mV 10 Hz 29.976 mV 30.024 mV 

32.999 mV 30.000 mV 45 Hz 29.990 mV 30.010 mV 

32.999 mV 30.000 mV 1 kHz 29.990 mV 30.010 mV 

32.999 mV 30.000 mV 10 kHz 29.990 mV 30.010 mV 

32.999 mV 30.000 mV 20 kHz 29.989 mV 30.011 mV 
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表 7-7. AC 電圧 (NORMAL) の検証テスト (続き) 

レンジ 出力 周波数 下限値 上限値 

32.999 mV 30.000 mV 50 kHz 29.970 mV 30.030 mV 

32.999 mV 30.000 mV 100 kHz 29.898 mV 30.102 mV 

32.999 mV 30.000 mV 450 kHz 29.770 mV 30.230 mV 

329.999 mV 33.000 mV 45 Hz 32.987 mV 33.013 mV 

329.999 mV 33.000 mV 10 kHz 32.987 mV 33.013 mV 

329.999 mV 300.000 mV 9.5 Hz 283.350 mV 316.650 mV 

329.999 mV 300.000 mV 10 Hz 299.917 mV 300.083 mV 

329.999 mV 300.000 mV 45 Hz 299.950 mV 300.050 mV 

329.999 mV 300.000 mV 1 kHz 299.950 mV 300.050 mV 

329.999 mV 300.000 mV 10 kHz 299.950 mV 300.050 mV 

329.999 mV 300.000 mV 20 kHz 299.947 mV 300.053 mV 

329.999 mV 300.000 mV 50 kHz 299.902 mV 300.098 mV 

329.999 mV 300.000 mV 100 kHz 299.788 mV 300.212 mV 

329.999 mV 300.000 mV 500 kHz 299.450 mV 300.550 mV 

3.29999 V 0.33000 V 45 Hz 0.32989 V 0.33011 V 

3.29999 V 0.33000 V 10 kHz 0.32989 V 0.33011 V 

3.29999 V 3.00000 V 9.5 Hz 2.83350 V 3.16650 V 

3.29999 V 3.00000 V 10 Hz 2.99920 V 3.00080 V 

3.29999 V 3.00000 V 45 Hz 2.99952 V 3.00048 V 

3.29999 V 3.00000 V 1 kHz 2.99952 V 3.00048 V 

3.29999 V 3.00000 V 10 kHz 2.99952 V 3.00048 V 

3.29999 V 3.00000 V 20 kHz 2.99946 V 3.00054 V 

3.29999 V 3.00000 V 50 kHz 2.99920 V 3.00080 V 

3.29999 V 3.00000 V 100 kHz 2.99823 V 3.00178 V 

3.29999 V 3.00000 V 450 kHz 2.99340 V 3.00660 V 

3.29999 V 3.29000 V 2 MHz 0.07500 V [1] 

32.9999 V 3.3000 V 45 Hz 3.2990 V 3.3010 V 

32.9999 V 3.3000 V 10 kHz 3.2990 V 3.3010 V 

32.9999 V 30.0000 V 9.5 Hz 28.3350 V 31.6650 V 

32.9999 V 30.0000 V 10 Hz 29.9919 V 30.0082 V 

32.9999 V 30.0000 V 45 Hz 29.9957 V 30.0044 V 

32.9999 V 30.0000 V 1 kHz 29.9957 V 30.0044 V 

32.9999 V 30.0000 V 10 kHz 29.9957 V 30.0044 V 
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表 7-7. AC 電圧 (NORMAL) の検証テスト (続き) 

レンジ 出力 周波数 下限値 上限値 

32.9999 V 30.0000 V 20 kHz 29.9928 V 30.0072 V 

32.9999 V 30.0000 V 50 kHz 29.9904 V 30.0096 V 

32.9999 V 30.0000 V 90 kHz 29.9759 V 30.0241 V 

329.999 V 33.000 V 45 Hz 32.993 V 33.007 V 

329.999 V 33.000 V 10 kHz 32.989 V 33.011 V 

329.999 V 300.000 V 45 Hz 299.953 V 300.047 V 

329.999 V 300.000 V 1 kHz 299.953 V 300.047 V 

329.999 V 300.000 V 10 kHz 299.946 V 300.054 V 

329.999 V 300.000 V 18 kHz 299.928 V 300.072 V 

329.999 V 300.000 V 50 kHz 299.922 V 300.078 V 

329.999 V 200.000 V 100 kHz 199.630 V 200.370 V 

1020.00 V 330.00 V 45 Hz 329.91 V 330.09 V 

1020.00 V 330.00 V 10 kHz 329.91 V 330.09 V 

1020.00 V 1000.00 V 45 Hz 999.74 V 1000.26 V 

1020.00 V 1000.00 V 1 kHz 999.79 V 1000.21 V 

1020.00 V 1000.00 V 5 kHz 999.79 V 1000.21 V 

1020.00 V 1000.00 V 8 kHz 999.74 V 1000.26 V 

1020.00 V 1020.00 V 1 kHz 1019.79 V 1020.21 V 

1020.00 V 1020.00 V 8 kHz 1019.74 V 1020.27 V 

[1] 代表値は 2 MHz で -24 dB 

表 7-8. AC 電圧 (AUX) の検証テスト 

レンジ 出力、AUX [1] 周波数 下限値 上限値 

329.999 mV 10.000 mV 45 Hz 9.622 mV 10.378 mV 

329.999 mV 10.000 mV 1 kHz 9.622 mV 10.378 mV 

329.999 mV 10.000 mV 5 kHz 9.535 mV 10.465 mV 

329.999 mV 10.000 mV 10 kHz 9.520 mV 10.480 mV 

329.999 mV 10.000 mV 30 kHz 8.700 mV 11.300 mV 

329.999 mV 300.000 mV 9.5 Hz 283.350 mV 316.650 mV 

329.999 mV 300.000 mV 10 Hz 299.180 mV 300.820 mV 

329.999 mV 300.000 mV 45 Hz 299.390 mV 300.610 mV 

329.999 mV 300.000 mV 1 kHz 299.390 mV 300.610 mV 

329.999 mV 300.000 mV 5 kHz 299.100 mV 300.900 mV 

329.999 mV 300.000 mV 10 kHz 298.650 mV 301.350 mV 
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表7-8. AC 電圧 (AUX) の検証テスト (続き) 

レンジ 出力、AUX [1] 周波数 下限値 上限値 

329.999 mV 300.000 mV 30 kHz 287.100 mV 312.900 mV 

3.29999 V 3.00000 V 9.5 Hz 2.825 V 3.175 V 

3.29999 V 3.00000 V 10 Hz 2.99505 V 3.00495 V 

3.29999 V 3.00000 V 45 Hz 2.99745 V 3.00255 V 

3.29999 V 3.00000 V 1 kHz 2.99745 V 3.00255 V 

3.29999 V 3.00000 V 5 kHz 2.99410 V 3.00590 V 

3.29999 V 3.00000 V 10 kHz 2.98960 V 3.01040 V 

3.29999 V 3.00000 V 30 kHz 2.87720 V 3.12280 V 

5.00000 V 5.00000 V 9.5 Hz 4.72500 V 5.27500 V 

5.00000 V 5.00000 V 10 Hz 4.99205 V 5.00795 V 

5.00000 V 5.00000 V 45 Hz 4.99605 V 5.00395 V 

5.00000 V 5.00000 V 1 kHz 4.99605 V 5.00395 V 

5.00000 V 5.00000 V 5 kHz 4.99110 V 5.00890 V 

5.00000 V 5.00000 V 10 kHz 4.98360 V 5.01640 V 

[1] NORMAL 出力は 300 mV に設定。 

表 7-9. AC 電流の検証テスト 

レンジ 出力 周波数 下限値 上限値 

329.99 μA 33.00 μA 1 kHz 32.87 μA 33.13 μA 

329.99 μA 33.00 μA 10 kHz 32.60 μA 33.40 μA 

329.99 μA 33.00 μA 30 kHz 32.20 μA 33.80 μA 

329.99 μA 190.00 μA 45 Hz 189.71 μA 190.29 μA 

329.99 μA 190.00 μA 1 kHz 189.71 μA 190.29 μA 

329.99 μA 190.00 μA 10 kHz 188.66 μA 191.34 μA 

329.99 μA 190.00 μA 30 kHz 187.32 μA 192.68 μA 

329.99 μA 329.00 μA 10 Hz 328.37 μA 329.63 μA 

329.99 μA 329.00 μA 45 Hz 328.57 μA 329.43 μA 

329.99 μA 329.00 μA 1 kHz 328.57 μA 329.43 μA 

329.99 μA 329.00 μA 5 kHz 328.03 μA 329.97 μA 

329.99 μA 329.00 μA 10 kHz 326.83 μA 331.17 μA 

329.99 μA 329.00 μA 30 kHz 324.65 μA 333.35 μA 

3.2999 mA 0.3300 mA 1 kHz 0.3296 mA 0.3304 mA 

3.2999 mA 0.3300 mA 5 kHz 0.3293 mA 0.3307 mA 

3.2999 mA 0.3300 mA 30 kHz 0.3268 mA 0.3332 mA 
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表 7-9. AC 電流の検証テスト (続き) 

レンジ 出力 周波数 下限値 上限値 

3.2999 mA 1.9000 mA 1 kHz 1.8983 mA 1.9017 mA 

3.2999 mA 1.9000 mA 10 kHz 1.8921 mA 1.9079 mA 

3.2999 mA 1.9000 mA 30 kHz 1.8842 mA 1.9158 mA 

3.2999 mA 3.2900 mA 10 Hz 3.2846 mA 3.2954 mA 

3.2999 mA 3.2900 mA 45 Hz 3.2872 mA 3.2928 mA 

3.2999 mA 3.2900 mA 1 kHz 3.2872 mA 3.2928 mA 

3.2999 mA 3.2900 mA 5 kHz 3.2845 mA 3.2955 mA 

3.2999 mA 3.2900 mA 10 kHz 3.2765 mA 3.3035 mA 

3.2999 mA 3.2900 mA 30 kHz 3.2631 mA 3.3169 mA 

32.999 mA 3.3000 mA 1 kHz 3.297 mA 3.303 mA 

32.999 mA 3.3000 mA 5 kHz 3.296 mA 3.304 mA 

32.999 mA 3.3000 mA 30 kHz 3.285 mA 3.315 mA 

32.999 mA 19.0000 mA 1 kHz 18.991 mA 19.009 mA 

32.999 mA 19.0000 mA 10 kHz 18.967 mA 19.033 mA 

32.999 mA 19.0000 mA 30 kHz 18.935 mA 19.065 mA 

32.999 mA 32.9000 mA 10 Hz 32.849 mA 32.951 mA 

32.999 mA 32.9000 mA 1 kHz 32.886 mA 32.914 mA 

32.999 mA 32.9000 mA 5 kHz 32.877 mA 32.923 mA 

32.999 mA 32.9000 mA 10 kHz 32.844 mA 32.956 mA 

32.999 mA 32.9000 mA 30 kHz 32.791 mA 33.009 mA 

329.99 mA 33.0000 mA 1 kHz 32.97 mA 33.03 mA 

329.99 mA 33.0000 mA 5 kHz 32.92 mA 33.08 mA 

329.99 mA 33.0000 mA 30 kHz 32.69 mA 33.31 mA 

329.99 mA 190.0000 mA 1 kHz 189.91 mA 190.09 mA 

329.99 mA 190.0000 mA 10 kHz 189.60 mA 190.40 mA 

329.99 mA 190.0000 mA 30 kHz 189.19 mA 190.81 mA 

329.99 mA 329.0000 mA 10 Hz 328.49 mA 329.51 mA 

329.99 mA 329.0000 mA 45 Hz 328.86 mA 329.14 mA 

329.99 mA 329.0000 mA 1 kHz 328.86 mA 329.14 mA 

329.99 mA 329.0000 mA 5 kHz 328.69 mA 329.31 mA 

329.99 mA 329.0000 mA 10 kHz 328.37 mA 329.63 mA 

329.99 mA 329.0000 mA 30 kHz 327.75 mA 330.25 mA 

2.99999 A 0.33000 A 1 kHz 0.32978 A 0.33022 A 
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表 7-9. AC 電流の検証テスト (続き) 

レンジ 出力 周波数 下限値 上限値 

2.99999 A 0.33000 A 5 kHz 0.32735 A 0.33265 A 

2.99999 A 0.33000 A 10 kHz 0.31840 A 0.34160 A 

2.99999 A 1.09000 A 10 Hz 1.08827 A 1.09174 A 

2.99999 A 1.09000 A 45 Hz 1.08951 A 1.09049 A 

2.99999 A 1.09000 A 1 kHz 1.08951 A 1.09049 A 

2.99999 A 1.09000 A 5 kHz 1.08355 A 1.09645 A 

2.99999 A 1.09000 A 10 kHz 1.06320 A 1.11680 A 

2.99999 A 2.99000 A 10 Hz 2.98542 A 2.99459 A 

2.99999 A 2.99000 A 45 Hz 2.98840 A 2.99160 A 

2.99999 A 2.99000 A 1 kHz 2.98840 A 2.99160 A 

2.99999 A 2.99000 A 5 kHz 2.97405 A 3.00595 A 

2.99999 A 2.99000 A 10 kHz 2.92520 A 3.05480 A 

20.5000 A 3.3000 A 500 Hz 3.2954 A 3.3046 A 

20.5000 A 3.3000 A 1 kHz 3.2954 A 3.3046 A 

20.5000 A 3.3000 A 5 kHz 3.2155 A 3.3845 A 

20.5000 A 10.9000 A 45 Hz 10.8926 A 10.9075 A 

20.5000 A 10.9000 A 65 Hz 10.8926 A 10.9075 A 

20.5000 A 10.9000 A 500 Hz 10.8893 A 10.9107 A 

20.5000 A 10.9000 A 1 kHz 10.8893 A 10.9107 A 

20.5000 A 10.9000 A 5 kHz 10.6255 A 11.1745 A 

20.5000 A 20.0000 A 45 Hz 19.9750 A 20.0250 A 

20.5000 A 20.0000 A 65 Hz 19.9750 A 20.0250 A 

20.5000 A 20.0000 A 500 Hz 19.9690 A 20.0310 A 

20.5000 A 20.0000 A 1 kHz 19.9690 A 20.0310 A 

20.5000 A 20.0000 A 5 kHz 19.4950 A 20.5050 A 

表 7-10. 静電容量の検証テスト 

レンジ 出力 
テスト周波数また

は電流 
下限値 上限値 

0.3999 nF 0.2200 nF 5 kHz 0.2192 nF 0.2308 nF 

0.3999 nF 0.3500 nF 1 kHz 0.3387 nF 0.3613 nF 

1.0999 nF 0.4800 nF 1 kHz 0.4682 nF 0.4918 nF 

1.0999 nF 0.6000 nF 1 kHz 0.5877 nF 0.6123 nF 

1.0999 nF 1.0000 nF 1 kHz 0.9862 nF 1.0138 nF 



5522A 
操作マニュアル 

7-16 

表7-10. 静電容量の検証テスト (続き) 

レンジ 出力 
テスト周波数また

は電流 
下限値 上限値 

3.2999 nF 2.0000 nF 1 kHz 1.9824 nF 2.0176 nF 

10.9999 nF 7.0000 nF 1 kHz 6.9767 nF 7.0233 nF 

10.9999 nF 10.9000 nF 1 kHz 10.8693 nF 10.9307 nF 

32.9999 nF 20.0000 nF 1 kHz 19.8620 nF 20.1380 nF 

109.999 nF 70.000 nF 1 kHz 69.767 nF 70.233 nF 

109.999 nF 109.000 nF 1 kHz 108.693 nF 109.307 nF 

329.999 nF 200.000 nF 1 kHz 199.320 nF 200.680 nF 

329.999 nF 300.000 nF 1 kHz 299.130 nF 300.870 nF 

1.09999 μF 0.70000 μF 100 Hz 0.69767 μF 0.70233 μF 

1.09999 μF 1.09000 μF 100 Hz 1.08693 μF 1.09307 μF 

3.29999 μF 2.00000 μF 100 Hz 1.99320 μF 2.00680 μF 

3.29999 μF 3.00000 μF 100 Hz 2.99130 μF 3.00870 μF 

10.9999 μF 7.0000 μF 100 Hz 6.9767 μF 7.0233 μF 

10.9999 μF 10.9000 μF 100 Hz 10.8693 μF 10.9307 μF 

32.9999 μF 20.0000 μF 100 Hz 19.9100 μF 20.0900 μF 

32.9999 μF 30.0000 μF 100 Hz 29.8800 μF 30.1200 μF 

109.999 μF 70.000 μF 50 Hz 69.662 μF 70.338 μF 

109.999 μF 109.000 μF 50 Hz 108.529 μF 109.471 μF 

329.999 μF 200.000 μF 54 μA dc 199.020 μF 200.980 μF 

329.999 μF 300.000 μF 80 μA dc 298.680 μF 301.320 μF 

1.09999 mF 0.33000 mF 90 μA dc 0.32788 mF 0.33212 mF 

1.09999 mF 0.70000 mF 180 μA dc 0.69662 mF 0.70338 mF 

1.09999 mF 1.09000 mF 270 μA dc 1.08529 mF 1.09471 mF 

3.2999 mF 1.1000 mF 270 μA dc 1.0933 mF 1.1067 mF 

3.2999 mF 2.0000 mF 540 μA dc 1.9902 mF 2.0098 mF 

3.2999 mF 3.0000 mF 800 μA dc 2.9868 mF 3.0132 mF 

10.9999 mF 3.3000 mF 900 μA dc 3.2788 mF 3.3212 mF 

10.9999 mF 10.9000 mF 2.7 mA dc 10.8529 mF 10.9471 mF 

32.9999 mF 20.0000 mF 5.4 mA dc 19.8300 mF 20.1700 mF 

32.9999 mF 30.0000 mF 8.0 mA dc 29.7600 mF 30.2400 mF 

110.000 mF 33.000 mF 9.0 mA dc 32.570 mF 33.430 mF 

110.000 mF 110.000 mF 27.0 mA dc 108.800 mF 111.200 mF 
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 表 7-11. 熱電対シミュレーションの検証テスト 

TC タイプ 出力、°C 下限値、mV 上限値、mV 

10 μV/°C 

0.00 °C (0.0000 mV) -0.0030 0.0030 

100.00 °C (1.0000 mV) 0.99696 1.00304 

-100.00 °C (-1.0000 mV) -1.00304 -0.99696 

1000.00 °C (10.0000 mV) 9.99660 10.00340 

-1000.00 °C (10.0000 mV) -10.0034 -9.9966 

10000.00 °C (100.0000 mV) 99.9930 100.0070 

-10000.00 °C (-100.0000 mV) -100.0070 -99.9930 

表 7-12.熱電対測定の検証テスト 

TC タイプ 入力、mV 下限値、°C 上限値、°C 

10 μV/°C 

0.00 °C (0.0000 mV) -0.30 -0.30 

10000.00 °C (100.0000 mV) 9999.30 10000.70 

-10000.00 °C (-100.0000 mV) -10000.70 -9999.30 

30000.00 °C (300.0000 mV) 29998.50 30001.50 

-30000.00 °C (-300.0000 mV) -30001.50 -29998.50 
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表 7-13. 位相確度の検証テスト、V - V 

レンジ、

NORMAL 
出力、V 

出力、

NORMAL 
V 

周波数 
レンジ、

AUX 出力 
出力、

AUX 
位相° 下限値° 上限値° 

3.29999 3.00000 

65 Hz 

3.29999 V 3.00000 V

0 

-0.10 0.10 

400 Hz -0.25 0.25 

1 kHz -0.50 0.50 

5 kHz -2.50 2.50 

10 kHz -5.00 5.00 

30 kHz -10.00 10.00 

65 Hz 

60 

59.90 60.10 

400 Hz 59.75 60.25 

1 kHz 59.50 60.50 

5 kHz 57.50 62.50 

10 kHz 55.00 65.00 

30 kHz 50.00 70.00 

65 Hz 

90 

89.90 90.10 

400 Hz 89.75 90.25 

1 kHz 89.50 90.50 

5 kHz 87.50 92.50 

10 kHz 85.00 95.00 

30 kHz 80.00 100.00 

32.9999 30.0000 65 Hz 89.90 90.10 

329.999 50.000 65 Hz 89.80 90.10 
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表 7-14. 位相確度の検証テスト、V - I 

レンジ、

NORMAL 
出力、V 

出力、

NORMAL 
V 

周波数 
レンジ、

AUX 出力 
出力、

AUX 
位相° 下限値° 上限値° 

329.999 mV 

30.000 mV 

65 Hz 329.99 mA 300.00 mA

0 

-0.10 0.10 

1 kHz 329.99 mA 300.00 mA -0.50 0.50 

30 kHz 329.99 mA 300.00 mA -10.00 10.00 

200.000 mV 65 Hz 2099999 A 2.00000 A -0.10 0.10 

50.000 mV 
65 Hz 20.5000 A 5.0000 A -0.10 0.10 

400 Hz 20.5000 A 5.0000 A -0.25 0.25 

30.000 mV 65 Hz 329.99 mA 300.00 mA

60 

59.90 60.10 

200.000 mV 

65 Hz 2.99999 A 2.00000 A 59.90 60.10 

65 Hz 20.5000 A 20.0000 A 59.90 60.10 

400 Hz 20.5000 A 20.0000 A 59.75 60.25 

32.999 mV 3.3000 V 

65 Hz 329.99 mA 300.00 mA

0 

-0.10 0.10 

65 Hz 2.99999 A 2.00000 A -0.10 0.10 

65 Hz 20.5000 A 5.0000 A -0.10 0.10 

400 Hz 20.5000 A 5.0000 A -0.25 0.25 

65 Hz 329.99 mA 300.00 mA

90 

89.90 90.10 

65 Hz 2.99999 A 2.00000 A 89.90 90.10 

65 Hz 20.5000 A 20.0000 A 89.90 90.10 

400 Hz 20.5000 A 20.0000 A 89.75 90.25 

329.999 V 33.000 V 

65 Hz 329.99 mA 300.00 mA

0 

-0.10 0.10 

65 Hz 2.99999 A 2.00000 A -0.10 0.100 

65 Hz 20.5000 A 5.0000 A -0.10 0.10 

400 Hz 20.5000 A 5.0000 A -0.25 0.25 

65 Hz 329.99 mA 300.00 mA

90 

89.90 90.10 

65 Hz 2.99999 A 2.00000 A 89.90 90.10 

65 Hz 20.5000 A 20.0000 A 89.90 90.10 

400 Hz 20.5000 A 20.0000 A 89.75 90.25 
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表 7-15. 周波数の検証テスト 

レンジ、

NORMAL 出力、

V 

出力、NORMAL
、V 

周波数 下限値 [1] 上限値 [1] 

3.29999 3.00000 119.00 Hz 118.99970 Hz 119.00030 Hz 

120.0 Hz 119.99970 Hz 120.00031 Hz 

1000.0 Hz 999.9975 Hz 1000.0025 Hz 

100.00 kHz 99,999.75 Hz 100,000.25 Hz 

[1] 周波数の確度は 1 年間の仕様。 
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概要 
表 8-1 に、取り扱っているモデル、オプション、ケーブルや部品を含むアクセサ
リーを列記します。 

表 8-1. オプションとアクセサリー 

モデル 説明 

5520A-SC1100 オシロスコープ校正オプション 

5500A-SC600 オシロスコープ校正オプション 

55XX/CASE トランジット・ケース 

5522A/CARRYCASE キャリー・ケース (正面／背面パネル部分が取り外し可能) 

5500A/HNDL サイド・ハンドル 

5520A-525A/LEADS リード・セット 

700-Pxx 
圧力モジュール Fluke 700シリーズ。5522A 校正器と一緒に使う場合はFluke 
700-PCKが必要。 

700-PCK 圧力モジュール校正キット 

109215 交換用ヒューズ； 5 A/250 V 遅延溶断型 (100 V または 120 V 電源電圧用) 

851931 交換用ヒューズ； 2.5 A/250 V 遅延溶断型 (220 V または 240 V 電源電圧用) 

3674001 交換用ヒューズ； 4 A/500 V、超高速溶断型、0.25 x 1.25、セラミック・ボディ

3470596 交換用ヒューズ； 25 A/250 V、高速溶断型、6.3 X 32 mm 

664828 MET/CAL-IEEE NT、オプション、IEEEインターフェース 

666339 MET/CAL-IEEE PCI、オプション、IEEEインターフェース (PCI) 

943738 RS-232 モデム・ケーブル、2.44 m (8 ft) (SERIAL 2 TO UUT) - UUT (DB-9) 

MET/CAL-L 自動校正ソフトウェア、バージョン7。シングル・ユーザー・フローティング・

ライセンス。要MET/BASE-7。 

5500/CAL-L 自動校正ソフトウェア、バージョン7。シングル・ユーザー・フローティング・

ライセンス。RS-232制御のみ。要MET/BASE-7。 

MET/TRACK-L 計測資産管理ソフトウェア、バージョン7。シングル・ユーザー・フローティン

グ・ライセンス。要MET/BASE-7。 

MET/BASE-7 校正用データベース・ソフトウェア。クライアント・アプリケーション 
(MET/CAL-I、5500/CAL-I および/またはMET/TRACK-I) のライセンスが 低1つ
は必要。 

MET/CAL-IEEE NT IEEE インターフェース・オプション 

MET/CAL-IEEE PCI IEEE インターフェース・オプション 

MET/CAL-IEEE PCMIA IEEE インターフェース・オプション 

MET/CAL-IEEE USB IEEE インターフェース・オプション 

PM8914/001 RS-232 ヌル・モデム・ケーブル、1.5 m (5 ft) (SERIAL 1 FROM HOST) - PC 
COM (DB-9) 

RS40 RS-232 ヌル・モデム・ケーブル、1.83 m (6 ft) (SERIAL 1 FROM HOST) - PC 
COM (DB-25) 
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表8-1. オプションおよびアクセサリー(続き) 

モデル 説明 

Y5537 5522A用 24インチ (61 cm) ラック・マウント・キット 

Y8021 IEEE-488 シールド・ケーブル 0.5 m 

Y8022 IEEE-488 シールド・ケーブル 2 m 

Y8023 IEEE-488 シールド・ケーブル 4 m 

 

ラック・マウント・キット 
Y5537 ラック・マウント・キットには、24 インチ (61 cm) 機器ラックのスライド
に 5522A を設置するために必要な部品がすべて含まれています。キットには取
扱説明書が付属しています。(5725A 増幅器をラックにマウントする場合は、
Y5735 キットをご注文ください。) 

IEEE-488 インターフェース・ケーブル 
3 種類の長さの IEEE-488 シールド・ケーブルがあります (表 8-1 を参照)。これら
のケーブルを使用して 5522A を他の IEEE-488 機器に接続できます。各ケーブル
の両端は24ピンのダブル・コネクターになっており、スタッキングが可能です。
各コネクターには取り付け用のメートルねじが付属しています。IEEE-488 コネ
クターのピン配列については、付録 D を参照してください。 

RS-232 ヌル・モデム・ケーブル 
ヌル・モデム・ケーブル PM8914/001 および RS40 は、5522AのSERIAL 1 FROM 
HOST ポートと、プリンター、ビデオ・ディスプレイ端末、コンピューター、そ
の他DTE (データ端末装置) として構成されているシリアル・デバイスを接続し
ます。シリアル・コネクターのピン配列については付録 D を参照してくださ 
い。 

5520A-525A/LEADS 
別売のテスト・リード・キット、5520A-525A/LEADS は、電圧および電流用の
テスト・リード、熱電対延長ワイヤー、熱電対ミニ・コネクター、熱電対測定"
ビーズ" で構成されたキットです。 
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概要 
5500A-SC600 オプション (以下 SC600 オプション) を追加すれば、オシロスコー
プの以下の特性を検証、校正し、オシロスコープの確度を維持することができま
す。 

• 垂直偏向特性の校正、検証。VOLT 機能により、電圧ゲインとオシロスコー
プの目盛線を比較することができます。 

• パルス過渡応答の確認、校正。EDGE 機能を使用して、オシロスコープのパ
ルス遷移の測定確度を検証できます。トンネル・ダイオード・パルサーを外
付けすれば、より速いパルス応答にも対応できます。 

• 定振幅正弦波機能 (LEVSINE) で帯域幅を検証することで周波数特性を確認
します。垂直偏向は、-3 dB ポイントがオシロスコープで確認できるまでモ
ニタリングされます。 

• 水平 (タイム・ベース) 偏向特性は、タイム・マーカー機能で校正、検証しま
す。この校正手順は、横軸を確認する点を除き、垂直偏向特性の検証と同様
のものです。 

• パルス幅の表示、補足、測定性能はパルス機能で確認します。この機能でパ
ルス幅と周期を変更できます。 

• 複数の異なる波形へのトリガー機能は波形発生 (WAVEGEN) 機能で確認しま
す。 

• 複合 TV トリガー信号のトリガーおよび受信機能は、VIDEO 機能で確認しま
す。 

• オシロスコープの入力特性は抵抗および静電容量の入力 (MEAS Z) 機能で測
定します。 

• オシロスコープの入力保護回路は過負荷 (OVERLD) 機能でテストします。 

これらの機能のメニューには、電圧、周波数、時間設定への出力信号の応答方法
を変更するパラメーターも含まれており、校正中の信号制御や、他の方法での信
号特性の観測も可能です。 

SC600 オシロスコープ校正オプションの仕様 
これらの仕様は、SC600 オプションにのみ適用されます。5522A (本器) の一般仕
様については、第 1 章を参照してください。この仕様は以下の条件下で有効で 
す。 

• 本器が第 1 章に規定された条件下で使用されている。 

• 本器の電源が切られてからの時間の 2 倍以上、または 大 30 分、ウォーム
アップを行った。 

• SC600 オプションが有効になって 5 分以上経過している。 
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一般仕様 

電圧機能の仕様 

電圧出力機能 
DC 信号 矩形波信号 [1] 

50 Ω 負荷 1 MΩ 負荷 50 Ω 負荷 1 MΩ 負荷 

振幅特性 

レンジ 0 ～ ±6.599 V 0 ～ ±130 V 
±1 mV ～ ±6.599 V 

p-p 
±1 mV ～ 

±130 V p -p 

分解能 

レンジ 

1 ～ 24.999 mV 

25～109.99 mV 

110 mV ～ 2.1999 V 

2.2～10.999 V 

11～130 V 

分解能 
1 μV 
10 μV 
100 μV 
1 mV 
10 mV 

調整レンジ 連続調整可能 

1 年絶対不確かさ、tcal ±5 °C ±（出力の 0.25% 
+ 40 μV） 

出力の ± 0.05 % + 
40 μV) 

±（出力の 0.25% + 
40 μV） 

±(出力の 0.1 ％ 
+40 μV)[2] 

シーケンス 1-2-5 (例: 10 mV、20 mV、50 mV) 

矩形波の周波数特性 

レンジ 10 Hz ～ 10 kHz 

1 年絶対不確かさ、tcal ±5 °C ±(設定の 2.5 ppm) 

立ち上がり/立ち下がりエッジの 50 % 
から 4 μs 以内のアベレーション (代
表値) 

< (出力の 0.5% + 100 μV) 

[1] 正または負、ゼロを基準とした矩形波を選択可能。 

[2] 矩形波の周波数が 1 kHz 超の場合、±(出力の 0.25 % + 40 μV)。 

エッジの仕様 

50 Ω負荷でのエッジ特性 1 年絶対不確かさ、tcal ±5 °C 

立ち上がり時間 ≤300 ps (+0 ps / -100 ps) 

振幅レンジ (p-p) 4.5 mV ～ 2.75 V ±(出力の 2% + 200 μV) 

分解能 4 桁  

調整レンジ シーケンス値 (以下に表示) の前後±10 %  

シーケンス値 
5 mV、10 mV、25 mV、50 mV、60 mV、
80 mV、100 mV、200 mV、250 mV、300 
mV、500 mV、600 mV、1 V、2.5 V 

 

周波数レンジ [1] 900 Hz ～ 11 MHz ±(設定の 2.5 ppm) 

エッジからトリガーのジッター代

表値 
<5 ps (p-p)  

立ち上がりエッジのアベレーショ

ン [2] 

立ち上がりエッジの 50 %から 2 ns 以内 <(出力の 3 % + 2 mV) 

2 ～ 5 ns <(出力の 2 % + 2 mV) 

5 ～ 15 ns <(出力の 1 % + 2 mV) 

15 ns 以降 <(出力の 0.5 % + 2 mV) 

デューティ・サイクル(代表値) 45 % ～ 55 %  

トンネル・ダイオード・パルス・

ドライブ 
100 Hz ～ 100 kHz の矩形波、60 ～ 100 V p-p の可変振幅 

[1] 2 MHz 超の立ち上がり時間の仕様 <350 ps 

[2] エッジのアベレーション測定はすべて Tektronix 11801 メインフレームと SD26 入力モジュールを使用。 
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定振幅正弦波の仕様 

50 Ω 負荷での定振幅正弦波

特性 
周波数レンジ 

50 kHz (基準) 50 kHz ～ 100 MHz 100 ～ 300 MHz 300 ～ 600 MHz 

振幅特性 (オシロスコープの帯域幅測定用)

レンジ(p-p) 5 mV ～ 5.5 V

分解能 
<100 mV: 3 桁
≥100 mV: 4 桁 

調整レンジ 連続調整可能

1 年絶対不確かさ、 
tcal ±5 °C 

±(出力の 2% + 
300 μV) 

±(出力の 3.5% + 
300 μV) 

±(出力の 4% + 
300 μV) 

±(出力の 6% + 300 μV)

平坦度（50 kHz に対する

相対値） 

適用なし ±(出力の 1.5% + 
100 μV) 

±(出力の 2% + 
100 μV) 

±(出力の 4% + 100 μV)

短期振幅安定度 ≤1 % [1] 

周波数特性 

分解能 1 kHz 10 kHz 

1 年絶対不確かさ、 
tcal ±5 °C 

±2.5 ppm [2] 

歪み特性 
2 次高調波 ≤ -33 dBc

3 次以上の高調波 ≤ -38 dBc

[1] 基準振幅設定後 1 時間以内で、温度変化は ±55 °C 未満の条件において。 

[2]  REF CLK を外部入力に設定した場合、定振幅正弦形の周波数不確かさは、10 MHz 外部クロックの不確かさ ±0.3 Hz/ゲート時

間。 

タイム・マーカーの仕様 

50 Ω 負荷におけるタイム

・マーカー 
5 s ～ 50 ms 20 ms ～ 100 ns 50 ～ 20 ns 10 ns 5 ～ 2 ns 

基本ポイントでの 1 年絶
対不確かさ、tcal ±5 °C 

±(25 + t *1000) 
ppm [1] ±2.5 ppm ±2.5 ppm ±2.5 ppm ±2.5 ppm 

波形 スパイク波また
は矩形波 

スパイク波、矩
形波、または 
20 % パルス 

スパイク波また
は矩形波 

矩形波または正
弦波 正弦波 

出力レベル(代表値) >1 V p-p [2] >1 V p-p [2] >1 V p-p [2] >1 V p-p [2] >1 V p-p
ジッター (代表値) (rms) <10 ppm <1 ppm <1 ppm <1 ppm <1 ppm 
シーケンス 5 s ～ 2 ns までの 5-2-1 (例: 500 ms、200 ms、100 ms)
調整レンジ [3] 低でも上記シーケンス値の ±10 %。

振幅分解能 4 桁 

[1] t は時間 (秒)。 

[2] 矩形波および 20 % パルス (20 % デューティ・サイクル・パルス) の立ち上がり時間 (代表値) は < 1.5 ns。 

[3] タイム・マーカーの不確かさは、基本ポイントから ±50 ppm。 

波形発生仕様 

波形発生の特性 50 Ω または 1 MΩ 負荷における矩形波、正弦波、および三角波 

振幅 

レンジ 
1 MΩ負荷時: 1.8 mV ～ 55 V p-p 

50 Ω負荷時: 1.8 mV ～ 2.5 V p-p 

1 年絶対不確かさ、tcal ±5 °C、10 Hz ～  
10 kHz 

±(p-p 出力の 3% + 100 μV) 

シーケンス 1-2-5 (例: 10 mV、20 mV、50 mV) 

DC オフセット・レンジ (代表値) 0 ～ ± (p-p 振幅の ≥40 %) [1] 

周波数 

レンジ 10 Hz ～ 100 kHz 

分解能 4 または 5 桁 (周波数によって異なる) 

1 年絶対不確かさ、tcal ±5 °C ±(25 ppm + 15 mHz) 

[1] DC オフセットと波形信号の合計が 30 V rms を超えてはならない。 
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パルス・ジェネレーターの仕様 

パルス・ジェネレーターの特性 50 Ω負荷時の正のパルス 

立ち上がり/立ち下がり時間 (代表値) <2 ns 

使用可能な振幅 2.5 V、1 V、250 mV、100 mV、25 mV、10 mV 

パルス幅 

範囲 4 ns ～ 500 ns [1] 

不確かさ [2] パルス幅の 5 % ±2 ns 

パルス周期 

範囲 22 ms ～ 200 ns (45.5 Hz ～ 5 MHz) 

分解能 4 または 5 桁 (周波数とパルス幅によって異なる) 

基本ポイントでの 1 年絶対不確かさ、tcal ±5 °C ± 2.5 ppm 

[1] パルス幅は、周期の 40 % を超えないこと。  

[2] 2 μs 未満の周期のパルス幅の不確かさは未規定。 

トリガー信号の仕様 (パルス機能) 

パルス周期 分周比  50 Ω負荷の振幅(p-p) 立ち上がり時間 (代表値) 

22 ms ～ 200 ns off/1/10/100 ≥1 V ≤ 2 ns 

トリガー信号の仕様 (タイム・マーカー機能) 

タイム・マーカー周期 分周比  50 Ω負荷の振幅(p-p) 立ち上がり時間 (代表値) 

2 ～ 9 ns off/100 ≥1 V ≤ 2 ns 

10 ～ 749 ns off/10/100 ≥1 V ≤ 2 ns 

750 ns ～ 34.9 ms off/1/10/100 ≥1 V ≤ 2 ns 

35 ms ～ 5 s off/1 ≥1 V ≤ 2 ns 

トリガー信号の仕様 (エッジ機能) 

エッジ信号の周波数 
分周比 

50 Ω負荷時の振幅 (代表

値) (p-p) 
立ち上がり時間 (代表値

) 
リード・タイム (代表値) 

900 Hz ～ 11 MHz off/1 ≥1 V ≤ 2 ns 40 ns 

トリガー信号の仕様 (矩形波電圧機能) 

電圧機能の周波数 
分周比 

50 Ω負荷時の振幅 (代表値
) (p-p) 

立ち上がり時間 (代表値) リード・タイム (代表値) 

10 Hz ～ 10 kHz off/1 ≥1 V ≤ 2 ns 1 μs 

トリガー信号の仕様 

トリガー信号のタイプ パラメーター 

フィールド・フォーマット NTSC、SECAM、PAL、または PAL-M を選択可能 

極性 反転ビデオまたは非反転ビデオを選択可能 

50 Ω 負荷時の振幅 0 ～ 1.5 V p-p で調整可能Ω、(確度±7 % ) 

ライン・マーカー ライン・ビデオ・マーカーを選択可能 

オシロスコープ入力抵抗測定仕様 

選択されている入力負荷 50 Ω 1 MΩ 

測定レンジ 40 ～�60 Ω 500 kΩ ～ 1.5 MΩ 

不確かさ 0.1 % 0.1 % 
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オシロスコープ入力静電容量測定仕様 

選択されている入力負荷 1 MΩ 

測定レンジ 5 ～ 50 pF 

不確かさ ±(入力の 5 % + 0.5 pF) [1] 

[1] 静電容量のゼロを取ってから 30 分以内の測定。ゼロ調整を含めて、静電容量測定の少なくとも 5 分前には SC600 オプション

を選択しておいてください。 

過負荷測定仕様 

供給電圧 
「ON」電流表示 (代表値) 

「OFF」電流表示 (代表値) 
大制限時間 DC または AC (1 

kHz) 

5～9 V 100～180 mA 10 mA 1 s ～ 60 s に設定可能 

 

オシロスコープの接続 
SC600 オプションに付属しているケーブルを使用して、校正器の SCOPE 出力端
子とオシロスコープのいずれかのチャンネルのコネクターを接続します (図 9-1 
を参照)。 

外部トリガーを使用するには、校正器の TRIG OUT 出力端子をオシロスコープ
の外部トリガー用コネクターに接続します。外部トリガーを使用し、外部トリガ
ーと校正用信号を一緒に表示するには、TRIG OUT 出力端子を別のチャンネルに
接続します。外部トリガーの接続と表示については、オシロスコープのマニュア
ルを参照してください。 

5522A CALIBRATOR

 
gjh036.eps 

図 9-1.オシロスコープの接続：チャンネルと外部トリガー 

SC600 オプションの使い方 
  を押して SC600 オプションを選択します (LED が点灯)。下記のような
SCOPE メニューがコントロール・ディスプレイに表示されます。 初の 4 つの
ソフトキーから、VOLT、EDGE、LEVSINE、MARKER の校正メニューに直接
進むことができます。 後のソフトキーを押すと、OTHER メニューに進みます 
(以下を参照)。ここでは、WAVEGEN、VIDEO、PULSE、MEAS Z (インピーダ
ンス/静電容量測定)、OVERLD メニューにアクセスできます。 を押すと、
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OTHER メニューから SCOPE メニューに戻ります。 この章では各メニューの詳
細について説明します。 

 
gjh050.eps 

出力信号 

以下の説明は、SCOPE メニューから VOLT モードが選択されていることを前提
としています。VOLT モードを選択した場合、コントロール・ディスプレイは以
下のようになります。 

 
gjh051.eps 

出力信号の情報はコントロール・ディスプレイ（右側のディスプレイ）に表示さ
れます。校正器が接続されているのに、出力がオシロスコープに表示されない場
合は、校正器がスタンバイ・モードになっている可能性があります。出力信号の
設定内容は出力ディスプレイ（左側のディスプレイ）に表示されます。 

STBY が表示されている場合は、キーを押してください。出力ディスプレイ
に OPR が表示され、オシロスコープに出力が表示されます。 

出力信号の調整方法 

校正中に出力信号を変更する方法はいくつかあります。オシロスコープの校正で
は出力信号の調整を何度も行う必要があるため、オシロスコープ校正の設定変更
方法を、以下のように 3 通りにまとめました。新しい設定値への変更や、一定の
範囲内での掃引などを、これらの方法で行うことができます。 

値の入力方法 

以下の例は LEVSINE モードの場合です。校正器に正面パネルから直接、特定の
値を入力するには： 

1. 入力したい値を、単位と接頭辞を含めて入力します。例えば、120 mV と入
力するには、を押します。コントロール・ディスプレ
イに以下のように表示されます。 
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gl002i.eps 

注記 

キーの左上部に赤色で表示されている単位と接頭辞は、 キーを
使用して入力できます。例えば、200 μs と入力するには、
と押します。 

入力を間違えた場合は、を押すとコントロール・ディスプレイをクリア
してメニューに戻ります。 

2. を押して値を有効にすると、出力ディスプレイに値が表示されます。  

ディスプレイ内の他の設定は、その設定項目に対し値を入力して単位を指定
しない限り変更されません。 

回転ノブで値を調整する方法 

回転ノブを使用して出力ディスプレイの値を調整するには： 

1. 回転ノブを回すと、カーソルが出力ディスプレイの 下位の桁に表示され、
この桁の値が変化し始めます。この桁の値を変えずにこのフィールドにカー
ソルを表示させる場合は、を押します。 

 
gjh038.eps 

2. 電圧フィールドと周波数フィールドの間でカーソルを移動するには、を
押します。 

 
gjh039.eps 

3.  および  キーを使用して変更したい桁にカーソルを移動します。 

4. 回転ノブを回して値を変更します。 

電圧モードまたはマーカー・モードで回転ノブを使用すると、コントロール
・ディスプレイには、新規の値の基準値からの変化がパーセントで表示され
ます。この機能は、オシロスコープ上での誤差率を測定する際に便利です。
を押すと、この新しい値を基準値に設定することができます。 

 
gjh047.eps 

5. を押すと、カーソルが出力ディスプレイから消え、新規の値が基準値
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として保存されます。 

注記 

使用中の機能に対して無効な値、またはレンジ外の値を入力しよう
とすると、値は変化せず、5522A はビープ音を発します。別のレン
ジに移動したい場合は、ノブを素早く回すと新しいレンジに移動し
ます。 

およびの使い方 

キーおよびキーを押すと、現在の信号値を既定の基本ポイントへジャ
ンプさせることができまる。基本ポイントの値は選択中の機能によります。これ
らのキーの詳細については、各機能の説明をご参照ください。 

オシロスコープ・オプションのリセット方法 

5522A のすべてのパラメーターは、正面パネルの操作中いつでも、前面パネルの
キーを押すことによりデフォルトの設定値にリセットすることができま 
す。 

5522A のリセットの後、を押してオシロスコープ校正オプションに戻ります 
(電圧メニューが表示されます)。を押して信号出力に再接続します。 

オシロスコープの電圧振幅の校正方法 
オシロスコープの電圧 (垂直) ゲインは、DC または低周波の矩形波信号を印加 
し、電圧レベルごとに指定されている高さ (オシロスコープの目盛線の区分) と
一致するようにゲインを調整して校正します。この信号は電圧モードの 5522A
から印加します。校正に使用する電圧、および合致させる目盛区分はオシロスコ
ープによって異なりますので、オシロスコープのサービス・マニュアルをご確認
ください。 

電圧機能 

電圧ゲインは電圧機能を使用して校正します。この機能には Volt メニューから
アクセスします。Volt メニューは SCOPE オプションを開始した時、または
MODE ソフトキーを押してオシロスコープの校正メニューをスクロールしてい
くと表示されます。 

 
gjh052.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
SCOPE メニューに戻ることもできます。 

各メニュー項目を以下に記述します： 
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• OUTPUT @ SCOPE 信号が出力されている端子の位置を示します。オシロ
スコープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するに
は、を押します。 

• DC <-> AC  DC 信号と AC 信号を切り替えます。AC 信号の時にこのソフト
キーを押すと等価の DC 信号が得られます。 

• 1 MΩ  校正器の出力インピーダンスの設定値を 1 MΩと 50 Ωの間で切り替え
ます。 

• TRIG  矩形波を使用して外部トリガーを校正する場合は、このキーでトリガ
ーのオン/オフを切り替えます。オンの場合、読み取り値は「/1」となり、外
部トリガーの周波数が出力電圧と同じであることが示されます。外部トリガ
ーは、低振幅信号でトリガーするのが困難なオシロスコープで便利です。ま
た、??を押してトリガーのオフとオンを切り替えることもできます。 

• V/DIV MENU  電圧スケール・メニューを表示し、信号のスケールを V/DIV
で選択することができます。このメニューの詳細は、以下の“V/DIV メニュ
ー”に記述されています。 

• MODE  電圧モードであることを示します。このソフトキーでモードを変更
し、他の 4 つのオシロスコープ校正モードに対応するメニューを表示するこ
とができます。 

V/DIV メニュー 

下図の V/DIV メニューで、オシロスコープの 1 目盛に相当する電圧を設定しま
す。出力の振幅をこのメニューから変更することもできますが、場合によっては
このやり方の方が便利かもしれません。V/DIV メニューを表示するには、Volt 
メニューで V/DIV を押します。 

 
gjh053.eps 

V/DIV メニューの各項目を以下に記述します。 

• V/div 1 目盛当たりの電圧値を変更することにより出力ディスプレイのスケ
ールを変更します。上図に示すように、設定可能な値は 1-2-5 ステップで切
り替わります。UP の下のソフトキーを押すと目盛当たりの電圧値が増加し
ます。DOWN の下のソフトキーを押すと目盛当たりの電圧値が減少しま 
す。 

• # DIV 波形の p-p 値を規定する目盛の数を指定します。目盛の数は 1 ～ 8 の
間で変更可能です。各目盛で表される量は、V/div フィールドに表示されま
す。UP の下のソフトキーを押すと信号の高さが増え、DOWN の下のソフト
キーを押すと減少します。 
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電圧振幅の簡易設定方法 

キーおよびキーで、オシロスコープの電圧値が基本ポイント間を 1-2-5
ステップで順に切り替わります。例えば、電圧が 40 mV の場合に、を押す
と、 も近い基本ポイントである 50 mV に増加します。を押すと も近い
基本ポイントである 20 mV に減少します。 

オシロスコープの振幅値校正手順 

この手順例では、電圧メニューを使用してオシロスコープの振幅ゲインを校正す
る方法を説明します。校正中は、実際に校正しているオシロスコープの仕様に従
って、ゲインとオシロスコープの目盛が一致するか様々な電圧で検証する必要が
あります。校正時の推奨設定と適切なゲインの値については、オシロスコープ・
マニュアルを参照してください。 

この手順を開始する前に、電圧モードでオシロスコープ・オプションを実行して
いることを確認してください。正しく実行している場合は、コントロール・ディ
スプレイには以下のメニューが表示されます。 

 
gjh054.eps 

垂直ゲインの校正は以下の手順で行います。 

1. 校正器をオシロスコープのチャンネル 1 に接続し、オシロスコープが適切な
インピーダンスで終端されていることを確認します（この例では 1 MΩ）。
信号が接続されていることを示す、5522A のキーが点灯していることを
確認します。 

2. オシロスコープで推奨されている電圧レベルを入力します。例えば、30 mV
を入力するには、を押した後を押します。本章で
前述の“値の入力”を参照してください。  

3. 必要に応じて、オシロスコープを調節してください。波形は下図と同じよう
な形で、ゲインはオシロスコープで指定した校正設定値の量と同じであるべ
きです。 

この例では、6 目盛で 30 mV、1 目盛当たり 5 mV を示しています。 

 
gl006i.bmp 

4. 電圧をオシロスコープ校正の次の推奨値に近い値に変更し、この手順を新し
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い電圧レベルでも繰り返し、マニュアルの仕様に従ってゲインが正しいこと
を確認します。 

5. チャンネルごとにこの手順を繰り返します。 

オシロスコープのパルス応答と周波数応答の校正方法 
パルス応答は、立ち上がり時間の速い矩形波信号を使用して校正します。この信
号を使用し、必要に応じて、立ち上がり時間とパルスのアベレーションの仕様を
満たすようオシロスコープを調整します。 

パルスの確認に続き、周波数応答は定振幅正弦波を印加し、振幅が約 30 ％落ち
て-3 dB になるポイントの周波数を捕捉することで確認します。 

エッジ機能 

エッジ測定機能は、オシロスコープのパルス応答の校正に使用します。エッジ・
メニューを表示するには、“edge”が表示されるまで MODE の下のソフトキー
を押します。 

 
gjh055.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
SCOPE メニューに戻ることもできます。 

エッジメニューの各オプションを以下に記述します。 

• OUTPUT @ SCOPE terminal (50 Ω)  信号が出力されている端子の位置信号
出力のとインピーダンスを示します。オシロスコープに信号が表示されない
場合は、を押します。信号を切断するには、を押します。  

エッジ・モードでは出力インピーダンスを変更できません。 

• TD PULSE  1 度押すとトンネル・ダイオードのパルサー・ドライブ信号がオ
ンになり、もう 1 度押すとパルサー・ドライブがオフになります。この信号
は、トンネル・ダイオード・パルサー (Fluke 部品番号 606522、Tektronix 
067-0681-01 または同等製品) を駆動するのに 大 100 V p-p を供給します。 

• TRIG  外部トリガーを使用している場合、このキーを使用してトリガーのオ
ンとオフを切り替えます。オンの場合、読み取り値は''/1''となり、外部トリ
ガーはエッジ出力と同じ周波数であることを示します。外部トリガーは、立
ち上がり時間の速い信号にトリガーをかけるのが困難な、デジタル・ストレ
ージ・オシロスコープの校正に便利です。 

• MODE  エッジ・モードであることを示します。このソフトキーでモードを
変更し、他の 4 つのオシロスコープ校正モードに対応するメニューを表示す
ることができます。 
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オシロスコープのパルス応答校正手順 

この手順例では、オシロスコープのパルス応答の確認方法を説明します。オシロ
スコープの確認を行う前に、校正の推奨設定値についてはオシロスコープのマニ
ュアルを参照してください。 

この手順を開始する前に、エッジモードでオシロスコープ・オプションを実行し
ていることを確認してください。正しく実行している場合は、コントロール・デ
ィスプレイには以下のメニューが表示されます。 

 
gjh067.eps 

以下の手順例を実施してパルス応答を校正します。 

1. 5522A をオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。50Ω のインピーダン
スを選択するか、オシロスコープの入力端子に 50Ω の終端抵抗を接続します
。信号が接続されていることを示すキーが点灯していることを確認しま
す。 

2. エッジ応答の校正用にオシロスコープのメーカーが推奨する振幅値と合致す
るように、信号の電圧設定を変更します。デフォルトの設定値は 25 mV @ 1 
MHz です。 

例えば、Fluke PM3392A オシロスコープでは、1 V @ 1 MHz の信号から開始
します。 

3. オシロスコープのスケールを調整して、エッジが適切に表示されるようにし
ます。例えば、Fluke PM3392A オシロスコープでは、1 V @ 1 MHz の信号 
で、200 mV/div を使用します。 

4. オシロスコープのタイム・ベースを出来るだけ高速な設定に調整します (20.0
または 50.0 ns/div)。  

 
goi072.eps 

5. オシロスコープに適切な立ち上がり時間とパルス・アベレーションの特性が
表示されることを確認します。 
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6. を押して入力信号を停止します。 

トンネル・ダイオード・パルサーを使用したパルス応答の校正 

本校正器を使用してトンネル・ダイオード・パルサー (フルークのパーツ・ナン
バー 606522、またはテクトロニクスの 067-0681-01) を駆動し、立上り時間 125 
ps のパルス・エッジを確認することができます。 

本校正器は、 大 100 V p-p (100 kHz) のパルサー・ドライブ信号を供給します。
推奨される出力設定は 80 V p-p (100 kHz) で、初期設定もこの値です。 

トンネル・ダイオード・パルサーを使用する際は、次の手順で行なってくださ 
い。 

1. 図 9-2 に示しているように、校正器、トンネル・ダイオード・パルサー、お
よびオシロスコープを接続します。 

2. SC600 オプションの EDGE モードで、TDPULSE ソフトキーを押してオンに
します。 

3.  を押します。 

4. パルサー・ボックスのつまみを回して、読み取りをトリガーするのに必要な
小設定にします。 

5522A CALIBRATOR

 
gjh037.eps 

図 9-2. トンネル・ダイオード・パルサーの接続 

定振幅正弦波機能 

定振幅正弦波(Levsine)機能は、広範囲な周波数に渡って振幅が比較的一定な定振
幅正弦波を使用し、オシロスコープの帯域幅を確認します。オシロスコープの確
認を行う場合は、オシロスコープに表示される振幅が 30%減少するまで正弦波
の周波数を変更します。これは振幅の-3 dB ポイントに相当します。 

Levsine メニューを使用するには、"levsine"が表示されるまで MODE の下のソフ
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トキーを押します。 

 
gjh056.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
SCOPE メニューに戻ることもできます。 

• OUTPUT @ SCOPE terminal (50 Ω)  信号が出力されている端子の位置と出
力のインピーダンスを示します。オシロスコープに信号が表示されない場合
は、を押します。信号を切断するには、を押します。Levsine モー
ドではインピーダンスを変更できません。 

• MORE OPTIONS  その他のオプション・メニューを表示します。詳細は“
MORE OPTIONS メニュー”をご確認ください。 

• SET TO LAST F  現在の設定周波数と 50 kHz の基準周波数を、交互に切り
替えます。異なる周波数で調整を行った後、出力を確認するために基準周波
数に戻る場合に便利です。  

• MODE   Levsine モードであることを示します。このソフトキーでモードを変
更し、他の 4 つのオシロスコープ校正モードに対応するメニューを表示する
ことができます。 

周波数および電圧設定のショートカット 

正弦波設定には 3 つのオプションがあります。 

• SET TO LAST F は、 後に使用した周波数と 50 kHz の基準周波数を、交互
に切り替え、異なる周波数で調整を行った後、基準周波数での出力を確認す
ることができます。 

• MORE OPTIONS では、必要に応じて、自動周波数掃引機能の使用と電圧レ
ンジの固定が可能です。以下のセクションで、このメニューの詳細について
説明します。 

•  キーおよび  キーでは、周波数をステップごとに上下させ、新しい
周波数を素早く設定することができます。例えば、値が 250 kHz のときに
を押すと周波数が 300 kHz に変更され、を押すと 200 kHz に変更さ
れます。電圧値の場合は、とにより基本ポイント値を 1.2-3-6 のス
テップで変更します。 

MORE OPTIONS メニュー 

MORE OPTIONS を選択すると、周波数と電圧をさらに細かく設定することがで
きます。MORE OPTIONS メニューを表示するには、Levsine メニューで MORE 
OPTION の下のソフトキーを押します。 
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gjh057.eps 

MORE OPTION メニューの各オプションを以下に記述します。 

• FREQ CHANGE  出力信号を新しい周波数に変更する際の制御方法を切り替
えます。この設定はデフォルト値です。 

“Jump” の場合、出力信号は即座に新しい周波数設定に切り替わります。
“Sweep” の場合、設定した範囲に渡って周波数を掃引します。任意の帯域
幅で信号が徐々に変化するのを観測し、振幅が変化するポイントを確認する
際にこの掃引機能を使用します。掃引機能の使用方法の詳細は、“周波数の
掃引範囲”をご参照ください。 

• RATE  FREQ CHANGE が "sweep" に設定されているときに、100 kHz、
1 MHz、10 MHz の掃引速度を選択するのに使用します。 

掃引速度が低速の場合は、周波数が非常にゆっくりと変化するようになりま
す。高速掃引後に、その周波数範囲の一部を低速掃引し、ある周波数を特定
するということもできます。 

• Range  このソフトキーを押すと、2 つの設定が切り替わります。 初の設
定 (“auto”) にすると、電圧レベルに応じてレンジが自動的に変わります。
2 つ目の設定 (“locked”) にすると現在のレンジで固定され、それ以降の電
圧レベルの変化はこのレンジで測定されます。 

Levsine モードには、10 mV、40 mV、100 mV、400 mV、1.3 V、および 5.5 V
の 6 つのレンジがあります。“auto”に設定すると、校正器は、入力した電
圧値が も正確に出力できるレンジを自動的に設定します。"locked" に設定
すると、レンジは固定され、電圧をレンジの下限まで下げることができるよ
うになります。 

例えば、レンジが 40 mV と仮定します。“auto” を選択した状態で 5 mV を入
力すると、校正器は自動的にレンジを 10 mV に変更し、10 mV レンジで 5 
mV を出力します。しかし、40 mV レンジで “locked” に設定して 5 mV を入
力すと、校正器は 40 mV レンジで 5 mV を出力します。 

デフォルトのレンジ設定は“auto”です。オシロスコープの垂直ゲインの不
連続をトラブルシュートする以外はこの設定を使用する必要があります。こ
のレンジ設定は、Levsine モードから別のモードに移行すると“auto”に戻り
ます。 

• MODE  Levsine モードであることを示します。このソフトキーでモードを変
更し、他の 4 つのオシロスコープ校正モードに対応するメニューを表示する
ことができます。 
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周波数の変更方法として掃引を選択した場合、出力される正弦波はある一定の範
囲で周波数を掃引します。この機能により、オシロスコープの信号がある動きを
するときの周波数を特定することができ、オシロスコープの周波数応答をすぐに
確認することができます。この手順を行う前に、MORE OPTIONS メニューであ
ること、正弦波がオシロスコープに表示されていることを確認してください。 

周波数を掃引するには、次の手順で行います。 

1. 表示されている出力信号が掃引を開始する周波数であることと確認してくだ
さい。そうでない場合は、開始周波数を入力して、を押します。 

2. FREQ CHANGE を“sweep”に切り替えます。狭いレンジで低速の掃引を行
う場合は、RATE を「100 kHz」に切り替えます。 

3. 終了周波数を入力して、を押します。を押すと、信号は入力
した 2 つの周波数間を掃引し、以下のようにコントロール・ディスプレイに
掃引メニューが表示されます。 

4. 信号を全レンジに渡り掃引することも、あるポイントで掃引を停止して、そ
のポイントの周波数を記録することもできます。 

掃引を停止するには、HALT SWEEP の下のソフトキーを押します。現在の
周波数が出力ディスプレイに表示され、MORE OPTIONS メニューがコント
ロール・ディスプレイに再表示されます。  

注記 

HALT SWEEP を押して周波数の掃引を停止すると、FREQ CHANGE
の設定は “jump” に戻ります。 

5. 必要に応じてこの手順を繰り返します。高速掃引後に、その周波数範囲の一
部を低速掃引し、ある周波数を特定するということができます。 

オシロスコープの周波数応答校正手順 

この手順例は、オシロスコープの周波数応答を確認するもので、通常パルス応答
の確認後に実施されます。  

この手順では、オシロスコープで-3 dB ポイントの周波数を確認することにより
周波数帯域を確認します。この手順での基準正弦波の振幅は 6 目盛分であるた 
め、振幅が 4.2 目盛まで減少するポイントが -3 dB ポイントです。  

この手順例を開始する前に、Levsine モードでオシロスコープ・オプションを選
択していることを確認してください。正しく選択している場合は、コントロール
・ディスプレイには以下のメニューが表示されます。 

 
gjh058.eps 

以下の手順例を実施して周波数応答を校正します。 

1. 5522A のキーを押して信号を再接続します。50 Ω のインピーダンスを選
択するか、オシロスコープの入力端子に 50 Ω の外部終端抵抗を直接接続し
ます。 

2. オシロスコープのマニュアルに記載されている校正時の推奨事項に従い、出
力ディスプレイの正弦波設定を調整します。例えば、HP 54522C オシロスコ
ープの場合は、600 mV @ 1 MHz で開始します。600 mV を入力するには、

周波数の掃引方法 
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を押した後、を押します。 

3. 必要に応じて、オシロスコープを調節してください。正弦波は、以下のよう
に正確に 6 目盛 (p-p) で表示されるはずです。 

必要に応じて、波形が正確に 6 目盛分になるまで電圧の振幅値を微調整しま
す。電圧を微調整するには、を押してカーソルを出力ディスプレイに表
示させ、キーでカーソルを移動し、回転ノブを回して値を調整します。(
本章既述の“値の微調整”を参照してください。) 

 
gl009i.bmp 

4. 周波数を 400 MHz（500 MHz の機器の場合）または 500 MHz（600 MHz の機
器の場合）に上げます。400 MHz を入力するには、を
押した後、を押します。 

5. 以下に示すように、波形が小さくなり 4.2 目盛分になるまで、周波数をゆっ
くりと高くしていきます。 

出力ディスプレイの値を少しずつ大きくするには、回転ノブで微調整しま 
す。やり方は、まず を押してカーソルを出力ディスプレイに表示させ、
もう一度  を押して周波数フィールドに移動させてから、 および 
 キーを使用して変更する桁にカーソルを移動させます。次に、回転ノブ
を回して値を変更します。信号の振幅が 4.2 目盛分になるまで、少しずつ周
波数を高くしてください。4.2 目盛の時点での信号の周波数が、-3 dB に相当
します。 

 
gl010i.bmp 

6. を押して入力信号を停止します。 
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7. オシロスコープの残りのチャンネルに対してこの手順を繰り返します。 

オシロスコープのタイム・ベース・マーカーの校正方法 
オシロスコープの水平偏向（タイム・マーカー）の校正は、垂直ゲインの校正方
法と同じです。タイム・マーカー信号が本校正器で生成され、信号のピークはオ
シロスコープのグリッド線上に合わせられます。 

タイム・マーカー機能 

タイム・マーカー機能は MARKER メニューから利用することができ、オシロス
コープのタイミング応答を校正することができます。MARKER メニューには、
''marker''が表示されるまで MODE の下のソフトキーを押してアクセスします。 

 
gjh058.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
SCOPE メニューに戻ることもできます。 

Marker メニューのオプションは以下の通りです。 

• OUTPUT @ SCOPE terminal (50Ω)  信号出力の位置を示します。オシロス
コープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するに 
は、を押します。 

• SHAPE 波形の種類を示します。周波数設定に応じて、正弦波、スパイク 
波、矩形波（デューティ・サイクル 50 %の矩形波）、および sq20%（デュ
ーティ・サイクル 20 %の矩形波）が選択可能です。SHAPE で選択可能なオ
プションは、以下のように選択されているマーカー周期 (周波数) によりま 
す。 

選択肢 時間（周波数） 

正弦波 10 ns ～ 2 ns (100 MHz ～ 500 MHz) 

スパイク波 5 s ～ 20 ns (0.2 Hz ～ 50 MHz) 

矩形波 5 s ～ 10 ns (0.2 Hz ～ 100 MHz) 

Sq20% 20 ms ～ 100 ns (50 kHz ～ 10 MHz) 

• TRIG  外部トリガーを使用している場合は、このキーを使用してトリガー設
定を切り替えます。選択可能なトリガー設定は、off (オフ)、/1 (トリガー信
号は 1 マーカーごと)、/10 (トリガー信号は 10 マーカーごと)、および/100 (
トリガー号は 100 マーカーごと) です。 

• MODE  Marker モードであることを示します。このソフトキーでモードを変
更し、他の 4 つのオシロスコープ校正モードに対応するメニューを表示する
ことができます。 

デフォルトのマーカー値は 1.000 ms、SHAPE = スパイク波です。 

およびキーを使用すると、1-2-5 ステップのシーケンスで電圧を変化さ
せることができます。例えば、周期が 1.000 ms の場合に、を押すと一番近
い基本ポイントである 2.000 ms に値が増加します。を押すと、 も近い基
本ポイントである 500 μs に減少します。 
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オシロスコープのタイム・ベース・マーカー校正手順 

この手順例では、タイム・マーカー機能を使用してオシロスコープの水平偏向（
タイム・ベース）を確認します。校正に推奨されているタイム・ベースの値につ
いては、オシロスコープのマニュアルを参照してください。 

この手順を開始する前に、Marker モードが選択されていることを確認してくだ
さい。正しく選択されている場合は、コントロール・ディスプレイには以下のメ
ニューが表示されます。 

 
gjh060.eps 

以下の手順例を実施してタイム・ベースを校正します。 

1. 校正器をオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。50 Ωのインピーダン
スを選択するか、50 Ωの外部終端を使用します。オシロスコープが DC 結合
であることを確認します。 

2. オシロスコープのマニュアルで推奨されている校正の設定に従い、タイム・
マーカー値を適用します。例えば、200 ns を入力するには、
を押した後、を押します。 

注記 

タイム・マーカー値の代わりに同等の周波数を入力することが可能
です。例えば、200 ns と入力する代わりに、5 MHz と入力すること
ができます。 

3. タイム・マーカーが 10 本表示されるようにオシロスコープのタイム・ベー
スを設定します。タイム・マーカーは下図のように、オシロスコープの目盛
と一致していなければなりません。  

正確な測定のため、信号のピークと水平軸の中心線を合わてください。 

 
goi073i.eps 

4. オシロスコープで推奨されているマーカー値すべてに対してこの手順を繰り
返します。必要に応じて、アナログ・モードとデジタル・モードでも同じ手
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順を繰り返します。オシロスコープの中には、アナログ・モードでの校正に
倍率の変更が必要になるものがあります。 

5. を押して入力信号を停止します。 

SC600 オプションのトリガー試験方法 
オシロスコープの、異なる複数の波形に対するトリガー機能は波形発生機能で試
験することができます。波形発生機能では矩形波、正弦波、または三角波が出力
されますが、異なるレベルでのトリガー機能を試験するため、波形の出力インピ
ーダンス、オフセット、電圧は変更することができます。  

注記 

波形発生機能は、オシロスコープの確度検証には使用しないでくだ
さい。 

波形発生機能は、Wavegen メニューから選択できます。このメニューにアクセ
スするには、MODE の下のソフトキーを “wavegen” という表示が出るまで何
度か押してください。 

 
gjh061.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接他
のモードのメニューに戻ることもできます。 

Wavegen メニューの各オプションを以下に記述します。 

• OUTPUT @ SCOPE  信号が出力されている端子の位置を示します。オシロ
スコープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するに
は、を押します。 

• WAVE  選択可能な 3 種類の波形間をスクロールします。出力として、矩形
波、正弦波、または三角波を選択できます。 

• SCOPE Z  校正器の出力インピーダンスの設定値を 50 Ωと 1 MΩの間で切り
替えます。 

• OFFSET  生成された波形のオフセットを表示します。オフセットを変更す
るには、新しい値を入力して を押します。回転ノブではオフセット
は変更されず、実際の電圧出力が変化します。 

オフセットを変更する場合、ピークがカットされないように、一定の範囲内
で行わければなりません。この範囲は波形の p-p 値によって異なります。具
体的には、ピークの 大偏位がオフセットと波形の p-p 値の 1/2 を足した値
に等しくなります。本章既述の「波形発生仕様」を参照してください。 

• MODE  Wavegen モードであることを示します。このソフトキーでモードを
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変更し、他の 4 つのオシロスコープ校正モードに対応するメニューを表示す
ることができます。 

ビデオ・トリガーの試験方法 

 
gjh062.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
OTHER modes メニューに戻ることもできます。 

Video メニューの各オプションを以下に記述します。 

• OUTPUT @ SCOPE terminal (50Ω)  信号出力の位置を示します。オシロス
コープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するに 
は、を押します。 

• LINE MK  ライン数を選択できます。ntsc および pal-m 形式の場合は、フィ
ールド (「odd」または「even」) も選択できます。pal および secam 形式の場
合、ライン数に基いてフィールド (「ODD」または「EVEN」) が自動的に選
択されます。 

• FORMAT  選択可能な形式間をスクロールします。ntsc、pal、pal-m、secam 
が選択できます。 

• MODE  VIDEO モードであることを示します。このソフトキーでモードを変
更し、他の 4 つのオシロスコープ校正モードに対応するメニューを表示する
ことができます。 

ビデオの初期設定は +100 %、形式 = NTSC、マーカー数 = 10 です。 
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パルス捕捉性能の検証方法 

 
gjh063.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
OTHER modes メニューに戻ることもできます。 

PULSE メニューの各オプションを以下に記述します。 

• OUTPUT @ SCOPE 信号が出力されている端子の位置を示します。オシロ
スコープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するに
は、を押します。 

• AMPL  出力レベルを示します。2.5 V、1.0 V、250 mV、100 mV、25 mV、ま
たは 10 mV を選択できます。 

• TRIG  外部トリガーを使用している場合は、このキーを使用してトリガー設
定を切り替えます。選択可能なトリガー設定は、off (オフ)、/1 (トリガー信
号は 1 マーカーごと)、/10 (トリガー信号は 10 マーカーごと)、および/100 (
トリガー信号は 100 マーカーごと) です。 

• MODE  PULSE モードになっていることを示します。このソフトキーでモー
ドを変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示することがで
きます。 

パルスの初期設定は、幅 = 100.0 ns、周期 = 1.000 ms です。これらの値を変更す
るには、いくつか方法があります。通常はパルス幅と周期両方の値を入力しま 
す。その場合先にパルス幅と単位を入力し、続けて周期と単位を入力して
を押します。例えば、パルス幅 50 ns、周期 200 ns は以下のように入力す
ることができます。 

             . 

パルス幅のみを変更するには、秒単位で値を入力します。単位はあっても (例 
200 ns) なくても (例 0.0000002) 構いません。周期のみを変更する場合は、周波数
と単位を入力してください (例 20 MHz、周期を 50 ns に変更)。 
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入力抵抗および静電容量の測定方法 

 
gjh064.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
OTHER modes メニューに戻ることもできます。 

MEAS Z (インピーダンス/静電容量測定) メニューの各オプションの説明を以下
に示します。 

• Measured @ SCOPE terminal  測定する入力の位置を示します。 

• MEASURE  テストのタイプを示します。res 50 Ω または res 1 MΩ termination 
(インピーダンスの場合)、または cap (静電容量の場合) を選択できます。 

• MODE  校正器が MEAS Z モードになっていることを示します。このソフト
キーでモードを変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示す
ることができます。 

静電容量測定を選択している場合は、以下のメニューが表示されます。 

 
gjh065.eps 

• SET OFFSET  ケーブルが校正器に接続されていて、オシロスコープには接
続されいない状態で SET OFFSET を押すと、校正器とケーブルの静電容量
がキャンセルされます。もう一度押すとオフセットが無効になります 
(CLEAR OFFSET)。 

入力インピーダンスの測定 

オシロスコープの入力インピーダンスを測定するには、MEAS Z モードが選択さ
れている状態で、次の手順を実行してください。 

1. MEASURE ソフトキーで、「res 50Ω」または「res 1 MΩ」終端を選択しま 
す。 

2. 校正器の SCOPE 端子をオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。 

3.  を押して、測定を開始します。 
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入力容量測定 

オシロスコープの入力容量を測定するには、MEAS Z モードが選択されている状
態で、次の手順を実行してください。 

1. オシロスコープを 1 MΩ 入力インピーダンスに設定します。入力容量テスト
は 入力インピーダンス 50 Ω では実行できません。 

2. MEASURE ソフトキーで “cap” を選択します。 

3. 出力ケーブルが校正器に接続されていて、オシロスコープには接続されてい
ない状態で、SET OFFSET ソフトキーを押して浮遊容量をキャンセルしま 
す。 

4. 出力ケーブルをオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。 

5.  を押して、測定を開始します。 

過負荷保護の試験方法 

 注意 

この試験では、オシロスコープの 50 Ω 入力の電力処理能力を確認
します。開始する前に、オシロスコープの電力定格がこの試験で出
力される電圧と電流を処理可能であることを確認してください。確
認せずにテストを実施すると、オシロスコープが損傷することがあ
ります。 

 
gjh066.eps 

MODE  ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、を押して直接 
OTHER modes メニューに戻ることもできます。 

OVERLD メニューの各オプションの詳細は以下の通りです。 

• OUTPUT @ SCOPE  信号が出力されている端子の位置を示します。 

• UUTTRIP  試験の結果を示します。選択した制限時間内に過負荷保護が作動
しなかった場合は “NO” が表示されます。制限時間内に過負荷保護が作動
した場合は、値が秒単位で表示されます (例:“4.1s”)。 

• T LIMIT  出力値のアプリケーションに選択された制限時間を表示します。制
限時間を入力したり編集したりする場合は、このソフトキーを押します (1 s 
～ 60 s を指定可能)。 

• OUT VAL  出力電圧タイプを表示します。5 V ～ 9 V の DC または AC を選
択できます (出力ディスプレイに表示されます)。この値を入力または編集し
ます。 
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• MODE  OVERLD (過負荷) モードになっていることを示します。このソフト
キーでモードを変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示す
ることができます。 

過負荷の初期設定は +5.000 V DC です。 

過負荷の時間制限はいつでも、, INSTMT SETUP ソフトキー、OTHER 
SETUP ソフトキー、TLIMDEF ソフトキーを押して、1 s ～ 60 s の値を選択
して設定することもできます。 

オシロスコープの過負荷保護を確認するには、次の手順で行なってください。 

1. 校正器をオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。 

2. OUT VAL ソフトキーで、電圧タイプ (DC または AC) を選択します。 

3. 電圧レベルを入力します。(初期値は 5 V) 

4. 必要に応じて、時間を変更します。(上記の手順を参照)初期値は 10 s です。 

5. UUTTRIP ソフトキーで試験結果を確認します。 

リモート・コマンドおよびクエリ 
このセクションでは、SC600 オプションでのみ使用されるコマンドおよびクエリ
について説明します。各コマンドの説明では、IEEE-488 および RS-232 リモート
・インターフェースで使用できるかどうか、および連続コマンド、オーバーラッ
プ・コマンドまたは連結コマンドであるかを示します。 

IEEE-488 (GPIB) および RS-232 対応  各コマンドとクエリの欄には、IEEE-488 (
汎用インターフェース・バス: GPIB) および RS-232 リモート操作に対応している
かを示すチェックボックスがあります。 

連続コマンド  データ・ストリーム内で受信するとすぐに実行されるコマンドを
連続コマンドと呼びます。詳細については、第 5 章の「連続コマンド」を参照し
てください。 

オーバーラップ・コマンド  SCOPE、TRIG、および OUT_IMP といったコマンド
は、実行が完了する前に後続のコマンドによってオーバーラップされる (割り込
みされる) ことがあるため、オーバーラップ・コマンドと呼ばれます。オーバー
ラップ・コマンドが割り込みを受けた場合、他のコマンドが完了するまで待機す
る分、実行に時間がかかるようになります。オーバーラップ・コマンドが実行中
に割り込まれるのを防ぐには、*OPC、*OPC?、または *WAI を使用すると、コ
マンドの実行完了まで割り込まれることはありません。詳細については、第 5 章
の「オーバーラップ・コマンド」を参照してください。 

連結コマンド  SCOPE および OUT_IMP は、他のコマンドと連結して (組み合わ
せて) 複合コマンドを形成することができるため、連結コマンドと呼ばれます。
連結時にコマンドが打ち消し合ってエラーにならないよう、ご注意ください。詳
細は、第 5 章の「結合コマンド」を参照してください。 

一般コマンド 

表 9-1 に、Scope コマンドのパラメーターを示します。 

表 9-1. SCOPE コマンドのパラメーター 

パラメータ

ー 
説明/例 

OFF オシロスコープのハードウェアをオフにします。0 V、0 Hz、NORMAL 端子出力、ス
タンバイにプログラムします。 

VOLT オシロスコープ AC および DC VOLT モード。20 mV p-p、1 kHz、SCOPE BNC 出力
、出力インピーダンス 1 MΩ、スタンバイ (元がオフだった場合または元からスタン
バイになっていた場合) にプログラムします。FUNC? に対しては SACV (ac の場合) 
または SDCV (dc の場合) を返します。 

 例:  SCOPE VOLT; OUT 4 V, 1 kHz 

(AC 電圧、4 V p-p、1 kHz) 
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表 9-1. SCOPE コマンドのパラメーター (続き) 

パラメータ

ー 
説明/例 

EDGE オシロスコープ EDGE モード。25 mV p-p、1 MHz、SCOPE BNC 出力、スタンバイ 
(元がオフだった場合または元からスタンバイになっていた場合) にプログラムしま 
す。FUNC? に対しては EDGE を返します。 

 例: SCOPE EDGE; OUT 0.5 V, 5 kHz 

(エッジ、0.5 V p-p、5 kHz) 

LEVSINE オシロスコープ LEVSINE モード 30 mV p-p、50 kHz、SCOPE BNC 出力、スタンバ

イ (元がオフだった場合または元からスタンバイになっていた場合) にプログラムし

ます。FUNC? に対しては LEVSINE を返します。 

 例: SCOPE LEVSINE; OUT 1 V, 50 kHz  

(定振幅正弦波、1 V p-p、50 kHz) 

MARKER オシロスコープ MARKER モード周期 1 ms、SCOPE BNC 出力、スタンバイ (元がオ

フだった場合または元からスタンバイになっていた場合) にプログラムします。

FUNC? に対しては MARKER を返します。 

 例: SCOPE MARKER; OUT 2 MS 

(マーカー、2 ms 周期) 

WAVEGEN オシロスコープ WAVEGEN モード 20 mV p-p、矩形波、1 kHz、オフセットなし、出

力インピーダンス 1 MΩ、スタンバイ (元がオフだった場合または元からスタンバイ

になっていた場合) にプログラムします。FUNC? に対しては WAVEGEN を返しま 
す。 

 例: SCOPE WAVEGEN; OUT 1 V, 1 kHz 

(波形発生、1 V p-p、1 kHz) 

VIDEO オシロスコープ VIDEO モード。100% 出力 (1 V p-p)、ラインマーカー 10 本、NTSC 
形式にプログラムします。FUNC? に対しては VIDEO を返します。 

 例： SCOPE VIDEO; OUT 90 

(ビデオ、90 % 出力) 

SCOPE VIDEO; OUT -70 

(ビデオ、-70 % 出力、反転ビデオ) 

PULSE オシロスコープ PULSE モード。100 ns パルス幅、1.000 μs 周期、2.5 V レンジに

プログラムします。FUNC? に対しては PULSE を返します。 

 例: SCOPE PULSE; OUT 50 ns, 500 ns; RANGE TP8DB 

(パルス、50 ns パルス幅、500 ns 周期、1.5 V レンジ) 

MEASZ オシロスコープ MEAS Z (インピーダンス/静電容量測定) モード 50Ω レンジにプログ

ラムします。FUNC? に対しては MEASZ を返します。 

 例: SCOPE MEASZ; RANGE TZCAP 

(MEAS Z モード、静電容量レンジ) 

OVERLD オシロスコープ Overload モード。5 V DC レンジにプログラムします。FUNC?に対

しては OVERLD を返します。 

 例: SCOPE OVERLD; OUT 7 V; RANGE TOLAC 

(過負荷、7 V 出力、AC レンジ) 
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SCOPE 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

5500A-SC600 オシロスコープ校正オプションをプログラムします (インストール
されている場合)。機器の設定は、このコマンドのパラメーターによって決まり
ます。SCOPE モードに切り替えたら、OUT コマンドを使用して新しい出力をプ
ログラムします。 

OPER、STBY、*OPC、*OPC?、*WAI  コマンドの動作は全て第 6 章をご参照く
ださい。SCOPE モードでのオシロスコープの出力の状態は、ISR の SETTLED 
ビットの状態によります。 

FUNC?クエリに対しては、対応するオシロスコープ・モードに応じて SDCV、
SACV、LEVSINE、MARKER、EDGE、WAVEGEN  を返します。 

パラメーター: OFF オシロスコープのハードウェアをオフにします。0 
V、0 Hz、NORMAL 端子出力、スタンバイにプログラム

します。 

 VOLT オシロスコープ AC および DC 電圧モード。20 mV p-p、
1 kHz、 SCOPE BNC 出力、出力インピーダンス 1 
MΩ、スタンバイ (元がオフだった場合または元からスタ

ンバイになっていた場合) にプログラムします。 

 EDGE オシロスコープ Edge モード。25 mV p-p、1 MHz、
SCOPE BNC 出力、スタンバイ (元がオフだった場合また

は元からスタンバイになっていた場合) にプログラムし

ます。 

 LEVSINE オシロスコープ定振幅正弦波モード。30 mV p-p、50 
kHz、SCOPE BNC 出力、スタンバイ (元がオフだった場

合または元からスタンバイになっていた場合) にプログ

ラムします。 

 MARKER オシロスコープ・マーカー・モード。周期 1 ms、
SCOPE BNC 出力、スタンバイ (元がオフだった場合また

は元からスタンバイになっていた場合) にプログラムし

ます。 

 WAVEGEN オシロスコープ波形発生モード。20 mV p-p、矩形波、

1 kHz、オフセットなし、出力インピーダンス 1 MΩ、ス

タンバイ (元がオフだった場合または元からスタンバイ

になっていた場合) にプログラムします。 

例: SCOPE VOLT; OUT -2V, 0 Hz (DC 電圧、-2 V) 

 SCOPE VOLT; OUT 4V, 1 kHz (AC 電圧、4 V p-p、1 kHz) 

 SCOPE EDGE; OUT 0.5V, 5 kHz (エッジ、0.5 V p-p、5 kHz) 

 SCOPE LEVSINE; OUT 1V, 20 kHz  (定振幅正弦波、2 V p-p、
20 kHz) 

 SCOPE MARKER; OUT 2 MS (マーカー、2 ms 周期) 

 SCOPE WAVEGEN; OUT 1V, 1 kHz (波形発生機能、1 V p-p、
1 kHz) 
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SCOPE?  
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

現在のオシロスコープ動作モードを返します。オシロスコープがオフの場合は 
OFF を返します。 

パラメーター: なし 

応答:  <文字> (OFF、VOLT、EDGE、LEVSINE、MARKER、または 
WAVEGEN を返します。) 

TRIG 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープ・トリガー出力 BNC をプログラムします。 

パラメーター: OFF (トリガー出力をオフにします。) 

 DIV1 (トリガー出力をオンにします。周波数は、SCOPE 出力

の信号と同じです。) 

 DIV10 (トリガー出力をオンにします。周波数は、SCOPE 出力

の信号の 1/10 になります。) 

 DIV100 (トリガー出力をオンにします。周波数は、SCOPE 出力

の信号の 1/100 になります。) 

TRIG?  
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープ・トリガーの出力設定を返します。 

パラメーター: (なし) 

応答: <文字> (OFF、DIV1、DIV10、または DIV100 を返します。) 

OUT_IMP 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープ出力インピーダンスをプログラムします。 

パラメーター: Z50 (オシロスコープの出力インピーダンスを 50 Ω にプ

ログラムします。) 

 Z1M (オシロスコープ出力インピーダンスを 1 MΩ にプログラ

ムします。) 

OUT_IMP?  
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープ出力のインピーダンス設定を返します。 

パラメーター: (なし) 

TRIG 
PULSE、MEAS Z、および OVERLD モードでの機器のレンジをプログラムしま
す。 

パラメーター: TP0DB レンジをパルス・モードの 2.5 V に設定し

ます。 
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 TP8DB レンジをパルス・モードの 1.0 V に設定します。 

 TP20DB レンジをパルス・モードの 250 mV に設定します。 

 TP28DB レンジをパルス・モードの 100 mV に設定します。 

 TZ50OHM インピーダンスを Meas Z モードで 50 � に設定しま

す。 

 TZ1MOHM インピーダンスを Meas Z モードで 1 MΩ に設定しま

す。 

 TZCAP インピーダンスを Meas Z モードで静電容量に設定し

ます。 

 TOLDC 本器を 過負荷モードの DC に設定します。 

 TOLAC インピーダンスを過負荷モードの AC に設定しま

す。 

例: RANGE TP20DB 

エッジ機能コマンド 

TDPULSE 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

EDGE モードのトンネル・ダイオード・パルスのオン／オフを切り替えます 

パラメーター: ON (または非ゼロ) または OFF (またはゼロ) 

例: TDPULSE ON 

エッジ・モードでのトンネル・ダイオード・パルス・ドライブ設定を返します。 

パラメーター: なし 

応答: ON の場合は 1、OFF の場合は 0。 

マーカー機能コマンド 

TMWAVE 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

MARKER モードの波形を選択します。 

パラメーター: SINE 正弦波 (2 ns ～ 15 ns) 

 SPIKE 三角波/のこぎり歯パルス (15 ns ～ 5 s) 

 SQUARE 矩形波 (50 % デューティ・サイクル) (4 ns ～ 5 s) 

 SQ20PCT 矩形波 (20 % デューティ・サイクル) (85 ns ～ 5 s) 

例: TMWAVE SPIKE 

TMWAVE? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

MARKER モードの波形設定を返します。 

パラメーター: なし 

応答: <文字> (SINE、SPIKE、SQUARE、または SQ20PCT を返します。) 
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ビデオ機能コマンド 

VIDEOFMT 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

VIDEO モードの形式を選択します。 

パラメーター: NTSC、PAL、PALM (PAL-M)、または SECAM 

例: VIDEOFMT SECAM 

VIDEOFMT? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

VIDEO モードのフォーマットを返します。 

パラメーター: なし 

応答: NTSC、PAL、PALM (PAL-M)、または SECAM 

VIDEOMARK 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

VIDEO モードのラインの位置をプログラムします。  

パラメーター: ラインの数 

例: VIDEOMARK 10 

VIDEOMARK? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

VIDEO モードのライン設定を返します。 

パラメーター: なし。 

応答: <文字> SINE、SPIKE、SQUARE、または SQ20PCT 

過負荷機能コマンド 

OL_TRIP? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープ過負荷保護の状態を検知して返します。 

パラメーター: なし 

応答: 保護が作動するまでにかかった秒数を返します。保護が作動しなか

った場合、または OVERLD モードが無効な場合は 0 と表示されま

す。 

TLIMIT 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

OVERLD モードで信号を出力する際の制限時間を設定します。この時間内に 
UUT 保護が作動した場合、校正器は自動的に STANDBY になります。保護が作
動しなかった場合は、制限時間経過後に STANDBY になります。 

パラメーター: 1 ～ 60 (秒) 

例: TLIMIT 30 
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TLIMIT? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

OVERLD モードの信号の出力時間の設定を返します。 

応答: <整数> 制限時間 (秒単位)。 

TLIMIT_D 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

OVERLD モードの信号の出力時間の初期値を設定します。 

パラメーター: 1 ～ 60 (秒) 

例: TLIMIT_D 15 

TLIMIT_D? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

OVERLD モードの制限時間の初期値を返します。 

応答: <整数> 初期設定の制限時間 (秒単位)。 

インピーダンス/静電容量機能のコマンド 

ZERO_MEAS 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

静電容量のオフセットを設定します。 

パラメーター: (ブーリアン) ON または OFF。 

*TRG 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

SC600 オプションの MEAS Z で、新しいインピーダンスを測定して返します。
(SC600 Option の MEAS Z モード以外での*TRG コマンドの使用については、第 6 
章を参照してください)。  

応答: <測定値>, OHM (入力インピーダンス値 (オーム)) 
 <測定値>, F (入力容量値 (ファラッド)) 
 <測定値>, NONE (測定値なし) 

例: *TRG  に対して、1.00E+03,OHM  (1 kΩ 入力インピーダンス) を返し
ます。 

注記 

VAL? クエリでも SC600 でのインピーダンス測定値を確認すること
ができます。*TRG に対しては新しい測定値を返しますが、VAL? に
対しては直近の測定値を返します。応答は上記の*TRG コマンドに
対する応答と同様です。(熱電対測定における VAL? の使用について
は第 6 章をご参照ください。) 
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検証用テーブル 
1 年仕様との検証が必要な場合は、以下の検証用テスト・ポイントをご利用くだ
さい。 

DC 電圧検証 

表 9-2. SC600 オプション の DC 電圧の検証 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V dc) 測定値 (V dc) 偏差 (V dc) 1 年仕様(V dc) 

0   0.00004 

0.00125   0.000040625 

-0.00125   0.000040625 

0.00249   0.000041245 

-0.00249   0.000041245 

0.0025   0.00004125 

-0.0025   0.00004125 

0.00625   0.000043125 

-0.00625   0.000043125 

0.0099   0.00004495 

-0.0099   0.00004495 

0.01   0.000045 

-0.01   0.000045 

0.0175   0.00004875 

-0.0175   0.00004875 

0.0249   0.00005245 

-0.0249   0.00005245 

0.025   0.0000525 

-0.025   0.0000525 

0.0675   0.00007375 

-0.0675   0.00007375 

0.1099   0.00009495 

-0.1099   0.00009495 

0.11   0.000095 

-0.11   0.000095 

0.305   0.0001925 

-0.305   0.0001925 

0.499   0.0002895 
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表 9-2. SC600 オプション の DC 電圧の検証 (続き) 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V dc) 測定値 (V dc) 偏差 (V dc) 1 年仕様(V dc) 

-0.499   0.0002895 

0.5   0.00029 

-0.5   0.00029 

1.35   0.000715 

-1.35   0.000715 

2.19   0.001135 

-2.19   0.001135 

2.2   0.00114 

-2.2   0.00114 

6.6   0.00334 

-6.6   0.00334 

10.99   0.005535 

-10.99   0.005535 

11   0.00554 

-11   0.00554 

70.5   0.03529 

-70.5   0.03529 

130   0.06504 

-130   0.06504 

6.599 (50 Ω)   0.0165375 

AC 電圧の振幅検証 

表 9-3. SC600 オプション の AC 電圧振幅の検証 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.001 1000   0.000041 

-0.001 1000   0.000041 

0.01 1000   0.00005 

-0.01 1000   0.00005 

0.025 1000   0.000065 

-0.025 1000   0.000065 

0.11 1000   0.00015 
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表 9-3. SC600 オプション の AC 電圧振幅の検証 (続き) 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

-0.11 1000   0.00015 

0.5 1000   0.00054 

-0.5 1000   0.00054 

2.2 1000   0.00224 

-2.2 1000   0.00224 

11 1000   0.01104 

-11 1000   0.01104 

130 1000   0.13004 

-130 1000   0.13004 

6.599 (50 Ω) 1000   0.0165375 

AC 電圧周波数の検証 

表 9-4. AC 電圧周波数の検証 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (Hz) 偏差 (Hz) 1 年仕様(Hz) 

2.1 10   0.000025 

2.1 100   0.00025 

2.1 1000   0.0025 

2.1 10000   0.025 

波形発生機能の振幅検証 (1 MΩ 出力インピーダンス)  

表 9-5. SC600 オプションの波形発生機能の振幅検証  (1 M 出力インピーダンス) 

波形 公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p)

矩形波 0.0018 1000   0.000154 

矩形波 0.0119 1000   0.000457 

矩形波 0.0219 1000   0.000757 

矩形波 0.022 1000   0.00076 

矩形波 0.056 1000   0.00178 

矩形波 0.0899 1000   0.002797 

矩形波 0.09 1000   0.0028 

矩形波 0.155 1000   0.00475 
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表 9-5. SC600 オプションの波形発生機能の振幅検証 (1 M 出力インピーダンス) (続き) 

波形 公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p)

矩形波 0.219 1000   0.00667 

矩形波 0.22 1000   0.0067 

矩形波 0.56 1000   0.0169 

矩形波 0.899 1000   0.02707 

矩形波 0.9 1000   0.0271 

矩形波 3.75 1000   0.1126 

矩形波 6.59 1000   0.1978 

矩形波 6.6 1000   0.1981 

矩形波 30.8 1000   0.9241 

矩形波 55 10   1.6501 

矩形波 55 100   1.6501 

矩形波 55 1000   1.6501 

矩形波 55 10000   1.6501 

正弦波 0.0018 1000   0.000154 

正弦波 0.0219 1000   0.000757 

正弦波 0.0899 1000   0.002797 

正弦波 0.219 1000   0.00667 

正弦波 0.899 1000   0.02707 

正弦波 6.59 1000   0.1978 

正弦波 55 1000   1.6501 

三角波 0.0018 1000   0.000154 

三角波 0.0219 1000   0.000757 

三角波 0.0899 1000   0.002797 

三角波 0.219 1000   0.00667 

三角波 0.899 1000   0.02707 

三角波 6.59 1000   0.1978 

三角波 55 1000   1.6501 
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波形発生機能の振幅検証 (50 Ω 出力インピーダンス)  

表 9-6. SC600 オプションの波形発生機能の振幅検証  (50  出力インピーダンス) 

波形 公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p)

矩形波 0.0018 1000   0.000154 

矩形波 0.0064 1000   0.000292 

矩形波 0.0109 1000   0.000427 

矩形波 0.011 1000   0.00043 

矩形波 0.028 1000   0.00094 

矩形波 0.0449 1000   0.001447 

矩形波 0.045 1000   0.00145 

矩形波 0.078 1000   0.00244 

矩形波 0.109 1000   0.00337 

矩形波 0.11 1000   0.0034 

矩形波 0.28 1000   0.0085 

矩形波 0.449 1000   0.01357 

矩形波 0.45 1000   0.0136 

矩形波 0.78 1000   0.0235 

矩形波 1.09 1000   0.0328 

矩形波 1.1 1000   0.0331 

矩形波 1.8 1000   0.0541 

矩形波 2.5 10   0.0751 

矩形波 2.5 100   0.0751 

矩形波 2.5 1000   0.0751 

矩形波 2.5 10000   0.0751 

正弦波 0.0018 1000   0.000154 

正弦波 0.0109 1000   0.000427 

正弦波 0.0449 1000   0.001447 

正弦波 0.109 1000   0.00337 

正弦波 0.449 1000   0.01357 

正弦波 1.09 1000   0.0328 

正弦波 2.5 1000   0.0751 

三角波 0.0018 1000   0.000154 

三角波 0.0109 1000   0.000427 

三角波 0.0449 1000   0.001447 
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表 9-6. SC600 オプションの波形発生機能の振幅検証 (50  出力インピーダンス) (続き) 

波形 公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p)

三角波 0.109 1000   0.00337 

三角波 0.449 1000   0.01357 

三角波 1.09 1000   0.0328 

三角波 2.5 1000   0.0751 

 

定振幅正弦波の検証：振幅 

表 9-7. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 振幅 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.005 50 kHz   0.0004 

0.0075 50 kHz   0.00045 

0.0099 50 kHz   0.000498 

0.01 50 kHz   0.0005 

0.025 50 kHz   0.0008 

0.039 50 kHz   0.00108 

0.04 50 kHz   0.0011 

0.07 50 kHz   0.0017 

0.099 50 kHz   0.00228 

0.1 50 kHz   0.0023 

0.25 50 kHz   0.0053 

0.399 50 kHz   0.00828 

0.4 50 kHz   0.0083 

0.8 50 kHz   0.0163 

1.2 50 kHz   0.0243 

1.3 50 kHz   0.0263 

3.4 50 kHz   0.0683 

5.5 50 kHz   0.1103 
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定振幅正弦波の検証：周波数 

表 9-8. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 周波数 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (Hz) 偏差 (Hz) 1 年仕様(Hz) 

5.5 50 kHz   0.125 

5.5 500 kHz   1.25 

5.5 5 MHz   12.5 

5.5 50 MHz   125 

5.5 500 MHz   1250 

定振幅正弦波の検証：高調波 

表 9-9. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 高調波 

高調波 公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (dB) 偏差    (dB) 1 年仕様(dB) 

2 次高調波 0.0399 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 0.0399 50 kHz   -38 

2 次高調波 0.099 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 0.099 50 kHz   -38 

2 次高調波 0.399 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 0.399 50 kHz   -38 

2 次高調波 1.2 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 1.2 50 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 50 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 100 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 100 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 200 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 200 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 400 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 400 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 800 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 800 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 1 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 1 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 2 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 2 MHz   -38 



 SC600 オシロスコープ校正オプション 
 検証用テーブル 9 

 

9-41 

表 9-9. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 高調波 (続き) 

高調波 公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (dB) 偏差    (dB) 1 年仕様(dB) 

2 次高調波 5.5 4 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 4 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 8 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 8 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 10 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 10 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 20 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 20 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 40 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 40 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 80 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 80 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 100 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 100 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 200 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 200 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 400 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 400 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 600 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 600 MHz   -38 

定振幅正弦波の検証：平坦度 

表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 

公称値 

(V p-p) 
周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.005 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.005 30 MHz   0.000175 

0.005 70 MHz   0.000175 

0.005 120 MHz   0.0002 

0.005 290 MHz   0.0002 

0.005 360 MHz   0.0003 

0.005 390 MHz   0.0003 

0.005 400 MHz   0.0003 
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表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 (続き) 

公称値 

(V p-p) 
周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.005 480 MHz   0.0003 

0.005 570 MHz   0.0003 

0.005 580 MHz   0.0003 

0.005 590 MHz   0.0003 

0.005 600 MHz   0.0003 

0.0075 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.0075 30 MHz   0.0002125 

0.0075 70 MHz   0.0002125 

0.0075 120 MHz   0.00025 

0.0075 290 MHz   0.00025 

0.0075 360 MHz   0.0004 

0.0075 390 MHz   0.0004 

0.0075 400 MHz   0.0004 

0.0075 480 MHz   0.0004 

0.0075 570 MHz   0.0004 

0.0075 580 MHz   0.0004 

0.0075 590 MHz   0.0004 

0.0075 600 MHz   0.0004 

0.0099 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.0099 30 MHz   0.0002485 

0.0099 70 MHz   0.0002485 

0.0099 120 MHz   0.000298 

0.0099 290 MHz   0.000298 

0.0099 360 MHz   0.000496 

0.0099 390 MHz   0.000496 

0.0099 400 MHz   0.000496 

0.0099 480 MHz   0.000496 

0.0099 570 MHz   0.000496 

0.0099 580 MHz   0.000496 

0.0099 590 MHz   0.000496 

0.0099 600 MHz   0.000496 
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表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.01 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.01 30 MHz   0.00025 

0.01 70 MHz   0.00025 

0.01 120 MHz   0.0003 

0.01 290 MHz   0.0003 

0.01 360 MHz   0.0005 

0.01 390 MHz   0.0005 

0.01 400 MHz   0.0005 

0.01 480 MHz   0.0005 

0.01 570 MHz   0.0005 

0.01 580 MHz   0.0005 

0.01 590 MHz   0.0005 

0.01 600 MHz   0.0005 

0.025 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.025 30 MHz   0.000475 

0.025 70 MHz   0.000475 

0.025 120 MHz   0.0006 

0.025 290 MHz   0.0006 

0.025 360 MHz   0.0011 

0.025 390 MHz   0.0011 

0.025 400 MHz   0.0011 

0.025 480 MHz   0.0011 

0.025 570 MHz   0.0011 

0.025 580 MHz   0.0011 

0.025 590 MHz   0.0011 

0.025 600 MHz   0.0011 

0.039 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.039 30 MHz   0.000685 

0.039 70 MHz   0.000685 

0.039 120 MHz   0.00088 

0.039 290 MHz   0.00088 

0.039 360 MHz   0.00166 
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表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.039 390 MHz   0.00166 

0.039 400 MHz   0.00166 

0.039 480 MHz   0.00166 

0.039 570 MHz   0.00166 

0.039 580 MHz   0.00166 

0.039 590 MHz   0.00166 

0.039 600 MHz   0.00166 

0.04 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.04 30 MHz   0.0007 

0.04 70 MHz   0.0007 

0.04 120 MHz   0.0009 

0.04 290 MHz   0.0009 

0.04 360 MHz   0.0017 

0.04 390 MHz   0.0017 

0.04 400 MHz   0.0017 

0.04 480 MHz   0.0017 

0.04 570 MHz   0.0017 

0.04 580 MHz   0.0017 

0.04 590 MHz   0.0017 

0.04 600 MHz   0.0017 

0.07 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.07 30 MHz   0.00115 

0.07 70 MHz   0.00115 

0.07 120 MHz   0.0015 

0.07 290 MHz   0.0015 

0.07 360 MHz   0.0029 

0.07 390 MHz   0.0029 

0.07 400 MHz   0.0029 

0.07 480 MHz   0.0029 

0.07 570 MHz   0.0029 

0.07 580 MHz   0.0029 

0.07 590 MHz   0.0029 
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表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.07 600 MHz   0.0029 

0.099 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.099 30 MHz   0.001585 

0.099 70 MHz   0.001585 

0.099 120 MHz   0.00208 

0.099 290 MHz   0.00208 

0.099 360 MHz   0.00406 

0.099 390 MHz   0.00406 

0.099 400 MHz   0.00406 

0.099 480 MHz   0.00406 

0.099 570 MHz   0.00406 

0.099 580 MHz   0.00406 

0.099 590 MHz   0.00406 

0.099 600 MHz   0.00406 

0.1 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.1 30 MHz   0.0016 

0.1 70 MHz   0.0016 

0.1 120 MHz   0.0021 

0.1 290 MHz   0.0021 

0.1 360 MHz   0.0041 

0.1 390 MHz   0.0041 

0.1 400 MHz   0.0041 

0.1 480 MHz   0.0041 

0.1 570 MHz   0.0041 

0.1 580 MHz   0.0041 

0.1 590 MHz   0.0041 

0.1 600 MHz   0.0041 

0.25 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.25 30 MHz   0.00385 

0.25 70 MHz   0.00385 

0.25 120 MHz   0.0051 

0.25 290 MHz   0.0051 
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表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.25 360 MHz   0.0101 

0.25 390 MHz   0.0101 

0.25 400 MHz   0.0101 

0.25 480 MHz   0.0101 

0.25 570 MHz   0.0101 

0.25 580 MHz   0.0101 

0.25 590 MHz   0.0101 

0.25 600 MHz   0.0101 

0.399 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.399 30 MHz   0.006085 

0.399 70 MHz   0.006085 

0.399 120 MHz   0.00808 

0.399 290 MHz   0.00808 

0.399 360 MHz   0.01606 

0.399 390 MHz   0.01606 

0.399 400 MHz   0.01606 

0.399 480 MHz   0.01606 

0.399 570 MHz   0.01606 

0.399 580 MHz   0.01606 

0.399 590 MHz   0.01606 

0.399 600 MHz   0.01606 

0.4 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.4 30 MHz   0.0061 

0.4 70 MHz   0.0061 

0.4 120 MHz   0.0081 

0.4 290 MHz   0.0081 

0.4 360 MHz   0.0161 

0.4 390 MHz   0.0161 

0.4 400 MHz   0.0161 

0.4 480 MHz   0.0161 

0.4 570 MHz   0.0161 

0.4 580 MHz   0.0161 

 



 SC600 オシロスコープ校正オプション 
 検証用テーブル 9 

 

9-47 

表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.4 590 MHz   0.0161 

0.4 600 MHz   0.0161 

0.8 50 kHz  該当なし 該当なし 

0.8 30 MHz   0.0121 

0.8 70 MHz   0.0121 

0.8 120 MHz   0.0161 

0.8 290 MHz   0.0161 

0.8 360 MHz   0.0321 

0.8 390 MHz   0.0321 

0.8 400 MHz   0.0321 

0.8 480 MHz   0.0321 

0.8 570 MHz   0.0321 

0.8 580 MHz   0.0321 

0.8 590 MHz   0.0321 

0.8 600 MHz   0.0321 

1.2 50 kHz  該当なし 該当なし 

1.2 30 MHz   0.0181 

1.2 70 MHz   0.0181 

1.2 120 MHz   0.0241 

1.2 290 MHz   0.0241 

1.2 360 MHz   0.0481 

1.2 390 MHz   0.0481 

1.2 400 MHz   0.0481 

1.2 480 MHz   0.0481 

1.2 570 MHz   0.0481 

1.2 580 MHz   0.0481 

1.2 590 MHz   0.0481 

1.2 600 MHz   0.0481 

1.3 50 kHz  該当なし 該当なし 

1.3 30 MHz   0.0196 

1.3 70 MHz   0.0196 

1.3 120 MHz   0.0261 
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表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

1.3 290 MHz   0.0261 

1.3 360 MHz   0.0521 

1.3 390 MHz   0.0521 

1.3 400 MHz   0.0521 

1.3 480 MHz   0.0521 

1.3 570 MHz   0.0521 

1.3 580 MHz   0.0521 

1.3 590 MHz   0.0521 

1.3 600 MHz   0.0521 

3.4 50 kHz  該当なし 該当なし 

3.4 30 MHz   0.0511 

3.4 70 MHz   0.0511 

3.4 120 MHz   0.0681 

3.4 290 MHz   0.0681 

3.4 360 MHz   0.1361 

3.4 390 MHz   0.1361 

3.4 400 MHz   0.1361 

3.4 480 MHz   0.1361 

3.4 570 MHz   0.1361 

3.4 580 MHz   0.1361 

3.4 590 MHz   0.1361 

3.4 600 MHz   0.1361 

5.5 50 kHz  該当なし 該当なし 

5.5 30 MHz   0.0826 

5.5 70 MHz   0.0826 

5.5 120 MHz   0.1101 

5.5 290 MHz   0.1101 

5.5 360 MHz   0.2201 

5.5 390 MHz   0.2201 

5.5 400 MHz   0.2201 

5.5 480 MHz   0.2201 

5.5 570 MHz   0.2201 
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表 9-10. SC600 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

5.5 580 MHz   0.2201 

5.5 590 MHz   0.2201 

5.5 600 MHz   0.2201 

エッジの検証：振幅 

表 9-11. SC600 オプションのエッジの検証: 振幅 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.005 1 kHz   0.0003 

0.005 10 kHz   0.0003 

0.005 100 kHz   0.0003 

0.01 100 kHz   0.0004 

0.025 100 kHz   0.0007 

0.05 100 kHz   0.0012 

0.1 100 kHz   0.0022 

0.25 100 kHz   0.0052 

0.5 100 kHz   0.0102 

1 100 kHz   0.0202 

2.5 100 kHz   0.0502 

2.5 10 kHz   0.0502 

2.5 1 kHz   0.0502 

 

エッジの検証：周波数 

表 9-12. SC600 オプションのエッジの検証: 周波数 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (Hz) 偏差 (Hz) 1 年仕様(Hz) 

2.5 1 kHz   0.0025 

2.5 10 kHz   0.025 

2.5 100 kHz   0.25 

2.5 1 MHz   2.5 

2.5 10 MHz   25 
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エッジの検証：デューティ・サイクル 

表 9-13. SC600 オプションのエッジの検証: デューティ・サイクル 

公称値 

(V p-p) 
周波数 測定値 (%) 偏差 (50 % から) 1 年仕様(%) 

2.5 1 MHz   5 

エッジの検証：立ち上がり時間 

表 9-14. SC600 オプションのエッジの検証: 立ち上がり時間 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (s) 偏差 (ns) 1 年仕様(ns) 

0.25 1 kHz   0.3 ns 

0.25 100 kHz   0.3 ns 

0.25 10 MHz   0.3 ns 

0.5 1 kHz   0.3 ns 

0.5 100 kHz   0.3 ns 

0.5 10 MHz   0.3 ns 

1 1 kHz   0.3 ns 

1 100 kHz   0.3 ns 

1 10 MHz   0.3 ns 

2.5 1 kHz   0.3 ns 

2.5 100 kHz   0.3 ns 

2.5 10 MHz   0.3 ns 

 

トンネル・ダイオード・パルサーの検証 

表 9-15. SC600 オプションのトンネル・ダイオード・パルサーの検証 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

11 100   0.2202 

11 10000   0.2202 

55 100   1.1002 

55 10000   1.1002 

100 100   2.0002 

100 10000   2.0002 
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マーカー生成機能の検証 

表 9-16. SC600 オプションのマーカー生成機能の検証 

周期 (s) 測定値 (s) 偏差 (s) 1 年仕様(s) 

5   0.0251 s 

2   0.00405 s 

0.05   3.75E-06 s 

0.02   5E-8 

0.01   2.5E-8 

1e-7   2.5E-13 

5e-8   1.25E-13 

2e-8   5E-14 

1e-8   2.5E-14 

5e-9   1.25E-14 

2e-9   5E-15 

 

パルス生成機能の検証：周期 

表 9-17. SC600 Option のパルス生成機能の検証: 周期 

公称値 (V p-p) パルス幅  (s) 周期 (s) 測定値 (s) 偏差 (s) 1 年仕様(s) 

2.5 8E-08 2E-06   5E-12 

2.5 0.0000005 0.01   2.5E-08 

2.5 0.0000005 0.02   5E-08 

パルス生成機能の検証：パルス幅 

表 9-18. SC600 オプションのパルス生成機能の検証: パルス幅 

公称値 (V p-p) パルス幅  (s) 周期 (s) 測定値 (s) 偏差 (s) 
1 年仕様代表値

(s) 

2.5 4.0E-09 2.0E-06   6.2E-9 

2.5 4.0E-09 2.0E-05   6.2E-9 

2.5 4.0E-09 2.0E-04   6.2E-9 

2.5 4.0E-08 2.0E-03   4.4E-8 
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入力インピーダンスの検証：抵抗 

表 9-19. SC600 オプションの入力インピーダンスの検証: 抵抗 

公称値 (Ω) 測定値 (Ω) 偏差 (Ω) 1 年仕様 (Ω) 

40   0.04 

50   0.05 

60   0.06 

600000   600 

1000000   1000 

1500000   1500 

入力インピーダンスの検証：静電容量 

表 9-20. SC600 オプションの入力インピーダンスの検証: 静電容量 

公称値 (pF) 測定値 (pF) 偏差 (pF) 1 年仕様(pF) 

5 pF   0.75 pF 

29 pF   1.95 pF 

49 pF   2.95 pF 
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概要 
5520A-SC1100 オプション (以下 SC1100 オプション) を追加すれば、オシロスコ
ープの以下の特性を検証、校正し、オシロスコープの確度を維持することができ
ます。 

• 垂直偏向特性を校正、検証します。VOLT 機能で、電圧ゲインとオシロスコ
ープの目盛線を比較することができます。 

• パルス過渡応答を確認、校正します。EDGE 機能を使用して、オシロスコー
プのパルス遷移の測定確度を検証できます。トンネル・ダイオード・パルサ
ーを外付けすれば、より速いパルス応答にも対応できます。 

• 定振幅正弦波機能 (LEVSINE) で帯域幅を検証することで周波数特性を確認
します。垂直偏向は、-3 dB ポイントがオシロスコープで確認できるまでモ
ニタリングされます。 

• 水平 (タイム・ベース) 偏向特性は、MARKER 機能で校正、検証します。こ
の校正手順は、横軸を確認する点を除き、垂直偏向特性の検証と同様のもの
です。 

• パルス幅の表示、補足、測定性能は PULSE 機能で確認します。この機能で
パルス幅と周期を変更できます。 

• 複数の異なる波形へのトリガー機能は波形発生 (WAVEGEN) 機能で確認しま
す。 

• 複合 TV トリガー信号のトリガーおよび受信機能は、VIDEO 機能で確認しま
す。 

• オシロスコープの入力特性は入力抵抗および容量 (MEAS Z) 機能で測定しま
す。 

• オシロスコープの入力保護回路は過負荷 (OVERLD) 機能でテストします。 

これらの機能に加え、出力信号が電圧、周波数、時間設定に応答する方法を変更
するパラメータもメニューに実装されており、校正中の信号制御や、他の方法で
の信号特性の観測も可能です。 

SC1100 オプションの仕様 
以下の仕様は、SC1100 オプションにのみ適用されます。5522A (本器) の一般仕
様については、第 1 章を参照してください。この仕様は以下の条件下で有効で 
す。 

• 本器が第 1 章に規定された条件下で使用されている。 

• 本器の電源が切られてからの時間の 2 倍以上、または 大 30 分、ウォーム
アップを行った。 

• SC1100 オプションが有効になって 5 分以上経過している。 

 一般仕様 
ウォームアップ時間 ............................................... 前回のウォームアップ以降の時間の 2 倍、 大 30 分。 

セトリング時間 ....................................................... 全機能およびレンジで 5 秒以内 

温度性能 

動作時 ................................................................. 0°C ～ 50°C 

校正時(tcal)  ........................................................ 15°C ～ 35°C 

保管時 ................................................................. -20°C ～ 70°C 
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電磁両立性 .............................................................. 標準室等、高度に制御された電磁環境下での使用を前提とした設計。 
>1 V/m の電磁場で使用すると、出力値に誤差が生じる恐れがありま 
す。本仕様のテストでは全て新しいケーブルとコネクターを使用。  

温度係数.................................................................. tcal +5 °C の範囲外の温度における温度係数は、1 °C につき 1 年仕様

の 10 % 

相対湿度 

動作時 ................................................................. 30°C までは < 80 % 、40°C までは < 70 % 、 50°C までは < 40 %  

保管時 ................................................................. <95 %、結露なきこと 

高度 

動作時 ................................................................. 高 3,050 m 

非動作時.............................................................. 高 12,200 m 

安全性 ..................................................................... IEC 1010-1 (1992-1); ANSI/ISA-S82.01-1994; CAN/CSA-C22.2 
No.1010.1-92 

アナログ Lo 側絶縁 ................................................ 20 V 

EMC ........................................................................ EN 61326-1/1997, Class A 準拠 

電圧仕様   

電圧機能  
DC 信号 矩形波信号 [1] 

50 Ω 負荷 1 MΩ 負荷 50 Ω 負荷 1 MΩ 負荷 

振幅特性 

レンジ 0 ～ ±6.6 V 0 ～ ±130 V 
±1 mV ～ ±6.6 V 
p-p 

±1 mV ～ ±130 
V p-p 

分解能 

レンジ 

1～24.999 mV 

25～109.99 mV 

110 mV ～ 2.1999 V 

2.2 ～ 10.999 V 

11 ～ 130 V 

分解能 

1 μV 

10 μV 

100 μV 

1 mV 

10 mV 

調整レンジ 連続調整可能 

1 年絶対不確かさ、 tcal ± 5°C 
±（出力の
0.25% + 40 μV
） 

±(出力の 0.05% 
+ 40 μV) 

±（出力の 0.25% 
+ 40 μV） 

±(出力の 0.1 ％ 
+40 μV)[2] 

シーケンス 1-2-5（例：10 mV、20 mV、50 mV） 

矩形波の周波数特性 

レンジ 10 Hz ～ 10 kHz 

1 年絶対不確かさ、 tcal ± 5°C ±(設定の 2.5 ppm) 

立ち上がり/立ち下がりエッジの 50 % 
から 4 μs 以内のアベレーション (代表

値) 
< (出力の 0.5% + 100 μV) 

[1] 正または負、ゼロを基準とした矩形波を選択可能。 

[2] 矩形波の周波数が 1 kHz 超の場合、±(出力の 0.25 % + 40 μV)。 
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エッジ仕様  

50 Ω負荷でのエッジ特性 1 年絶対不確かさ、tcal ±5 °C 

立ち上がり時間 ≤300 ps (+0 ps / -100 ps) 

振幅レンジ (p-p) 5.0 mV ～ 2.5 V ±(出力の 2 % + 200 μV) 

分解能 4 桁 該当なし 

調整レンジ 各シーケンス値 (以下に表示) の±10 % 該当なし 

シーケンス値 
5 mV、10 mV、25 mV、50 mV、60 mV
、80 mV、100 mV、200 mV、250 mV、
300 mV、500 mV、600 mV、1 V、2.5 V 

該当なし 

周波数レンジ 1 kHz ～ 10 MHz [1] ±(設定の 2.5 ppm) 

標準ジッター、トリガーするエッ

ジ 
<5 ps (p-p) 該当なし 

立ち上がりエッジのアベレーショ

ン [2] 

立ち上がりエッジの 50 % から 2 ns 以内 <(出力の 3 % + 2 mV) 

2 ～ 5 ns <(出力の 2 % + 2 mV) 

5 ～ 15 ns <(出力の 1 % + 2 mV) 

15 ns 以降 <(出力の 0.5 % + 2 mV) 

デューティ・サイクル(代表値) 45 % ～ 55 % 該当なし 

トンネル・ダイオード・パルス・

ドライブ 
100 Hz ～ 100 kHz 、60 ～ 100 V p-p の可変振幅の矩形波 

[1] 2 MHz 超の立ち上がり時間の仕様は<350 ps 

[2] エッジのアベレーション測定はすべて Tektronix 11801 メインフレームと SD26 入力モジュールを使用。 

定振幅正弦波仕様  

定振幅正弦波 周波数レンジ 

50 Ω負荷の特性  50 kHz (基準)  50 kHz ～ 100 MHz 100 ～ 300 MHz 300 ～ 600 MHz 600 ～ 1100 MHz

振幅特性 (オシロスコープの帯域幅測定において) 

レンジ(p-p) 5 mV ～ 5.5 V 5 mV ～ 3.5 V 

分解能 
<100 mV: 3 桁 

≥100 mV: 4 桁 

調整レンジ 連続調整可能 

1 年絶対不確かさ

、tcal ±5 °C 
±(出力の 2% + 
300 μV) 

±(出力の 3.5% + 
300 μV) 

±(出力の 4% + 
300 μV) 

±(出力の 6% + 
300 μV) 

±(出力の 7% + 
300 μV) 

平坦度 (50 kHz に

対する相対値) 
該当なし 

±(出力の 1.5 % + 
100 μV) 

±(出力の 2 % + 
100 μV) 

±(出力の 4 % 
+ 100 μV) 

±(出力の 5 % ± 
100 μV) 

短期振幅安定度 ≤ 1%[1] 

周波数特性 

分解能 10 kHz 100 kHz 

1 年絶対不確かさ

、tcal ±5 °C 
±2.5 ppm [2] 

歪み特性 

2 次高調波 ≤-33 dBc 

3 次以上の高調波 ≤ -38 dBc 

[1] 基準振幅設定後 1 時間以内で、温度の変化は±5°C 未満と仮定しています。 

[2]  REF CLK を外部入力に設定した場合、定振幅正弦波の周波数不確かさは、10 MHz 外部クロックの不確かさ ±0.3 Hz/ゲート時

間。 
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タイム・マーカー仕様  

50 Ω 負荷でのタイム・マーカー 5 s ～ 50 ms 20 ms ～ 100 ns 50 ～ 20 ns 10 ns 5 ～ 1 ns 

基本ポイントでの 1 年絶対不

確かさ、tcal ±5 °C 
±(25 + t x 
1000 ppm [1] 

± 2.5 ppm ± 2.5 ppm ± 2.5 ppm ± 2.5 ppm 

波形 
スパイク波

または矩形

波 

スパイク波、矩形

波、または 20 % 
パルス 

スパイク波また

は矩形波 
矩形波また

は正弦波 
正弦波 

出力レベル(代表値) >1 V p-p [2] >1 V p-p [2] >1 V p-p [2] >1 V p-p [2] >1 V p-p 

ジッター (代表値) (rms) <10 ppm <1 ppm <1 ppm <1 ppm <1 ppm 

シーケンス 5 s ～ 1 ns までの 5-2-1（例：500 ms、200 ms、100 ms） 

調整レンジ [3] 上記の各シーケンス値の少なくとも ±10 %。 

振幅値の分解能 4 桁 

[1] t は時間 (秒)。 

[2] 矩形波および 20 % パルス (20 % デューティ・サイクル・パルス) の立ち上がり時間 (代表値) は < 1.5 ns。 

[3] タイム・マーカーの不確かさは、基本ポイントから ±50 ppm。 

波形発生仕様  

波形発生機能の特性 50 Ω または 1 MΩ 負荷での矩形波、正弦波、三角波 

振幅 

レンジ 
1 MΩ負荷時:1.8 mV ～ 55 V p-p 

50 Ω負荷時: 1.8 mV ～ 2.5 V p-p 

1 年の絶対不確かさ、tcal ±5 °C、10 Hz ～ 10 
kHz 

±(p-p 出力の 3 % + 100 μV) 

シーケンス 1-2-5（例：10 mV、20 mV、50 mV） 

DC オフセット・レンジ (代表値) 0 ～ ± (p-p 振幅の ≥40 %) [1] 

周波数 

レンジ 10 Hz ～ 100 kHz 

分解能 4 ～ 5 桁、周波数により異なる 

1 年絶対不確かさ、 tcal ± 5°C ±(25 ppm + 15 mHz) 

[1] DC オフセットと波形信号の合計が 30 V rms を超えてはいけません。 
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パルス・ジェネレーター仕様  

パルス発生機能の特性 50 Ω負荷時の正のパルス 

立ち上がり/立ち下がり時間 (代表値) <1.5 ns 

使用可能な振幅 2.5 V、1 V、250 mV、100 mV、25 mV、10 mV 

パルス幅 

範囲 4 ～ 500 ns [1] 

不確かさ (代表値) 5 % ±2 ns 

パルス周期 

範囲 20 ms ～ 200 ns (50 Hz ～ 5 MHz) 

分解能 4 または 5 桁 (周波数と幅によって異なる) 

基本ポイントでの 1 年絶対不確かさ、tcal ±5 °C ±2.5 ppm 

[1] パルス幅は、周期の 40 % を超えないこと。 

[2] 2 μs 未満の周期のパルス幅の不確かさは未規定。 

トリガー信号仕様 (パルス機能)   

パルス周期 分周比  50 Ω負荷の振幅 (p-p) 立ち上がり時間 (代表値) 

20 ms ～ 150 ns off/1/10/100 ε1 V δ2 ns 

トリガー信号仕様 (タイム・マーカー機能)   

タイム・マーカー周期 分周比  50 Ω負荷の振幅 (p-p) 立ち上がり時間 (代表値) 

5 s ～ 35 ms off/1 ε1 V δ2 ns 

34.9 ms ～ 750 ns off/1/10/100 ε1 V δ2 ns 

749 ～ 7.5 ns off/10/100 ε1 V δ2 ns 

7.4 ～ 2 ns off/100 ε1 V δ2 ns 

トリガー信号仕様 (エッジ機能)   

エッジ信号の周波数 分周比 
50 Ω負荷時の振幅 (代表値) (p-

p) 
立ち上がり時間 (代

表値) 
リード時間 (代表値) 

1 kHz ～ 10 MHz off/1 ≥1 V ≤ 2 ns 40 ns 

トリガー信号 (矩形波電圧機能)   

電圧機能の周波数 分周比 
50 Ω負荷時の振幅 (代表値) 

(p-p) 
立ち上がり時間 (代表値) リード時間 (代表値) 

10 Hz ～ 10 kHz off/1 ≥1 V ≤ 2 ns 2 μs 

TV トリガー信号仕様   

トリガー信号のタイプ パラメーター 

フィールド・フォーマット NTSC、SECAM、PAL、または PAL-M を選択可能 

極性 反転ビデオまたは非反転ビデオを選択可能 

50 Ω負荷の振幅 (p-p) 50 Ω負荷で 0 ～ 1.5 Vp-p に調整可能、(±7 % の確度) 

ライン・マーカー ライン・ビデオ・マーカーを選択可能 

オシロスコープ入力抵抗測定仕様   

選択されている入力インピーダンス 50 Ω 1 MΩ 

測定レンジ 40 ～�60 Ω 500 kΩ ～ 1.5 MΩ 

不確かさ 0.1 % 0.1 % 
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オシロスコープ入力容量測定仕様  

選択されている入力インピーダ

ンス 
1 MΩ 

測定レンジ 5 ～ 50 pF 

不確かさ ±(入力の 5 % + 0.5 pF) [1] 

[1] 静電容量のゼロを取ってから 30 分以内の測定。ゼロ調整を含めて、静電容量測定の少なくとも 5 分前にはオシロスコープ・オプ

ションを選択しておいてください。 

過負荷測定仕様  

供給電圧 「ON」電流表示 (代表値) 「OFF」電流表示 (代表値) 大制限時間 DC または AC (1 kHz)

5～9 V 100～180 mA 10 mA 1 ～ 60 s に設定可能 

オシロスコープの接続  
SC1100 オプションに付属しているケーブルを使用して、校正器の SCOPE 出力
端子とオシロスコープのいずれかのチャンネルのコネクターを接続します (図 
10-1 を参照)。 

外部トリガーを使用するには、校正器の TRIG OUT 出力端子をオシロスコープ
の外部トリガー用コネクターに接続します。外部トリガーを使用し、外部トリガ
ーと校正用信号を一緒に表示するには、TRIG OUT 出力端子を別のチャンネルに
接続します。外部トリガーの接続と表示については、オシロスコープのマニュア
ルを参照してください。 

5522A CALIBRATOR

 
gjh036.eps 

図 10-1. オシロスコープの接続：チャンネルと外部トリガ 

SC1100 オプションの使い方  
  を押して SC1100 オプションを選択します (LED が点灯)。下記のような
SCOPE メニューがコントロール・ディスプレイに表示されます。 初の 4 つの
ソフトキーから、それぞれ VOLT、EDGE、LEVSINE、MARKER の校正メニュ
ーに直接進むことができます。 後のソフトキーの OTHER メニュー (以下を参
照) からは、WAVEGEN、VIDEO、PULSE、MEAS Z (インピーダンス/静電容量
測定)、OVERLD メニューにアクセスできます。 を押すと、OTHER メニュ
ーから SCOPE メニューに戻ります。 本マニュアルでは各メニューの詳細につい
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て説明します。 

 
gjh050.eps 

出力信号  

以下の説明は、SCOPE メニューで VOLT モードが選択されていることを前提と
しています。VOLT モードが選択されている場合、コントロール・ディスプレイ
は以下のようになります。 

 
gjh051.eps 

出力信号の情報はコントロール・ディスプレイ（右側のディスプレイ）に表示さ
れます。校正器が接続されているのに、出力がオシロスコープに表示されない場
合は、校正器がスタンバイ・モードになっている可能性があります。出力信号の
設定内容は出力ディスプレイ（左側のディスプレイ）に表示されます。 

STBY が表示された場合は、キーを押してください。出力ディスプレイに
OPR が表示され、オシロスコープに出力が表示されます。 

出力信号の調整方法  

校正中に出力信号を変更する方法はいくつかあります。オシロスコープの校正で
は出力信号の調整を何度も行う必要があるため、オシロスコープ校正の設定変更
方法を、以下のように 3 通りにまとめました。新しい設定値への変更や、一定の
範囲内での掃引などを、これらの方法で行うことができます。 

値の入力方法 

以下の例は LEVSINE モードの場合です。校正器の正面パネルから特定の値を直
接入力するには、次の手順に従います。 

1. 入力したい値を、単位と接頭辞を含めて入力します。例えば、120 mV と入

力するには、. を押します。コントロール・ディス

プレイには以下のように表示されます： 
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gl002i.eps 

注記 

キーの左上部に赤字で表示されている単位と接頭辞は、 キーを
使用して入力できます。例えば、200 μs と入力するには、
と押します。 

入力を間違えた場合は、を押してコントロール・ディスプレイをクリア
してメニューに戻ります。 

 
2. を押して値を有効にすると、出力ディスプレイに値が表示されます。 

ディスプレイにある他の設定は、その設定項目に対し値を入力して単位を指
定しない限り変更されません。 

回転ノブで値を調整する方法  

回転ノブを使用して出力ディスプレイの値を調整するには： 

1. 回転ノブを回すと、カーソルが出力ディスプレイの 下位の桁に表示され、

この桁の値が変化し始めます。この桁の値を変えずにこのフィールドにカー

ソルを表示させる場合は、を押します。 

 
gl003i.eps 

2. 電圧フィールドと周波数フィールドの間でカーソルを移動するには、を

押します。 

 
gl004i.eps 

3. キーとキーを使用してカーソルを変更したい桁に移動します。 

4. 回転ノブを回して値を変更します。  

VOLT モードまたは MARKER モードで回転ノブを使用すると、コントロー
ル・ディスプレイには、基準値から新しい値への変化率が表示されます。こ
の機能は、オシロスコープ上での誤差率を測定する際に便利です。を押
すことにより、参照値を新しい基準値として設定することができます。 

 
gl005i.eps 
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3. を押すと、カーソルが出力ディスプレイから消え、新規の値が基準値

として保存されます。 

注記 

使用中の機能に対して無効な値、またはレンジ外の値を入力しよう
とすると、値は変化せず、本校正器はビープ音を発します。 

およびの使い方   

キーおよびキーを押すと、現在の信号値を既定の基本ポイントへジャ
ンプさせることができます。ジャンプする値は選択中の機能によって決まりま 
す。これらのキーの詳細については、各機能の説明をご参照ください。 

SC1100 オプションのリセット方法  

本校正器のすべてのパラメーターは、正面パネルの操作中いつでも、正面パネル
のキーを押すことによりデフォルトの設定値にリセットすることができま
す。 

本校正器のリセット後、 を押して SC1100 オプションにに戻ってください 
(SCOPE メニューが表示されます)。 を押すと信号の出力が再開されます。 

オシロスコープの電圧振幅の校正方法  
オシロスコープの電圧 (垂直) ゲインは、DC または低周波の矩形波信号を印加し
、電圧レベルごとに指定されている高さ (オシロスコープの目盛線の区分) と一
致するようにゲインを調整して校正します。この信号は本校正器の電圧モードよ
り印加されます。校正に使用する電圧、および合致させる目盛区分はオシロスコ
ープによって異なりますので、オシロスコープのサービス・マニュアルをご確認
ください。 

VOLT 機能  

VOLT 機能で電圧ゲインを校正することができます。 を押して VOLT メニ
ューにアクセスして VOLT 機能を選択するか、SCOPE メニューで VOLT ソフト
キーを押してください。 

 
gjh052.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
SCOPE メニューに戻ることもできます。 

各メニュー項目を以下に記述します： 
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• OUTPUT @ SCOPE 信号が出力されている端子の位置を示します。オシロス
コープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するに 
は、を押します。 

• 1 MΩ オシロスコープのインピーダンスに合致するように、1 MΩ と 50 Ωを
切り替えます。 

• DC<-AC  AC を同等の DC に切り替えます。DC->AC は、DC を AC に切り替
えます。 

• TRIG  矩形波を使用して外部トリガーを校正する場合は、このキーでトリガ
ーのオン/オフを切り替えます。オンの場合、読み取り値は「/1」となり、外
部トリガーの周波数が出力電圧と同じであることが示されます。外部トリガ
ーは、低振幅信号でトリガーするのが困難なオシロスコープで便利です。 

• V/DIV MENU 電圧スケール・メニューを表示し、信号のスケールを V/DIV
で選択することができます。このメニューの詳細は、以下の“V/DIV メニュ
ー”に記述されています。 

• MODE  VOLT モードであることを示します。このソフトキーでモードを変
更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示することができま 
す。 

V/DIV メニュー  

下図の V/DIV メニューで、オシロスコープの 1 目盛に相当する電圧を設定しま
す。出力の振幅をこのメニューから変更することもできますが、場合によっては
このやり方の方が便利かもしれません。V/DIV メニューを表示するには、VOLT 
メニューで V/DIV を押します。 

 
gjh053.eps 

V/DIV メニューの各項目は以下の通りです： 

• V/div  出力ディスプレイの目盛ごとの電圧を、オシロスコープの入力感度に
応じて変更します (VOLTS/DIV)。上図に示すように、設定可能な値は 1-2-5
ステップで切り替わります。UP の下のソフトキーを押すと 1 目盛当たりの
電圧値が増加します。DOWN の下のソフトキーを押すと 1 目盛当たりの電圧
値が減少します。 

• # DIV 波形の p-p 値を形成する目盛の数を指定します。目盛の数は 1 ～ 8 の
間で変更可能です。各目盛で表される量は、V/div フィールドに表示されま
す。UP の下のソフトキーを押すと信号の高さが増え、DOWN の下のソフト
キーを押すと減少します。 
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およびキーを使用すると、1-2-5 ステップのシーケンスで電圧を変化さ
せることができます。例えば、電圧が 40 mV の場合に、を押すと、 も近
い基本ポイントである 50 mV に増加します。を押すと も近い基本ポイン
トである 20 mV に減少します。 

オシロスコープの振幅校正手順  

この手順例では、電圧メニューからオシロスコープの振幅ゲインを校正する方法
を説明します。校正中は、実際に校正しているオシロスコープの仕様に従って、
ゲインとオシロスコープの目盛が一致するよう様々な電圧で検証する必要があり
ます。校正時の推奨設定値と適切なゲインの値については、オシロスコープ・マ
ニュアルを参照してください。 

この手順を開始する前に、VOLT モードで SC1100 オプションを実行しているこ
とを確認してください。正しく実行している場合は、コントロール・ディスプレ
イには以下のメニューが表示されます。 

 
gjh054.eps 

垂直ゲインの校正は以下の手順で行います： 

1. 校正器をオシロスコープのチャンネル 1 に接続し、オシロスコープが適切な
インピーダンスで終端されていることを確認します（この例では 1 MΩ）。
信号が接続されていることを示す、本校正器のキーが点灯していること
を確認します。 

2. オシロスコープで推奨されている電圧レベルを入力します。例えば、30 mV
を入力するには、を押した後を押します。本章前
述の“値の入力”を参照してください。 

3. 必要に応じて、オシロスコープを調節してください。波形は下図のような形
状で、ゲインはオシロスコープの校正設定値で指定した量と同じであるはず
です。この例では、目盛当たり 5 mV、6 目盛で 30 mV を示しています。 

 
gl006i.eps 

4. 電圧をオシロスコープ校正の次の推奨値に近い値に変更し、この手順を新し
い電圧レベルでも繰り返し、マニュアルの仕様に従ってゲインが正しいこと
を確認します。 

5. チャンネルごとにこの手順を繰り返します。 

電圧振幅の簡易設定方法



5522A 
操作マニュアル 

10-14 

オシロスコープのパルス応答および周波数応答の校正方法  
パルス応答は、立ち上がり時間の速い矩形波信号を使用して校正されます。この
信号を使用し、必要に応じて、立ち上がり時間とパルスのアベレーションに対す
る仕様を満たすようオシロスコープを調整します。 

パルスの確認に続き、周波数応答は定振幅正弦波を印加し、振幅が約 30 ％落ち
て-3 dB になるポイントの周波数を捕捉することで確認します。 

エッジ機能  

Edge 機能は、オシロスコープのパルス応答の校正に使用します。Edge メニュー
を表示するには、“edge”というオプションが表示されるまで MODE の下のソ
フトキーを押します。 

 
gjh055.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
SCOPE メニューに戻ることもできます。 

EDGE メニューの各オプションを以下に記述します。 

• OUTPUT @ SCOPE terminal (50 Ω)  出力信号の端子の位置とインピーダン
スを示します。オシロスコープに信号が表示されない場合は、を押しま
す。信号を切断するには、を押します。  

EDGE モードでは出力インピーダンスを変更することはできません。 

• TD PULSE  1 度押すとトンネル・ダイオードのパルサー・ドライブ信号がオ
ンになり、もう 1 度押すとパルサー・ドライブがオフになります。この信号
は、トンネル・ダイオード・パルサー (Fluke 部品番号 606522、Tektronix 
067-0681-01 または同等製品) を駆動するのに 大 100 V p-p を供給します。 

• TRIG  外部トリガーを使用している場合、このキーを使用してトリガーのオ
ンとオフを切り替えます。オンの場合は"/1"と表示され、外部トリガーとエ
ッジ出力の周波数が同じであることを示します。外部トリガーは、低振幅信
号でトリガーするのが困難なオシロスコープで便利です。 

• MODE  EDGE モードであることを示します。このソフトキーでモードを変
更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示することができま 
す。 

オシロスコープのパルス応答の校正手順  

この手順例では、オシロスコープのパルス応答の確認方法について説明します。
オシロスコープの確認を行う前に、校正の推奨設定値についてはオシロスコープ
のマニュアルを参照してください。 
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この手順を開始する前に、EDGE モードで SC1100 オプションを実行しているこ
とを確認してください。正しく実行している場合は、コントロール・ディスプレ
イには以下のメニューが表示されます。 

 
gjh067.eps 

以下の手順例を実施してパルス応答を校正します。 

1. 校正器をオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。50 Ωのインピーダン
スを選択するか、オシロスコープの入力端子に 50Ωの終端抵抗を接続しま 
す。信号が接続されていることを示すキーが点灯していることを確認し
ます。 

2. オシロスコープのメーカーがエッジ応答の校正に推奨する振幅値と合致する
ように、信号の電圧設定を変更します。デフォルトの設定値は 25.00 mV  
p-p、1.0000 MHz です。 

例えばオシロスコープ HP 54522C の場合、1 V、1 MHz の信号から始めてく
ださい。 

3. オシロスコープのスケールを調整して、エッジが適切に表示されるようにし
ます。 

4. オシロスコープのタイム・ベースを出来るだけ高速な設定に調整します (20.0
または 50.0 ns/div)。 

 
goi072.eps 

5. オシロスコープに適切な立ち上がり時間とパルス・アベレーションの特性が
表示されることを確認します。 

6. を押して入力信号を停止します。 

トンネル・ダイオード・パルサーを使用したパルス応答の校正  

本校正器を使用してトンネル・ダイオード・パルサー (フルークのパーツ・ナン
バー 606522、またはテクトロニクスの 067-0681-01) を駆動し、立上り時間 125 
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ps のパルス・エッジを確認することができます。 

本校正器は、 大 100 V p-p (100 kHz) のパルサー・ドライブ信号を供給します。
推奨される出力設定は 80 V p-p (100 kHz) で、初期設定もこの値です。 

トンネル・ダイオード・パルサーを使用する際は、次の手順で行なってくださ 
い： 

1. 図 10-2 に示しているように、校正器、トンネルダイオードパルサー、および
オシロスコープを接続します。 

2. SC1100 オプションの EDGE モードで、TDPULSE ソフトキーを押してオンに
します。 

3.  を押します。 

4. パルサー・ボックスのつまみを回して、読み取り値をトリガーするのに必要
な 小設定にします。 

5522A CALIBRATOR

 
gjh037.eps 

図 10-2. トンネル・ダイオード・パルサーの接続 

定振幅正弦波機能  

定振幅正弦波 (LEVSINE) 機能は、広範囲な周波数に渡って振幅が相対的に一定
な定振幅正弦波を使用し、オシロスコープの帯域幅を確認します。オシロスコー
プの確認を行う場合は、オシロスコープに表示される振幅が 30%減少するまで
正弦波の周波数を変更します。これは振幅の-3 dB ポイントに相当します。デフ
ォルトの値は 30 mV p-p、50 kHz です。 

LEVSINE メニューを使用するには、''levsine'' というオプションが表示されるま
で MODE の下のソフトキーを押します。 
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gjh056.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
SCOPE メニューに戻ることもできます。 

LEVSINE メニューのオプションを以下に示します。 

• OUTPUT @ SCOPE terminal (50 Ω)  出力信号の端子の位置とインピーダン
スを示します。オシロスコープに信号が表示されない場合は、を押しま
す。信号を切断するには、を押します。LEVSINE モードではインピー
ダンスを変更することはできません。 

• MORE OPTIONS  その他のオプション・メニューを表示します。詳細は“
MORE OPTIONS メニュー”をご確認ください。 

• SET TO LAST F  現在の設定周波数と 50 kHz の基準周波数を、交互に切り替
えます。異なる周波数で調整を行った後、出力を確認するために基準周波数
に戻る場合に便利です。  

• MODE LEVSINE モードであることを示します。このソフトキーでモードを
変更し、他の校正モードのメニューを表示することができます。 

周波数および電圧設定のショートカット  

正弦波設定には 3 つのオプションがあります。 

• SET TO LAST F は、 後に使用した周波数と 50 kHz の基準周波数を、交互
に切り替えます。異なる周波数で調整を行った後、基準周波数での出力を確
認することができます。 

• MORE OPTIONS では、必要に応じて、自動周波数掃引機能の使用と電圧レ
ンジの固定が可能です。以下のセクションで、このメニューの詳細について
説明します。 

• キーおよびキーでは、周波数をステップごとに上下させ、新しい周
波数を簡単に設定することができます。例えば、値が 250 kHz のときに
を押すと周波数が 300 kHz に変更され、を押すと 200 kHz に変更されま
す。電圧値の場合は、とにより基本ポイント値が 1.2-3-6 のステッ
プで変更されます。 

MORE OPTIONS メニュー  

MORE OPTIONS を選択すると、周波数と電圧の制御オプションがさらに表示さ
れます。MORE OPTIONS メニューを表示するには、LEVSINE メニューで
MORE OPTION の下のソフトキーを押します。 
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gjh057.eps 

MORE OPTION メニューの各オプションは以下の通りです。 

• FREQ CHG  出力信号を新しい周波数に変更する際の制御方法を切り替えま
す。初期設定では “Jump” です。 

“Jump” の場合、出力信号は即座に新しい周波数設定に切り替わります。
“sweep”の場合、設定した範囲に渡って周波数を掃引します。任意の帯域
幅で信号が徐々に変化するのを観測し、振幅が変化するポイントを確認する
際にこの掃引機能を使用します。掃引機能の詳細については、“周波数の掃
引範囲” をご参照ください。 

• RATE  FREQ CHANGE が “sweep” に設定されているときに、100 kHz、
1 MHz、10 MHz の掃引速度を選択することができます。 

掃引速度が低速の場合は、周波数が非常にゆっくりと変化するようになりま
す。高速掃引後に、その周波数範囲の一部を低速掃引し、ある周波数を特定
するということもできます。 

• RANGE  このソフトキーを押すと、2 つの設定が切り替わります。1 つ目の
設定 (“auto”) にすると、電圧レベルに応じてレンジ・リミットが自動的に
変わります。2 つ目の設定 (“locked”) にすると現在のレンジで固定され、
それ以降の電圧レベルの変化はこのレンジで測定されます。 

LEVSINE では以下の 6 つのレンジがあります：10 mV、40 mV、100 mV、
400 mV、1.3 V、5.5 V (注記：600 MHz より高い周波数では 大 3.5 V)。“
auto” に設定されている場合、本校正器は も正確な出力が可能なレンジを
自動的に選択します。  

''locked'' に設定すると、レンジは固定され、電圧をレンジの下限まで下げる
ことができるようになります。  

例えば、レンジ・リミットが 40 mV と仮定します。“auto” を選択した状態
で 5 mV を入力すると、校正器は自動的にレンジを 10 mV に変更し、10 mV
レンジで 5 mV を出力します。しかし、40 mV レンジで “locked” に設定して
5 mV を入力すると、校正器は 40 mV レンジで 5 mV を出力します。 

デフォルトのレンジ設定は “auto” です。オシロスコープの垂直ゲインの不
連続をトラブルシュートする以外はこの設定を使用する必要があります。こ
のレンジ設定は、LEVSINE モードから別のモードに移行すると“auto”に戻
ります。 

• MODE LEVSINE モードであることを示します。このソフトキーでモードを
変更し、他の校正モードのメニューを表示することができます。 
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周波数の掃引方法  

周波数の変更方法として掃引を選択した場合、出力される正弦波はある一定の範
囲の周波数にわたって掃引します。この機能により、オシロスコープの信号があ
る動きをするときの周波数を特定することができ、オシロスコープの周波数応答
をすぐに確認することができます。この手順を行う前に、MORE OPTIONS メニ
ューが選択されていること、正弦波がオシロスコープに表示されていることを確
認してください。 

周波数を掃引するには、次の手順で行います。 

1. 表示されている出力信号が掃引を開始する周波数であることと確認してくだ
さい。そうでない場合は、開始周波数を入力して、を押します。 

2. FREQ CHANGE を“sweep”に切り替えます。狭い範囲で低速の掃引を行う
場合は、RATE をより低い周波数に切り替えます。 

3. 終了周波数を入力して、を押します。 を押すと、入力した 2
つの周波数間の掃引が始まり、コントロール・ディスプレイに掃引メニュー
が表示されます ("1 つ前の周波数から表示されている周波数への掃引")。 

4. 信号を全ての範囲に渡り掃引することも、あるポイントで掃引を停止して、
そのポイントの周波数を記録することもできます。 

掃引を停止するには、HALT SWEEP の下のソフトキーを押します。現在の
周波数が出力ディスプレイに表示され、MORE OPTIONS メニューがコント
ロール・ディスプレイに再表示されます。  

注記 

HALT SWEEP を押して周波数の掃引を停止すると、FREQ CHANGE
の設定は “jump” に戻ります。 

5. 必要に応じてこの手順を繰り返します。高速掃引後に、その周波数範囲の一
部を低速掃引し、ある周波数を特定することもできます。 

オシロスコープの周波数応答の校正手順  

この手順例は、オシロスコープの周波数応答を確認するもので、通常パルス応答
の確認後に実施されます。  

この手順では、オシロスコープで-3 dB ポイントの周波数を確認することにより
周波数帯域を確認します。この手順での基準正弦波の振幅は 6 目盛分であるた 
め、振幅が 4.2 目盛まで減少するポイントが-3 dB ポイントです。 

この手順例を開始する前に、LEVSINE モードで SC1100 オプションを選択して
いることを確認してください。正しく選択されている場合は、コントロール・デ
ィスプレイには以下のメニューが表示されます。 

 
gjh058.eps 

以下の手順例を実施して周波数応答を校正します。 

1. 本校正器のキーを押して信号を再接続します。50 Ωのインピーダンスを
選択するか、オシロスコープの入力端子に 50Ωの外部終端抵抗を直接接続し
ます。 

2. オシロスコープのマニュアルに記載されている校正時の推奨事項に従い、出
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力ディスプレイの正弦波設定を調整します。例えば、HP 54522C オシロスコ
ープの場合は、600 mV、1 MHz で開始します。600 mV を入力するには、
を押した後、を押します。 

3. 必要に応じて、オシロスコープを調節してください。正弦波は、以下のよう
に正確に 6 目盛 (p-p) で表示されるはずです。 

必要に応じて、波形が正確に 6 目盛分になるまで電圧の振幅値を微調整しま
す。電圧を微調整するには、を押してカーソルを出力ディスプレイに表
示させ、キーでカーソルを移動し、回転ノブを回して値を調整します。(
本マニュアル前述の "回転ノブによる値の調整" をご参照ください。) 

 
gl009i.bmp 

4. 周波数を 400 MHz (400 MHz の機器の場合) または 500 MHz (500 MHz の機器
の場合) に上げます。400 MHz を入力するには、を押
した後、を押します。  

5. 以下に示すように、波形が小さくなり 4.2 目盛分になるまで、周波数をゆっ
くりと高くしていきます。  

ゆっくり周波数を増加させるには、を押して出力ディスプレイにカーソ
ルを表示させ、回転ノブを回して微調整してください。を再度押して周
波数フィールドに表示し、キーを使用して変更したい桁に移動しま
す。次に、回転ノブを回して値を変更します。信号の振幅が 4.2 目盛分にな
るまで、少しずつ周波数を高くしてください。4.2 目盛の時点での信号の周
波数が、-3 dB に相当します。 

 
gl010i.bmp 

6. を押して入力信号を停止します。 
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7. オシロスコープの残りのチャンネルに対してこの手順を繰り返します。 

オシロスコープのタイム・ベースの校正方法  
オシロスコープの水平偏向（タイム・ベース）の校正は、垂直ゲインの校正方法
と同じです。タイム・マーカー信号が本校正器で生成され、信号のピークはオシ
ロスコープのグリッド線上に合わせられます。 

タイム・マーカー機能  

タイムマーカー機能は MARKER メニューで利用可能で、オシロスコープのタイ
ミング応答を校正することができます。MARKER メニューには、''marker'' とい
うオプション表示されるまで MODE の下のソフトキーを押してアクセスしま 
す。 

 
gjh059.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接 
SCOPE メニューに戻ることもできます。 

MARKER メニューのオプションは以下の通りです： 

• OUTPUT @ SCOPE terminal (50Ω) 信号出力の位置を示します。オシロスコ
ープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するには、
を押します。 

• SHAPE   波形の種類を示します。周波数設定に応じて、正弦波、スパイク 
波、矩形波（デューティ・サイクル 50 %の矩形波）、および sq20%（デュ
ーティ・サイクル 20 %の矩形波）が選択可能です。SHAPE で選択可能なオ
プションは、以下のように選択されているマーカー周期 (周波数) によりま 
す。 

選択肢 時間（周波数） 

正弦波 10 ns - 1 ns (100 MHz – 1 GHz) 

スパイク波 5s - 20 ns (0.2 Hz - 50 MHz) 

矩形波 5s - 10 ns (0.2 Hz - 100 MHz) 

sq20% 20 ms - 100 ns (50 kHz - 10 MHz) 

 

• TRIG  外部トリガーを使用している場合は、このキーを使用してトリガー設
定を切り替えます。利用可能なトリガー設定は、off、/1（トリガー信号はマ
ーカーごと）、/10（トリガー信号は 10 マーカーごと）、および/100（トリ
ガー信号は 100 マーカーごと）です。 
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• MODE  MARKER モードであることを示します。このソフトキーでモードを
変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示することができま
す。 

デフォルトのマーカー値は 1.000 ms、SHAPE = スパイク波です。 

キーおよびキーで、オシロスコープの電圧値が基本ポイント間を 1-2-5
ステップで順に切り替わります。例えば、時間が 1.000 ms の場合に、を押
すと一番近い基本ポイントまで値を増加させるため、2.000 ms になります。
を押すと、 も近い基本ポイントまで値を減らすため、500 μs になります。 

オシロスコープのタイム・ベース・マーカー校正手順  

この手順例では、Time MARKER 機能を使用してオシロスコープの横方向の振れ
（タイム・ベース）を確認します。校正に推奨されている正確なタイム・ベース
の値については、オシロスコープのマニュアルを参照してください。 

この手順を開始する前に、MARKER モードであることを確認してください。正
しく選択されている場合は、コントロール・ディスプレイには以下のメニューが
表示されます。 

 
gjh060.eps 

以下の手順例を実施してタイム・ベースを校正します： 

1. 校正器をオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。50 Ωのインピーダン
スを選択するか、50 Ωの外部終端を使用します。オシロスコープが DC 結合
であることを確認します。 

2. オシロスコープのマニュアルに記載されている推奨事項に従い、タイム・マ
ーカー値を適用します。例えば、200 ns を入力するには、
を押した後、を押します。 

注記 

タイム・マーカー値の代わりに対応する周波数を入力することが可
能です。例えば、200 ns と入力する代わりに、5 MHz と入力するこ
ともできます。 

3. 10 本のタイム・マーカーを表示するようにオシロスコープのタイム・ベース
を設定します。タイム・マーカーは下図のように、オシロスコープの目盛と
一致していなければなりません。  

正確な測定のためには、信号のピークと水平軸の中心線を合わせます。 
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goi073.eps 

4. オシロスコープで推奨されているマーカー値すべてに対してこの手順を繰り
返します。必要に応じて、アナログ・モードとデジタル・モードで繰り返し
ます。オシロスコープの中には、アナログ・モードでの校正に倍率の変更が
必要になるものがあります。 

5. を押して信号を停止します。 

トリガーの試験方法オシロスコープの機能  
オシロスコープの、異なる複数の波形に対するトリガー機能は波形発生機能で試
験することができます。波形発生機能では矩形波、正弦波、または三角波が出力
されますが、異なるレベルでのトリガー機能を試験するため、波形の出力インピ
ーダンス、オフセット、電圧は変更することができます。  

注記 

波形発生機能は、オシロスコープの確度検証には使用しないでくだ
さい。 

波形発生器は、WAVEGEN メニューから選択できます。このメニューにアクセ
スするには、MODE の下のソフトキーを “wavegen” という表示が出るまで何
度か押してください。 

 
gjh061.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接他
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のモードのメニューに戻ることもできます。 

MORE OPTION メニューの各オプションは以下の通りです。 

• OUTPUT @ SCOPE 信号が出力されている端子の位置を示します。オシロス
コープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するには
、を押します。 

• WAVE  選択可能な 3 種類の波形間をスクロールします。矩形波、正弦波、
三角波を出力として選択できます。 

• SCOPE Z  校正器の出力インピーダンスの設定値を 50 Ωと 1 MΩの間で切り
替えます。 

• OFFSET  生成された波形のオフセットを表示します。オフセットを変更す
るには、新しい値を入力して を押します。回転ノブではオフセット
は変更されず、実際の電圧出力が変化します。 

オフセットを変更する場合、ピークがカットされないように、一定の範囲内
で行わければなりません。この範囲は波形の p-p 値によって異なります。具
体的には、ピークの偏位は、オフセットの絶対値と波形の p-p 値の半分を合
計した値と等しくなります。本マニュアル既述の「波形発生仕様」を参照し
てください。 

• MODE  WAVEGEN モードであることを示します。このソフトキーでモード
を変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示することができ
ます。 

デフォルトの WAVEGEN 設定は、20 mV p-p、1000.0 Hz、波形 = 矩形波, オフセ
ット = 0.0 V です。 

ビデオ・トリガーの試験方法 

 
gjh062.eps 

ビデオ・モードでは、様々なフォーマットのビデオ信号を生成します。このモー
ドは、オシロスコープのビデオ・トリガー機能の試験に使用されます。MODE 
ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接他のモー
ドのメニューに戻ることもできます。 
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VIDEO メニューの各オプションは以下の通りです： 

• Output @ SCOPE terminal (50Ω) 信号出力の位置を示します。オシロスコー
プに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するには、
を押します。 

• LINE MK  ライン数を選択できます。ntsc および pal-m 形式の場合は、フィ
ールド (「odd」または「even」) も選択できます。pal および secam 形式の場
合、ライン数に基いてフィールド (「ODD」または「EVEN」) が自動的に選
択されます。 

• FORMAT  選択可能な形式間をスクロールします。ntsc、pal、pal-m、secam 
が選択できます。 

• MODE  校正器が VIDEO モードになっていることを示します。このソフトキ
ーでモードを変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示する
ことができます。 

ビデオの初期設定は +100 %、形式 = NTSC、ビデオ信号マーカー = 10 です。 

パルス捕捉性能の検証方法  

 
gjh063.eps 

パルス・モードは、4 ns ～ 500 ns のパルス幅の汎用パルス発生機能です。パル
ス捕捉など、オシロスコープの高度なトリガー機能をチェックすることができま
す。MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、を押して直接 
他のモードのメニューに戻ることもできます。 

PULSE メニューの各オプションは以下の通りです。 

• OUTPUT @ SCOPE 信号が出力されている端子の位置を示します。オシロス
コープに信号が表示されない場合は、を押します。信号を切断するに 
は、を押します。 

• AMPL  出力レベルを示します。2.5 V、1.0 V、250 mV、100 mV、25 mV、ま
たは 10 mV を選択できます。 

• TRIG  外部トリガーを使用している場合は、このキーを使用してトリガー設
定を切り替えます。利用可能なトリガー設定は、off、/1（トリガー信号はマ
ーカーごと）、/10（トリガー信号は 10 マーカーごと）、および/100（トリ
ガー信号は 100 マーカーごと）です。 

• MODE  PULSE モードになっていることを示します。このソフトキーでモー
ドを変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示することがで
きます。 
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パルスの初期設定は、幅 = 100.0 ns、周期 = 1.000 ms です。これらの値を変更す
るには、いくつか方法があります。通常はパルス幅と周期両方の値を入力しま 
す。その場合先にパルス幅と単位を入力し、続けて周期と単位を入力して
を押します。例えば、パルス幅 50 ns、周期 200 ns は以下のように入力す
ることができます。 

              

パルス幅のみを変更するには、秒単位で値を入力します。単位はあっても (例 
200 ns) なくても (例 0.0000002) 構いません。周期のみを変更する場合は、周波数
と単位を入力してください (例 20 MHz、周期を 50 ns に変更)。 

入力抵抗および静電容量の測定方法  

 
gjh064.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接他
のモードのメニューに戻ることもできます。 

MEAS Z (インピーダンス/静電容量測定) メニューの各オプションの説明を以下
に示します。 

• Measured @ SCOPE terminal  測定する入力の位置を示します。 

• MEASURE  テストのタイプを示します。res 50 Ω または res 1 MΩ (インピー
ダンスの場合)、または cap (静電容量の場合) を選択できます。 

• MODE  校正器が MEAS Z モードになっていることを示します。このソフト
キーでモードを変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示す
ることができます。 

静電容量測定を選択している場合は、以下のメニューが表示されます。 

 
gjh065.eps 

• SET OFFSET  ケーブルが校正器に接続されていて、オシロスコープには接
続されいない状態で SET OFFSET を押すと、校正器とケーブルの静電容量
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がキャンセルされます。もう一度押すとオフセットが無効になります 
(CLEAR OFFSET)。 

デフォルトのインピーダンス測定レンジは、50 Ωです。 

入力インピーダンス測定   

オシロスコープの入力インピーダンスを測定するには、MEAS Z モードが選択さ
れている状態で、次の手順を実行してください。 

1. MEASURE ソフトキーで、“res 50Ω” または“res 1 MΩ” 終端を選択しま
す。 

2. 校正器の SCOPE 端子をオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。 

3.  を押して、測定を開始します。 

入力容量測定  

オシロスコープの入力容量を測定するには、MEAS Z モードが選択されている状
態で、次の手順を実行してください。 

1. オシロスコープを入力インピーダンス 1 MΩに設定します。入力容量テスト
は 入力インピーダンス 50 Ω では実行できません。 

2. MEASURE ソフトキーで “cap” を選択します。 

3. 出力ケーブルが校正器に接続されていて、オシロスコープには接続されてい
ない状態で、SET OFFSET ソフトキーを押して浮遊容量をキャンセルしま 
す。 

4. 出力ケーブルをオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。 

5.  を押して、測定を開始します。 

過負荷保護の試験方法  

注意 

この試験では、オシロスコープの 50 Ω 入力の電力処理能力を確認
します。開始する前に、オシロスコープの電力定格がこのテストで
出力される電圧と電流を処理可能であることを確認してください。
確認せずにテストを実施すると、オシロスコープが損傷することが
あります。 

 
gjh066.eps 

MODE ソフトキーを押して、機能を順に選択することも、 を押して直接他
のモードのメニューに戻ることもできます。 
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OVERLD メニューの各オプションの詳細は以下の通りです。 

• OUTPUT @ SCOPE 信号が出力されている端子の位置を示します。 

• UUTTRIP  試験の結果を示します。選択した制限時間内に過負荷保護が作動
しなかった場合は “NO” が表示されます。制限時間内に過負荷保護が作動
した場合は、値が秒単位で表示されます (例:“4.1s”)。 

• T LIMIT   出力を印加する時間の制限を表示します。制限時間を入力したり
編集したりする場合は、このソフトキーを押します (1 s ～ 60 s を指定可 
能)。 

• OUT VAL  出力電圧タイプを表示します。5 V ～ 9 V の DC または AC を選
択できます (出力ディスプレイに表示されます)。この値を入力または編集し
ます。 

• MODE  OVERLD (過負荷) モードになっていることを示します。このソフト
キーでモードを変更し、他のオシロスコープ校正モードのメニューを表示す
ることができます。 

過負荷の初期設定は +5.000 V DC です。 

過負荷の時間制限はいつでも、, INSTMT SETUP ソフトキー、OTHER 
SETUP ソフトキー、TLIMDEF ソフトキーを押して、1 s ～ 60 s の値を選択して
設定することもできます。 

オシロスコープの過負荷保護を確認するには、次の手順で行なってください。 

1. 校正器をオシロスコープのチャンネル 1 に接続します。 

2. OUT VAL ソフトキーで、電圧タイプ (DC または AC) を選択します。 

3. 電圧レベルを入力します。(初期値は 5 V) 

4. 必要に応じて、時間を変更します。(上記の手順を参照)初期値は 10 s です。 

5. UUTTRIP ソフトキーで試験結果を確認します。 

リモート・コマンドおよびクエリ  
このセクションでは、SC1100 オプションでのみ使用されるコマンドおよびクエ
リについて説明します。各コマンドの説明では、IEEE-488 および RS-232 リモー
ト・インターフェースで使用できるかどうか、および連続コマンド、オーバーラ
ップ・コマンドまたは連結コマンドであるかを示します。 

IEEE-488 (GPIB) および RS-232 対応  各コマンドとクエリの欄には、IEEE-488 (
汎用インターフェース・バス: GPIB) および RS-232 リモート操作に対応している
かを示すチェックボックスがあります。 

連続コマンド  データ・ストリームがあるとすぐに実行されるコマンドを連続コ
マンドと呼びます。詳細については、第 5 章の「連続コマンド」を参照してくだ
さい。 

オーバーラップ・コマンド  SCOPE, TRIG、および OUT_IMP といったコマン
ドは、実行が完了する前に後続のコマンドによってオーバーラップされる (割り
込みされる) ことがあるため、オーバーラップ・コマンドと呼ばれます。オーバ
ーラップ・コマンドが割り込みを受けた場合、他のコマンドが完了するまで待機
する分、実行に時間がかかるようになります。オーバーラップ・コマンドが実行
中に割り込まれるのを防ぐには、*OPC、*OPC?、または *WAI を使用します。
これによって、オーバーラップ・コマンドが完了するまで割り込みを防ぎます。
詳細については、第 5 章の「オーバーラップ・コマンド」を参照してください。 

連結コマンド  SCOPE および OUT_IMP は、他のコマンドと連結して (組み合わ
せて) 複合コマンドを形成することができるため、連結コマンドと呼ばれます。
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連結時にコマンドが打ち消し合ってエラーにならないよう、ご注意ください。詳
細は、第 5 章の「結合コマンド」を参照してください。 

一般コマンド 

表 10-1 に、Scope コマンドのパラメーターを示します。 

表 10-1. SCOPE コマンドのパラメーター 

パラメーター 説明/例 

OFF 
オシロスコープのハードウェアをオフにします。0 V、0 Hz、NORMAL 端子出力、ス

タンバイにプログラムします。 

VOLT 

オシロスコープ AC および DC VOLT モード。20 mV p-p、1 kHz、SCOPE BNC 出力

、出力インピーダンス 1 MΩ、スタンバイ (元がオフだった場合または元からスタンバ

イになっていた場合) にプログラムします。FUNC?SACV (ac の場合) または SDCV 
(dc の場合) を返します。 

 例:  SCOPE VOLT; OUT 4 V, 1 kHz 

(AC 電圧、4 V p-p、1 kHz) 

EDGE 

オシロスコープ EDGE モード。25 mV p-p、1 MHz、SCOPE BNC 出力、スタンバイ 
(オフからの遷移の場合または以前スタンバイになっていた場合) にプログラムします

。FUNC?に対しては EDGE を返します。 

例: SCOPE EDGE; OUT 0.5 V, 5 kHz 

(エッジ、0.5 V p-p、5 kHz) 

LEVSINE 

オシロスコープ LEVSINE モード 30 mV p-p、50 kHz、SCOPE BNC 出力、スタンバ

イ (元がオフだった場合または元からスタンバイになっていた場合) にプログラムしま

す。FUNC?に対しては LEVSINE を返します。 

例: SCOPE LEVSINE; OUT 1 V, 50 kHz  

(定振幅正弦波、1 V p-p、50 kHz) 

MARKER 

オシロスコープ MARKER モード。周期 1 ms、SCOPE BNC 出力、スタンバイ (オフ

からの遷移の場合または以前スタンバイになっていた場合) にプログラムします。

FUNC?に対しては MARKER を返します。 

例: SCOPE MARKER; OUT 2 MS 

(マーカー、2 ms 周期) 

WAVEGEN 

オシロスコープ WAVEGEN モード。20 mV p-p、矩形波、1 kHz、オフセットなし、

出力インピーダンス 1 MΩ、スタンバイ (元がオフだった場合または元からスタンバイ

になっていた場合) にプログラムします。FUNC?に対しては WAVEGEN を返しま 
す。 

例: SCOPE WAVEGEN; OUT 1 V, 1 kHz 

(波形発生器、1 V p-p、1 kHz) 

VIDEO 

オシロスコープ VIDEO モード。100% 出力 (1 V p-p)、ラインマーカー 10 本、NTSC 
形式にプログラムします。FUNC?に対しては VIDEO を返します。 

例： SCOPE VIDEO; OUT 90 

(ビデオ、90 % 出力) 

SCOPE VIDEO; OUT -70 

(ビデオ、-70 % 出力、反転ビデオ) 
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表 10-1. SCOPE コマンドのパラメーター (続き) 

パラメーター 説明/例 

PULSE 

オシロスコープ PULSE モード。100 ns パルス幅、1.000 μs 周期、2.5 V レンジにプ

ログラムします。FUNC?に対しては PULSE を返します。 

例: SCOPE PULSE; OUT 50 ns, 500 ns; RANGE TP8DB 

(パルス、50 ns パルス幅、500 ns 周期、1.5 V レンジ) 

MEASZ 

オシロスコープ MEAS Z (インピーダンス/静電容量測定) モード 50Ω レンジにプログ

ラムします。FUNC?に対しては MEASZ を返します。 

例: SCOPE MEASZ; RANGE TZCAP 

(MEAS Z モード、静電容量レンジ) 

OVERLD 

オシロスコープ Overload モード。5 V DC レンジにプログラムします。FUNC?に対

しては OVERLD を返します。 

例: SCOPE OVERLD; OUT 7 V; RANGE TOLAC 

(過負荷、7 V 出力、AC レンジ) 

 

SCOPE 
5520A-SC1100 オシロスコープ校正オプションにプログラムします (インストー
ルされている場合)。機器の設定は、このコマンドのパラメーターによって決ま
ります。SCOPE モードに切り替えたら、OUT コマンドを使用して新しい出力を
プログラムします。 

OPER、STBY、*OPC、*OPC?、*WAI  コマンドの動作は全て第 6 章をご参照く
ださい。SCOPE モードでのオシロスコープの出力の状態は、ISR の SETTLED 
ビットの状態によります。 

FUNC?クエリに対しては、対応するオシロスコープ・モードに応じて SDCV、
SACV、LEVSINE、MARKER、EDGE、WAVEGEN  を返します。 

パラメーター: OFF オシロスコープ・ハードウェアをオフにします。

0V、0 Hz、NORMAL 端子出力、スタンバイにプログラ

ムします。 

 VOLT オシロスコープ AC および DC 電圧モード。20 mV p-
p、1 kHz、SCOPE BNC 出力、出力インピーダンス 1 
MΩ, 、スタンバイ (元が OFF だった場合または元から

スタンバイになっていた場合) にプログラムします。 

 EDGE オシロスコープ Edge モード。25 mV p-p、1 MHz、
SCOPE BNC 出力、スタンバイ (元が OFF だった場合ま

たは元からスタンバイになっていた場合) にプログラム

します。 

 LEVSINE オシロスコープ定振幅正弦波モード。30 mV p-p、50 
kHz、SCOPE BNC 出力、スタンバイ (元が OFF だった

場合または元からスタンバイになっていた場合) にプロ

グラムします。 
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 MARKER オシロスコープ Marker モード。1 ms 周期、SCOPE BNC 
での出力、スタンバイ(元が OFF だった場合または元か

らスタンバイになっていた場合) をプログラムします。 

 WAVEGEN オシロスコープ Wavegen モード。20 mV p-p、矩形波、

1 kHz、オフセットなし、出力インピーダンス 1 MΩ, 、
スタンバイ (元が OFF だった場合または元からスタン

バイになっていた場合) にプログラムします。 

例: SCOPE VOLT; OUT -2V, 0 Hz (DC 電圧、-2 V) 

 SCOPE VOLT; OUT 4V, 1 kHz (AC 電圧、4 V p-p、1 
kHz) 

 SCOPE EDGE; OUT 0.5 V, 5 kHz (エッジ、0.5 V p-p、5 
kHz) 

 SCOPE LEVSINE; OUT 1V, 50 kHz  (定振幅正弦波、1 V p-
p、50 kHz) 

 SCOPE MARKER; OUT 2 MS (マーカー、2 ms 周期) 

 SCOPE WAVEGEN; OUT 1V, 1 kHz (波形発生器、1 V p-p、
1 kHz) 

SCOPE? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

 オシロスコープの現在の動作モードを返します。オシロスコープがオフの場合
は OFF と表示されます。 

パラメーター: なし 

応答: <文字> (OFF、VOLT、EDGE、LEVSINE、MARKER、WAVEGEN、
VIDEO、PULSE、MEASZ または OVERLD を返します。) 
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TRIG 
(IEEE-488、RS-232、オーバーラップ・コマンド) 

オシロスコープのトリガー出力 BNC 端子をプログラムします。  

パラメーター: OFF (トリガー出力をオフにします。) 

 DIV1 (トリガー出力をオンにします。周波数は、SCOPE 出力

の信号と同じです。) 

 DIV10 (トリガー出力をオンにします。周波数は、SCOPE 出力

の信号の 1/10 になります。) 

 DIV100 (トリガー出力をオンにします。周波数は、SCOPE 出力

の信号の 1/100 になります。) 

例: TRIG DIV10 

TRIG? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープのトリガーの出力設定を返します。 

パラメーター: (なし) 

応答: <文字> (OFF、DIV1、DIV10、または DIV100 を返します。) 

OUT_IMP 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープの出力インピーダンスをプログラムします。 

パラメーター: Z50 (オシロスコープの出力インピーダンスを 50 Ω にプ

ログラムします。) 

 Z1M (オシロスコープ出力インピーダンスを 1 MΩ にプログラ

ムします。) 

例: OUT_IMP Z50 

OUT_IMP? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープの出力のインピーダンス設定を返します。 

パラメーター: (なし) 
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RANGE 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

PULSE、MEAS Z、OVERLD モードでの本器のレンジをプログラムします。 

パラメーター: 

 

パルス TP0DB TP8DB TP20DB TP28DB TP40DB TP48DB 

レンジ 2.5 V 1.0 V 250 mV 100 mV 25 mV 10 mV 

 

インピーダン

ス  

測定 

TZ50OHM TZ1MOHM TZCAP 

レンジ res 50 Ω res 1MΩ cap 

 

インピーダン

ス  

測定 

TZ50OHM TZ1MOHM TZCAP 

範囲 res 50 Ω res 1MΩ cap 

 

例: RANGE TP20DB 

エッジ機能コマンド  

TDPULSE 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

EDGE モードのトンネル・ダイオード・パルスのオン／オフを切り替えます。 

パラメーター: ON (または非ゼロ) または OFF (またはゼロ) 

例: TDPULSE ON 

エッジ・モードでのトンネル・ダイオード・パルス・ドライブ設定を返します。 

パラメーター: なし 

応答: ON の場合は 1、OFF の場合は 0。 

マーカー機能コマンド  

TMWAVE 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

MARKER モードの波形を選択します。 

パラメーター: SINE 正弦波 (2 ns ～ 15 ns) 

 SPIKE 三角波/のこぎり歯パルス (15 ns ～ 5 s) 

 SQUARE 矩形波 (50 % デューティ・サイクル) (4 ns ～ 5 s) 

 SQ20PCT 矩形波 (20 % デューティ・サイクル) (85 ns ～ 5 s) 
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例: TMWAVE SPIKE 

TMWAVE? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

MARKER モードの波形設定を返します。 

パラメーター: なし 

応答: <文字> (SINE、SPIKE、SQUARE、または SQ20PCT を返

します。) 

ビデオ機能コマンド  

VIDEOFMT 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

VIDEO モードのフォーマットを選択します。 

パラメーター: NTSC、PAL、PALM (PAL-M)、または SECAM 

例: VIDEOFMT SECAM 

VIDEOFMT? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

VIDEO モードのフォーマットを返します。 

パラメーター: なし 

応答: NTSC、PAL、PALM (PAL-M)、または SECAM 

VIDEOMARK 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

VIDEO モードのラインの位置をプログラムします。  

パラメーター: ラインの数 

例: VIDEOMARK 10 

VIDEOMARK? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

VIDEO モードのライン設定を返します。 

パラメーター: なし 

応答: <文字> SINE、SPIKE、SQUARE、または SQ20PCT 

過負荷機能コマンド  

OL_TRIP? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

オシロスコープ過負荷保護の状態を検知して返します。 

パラメーター: (なし) 

応答: 保護が作動するまでにかかった秒数を返します。保護が作動し

なかった場合、または OVERLD モードが無効な場合は 0 と表示

されます。  
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TLIMIT 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

OVERLD モードで信号を出力する際の制限時間を設定します。この時間内に 
UUT 保護が作動した場合、校正器は自動的に STANDBY になります。保護が作
動しなかった場合は、制限時間経過後に STANDBY になります。 

パラメーター: 1 ～ 60 (秒) 

例: TLIMIT 30 

TLIMIT? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

OVERLD モードの信号の出力時間の設定を返します。 

応答: <整数> 制限時間 (秒単位)。 

TLIMIT_D 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

OVERLD モードの信号の出力時間の初期値を設定します。 

パラメーター: 1 ～ 60 (秒) 

例: TLIMIT_D 15 

TLIMIT_D? 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

OVERLD モードの制限時間の初期値を返します。 

応答: <整数> 初期設定の制限時間 (秒単位)。 

インピーダンス/静電容量機能コマンド  

ZERO_MEAS 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

静電容量のオフセットを設定します。 

パラメーター: (ブーリアン) ON または OFF。 

*TRG 
(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

SC1100 オプションの MEAS Z で、新しいインピーダンスを測定して返します。
(SC1100 オプションの MEAS Z モード以外での*TRG コマンドの使用については
、第 6 章を参照してください)。  

応答: <測定値>, OHM (入力インピーダンス値 (オーム)) 
 <測定値>, F (入力容量値 (ファラッド)) 
 <測定値>, NONE (測定値なし) 

例: *TRG  に対して、1.00E+03,OHM  (1 kΩ 入力インピーダンス) を返し
ます。 
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注記 

VAL? クエリでも SC1100 でのインピーダンス測定値を確認すること
ができます。*TRG に対しては新しい測定値を返しますが、VAL? に
対しては直近の測定値を返します。応答は上記の*TRG コマンドに
対する応答と同様です。(熱電対測定における VAL? の使用について
は第 6 章をご参照ください。) 

検証テーブル  
1 年仕様との検証が必要な場合は、以下の検証用テスト・ポイントをご利用くだ
さい。 

DC 電圧検証 

表 10-2. SC1100 オプション の DC 電圧の検証 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V dc) 
測定値 

(V dc) 

偏差 

(V dc) 
1 年仕様(V dc) 

0   0.00004 

0.00125   0.000040625 

-0.00125   0.000040625 

0.00249   0.000041245 

-0.00249   0.000041245 

0.0025   0.00004125 

-0.0025   0.00004125 

0.00625   0.000043125 

-0.00625   0.000043125 

0.0099   0.00004495 

-0.0099   0.00004495 

0.01   0.000045 

-0.01   0.000045 

0.0175   0.00004875 

-0.0175   0.00004875 

0.0249   0.00005245 

-0.0249   0.00005245 

0.025   0.0000525 

-0.025   0.0000525 

0.0675   0.00007375 

-0.0675   0.00007375 

0.1099   0.00009495 
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表 10-2. SC1100 オプション の DC 電圧の検証 (続き) 

公称値 (V dc) 
測定値 

(V dc) 

偏差 

(V dc) 
1 年仕様(V dc) 

-0.1099   0.00009495 

0.11   0.000095 

-0.11   0.000095 

0.305   0.0001925 

-0.305   0.0001925 

0.499   0.0002895 

-0.499   0.0002895 

0.5   0.00029 

-0.5   0.00029 

1.35   0.000715 

-1.35   0.000715 

2.19   0.001135 

-2.19   0.001135 

2.2   0.00114 

-2.2   0.00114 

6.6   0.00334 

-6.6   0.00334 

10.99   0.005535 

-10.99   0.005535 

11   0.00554 

-11   0.00554 

70.5   0.03529 

-70.5   0.03529 

130   0.06504 

-130   0.06504 

表 10-3. 50Ω での SC1100 オプションの DC 電圧の検証Ω 

校正器メインフレ
ームの出力 測定値 (V DC) 読み値 x 補正 許容値 (V DC) 

0 mV   0.00004 V 

2.49 mV   4.623E-05 V 

-2.49 mV   4.623E-05 V 

9.90 mV   6.475E-05 V 

-9.90 mV   6.475E-05 V 

24.9 mV   0.0001023 V 

-24.9 mV   0.0001023 V 

109.9 mV   0.0003148 V 
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表 10-3. 50 Ωでの SC1100 オプション の DC 電圧の検証 (続き) 

校正器メインフレ

ームの出力 
測定値 (V DC) 読み値 x 補正 許容値 (V DC) 

-109.9 mV   0.0003148 V 

499 mV   0.0012875 V 

-499 mV   0.0012875 V 

2.19 V   0.005515 V 

-2.19 V   0.005515 V 

6.599 V   0.0165375 V 

-6.599 V   0.0165375 V 

AC 電圧の検証 

表 10-4. SC1100 オプション の AC 電圧の検証 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.001 1000   0.000041 

-0.001 1000   0.000041 

0.01 1000   0.00005 

-0.01 1000   0.00005 

0.025 1000   0.000065 

-0.025 1000   0.000065 

0.11 1000   0.00015 

-0.11 1000   0.00015 

0.5 1000   0.00054 

-0.5 1000   0.00054 

2.2 1000   0.00224 

-2.2 1000   0.00224 

11 1000   0.01104 

-11 1000   0.01104 

130 1000   0.13004 

-130 1000   0.13004 

200 mV 100   0.00024 

200 mV 1000   0.00024 

200 mV 5000   0.00054 
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表 10-4. SC1100 オプション の AC 電圧の検証 (続き) 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

200 mV 10000   0.00054 

2.2 V 100    0.00224 

2.2 V 5000   0.00554 

2.2 V 10000   0.00554 

表 10-5. 50Ω での SC1100 オプションの AC 電圧の検証 

校正器メイン

フレームの出

力 (1 kHz) 

HP 3458 の
レンジ 

トップラ

インの読

み値 

ベースラ

インの読

み値 
p-p p-p x 補正 

許容範囲 
(±V) 

1 mV 100 mV dc     0.000043 

-1 mV 100 mV dc     0.000043 

10 mV 100 mV dc     0.000065 

-10 mV 100 mV dc     0.000065 

25 mV 100 mV dc     0.000103 

-25 mV 100 mV dc     0.000103 

110 mV 100 mV dc     0.000315 

-110 mV 100 mV dc     0.000315 

500 mV 1 V dc     0.00129 

-500 mV 1 V dc     0.00129 

2.2 V 10 V dc     0.00554 

-2.2 V 10 V dc     0.00554 

6.6 V 10 V dc     0.01654 

-6.6 V 10 V dc     0.01654 

AC 電圧の周波数の検証 

表 10-6. SC1100 オプション の AC 電圧の周波数の検証 

(特に記載のない限り、出力インピーダンスは 1 MΩ) 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (Hz) 偏差 (Hz) 1 年仕様(Hz) 

2.1 10   0.000025 

2.1 100   0.00025 

2.1 1000   0.0025 

2.1 10000   0.025 
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波形発生機能の振幅検証 (1 MΩ 出力インピーダンス)  

表 10-7.SC1100 オプションの波形発生器の振幅の検証  (1 M 出力インピーダンス) 

波形 
公称値 (V p-

p) 
周波数 (Hz) 

測定値 (V p-
p) 

偏差 (V p-p) 
1 年仕様(V p-

p) 

矩形波 0.0018 1000   0.000154 

矩形波 0.0119 1000   0.000457 

矩形波 0.0219 1000   0.000757 

矩形波 0.022 1000   0.00076 

矩形波 0.056 1000   0.00178 

矩形波 0.0899 1000   0.002797 

矩形波 0.09 1000   0.0028 

矩形波 0.155 1000   0.00475 

矩形波 0.219 1000   0.00667 

矩形波 0.22 1000   0.0067 

矩形波 0.56 1000   0.0169 

矩形波 0.899 1000   0.02707 

矩形波 0.9 1000   0.0271 

矩形波 3.75 1000   0.1126 

矩形波 6.59 1000   0.1978 

矩形波 6.6 1000   0.1981 

矩形波 30.8 1000   0.9241 

矩形波 55 10   1.6501 

矩形波 55 100   1.6501 

矩形波 55 1000   1.6501 

矩形波 55 10000   1.6501 

正弦波 0.0018 1000   0.000154 

正弦波 0.0219 1000   0.000757 

正弦波 0.0899 1000   0.002797 

正弦波 0.219 1000   0.00667 

正弦波 0.899 1000   0.02707 

正弦波 6.59 1000   0.1978 

正弦波 55 1000   1.6501 

三角波 0.0018 1000   0.000154 

三角波 0.0219 1000   0.000757 

三角波 0.0899 1000   0.002797 
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表 10-7. SC1100 オプションの波形発生器の振幅の検証 (1 M 出力インピーダンス) (続き) 

波形 
公称値 (V p-

p) 
周波数 (Hz) 

測定値 (V p-
p) 

偏差 (V p-p) 
1 年仕様(V p-

p) 

三角波 0.219 1000   0.00667 

三角波 0.899 1000   0.02707 

三角波 6.59 1000   0.1978 

三角波 55 1000   1.6501 

 

波形発生機能の振幅検証 (50 Ω 出力インピーダンス)  

表 10-8. SC1100 オプションの波形発生器の振幅の検証 (50  出力インピーダンス) 

波形 
公称値 (V p-

p) 
周波数 (Hz) 

測定値 (V p-
p) 

偏差 (V p-p) 
1 年仕様(V p-

p) 

矩形波 0.0018 1000   0.000154 

矩形波 0.0064 1000   0.000292 

矩形波 0.0109 1000   0.000427 

矩形波 0.011 1000   0.00043 

矩形波 0.028 1000   0.00094 

矩形波 0.0449 1000   0.001447 

矩形波 0.045 1000   0.00145 

矩形波 0.078 1000   0.00244 

矩形波 0.109 1000   0.00337 

矩形波 0.11 1000   0.0034 

矩形波 0.28 1000   0.0085 

矩形波 0.449 1000   0.01357 

矩形波 0.45 1000   0.0136 

矩形波 0.78 1000   0.0235 

矩形波 1.09 1000   0.0328 

矩形波 1.1 1000   0.0331 

矩形波 1.8 1000   0.0541 

矩形波 2.5 10   0.0751 

矩形波 2.5 100   0.0751 

矩形波 2.5 1000   0.0751 

矩形波 2.5 10000   0.0751 

正弦波 0.0018 1000   0.000154 

正弦波 0.0109 1000   0.000427 
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表 10-8. SC1100 オプションの波形発生機能の振幅検証 (50  出力インピーダンス) (続き) 

波形 
公称値 (V p-

p) 
周波数 (Hz) 

測定値 (V p-
p) 

偏差 (V p-p) 
1 年仕様(V p-

p) 

正弦波 0.0449 1000   0.001447 

正弦波 0.109 1000   0.00337 

正弦波 0.449 1000   0.01357 

正弦波 1.09 1000   0.0328 

正弦波 2.5 1000   0.0751 

三角波 0.0018 1000   0.000154 

三角波 0.0109 1000   0.000427 

三角波 0.0449 1000   0.001447 

三角波 0.109 1000   0.00337 

三角波 0.449 1000   0.01357 

三角波 1.09 1000   0.0328 

三角波 2.5 1000   0.0751 

エッジの検証：振幅 

表 10-9. SC1100 オプションのエッジの検証: 振幅 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.005 1 kHz   0.0003 

0.005 10 kHz   0.0003 

0.005 100 kHz   0.0003 

0.01 100 kHz   0.0004 

0.025 100 kHz   0.0007 

0.05 100 kHz   0.0012 

0.1 100 kHz   0.0022 

0.25 100 kHz   0.0052 

0.5 100 kHz   0.0102 

1 100 kHz   0.0202 

2.5 100 kHz   0.0502 

2.5 10 kHz   0.0502 

2.5 1 kHz   0.0502 
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エッジの検証：周波数 

表 10-10. SC1100 オプションのエッジの検証: 周波数 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (Hz) 偏差 (Hz) 1 年仕様(Hz) 

2.5 1 kHz   0.0025 

2.5 10 kHz   0.025 

2.5 100 kHz   0.25 

2.5 1 MHz   2.5 

2.5 10 MHz   25 

エッジの検証：デューティ・サイクル 

表 10-11. SC1100 オプションのエッジの検証: デューティサイクル 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (%) 偏差 (50 % から) 1 年仕様(%) 

2.5 1 MHz   5 

エッジの検証：立ち上がり時間 

表 10-12. SC1100 オプションのエッジの検証: 立ち上がり時間 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (s) 偏差 (ns) 1 年仕様(ns) 

0.25 1 kHz   0.3 ns 

0.25 100 kHz   0.3 ns 

0.25 10 MHz   0.3 ns 

0.5 1 kHz   0.3 ns 

0.5 100 kHz   0.3 ns 

0.5 10 MHz   0.3 ns 

1 1 kHz   0.3 ns 

1 100 kHz   0.3 ns 

1 10 MHz   0.3 ns 

2.5 1 kHz   0.3 ns 

2.5 100 kHz   0.3 ns 

2.5 10 MHz   0.3 ns 
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トンネル・ダイオード・パルサーの検証 

表 10-13. SC1100 オプションのトンネル・ダイオード・パルサーの検証 

公称値 (V p-p) 周波数 (Hz) 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

11 100   0.2202 

11 10000   0.2202 

55 100   1.1002 

55 10000   1.1002 

100 100   2.0002 

100 10000   2.0002 

定振幅正弦波の検証：振幅 

表 10-14. SC1100 オプションの定振幅正弦形の検証: 振幅 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.005 50 kHz   0.0004 

0.0075 50 kHz   0.00045 

0.0099 50 kHz   0.000498 

0.01 50 kHz   0.0005 

0.025 50 kHz   0.0008 

0.039 50 kHz   0.00108 

0.04 50 kHz   0.0011 

0.07 50 kHz   0.0017 

0.099 50 kHz   0.00228 

0.1 50 kHz   0.0023 

0.25 50 kHz   0.0053 

0.399 50 kHz   0.00828 

0.4 50 kHz   0.0083 

0.8 50 kHz   0.0163 

1.2 50 kHz   0.0243 

1.3 50 kHz   0.0263 

3.4 50 kHz   0.0683 

5.5 50 kHz   0.1103 
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定振幅正弦波の検証：周波数 

表 10-15. SC1100 オプションの定振幅正弦形の検証: 周波数 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (Hz) 偏差 (Hz) 1 年仕様(Hz) 

5.5 50 kHz   0.125 

5.5 500 kHz   1.25 

5.5 5 MHz   12.5 

5.5 50 MHz   125 

5.5 500 MHz   1250 

3.5 1000 MHz   2500 

定振幅正弦波の検証：高調波 

表 10-16. SC1100 オプションの定振幅正弦形の検証: 高調波 

高調波 
公称値 (V p-

p) 
周波数 測定値 (dB) 偏差 (dB) 1 年仕様(dB) 

2 次高調波 0.0399 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 0.0399 50 kHz   -38 

2 次高調波 0.099 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 0.099 50 kHz   -38 

2 次高調波 0.399 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 0.399 50 kHz   -38 

2 次高調波 1.2 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 1.2 50 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 50 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 50 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 100 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 100 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 200 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 200 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 400 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 400 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 800 kHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 800 kHz   -38 

2 次高調波 5.5 1 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 1 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 2 MHz   -33 
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表 10-16. SC1100 オプションでの定振幅正弦波の検証：高調波 (続き) 

高調波 
公称値 (V p-

p) 
周波数 測定値 (dB) 偏差    (dB) 1 年仕様(dB) 

3 次高調波以上 5.5 2 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 4 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 4 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 8 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 8 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 10 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 10 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 20 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 20 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 40 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 40 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 80 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 80 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 100 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 100 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 200 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 200 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 400 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 400 MHz   -38 

2 次高調波 5.5 600 MHz   -33 

3 次高調波以上 5.5 600 MHz   -38 

2 次高調波 3.5 1000 MHz   -33 

3 次高調波以上 3.5 1000 MHz   -38 
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定振幅正弦波の検証：平坦度 

表 10-17. SC1100 オプションの定振幅正弦波の検証: 平坦度 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.005 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.005 30 MHz   0.000175 

0.005 70 MHz   0.000175 

0.005 120 MHz   0.0002 

0.005 290 MHz   0.0002 

0.005 360 MHz   0.0003 

0.005 390 MHz   0.0003 

0.005 400 MHz   0.0003 

0.005 480 MHz   0.0003 

0.005 570 MHz   0.0003 

0.005 580 MHz   0.0003 

0.005 590 MHz   0.0003 

0.005 600 MHz   0.0003 

0.0075 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.0075 30 MHz   0.0002125 

0.0075 70 MHz   0.0002125 

0.0075 120 MHz   0.00025 

0.0075 290 MHz   0.00025 

0.0075 360 MHz   0.0004 

0.0075 390 MHz   0.0004 

0.0075 400 MHz   0.0004 

0.0075 480 MHz   0.0004 

0.0075 570 MHz   0.0004 

0.0075 580 MHz   0.0004 

0.0075 590 MHz   0.0004 

0.0075 600 MHz   0.0004 

0.0099 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.0099 30 MHz   0.0002485 

0.0099 70 MHz   0.0002485 

0.0099 120 MHz   0.000298 

0.0099 290 MHz   0.000298 
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表 10-17. SC1100 オプションでの定振幅正弦波の検証：平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.0099 360 MHz   0.000496 

0.0099 390 MHz   0.000496 

0.0099 400 MHz   0.000496 

0.0099 480 MHz   0.000496 

0.0099 570 MHz   0.000496 

0.0099 580 MHz   0.000496 

0.0099 590 MHz   0.000496 

0.0099 600 MHz   0.000496 

0.01 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.01 30 MHz   0.00025 

0.01 70 MHz   0.00025 

0.01 120 MHz   0.0003 

0.01 290 MHz   0.0003 

0.01 360 MHz   0.0005 

0.01 390 MHz   0.0005 

0.01 400 MHz   0.0005 

0.01 480 MHz   0.0005 

0.01 570 MHz   0.0005 

0.01 580 MHz   0.0005 

0.01 590 MHz   0.0005 

0.01 600 MHz   0.0005 

0.01 1000 MHz   0.0005 

0.025 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.025 30 MHz   0.000475 

0.025 70 MHz   0.000475 

0.025 120 MHz   0.0006 

0.025 290 MHz   0.0006 

0.025 360 MHz   0.0011 

0.025 390 MHz   0.0011 

0.025 400 MHz   0.0011 

0.025 480 MHz   0.0011 

0.025 570 MHz   0.0011 

 



 SC1100 オシロスコープ校正オプション 
 検証テーブル10 

 

10-49 

表 10-17. SC1100 オプションでの定振幅正弦波の検証：平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.025 580 MHz   0.0011 

0.025 590 MHz   0.0011 

0.025 600 MHz   0.0011 

0.025 1000 MHz   0.0011 

0.039 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.039 30 MHz   0.000685 

0.039 70 MHz   0.000685 

0.039 120 MHz   0.00088 

0.039 290 MHz   0.00088 

0.039 360 MHz   0.00166 

0.039 390 MHz   0.00166 

0.039 400 MHz   0.00166 

0.039 480 MHz   0.00166 

0.039 570 MHz   0.00166 

0.039 580 MHz   0.00166 

0.039 590 MHz   0.00166 

0.039 600 MHz   0.00166 

0.039 1000 MHz   0.00166 

0.04 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.04 30 MHz   0.0007 

0.04 70 MHz   0.0007 

0.04 120 MHz   0.0009 

0.04 290 MHz   0.0009 

0.04 360 MHz   0.0017 

0.04 390 MHz   0.0017 

0.04 400 MHz   0.0017 

0.04 480 MHz   0.0017 

0.04 570 MHz   0.0017 

0.04 580 MHz   0.0017 

0.04 590 MHz   0.0017 

0.04 600 MHz   0.0017 

0.04 1000 MHz   0.0017 
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表 10-17. SC1100 オプションでの定振幅正弦波の検証：平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.07 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.07 30 MHz   0.00115 

0.07 70 MHz   0.00115 

0.07 120 MHz   0.0015 

0.07 290 MHz   0.0015 

0.07 360 MHz   0.0029 

0.07 390 MHz   0.0029 

0.07 400 MHz   0.0029 

0.07 480 MHz   0.0029 

0.07 570 MHz   0.0029 

0.07 580 MHz   0.0029 

0.07 590 MHz   0.0029 

0.07 600 MHz   0.0029 

0.07 1000 MHz   0.0029 

0.099 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.099 30 MHz   0.001585 

0.099 70 MHz   0.001585 

0.099 120 MHz   0.00208 

0.099 290 MHz   0.00208 

0.099 360 MHz   0.00406 

0.099 390 MHz   0.00406 

0.099 400 MHz   0.00406 

0.099 480 MHz   0.00406 

0.099 570 MHz   0.00406 

0.099 580 MHz   0.00406 

0.099 590 MHz   0.00406 

0.099 600 MHz   0.00406 

0.099 1000 MHz   0.00406 

0.1 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.1 30 MHz   0.0016 

0.1 70 MHz   0.0016 

0.1 120 MHz   0.0021 
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表 10-17. SC1100 オプションでの定振幅正弦波の検証：平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.1 290 MHz   0.0021 

0.1 360 MHz   0.0041 

0.1 390 MHz   0.0041 

0.1 400 MHz   0.0041 

0.1 480 MHz   0.0041 

0.1 570 MHz   0.0041 

0.1 580 MHz   0.0041 

0.1 590 MHz   0.0041 

0.1 600 MHz   0.0041 

0.1 1000 MHz   0.0041 

0.25 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.25 30 MHz   0.00385 

0.25 70 MHz   0.00385 

0.25 120 MHz   0.0051 

0.25 290 MHz   0.0051 

0.25 360 MHz   0.0101 

0.25 390 MHz   0.0101 

0.25 400 MHz   0.0101 

0.25 480 MHz   0.0101 

0.25 570 MHz   0.0101 

0.25 580 MHz   0.0101 

0.25 590 MHz   0.0101 

0.25 600 MHz   0.0101 

0.25 1000 MHz   0.0101 

0.399 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.399 30 MHz   0.006085 

0.399 70 MHz   0.006085 

0.399 120 MHz   0.00808 

0.399 290 MHz   0.00808 

0.399 360 MHz   0.01606 

0.399 390 MHz   0.01606 

0.399 400 MHz   0.01606 
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表 10-17. SC1100 オプションでの定振幅正弦波の検証：平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.399 480 MHz   0.01606 

0.399 570 MHz   0.01606 

0.399 580 MHz   0.01606 

0.399 590 MHz   0.01606 

0.399 600 MHz   0.01606 

0.399 1000 MHz   0.01606 

0.4 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.4 30 MHz   0.0061 

0.4 70 MHz   0.0061 

0.4 120 MHz   0.0081 

0.4 290 MHz   0.0081 

0.4 360 MHz   0.0161 

0.4 390 MHz   0.0161 

0.4 400 MHz   0.0161 

0.4 480 MHz   0.0161 

0.4 570 MHz   0.0161 

0.4 580 MHz   0.0161 

0.4 590 MHz   0.0161 

0.4 600 MHz   0.0161 

0.4 1000 MHz   0.0161 

0.8 10 MHz  該当なし 該当なし 

0.8 30 MHz   0.0121 

0.8 70 MHz   0.0121 

0.8 120 MHz   0.0161 

0.8 290 MHz   0.0161 

0.8 360 MHz   0.0321 

0.8 390 MHz   0.0321 

0.8 400 MHz   0.0321 

0.8 480 MHz   0.0321 

0.8 570 MHz   0.0321 

0.8 580 MHz   0.0321 

0.8 590 MHz   0.0321 
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表 10-17. SC1100 オプションでの定振幅正弦波の検証：平坦度 (続き) 

公称値 (V p-p) 周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

0.8 600 MHz   0.0321 

0.8 1000 MHz   0.0321 

1.2 10 MHz  該当なし 該当なし 

1.2 30 MHz   0.0181 

1.2 70 MHz   0.0181 

1.2 120 MHz   0.0241 

1.2 290 MHz   0.0241 

1.2 360 MHz   0.0481 

1.2 390 MHz   0.0481 

1.2 400 MHz   0.0481 

1.2 480 MHz   0.0481 

1.2 570 MHz   0.0481 

1.2 580 MHz   0.0481 

1.2 590 MHz   0.0481 

1.2 600 MHz   0.0481 

1.2 1000 MHz   0.0481 

1.3 10 MHz  該当なし 該当なし 

1.3 30 MHz   0.0196 

1.3 70 MHz   0.0196 

1.3 120 MHz   0.0261 

1.3 290 MHz   0.0261 

1.3 360 MHz   0.0521 

1.3 390 MHz   0.0521 

1.3 400 MHz   0.0521 

1.3 480 MHz   0.0521 

1.3 570 MHz   0.0521 

1.3 580 MHz   0.0521 

1.3 590 MHz   0.0521 

1.3 600 MHz   0.0521 

1.3 1000 MHz   0.0521 

3.4 10 MHz  該当なし 該当なし 

3.4 30 MHz   0.0511 

 



5522A 
操作マニュアル 

10-54 

表 10-17. SC1100 オプションでの定振幅正弦波の検証：平坦度 (続き) 

公称値  

(V p-p) 

周波数 測定値 (V p-p) 偏差 (V p-p) 1 年仕様(V p-p) 

3.4 70 MHz   0.0511 

3.4 120 MHz   0.0681 

3.4 290 MHz   0.0681 

3.4 360 MHz   0.1361 

3.4 390 MHz   0.1361 

3.4 400 MHz   0.1361 

3.4 480 MHz   0.1361 

3.4 570 MHz   0.1361 

3.4 580 MHz   0.1361 

3.4 590 MHz   0.1361 

3.4 600 MHz   0.1361 

3.4 1000 MHz   0.1361 

5.5 10 MHz  該当なし 該当なし 

5.5 30 MHz   0.0826 

5.5 70 MHz   0.0826 

5.5 120 MHz   0.1101 

5.5 290 MHz   0.1101 

5.5 360 MHz   0.2201 

5.5 390 MHz   0.2201 

5.5 400 MHz   0.2201 

5.5 480 MHz   0.2201 

5.5 570 MHz   0.2201 

5.5 580 MHz   0.2201 

5.5 590 MHz   0.2201 

5.5 600 MHz   0.2201 

マーカー生成機能の検証 

表 10-18. SC1100 オプションのマーカー生成機能の検証 

周期 (s) 測定値 (s) 偏差 (s) 1 年仕様(s) 

5   25.1E-3 

2   4.1E-3 

0.05   3.8E-6 

0.02   50.0E-9 
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表 10-18. SC1100 オプションのマーカー生成機能の検証 (続き) 

周期 (s) 測定値 (s) 偏差 (s) 1 年仕様(s) 

0.01   25.0E-9 

100.0E-9   250.0E-15 

50.0E-9   125.0E-15 

20.0E-9   50.0E-15 

10.0E-9   25.0E-15 

5.0E-9   12.5E-15 

2.0E-9   5.0E-15 

1.0E-9   2.5E-15 

パルス生成機能の検証：周期 

表 10-19. SC1100 オプションのパルス発生器の検証: 周期 

公称値 (V p-
p) 

パルス幅  (s) 周期 (s) 測定値 (s) 偏差 (s) 1 年仕様(s) 

2.5 80 ns 2E-06   5 ps 

2.5 500 ns 0.01   25 ns 

2.5 500 ns 0.02   50 ns 

 

パルス生成機能の検証：パルス幅 

表 10-20. SC1100 オプションのパルス生成機能の検証: パルス幅 

公称値 (V p-
p) 

パルス幅  (s) 周期 (s) 測定値 (s) 偏差 (s) 
1 年仕様代表

値 (s) 

2.5 4.0E-09 2.0E-06   700 ps 

2.5 4.0E-09 2.0E-05   700 ps 

2.5 4.0E-09 2.0E-04   700 ps 

2.5 4.0E-08 2.0E-03   4,000 ps 

 



5522A 
操作マニュアル 

10-56 

入力インピーダンスの検証：抵抗 

表 10-21. SC1100 オプションの入力インピーダンスの検証: 抵抗 

公称値 (Ω) 保証値 (Ω) 測定値 (Ω) 
偏差 (Ω) (保証値 - 

測定値) 
1 年仕様 (Ω) 

40    0.04 

50    0.05 

60    0.06 

600000    600 

1000000    1000 

1,500,000    1500 

入力インピーダンスの検証：静電容量 

表 10-22. SC1100 オプションの入力インピーダンスの検証: 静電容量 

公称値 (pF) 保証値 (pF) 測定値 (pF) 
偏差 (pF) (保証値 - 

測定値) 
1 年仕様(pF) 

5 pF    0.75 pF 

29 pF    1.95 pF 

49 pF    2.95 pF 
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概要 
5522A-PQ オプション (以後 PQ オプション) を付加すると、電力品質の監視機器
を校正、維持することができるようになります。追加される機能は以下の通りで
す： 

• 高調波歪みのシミュレーション  (合成高調波機能) 
 偶数次、奇数次を含め 63 次までの中から、15 調波 (高調波) を指定可能。各
高調波の基本波に対する振幅および位相を入力することができます。本器に
は 大 49 調波から成る合成波形が 7 つ、あらかじめ登録されています。高
調波は V、A、V-A、V-V モードで使用することができます。  

• フリッカー・シミュレーション  (デルタ (Δ)   振幅、「フリッカー」) 
 出力信号の矩形または正弦波変調によって規定されます。繰り返し周波数お
よび振幅の偏差は選択できます。フリッカーは V、A、V-A、V-V モードで
使用することができます。 

• サグとスウェルのシミュレーション  (デルタ (Δ)  振幅、「シングル」) 
 このモードでは、指定された時間間隔で振幅を逸脱させた信号を 1 回 (シン
グル) 出力することができます。ランプ時間、イベント幅、振幅逸脱量% の
3 つのパラメータを選択します。ランプ時間とは、出力値が公称設定値か 
ら、選択された変更値まで変化するのにかかる時間です。イベント幅は
0.032 秒から 60.0 秒の間で選択することができます。振幅逸脱量は公称値の
パーセントとして選択します。この機能は V、A、V-A、V-V モードで使用
できます。 

5522A PQ オプション仕様 
以下の仕様は、PQ オプションにのみ適用されます。5522A (本器) の一般仕様に
ついては、第 1 章を参照してください。この仕様は次の条件下で有効です： 

• 本器が第 1 章に規定された条件下で使用されている。 

• 本器の電源が切られていた時間の 2 倍以上、または 大 30 分のウォームア
ップが完了している。 

•  PQ オプションを有効にしてから 5 分以上経過している。 

5522A PQ オプション仕様 

合成高調波機能仕様 

ユーザー定義波形で合成できる高調波の 大数 15 

仕様が規定されている基本波の周波数 15-65 Hz、400 Hz [1] 

高調波の 大周波数 5 kHz [2] 

高調波の振幅分解能 基本波の 0.1 % 

高調波の位相範囲 (基本波に対して) 0 ～ 360 ° 

高調波の位相分解能 基本波に対して 0.1 °  

プリインストール波形 IEC A、IEC D、NRC7030、NRC 2 ～ 5 

[1] AC の電圧出力 ≥33 V および電流出力 ≥3 A においては、周波数下限値は 45 Hz です。これ以外の基本波の周波数でも 5522A の出

力限度内であれば使用可能ですが、その仕様は規定されていません。 

[2] LCOMP ON で電流を出力する場合、以下の AC 電流の表に記載されたとおり、上限が低くなります。電圧出力 >33 V では 大 
2 kHz です。 
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注記  

以下の高調波仕様はすべて、その基本波を含みます。基本波だけで
高調波がない波形の場合、RMS 不確かさは PQ オプションなしの
5522A と同じです。 

AC 電圧仕様 

合成波形のレン

ジ 
高調波の周波数 

高調波の振幅範囲

(基本波の %) [1] 
高調波の振幅不確かさ

(基本波の % + V) 

高調波の位相不

確かさ (基本波

に対して) [2] 

合成波形の RMS 絶対

不確かさ (RMS の % + 
V) 

1 ～ 
32.999 mV 

15 to 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 10 μV 0.5 ° 

0.20 % + 6 μV 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 10 μV 0.5 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 10 μV 1 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 30 μV 3 ° 

33 ～ 
329.99 mV 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 60 μV 0.5 ° 

0.20 % + 10 μV 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 60 μV 0.5 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 60 μV 0.8 ° 
2 to 5 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 60 μV 2 ° 

0.33 ～ 
3.2999 V 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 400 μV 0.5 ° 

0.20 % + 100 μV 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 400 μV 0.3 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 400 μV 0.5 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 400 μV 2 ° 

3.3 ～ 
32.999 V 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 4 mV 0.5 ° 

0.20 % + 1 mV 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 4 mV 0.3 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 4 mV 0.5 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 4 mV 2 ° 

33 ～  
329.99 V 

45 ～ 440 Hz 0.1 ～ 100 % 0.2 % + 20 mV  0.75 ° 

0.20 % + 10 mV 
440 ～ 660 Hz 0.1 ～ 30 % 0.25 % + 20 mV  1.2 ° 

660 ～ 1.2 kHz 0.1 ～ 10 %  0.35 % + 25 mV [3]  3 ° 

1.2 ～ 2 kHz 0.1 ～ 5 %   0.5 % + 40 mV [4]  5 ° 

330 ～  
1020 V 

45 ～ 440 Hz 0.1  ～ 100 % 0.25 % + 100 mV  0.75 ° 

0.20 % + 100 mV 
440 ～ 660 Hz 0.1  ～ 30 % 0.25 % + 100 mV  1.2 ° 

660 ～ 1.2 kHz 0.1 ～ 10 %  0.4 % + 100 mV [5] 3 ° 

1.2 ～ 2 kHz 0.1 ～  5 %  0.6 % + 160 mV [6] 5 ° 

[1] すべての周波数で基本波の 大 100 % の高調波を設定することができますが、記載のない振幅の不確かさ仕様は規定されていませ

ん。 

[2] 基本波の < 1 % の高調波においては、位相不確かさは代表値です。 

[3] この周波数帯域の高調波と 45 ～ 660 Hz の高調波を合成するとき、45 ～ 660 Hz の高調波の不確かさは 0.35 % + 25 mV です。 

[4] この周波数帯域の高調波と 45 Hz ～ 1.2 kHz の高調波を合成するとき、45 Hz ～ 1.2 kHz の高調波の不確かさは 0.4 % + 25 mV で
す。 

[5] この周波数帯域の高調波と 45 ～ 660 Hz の高調波を合成するとき、45 ～ 660 Hz の高調波の不確かさは 0.4 % + 100 mV です。 

[6] この周波数帯域の高調波と 45 Hz ～ 1.2 kHz の高調波を合成するとき、45 Hz ～ 1.2 kHz の高調波の不確かさは 0.5 % + 100 mV で
す。 
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 AC 電圧 AUX 仕様 (2 チャンネル出力モードのみ) 

合成波形のレ

ンジ 
高調波の周波数 

高調波の振幅範囲

(基本波の%) 
高調波の振幅不確かさ

 (基本波の % + V) 

高調波の位相不確

かさ (基本波に対し

て) [1] 

合成波形の RMS 絶対

不確かさ (RMS の % + 
V) 

10 ～ 
329.99 mV 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 100 μV 0.5 ° 

0.2 % + 100 μV 
45 Hz ～ 1 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 100 μV 1 ° 

1 ～ 2 kHz 0.1 ～ 50 % 0.1 % + 100 μV 3 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 30 % 0.1 % + 500 μV 6 ° 

.33 ～ 
3.2999 V 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 1 mV 0.5 ° 

0.2 % + 1 mV 
45 Hz ～ 1 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 1 mV 0.75 ° 

1 ～ 2 kHz 0.1 ～ 50 % 0.1 % + 1 mV  2 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 30 % 0.1 % + 2 mV  3 ° 

3.3 ～ 5 V 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.2 % + 3 mV 0.5 ° 

0.2 % + 2 mV 
45 Hz ～ 1 kHz 0.1 ～ 100 % 0.2 % + 3 mV 0.75 ° 

1 ～ 2 kHz 0.1 ～ 50 % 0.2 % + 3 mV  2 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 30 % 0.3 % + 3 mV  3 ° 

[1] 基本波の < 1 % の高調波においては、位相不確かさは代表値です。 

AC 電流仕様、LCOMP OFF 

合成波形のレンジ 高調波の周波数 
高調波の振幅範囲

(基本波の %) [1] 

高調波の振幅不確か

さ 
(基本波の % + A) 

 

高調波の位相不確

かさ (基本波に対し

て) [2] 

合成波形の RMS
絶対不確かさ 

 (RMS の % + A) 

29 ～  
329.9 μA 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 0.1 μA 0.5 ° 

0.2 % + 0.1 μA 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 0.1 μA 2 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 50 % 0.1 % + 0.1 μA 3 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 30 % 0.1 % + 0.13 μA 6 ° 

0.33 ～ 
3.299 mA 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 1 μA 0.5 ° 

0.2 % + 1 μA 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 1 μA 0.6 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 50 % 0.1 % + 1 μA 0.75 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 30 % 0.1 % + 1.3 μA 2 ° 

3.3 ～ 32.99 mA 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 10 μA 0.5° 

0.2 % + 10 μA 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 50 % 0.1 % + 10 μA 0.6 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 30 % 0.1 % + 10 μA 0.75 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 13 μA 2 ° 

33 ～ 329.9 mA 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 100 μA 0.5 ° 

0.2 % + 100 μA 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 100 μA 0.75 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 50 % 0.1 % + 100 μA 1.5 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 30 % 0.1 % + 130 μA 3 ° 

[1] すべての周波数で基本波の 大 100 % の高調波を設定することができますが、記載のない振幅の不確かさ仕様は規定されていませ

ん。 

[2] 基本波の < 1 % の高調波においては、位相不確かさは代表値です。 

 



5522A 
オペレーター・マニュアル 

11-6 

 AC 電流仕様、LCOMP OFF (続き) 

合成波形のレンジ 高調波の周波数 
高調波の振幅範囲

(基本波の %) [1] 
高調波の振幅不確かさ

(基本波の % + A) 

高調波の位相不確

かさ (基本波に対し

て) [2] 

合成波形の RMS
絶対不確かさ 

 (RMS の % + A) 

0.33 ～  
2.999 A 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 1 mA 0.5 ° 

0.2 % + 1 mA 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 1 mA 0.6 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 20 % 0.1 % + 1 mA 1 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 20 % 0.2 % + 1.3 mA 2 ° 

3 ～ 20.5 A 

15 ～ 45 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 10 mA 0.5° 

0.2 % + 10 mA 
45 ～ 900 Hz 0.1 ～ 100 % 0.1 % + 10 mA 0.6 ° 

900 Hz ～ 2 kHz 0.1 ～ 20 % 0.1 % + 10 mA 1 ° 

2 ～ 5 kHz 0.1 ～ 20 % 0.2 % + 10 mA 3 ° 

[1] すべての周波数で基本波の 大 100 % の高調波を設定することができますが、記載のない振幅の不確かさ仕様は規定されていませ

ん。 

[2] 基本波の < 1 % の高調波においては、位相不確かさは代表値です。 

AC 電流仕様、LCOMP ON* 

合成波形のレン

ジ 
高調波の周波数 

高調波の振幅 (基
本波の %) [1] 

高調波の振幅不確かさ

(基本波の % + A) 

高調波の位相不確

かさ (基本波に対し

て) [2] 

合成波形の RMS 絶

対不確かさ 
 (RMS の % + A) 

29 ～ 
329.99 μA 

15 ～ 65 Hz 0.1 ～ 30 % 0.5 % + 0.1 μA 0.5 ° 
0.5 % + 1 μA 

65 ～ 900 Hz 0.1 ～ 30 % 1.0 % + 0.1 μA 2 ° 

0.33 ～ 
3.2999 mA 

15 ～ 65 Hz 0.1 ～ 30 % 0.5 % + 1 μA 0.5 ° 
0.5 % + 1 μA 

65 ～ 900 Hz 0.1 ～ 30 % 1.0 % + 1 μA 1 ° 

3.3 ～ 
32.999 mA 

15 ～ 65 Hz 0.1 ～ 30 % 0.4 % + 10 μA 0.5° 
0.5 % + 10 μA 

65 ～ 900 Hz 0.1 ～ 30 % 0.6 % + 10 μA 1 ° 

33 ～  
329.9 mA 

15 ～ 65 Hz 0.1 ～ 30 % 0.4 % + 100 μA 0.5 ° 
0.5 % + 100 μA 

65 ～ 900 Hz 0.1 ～ 30 % 0.6 % + 100 μA 1 ° 

0.33 ～  
2.999 A 

15 ～ 65 Hz 0.1 ～ 30 % 0.5 % + 1 mA 0.75 °  
0.5 % + 1 mA 

65 ～ 440 Hz 0.1 ～ 30 % 1.0 % + 1 mA 1 °  

3 ～ 20.5 A 
15 ～ 65 Hz 0.1 ～ 30 % 0.5 % + 10 mA  0.75 ° 

0.75 % + 10 mA 
65 ～ 440 Hz 0.1 ～ 30 % 1.0 % + 10 mA  1 ° 

* LCOMP ON は 5500A/COIL や電流クランプのような誘導負荷の駆動に使用されます。 

[1] すべての周波数で基本波の 大 100 % の高調波を設定することができますが、 
記載のない振幅の不確かさ仕様は規定されていません。 

[2] 基本波の < 1 % の高調波においては、位相不確かさは代表値です。 
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フリッカー・シミュレーション・モード 

電圧レンジ 1 mV ～ 1020 V 

電流レンジ 29 μA ～ 20.5 A 

基本波の周波数 50 および 60 Hz 

振幅の変調範囲 ±100 %  

変調の周波数 0.1 ～ 40 Hz 

変調の種類 矩形または正弦波 

振幅変調の短期 (10 分) 不確かさ ±公称出力の 0.1 % + レンジの 0.05 %  

フリッカー変調のタイミング不確かさ ± 0.1 ms 

Pst = 1 の設定   電圧変化 ΔV/V % [1] 

毎分の変化： 120 V、60 Hz 230 V、50 Hz 

1 chg/min 3.166 % 2.724 % 

2 chg/min 2.568 % 2.211 % 

7 chg/min 1.695 % 1.459 % 

39 chg/min 1.044 % 0.906 % 

110 chg/min 0.841 % 0.725 % 

1620 chg/min 0.547 % 0.402 % 

4000 chg/min N/A 2.40 % 

4800 chg/min 3.920 % N/A 

イベントのトリガー 2 回目の OPER キー押下、またはリモート・コマンド 

[1] 表示値は IEC 61000-4-15 による公称値です。5522A/PQ のフリッカー・シミュレーション・モードでの分解能は 0.02 %に制限さ

れています。 

サグとスウェルのシミュレーション・モード 

電圧範囲 1 mV ～ 1020 V 

電流範囲 29 μA ～ 20.5 A 

基本波の周波数 45 ～ 65 Hz 

振幅の変調範囲 ±100 % 

ランプアップ時間 0.01 ～ 1 秒 

サグまたはスウェルの継続時間 0.032 ～ 60 秒 

イベントのトリガー 2 回目の OPER キー押下、またはリモート・コマンド 

位相仕様、正弦波出力 

5522A-PQ オプションでは、PQ ではない通常の 2 チャンネル出力において下記のよう

に位相不確かさが向上します。(他の出力の組み合わせについては 5522A の仕様書をご

参照ください。) 

出力の組み合わせ、45 Hz ～ 65 Hz 1 年の絶対不確かさ 

AC 電圧 AC 電圧 (AUX) AC 電流 (LCOMP OFF) 

0.07 ° 
0.65 ～ 3.29999 V 

0.65 ～ 3.29999 V 

6.5 ～ 32.999 mA 

6.5 ～ 32.9999 V 65 ～ 329.99 mA 

65 ～ 329.9999 V 0.65 ～ 10.9999 A 
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合成高調波機能 (電圧)  
このセクションでは、電圧モードの合成高調波機能について説明します。電流、
電圧-電圧、電圧-電流モードでもメニューおよび操作はほぼ同じです。  

PQ モードへの切り替え方法  

電力品質 (PQ) 機能にアクセスするには、正面パネルの μ � を押します。下記の
ような More Modes メニューがコントロール・ディスプレイに表示されます。
PQ:COMP HARMONIC または PQ: ΔAMPL を選択すると PQ モードに切り替わり
ます。PQ:COMP HARMONIC モードからは合成高調波機能に、PQ: ΔAMPL モー
ドからはフリッカーおよびサグとスウェルのシミュレーション機能にアクセスで
きます。 

 
nn327f.eps 

注記 

PQ:COMP HARMONIC または  PQ: ΔAMPL モードを選択すると、出
力ディスプレイには初期値として "1.0000 V 60Hz" と表示されます。 

合成高調波の生成方法  

PQ:COMP HARMONIC の青いソフトキーを押してください。以下の様な 
PQ:COMP HARMONIC の第一階層のメニューが表示されます。 

 
nn333f.eps 

このメニューから合成高調波を生成および保存することができます。内蔵の 7 種
類の波形もここから呼び出せます。合成高調波の呼び出し、編集、生成を行なう
には SET WAVE の青いソフトキーを押してください。コントロール・ディスプ
レイには、以下のような波形選択メニューが表示されます。 

 
nn353f.eps 

波形選択メニュー 

波形選択メニューには 4 つの選択肢があります： 

1. RECALL WAVE 
2. SAVE WAVE 
3. NEW WAVE 
4. EDIT WAVE 
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以下は各メニューの簡単な説明です。詳細については本セクションの後半で説明
します。 

RECALL WAVE 
RECALL WAVE の青いソフトキーを押すと、以下のようなメニューが表示され
ます。このメニューでは以下のようなことが可能です： 

• 2 種類の内蔵 IEC 波形の呼び出し  

• 5 種類の内蔵 NRC 波形の呼び出し 

• 大 5 種類のカスタム波形の呼び出し 

 
nn354f.eps 

SAVE WAVE 
SAVE WAVE の青いソフトキーを押すと、以下のようなメニューが表示されま
す。このメニューから、 大 5 種類のカスタム波形を、校正器の不揮発性メモリ
ーに保存することができます。 

 
nn355f.eps 

NEW WAVE 
NEW WAVE の青いソフトキーを押すと、以下のようなメニューが表示されま 
す。このメニューから、新しい波形の生成およびその波形の個々のパラメーター
の調整が可能です。詳細については、本セクション後述の "波形の設定 (高調波)" 
をご参照ください。 

 
nn334f.eps 

EDIT WAVE 
EDIT WAVE の青いソフトキーを押すと、上記のメニューが表示されるか、また
は波形が既に使用中の場合は似たメニューが表示されます。このメニューから、
現在アクティブな波形の個々のパラメーター調整を行なうことができます。内蔵
の波形も、NEW WAVE 機能で生成した波形も選択されていない場合は、これら
の値は "off" に初期化されます。 
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新しい波形の生成方法  

注記 

新しい波形の生成と、既存の波形を編集する手順は基本的に同じで
す。NEW WAVE メニューと EDIT WAVE メニューとの違いは、NEW 
WAVE メニューでは高調波のパラメーターは、変更が加えられるま
で、つまり新しい波形が生成されるまでは、初期値の "0" のままで
あるという点です。  

EDIT WAVE メニューでは使用中の波形、または呼び出した波形の編
集を行なうことができます。EDIT WAVE メニューで新しい波形を設
定することもできますが、その場合 A から O の全ての高調波がオフ
になっていることを確認する必要があるため、おすすめしません。 

PQ モードの波形選択メニューでは (本セクション既述)、複雑な波形の生成およ
び変更が可能です。新しい波形を生成するには、NEW WAVE の青いソフトキー
を押してください。NEW WAVE の青いソフトキーを押すと、それ以前に入力さ
れていた高調波の値は取り消されます。 

コントロール・ディスプレイには以下のようなメニューが表示されます。このメ
ニューでは以下の設定が可能です： 

• 2 次から 63 次までの整数次の高調波 

• HARMNIC A から HARMNIC O まで、 大 15 種類の高調波を入力可能 

• 基本波に対するパーセントとして高調波の振幅を設定 

• 基本波に対する高調波の位相 

HARMNIC A off の青いソフトキーを押して、ディスプレイの off/on 表示が "on" 
に変わったことを確認してください。 

 
nn334f.eps 

高調波の次数 

高調波の次数を指定または編集するには、# HF/F の青いソフトキーを押して高
調波の次数を入力します。例えば 3 次高調波を選択するには 3 を押して  
を押します。  

高調波の振幅 

高調波の振幅を、基本波のパーセントで入力するには、AMPL の青いソフトキ
ーを押します。例えば、10 %の場合は 10 を押して  を押します。  

位相 

高調波の位相を指定または編集するには、φ の青いソフトキーを押して位相を設
定します。180 度に設定する場合を例に取ります。 

この例では、コントロール・ディスプレイには以下のように表示されます： 



 PQ オプション 
 合成高調波機能 (電圧)11 
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別の高調波を入力するには、NEXT HARMNIC の青いソフトキーを押して前述の
手順を繰り返します。 大 15 種類の高調波を入力することができます。完了し
たら NEXT HARMNIC の青いソフトキーを繰り返し押して、各波形の内容を確
認することもできます。 

全ての値が正しく入力されていることが確認できたら、 を押してくださ 
い。 を押すまで波形は有効になりません。本校正器がすでに出力モードの
場合は、新しい波形が計算し直され、波形を合成する間、本校正器は一旦停止し
ます。本校正器がスタンバイ・モードの場合は、 を押すまで新しい波形は
合成されません。 

注記 

合成した波形の RMS 値が本校正器の左側のディスプレイに表示され
ます。入力されている高調波の数によりますが、この値は基本波の
値とは異なるはずです。 

注記 

波形合成にかかる時間は、その波形の複雑さによります。HARMNIC 
A のみの場合はそれほど時間はかかりません。高調波が 5 種類 
(HARMNIC A – E) あれば、もう少し長くかかります。高調波が 5 種
類よりも多くなると、波形合成にかかる時間はさらに長くなりま 
す。内蔵されている IEC 波形や NRC 波形の場合、 大 49 種類の高
調波を含むため、1 分半以上かかります。 

波形の合成時間を 小限に抑えるには、波形を呼び出したり、編集
したり、生成したりする際には校正器をスタンバイにしてくださ 
い。波形の定義が終わってから出力モードに切り替えます。 

波形の合成後に "V" キーを押すと、基本波の値と校正器が選択中の
レンジが表示されます。 

波形の編集方法 

注記 

新しい波形の生成と、既存の波形を編集する手順は基本的に同じで
す。NEW WAVE メニューと EDIT WAVE メニューとの違いは、NEW 
WAVE メニューでは高調波のパラメーターは、変更が加えられるま
で、初期値の ''0'' のままであるという点です。EDIT WAVE メニュー
では使用中の波形、または呼び出した波形の編集を行なうことがで
きます。 

既存の波形のパラメーターを編集するには、EDIT WAVE の青いソフトキーを押
してください。コントロール・ディスプレイの表示が以下のように変わります。
HARMNIC A off の青いソフトキーを押して、ディスプレイの off/on 表示が ''on'' 
に変わったことを確認してください。使用中の合成高調波があれば、このメニュ
ーから編集することができます。 
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波形のパラメーターの追加および編集の詳細については "新しい波形の生成" を
ご参照ください。 

注記 

呼び出した IEC または NRC 波形の高調波のうち、変更したり編集
したりすることができるのは 初の 15 種類までです。16 種類目以
降の高調波は、EDIT WAVE メニューにアクセスした時点で削除され
ます。新しい波形には 16 種類以上の高調波が含まれないため、
EDIT WAVE メニューから移動 (HARMNIC A …. NEXT HARMNIC など
) すると新しい波形が合成されます。 

波形の保存方法 

波形を生成または編集したら、その波形を後で再利用できるように保存すること
ができます。まずは波形の生成または編集を行ないます。その後、波形選択メニ
ュー内の SAVE WAVE の青いソフトキーを押します。以下のような保存メニュ
ーが表示されます。 

 
nn355f.eps 

保存メニューでは、5 つの波形を保存することができます。例えば SAVE TO 
CUSTOM1 の青いソフトキーを押します。波形は本校正器の不揮発性メモリーに
保存され、波形選択メニューに戻ります。 

保存した波形の呼び出し方法 

波形選択メニューで、RECALL WAVE の青いソフトキーを押します。以下のメ
ニュー画面がコントロール・ディスプレイに表示されます。 

 
nn354f.eps 

この波形の呼び出しメニューから RECALL CUSTOM の青いソフトキーを選択し
てください。コントロール・ディスプレイに以下のカスタム波形メニューが表示
されます。 



 PQ オプション 
 内蔵波形11 
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呼び出したい波形が保存されている青いソフトキー (RECALL CUSTOM1-5 のい
ずれか) を選択してください。コントロール・ディスプレイが波形の呼び出しメ
ニュー (下図参照) に切り替わり、呼び出された波形が本校正器から出力されま
す。 

 
nn354f.eps 

内蔵波形 
本校正器には 7 種類の波形があらかじめ内蔵されています。それらは 2 つの IEC 
波形と、5 つの NRC 波形です。 

IEC 波形 

IEC 波形 (IEC A および IEC D) とは、国際電気標準会議 (IEC) による IEC 61000-
3-2、Limits for Harmonic Current Emissions で出てくる波形のことです。フルーク
では、イギリス国立物理学研究所 (NPL) の公式を元にこれらを実装していま 
す。これらの公式は高調波電流の限度を規定しています。クラス A の機器に対
しては IEC A 波形を使用してください。クラス D の機器に対しては IEC D 波形
を使用してください。これらの波形は、PQ の電流出力モードで使用すると、こ
れらの限度をチェックするための機器の性能確認をするのに特に便利です。  

NRC 波形 

NRC 2 および NRC 4 は、NRC による実際のフィールドワークにおいて捕捉され
た電圧波形です。NRC 3 および NRC 5 は、NRC による実際のフィールドワーク
において捕捉された電流波形です。NRC 2 と NRC 3、および NRC 4 と NRC 5 
 は、電圧と電流の組み合わせです。波形 2 ～ 5 は 大 49 の高調波を含みます 
が、それらの多くの振幅は基本波の 1 % 未満です。 

NRC 7030 は、多くの高調波成分 (25 の高調波) を含む、低クレスト・ファクター
の合成波形で、信号対雑音比が優れています。25 の高調波の振幅は全て基本波
の 10 %です。この波形は、電圧と電流のどちらのモードでも、電力品質アナラ
イザーの性能チェックに便利です。  

内蔵の IEC 波形の呼び出し方法 

波形選択メニューで、RECALL WAVE の青いソフトキーを押します。コントロ
ール・ディスプレイに波形の呼び出しメニューが表示されます。RECALL IEC の
青いソフトキーを押してください。コントロール・ディスプレイに以下の IEC 
波形メニューが表示されます。  

「IEC A」 または「IEC D」 を選択すると、校正器がスタンバイ・モードの場合
はもう 1 度呼び出しメニューが表示されます。呼び出した波形は本校正器を出力
モードにするまで有効になりません。これらの波形は複雑なため、合成には 1 分
以上の時間がかかります。校正器が既に出力モードになっている場合は、コント
ロール・ディスプレイに再計算のメッセージが表示された後、呼び出しメニュー
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が表示されます。 
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内蔵の NRC 波形の呼び出し方法 

波形選択メニューで、RECALL WAVE の青いソフトキーを押します。コントロ
ール・ディスプレイに波形の呼び出しメニューが表示されます。RECALL NRC 
の青いソフトキーを押してください。コントロール・ディスプレイに以下の
NRC 波形メニューが表示されます。  

校正器がスタンバイ・モードの場合は、呼び出しメニューが表示されます。呼び
出した波形は本校正器を出力モードにするまで有効になりません。これらの波形
は複雑なため、合成には 1 分以上の時間がかかります。校正器が既に出力モード
になっている場合は、コントロール・ディスプレイに再計算のメッセージが表示
された後、呼び出しメニューが表示されます。 
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合成高調波機能 (電流) 
電流波形の生成および編集は、既述した電圧波形の場合と同様です。PQ モード
に設定して合成高調波機能にアクセスし、生成したい電流を校正器に入力して合
成高調波電流を生成します。例えば、「1 A」  を押すと、以下のような
メニューが表示されます： 

 
nn336f.eps 

これで本校正器は電流出力に設定され、それ以前に生成した波形は解除されま 
す。SET WAVE の青いソフトキーを押すと新しい波形を生成することができま
す。ディスプレイには以下のようなメニューが表示されます。 

 
nn353f.eps 

NEW WAVE または EDIT WAVE の青いソフトキーを押してください。以下のメ
ニュー画面がコントロール・ディスプレイに表示されます。 



 PQ オプション 
 合成高調波機能 (電圧および電流)11 
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このメニューから、高調波の編集を行うことができます。このセクションに既述
の "高調波の生成" をご参照ください。 

LCOMP の設定方法 

多ターン・コイルなどの誘導負荷に対する内部補償の有効/無効を切り替えるた
め、LCOMP の青いソフトキーを押します。この機能の詳細については、本マニ
ュアル第４章の "AC 電流出力の設定" をご参照ください。仕様に規定されている
通り、LCOMP をオンにすると、高周波の高調波確度が低下します。 

AUX 出力 

これは情報を表示するのみのインジケーターであり、本校正器の電流出力にどの
端子が使用されているかを示します。コントロール・ディスプレイに出力情報が
表示されます (AUX 端子から電流を出力している時は I OUT AUX、20 A 端子か
ら電流を出力している時は I OUT 20A)。   

PQ モードの出力情報メニューは、第 4 章に記されている通常の動作モードとは
少々異なります。合成高調波モードでは、本校正器は波形が合成されるまで、出
力情報メニューを更新しません。例えば、本校正器が現在 10 A、60 Hz に設定さ
れていて出力ディスプレイに STBY が表示されているとします。1 A を出力する
ために「1A 」 を押しても、 を押さないと出力情報メニューは自動
的に OUTPUT AUX には変わりません。  

SET WAVE メニューでは、出力情報メニューは表示されません。それらのメニ
ューで  を押した時、コントロール・ディスプレイにオーバー・コンプライ
アンスのメッセージが表示された場合は、出力端子が変更されたことが原因で 
す。メッセージをクリアし、被校正器を正しい端子に接続してください。 

合成高調波機能 (電圧および電流) 
このモードの操作は電圧の合成高調波モードの場合と同様です。先に説明した通
り PQ モードに切り替えて合成高調波機能にアクセスし、希望の電圧および電流
を校正器に入力してください。例えば、1 V、1 A と入力すると以下のメニュー
が表示されます： 

 
nn359f.eps 

これで本校正器は電圧および電流出力に設定され、それ以前に生成した波形は解
除されます。WAVE MENUS の青いソフトキーを押すと新しい波形を生成するこ
とができます。ディスプレイには以下のようなメニューが表示されます。 
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SET V WAVE または SET I WAVE の青いソフトキーを押して、電圧または電流
を編集します。以下のような波形選択メニューが表示されます。 

 
nn353f.eps 

このメニューから、高調波の編集を行なうことができます。このセクションに既
述の ''高調波の編集'' をご参照ください。 

注記  

波形生成の際、特に内蔵の波形を使用する場合には、時間がかかり
ます。波形の再構成の時間を 小限にするため、波形を呼び出し、
または生成する際には本校正器をスタンバイ・モードにしてくださ
い。 を押すまで波形は再計算されません。 

LCOMP の設定方法 

多ターン・コイルなどの誘導負荷に対する内部補償の有効/無効を切り替えるた
め、LCOMP ソフトキーを押します。この機能の詳細については、本マニュアル
第４章の ''AC 電流出力の設定'' をご参照ください。仕様に規定されている通り、
LCOMP をオンにすると、高周波の高調波確度が低下します。 

AUX 出力 

これは情報を表示するのみのインジケーターであり、本校正器の電流出力にどの
端子が使用されているかを示します。コントロール・ディスプレイには  

AUX 端子から電流が出力されている場合には I OUT AUX、20A 端子から電流が
出力されている場合には I OUT 20A が表示されます。  

PQ モードの出力情報は、第 4 章に記されている通常の動作モードとは少々異な
ります。合成高調波モードでは、本校正器は波形が合成されるまで、出力情報メ
ニューを更新しません。例えば、本校正器が現在 10 A、60 Hz に設定されていて
出力ディスプレイに STBY が表示されているとします。 1 A を出力するために「
1A 」 を押しても、 を押さないと出力情報メニューは自動的に 
OUTPUT AUX には変わりません。 

SET WAVE メニューでは、出力情報メニューは表示されません。それらのメニ
ューで  を押した時、コントロール・ディスプレイにオーバー・コンプライ
アンスのメッセージが表示された場合は、出力端子が変更されたことが原因で 
す。メッセージをクリアし、被校正器を正しい端子に接続してください。 

Φ  & REF メニュー 

電圧および電流の 2 チャンネル出力モードでは、電圧と電流の位相を指定するこ
とができます。これらのメニューの操作は第 4 章に記載されている通常の 2 チャ
ンネル出力モードと同じです。 



 PQ オプション 
 合成高調波機能 (電圧および電圧)11 
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合成高調波機能 (電圧および電圧) 
先に説明した通り PQ モードに切り替えて合成高調波機能にアクセスし、正しい
電圧を校正器に入力してください。例えば、1 V および 2 V と入力すると以下の
メニューが表示されます： 

 
nn361f.eps 

コントロール・ディスプレイに表示される V @ NOR および V @ AUX は情報を
表示するのみのインジケーターです。これによって NORMAL 端子または AUX 
端子に電圧が存在していることが分かります。 

これで本校正器は電圧および電圧出力に設定され、それ以前に生成した波形は解
除されます。WAVE MENUS の青いソフトキーを押すと新しい波形を生成するこ
とができます。ディスプレイには以下のようなメニューが表示されます。 

 
nn362f.eps 

SET NRM WAVE または SET AUX WAVE の青いソフトキーを押していずれかの
電圧を編集します。以下のような波形選択メニューが表示されます。 

 
nn353f.eps 

このメニューから、高調波の編集を行なうことができます。このセクションに既
述の ''高調波の編集'' をご参照ください。 

注記  

波形生成の際、特に内蔵の波形を使用する場合には、時間がかかり
ます。波形の再構成の時間を 小限にするため、波形を呼び出し、
または生成する際には本校正器をスタンバイ・モードにしてくださ
い。 を押すまで波形は再計算されません。 

Φ  & REF メニュー 

電圧の 2 チャンネル出力モードでは、電圧と電圧の位相を変更することができま
す。これらのメニューの操作は第 4 章に記載されている通常の 2 チャンネル出力
モードと同じです。 
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デルタ (Δ) 振幅、フリッカー機能 (電圧)  

注記 

本章既述の "PQ モードへの切替方法" を事前にご確認ください。 

デルタ (Δ) 振幅モード (電圧) 

PQ (Δ) AMPL モードを選択してください。このモードから、出力の振幅の連続
的な変化 (フリッカー) や、出力の振幅の 1 回の変化 (サグ & スウェル) をシミュ
レーションすることができます。下記のようなΔ AMPL モード・メニューがコン
トロール・ディスプレイに表示されます。 

 
nn363f.eps 

フリッカー機能の設定方法 

 PQ: Δ AMPL から、SET Δ を選択します。下記のようなフリッカー・メニューが
コントロール・ディスプレイに表示されます。 

 
nn344f.eps 

TYPE の青いソフトキーを押して、「flicker」 を選択するとフリッカー機能を、
「single」を選択するとサグ＆スウェル機能を指定できます。TYPE が flicker に
設定されていることを確認します。  

繰り返し周波数の設定方法 

フリッカー・イベントの周波数を入力するにはフリッカー・メニューで 
RPTFREQ の青いソフトキーを押します。この周期はフリッカー変調周波数とも
呼ばれます。 

変調パターンの設定方法 

MODWAVE の青いソフトキーを押して squarewave (矩形波) または sinewave (正
弦波) 変調を選択します。 

フリッカー振幅の設定方法 

ΔV/V の青いソフトキーを押すとコントロール・ディスプレイから、公称出力値
のパーセントとしてフリッカー振幅を指定することができます。パーセンテージ
の値は正負どちらも可能です。 

PST 値 

IEC 61000-4-15 ("フリッカーメーターの機能および設計仕様") では、10 分の短時
間 (short term:st) 観測においてのフリッカーの程度を定義しています。50 Hz と 
60 Hz のいずれにおいても、フリッカー・メーターでの Pst の読み値が 1 にな 
る、振幅変化と周波数の組み合わせが、本校正器には 7 種類あります。Pst = 1 
VALUES の青いソフトキーでこれら 7 つの値を切り替えることができます。   

Pst = 1 VALUES の青いソフトキーを押すと以下のようなメニューが表示されま 
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す。 
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↑ および ↓  の青いソフトキーを押すと内蔵されている 7 種類の Pst 値を前後にス
クロールすることができます。選択したい Pst 値が表示されたら青い LOAD 
VALUE ソフトキーを押してください。コントロール・ディスプレイの表示はフ
リッカー・メニューに戻ります。これで新しい Pst が設定されました。 

Pst 1 ソフトキーを押すと、フリッカー・メーターの Pst の読み値が 1 ～ 5 のいず
れかの値になるように変更することができます。 

Table 60 Hz ソフトキーを押すと、60 Hz または 50 Hz 動作に適した変動電圧と時
間の組み合わせを選択することができます。この変更によって本校正器の出力周
波数も変化することにご注意ください。 

Δ AMPL 機能における位相とリファレンスの設定方法 

この手順の詳細については、本マニュアル第 4 章の "出力の設定" をご参照くだ
さい。 

デルタ (Δ) 振幅、フリッカー機能 (電流) 
電流出力のフリッカーのシミュレーションは電圧出力の場合と同様ですが、電流
出力用のメニューがいくつか追加されています (LCOMP、OUTPUT 等)。詳細に
ついては前のセクションをご参照ください。 

注記 

本章既述の ''PQ モードへの切替方法'' を事前にご確認ください。 

デルタ (Δ) 振幅モード (電流) 

PQ オプションのデルタ (Δ) 振幅モード (PQ: ΔAMPL) を選択します。ΔAMPL ソ
フトキーを押してデルタ (Δ) 振幅モードにアクセスしてください。下記のような
Δ AMPL モード・メニューがコントロール・ディスプレイに表示されます。この
モードで SETΔ の青いソフトキーを押すと、フリッカーやサグとスウェル機能に
アクセスすることができます。 

 
nn363f.eps 

その他 

電流モードにおけるデルタ (Δ) 振幅およびフリッカー機能の詳細については、"
デルタ (Δ) 振幅、フリッカー機能 (電圧)" をご参照ください。  

デルタ (Δ) 振幅、シングル (サグとスウェル) 機能 (電圧)  
このモードでは振幅の逸脱をシングル、つまり 1 回出力することができます。こ
のモードから、ランプアップ時間や、イベントの幅、逸脱量% を設定すること
ができます。 
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注記 

本章既述の ''PQ モードへの切替方法'' を事前にご確認ください。 

デルタ (Δ) 振幅モード (電圧) 

ΔAMPL ソフトキーを押してデルタ (Δ) 振幅モードにアクセスしてください。こ
のモードからフリッカーおよびシングル (サグとスウェル) 機能にアクセスする
ことができます。下記のようなΔ AMPL モード・メニューがコントロール・ディ
スプレイに表示されます。 

 
nn363f.eps 

TYPE flicker の青いソフトキーを押してください。これで本校正器が single (サグ
とスウェル) モードになります。  

ランプアップ 時間の設定方法  

RAMP-UP の青いソフトキーを押してください。コントロール・ディスプレイが
以下のように変わり、出力が変化する時間を入力することができます。 

 
nn365f.eps 

サグとスウェルの幅の設定方法 

WIDTH の青いソフトキーを押すと、サグまたはスウェルの継続時間を秒単位で
指定することができます。  

サグとスウェルの振幅の設定方法 

ΔI/I ソフトキーで、公称出力値のパーセントとして逸脱量を指定することができ
ます。正の値を指定するとスウェル、負の値はサグになります。 

トリガーの設定方法 

SET TRIGS の青いソフトキーを押してください。下記のような SET TRIGS メニ
ューがコントロール・ディスプレイに表示されます。Post Trigger Delay ソフトキ
ーは、リモート・インターフェースから *TRG コマンドを受け取ったあと、また
は正面パネルから手動でトリガーをかけたあとのディレイ時間を変更する際に使
用します。 

 
nn342f.eps 

右端の 2 つのソフトキーのうちのいずれかを押すと、コントロール・ディスプレ
イが以下のように切り替わるので、この画面で新しいディレイの値を入力しま 
す。新しい値を入力して PREV MENU ボタンを押すと、その値が読み込まれま



 PQ オプション 
 デルタ () 振幅、シングル (サグとスウェル) 機能 (電流)11 

 

11-21 

す。これでトリガーの設定は完了です。 を押してトリガーを有効にしてく
ださい。 

 
nn364f.eps 

例   

以下のような特性のサグ・イベントが指定されているとします： 

• Post Trigger Delay は 3 秒に設定されており、イベントはトリガー後 3 秒経過
するまで発生しません。 

• 公称出力電圧は 120 V、60 Hz です。  

• ランプアップ時間は 1.0 秒に設定されています。 

• イベントの幅は 5 秒、デルタ (Δ) 振幅は -25 % に設定されています。 

本校正器が出力モード中であり、リモート・インターフェースから *TRG コマンドを受

け取ったとすると、本校正器は 3 秒後に電圧の変化を開始し、1.0 秒かけて 90 V まで下

降させます。5 秒間 90 V の出力を維持した後、すぐに出力電圧は公称値である 120 V に

戻ります。正面パネルから PQ モードを操作している場合は、 を押すとトリガーが

発生します。 
 

デルタ (Δ) 振幅、シングル (サグとスウェル) 機能 (電流) 
電流波形の生成および編集は、既述の電圧波形の場合と同様です。 

注記 

本章既述の ''PQ モードへの切替方法'' を事前にご確認ください。 

デルタ (Δ) 振幅モード (電流) 

ΔAMPL ソフトキーを押してデルタ (Δ) 振幅モードにアクセスしてください。こ
のモードからフリッカーおよびサグとスウェル機能にアクセスすることができま
す。  

電流の値 (A) が入力されていれば、コントロール・ディスプレイに以下のような
ΔAMPL メニューが表示されます。 

 
nn351f.eps 

トリガーの設定方法 

本章既述の "トリガーの設定" をご参照ください。 

ランプアップ 時間の設定方法  

RAMP-UP の青いソフトキーを押してください。コントロール・ディスプレイが
以下のように変わり、出力が変化する時間を入力することができます。ランプ時
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間はサグとスウェルの両方に適用されます。 
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サグとスウェルの幅の設定方法 

WIDTH の青いソフトキーを押すと、サグまたはスウェルの継続時間を秒単位で
指定することができます。  

サグとスウェルの振幅の設定方法 

ΔI/I ソフトキーで公称出力値のパーセントとして逸脱量を指定することができま
す。正の値を指定するとスウェル、負の値はサグになります。 

デルタ (Δ) 振幅モード (電圧および電流) 

デルタ (Δ) 振幅モードは電圧と電流の 2 チャンネル出力でも使用することができ
ます。以下はその例です。 

例  

以下のような特性のサグ・イベントが指定されているとします： 

• 10 V、1 A、60 Hz 

• Post Trigger Delay は 3 秒に設定 

• イベントの幅は 5 秒、電圧デルタ () 振幅は -25 %、電流デルタ () 振幅は 
-50 %に設定 

• ランプアップ時間は 1.0 秒に設定 

この複合波形は、以下のようにして作成します： 

1. PQ:AMPL の青いソフトキーを押します。 

2. 10 V、1 A、60 Hz を入力します。 

3. MORE OPTIONS の青いソフトキーを押します。 

4. SET  を押します。  

以下のようなメニューが表示されます： 

 
nn366f.eps 

このメニューからシングルのイベント (サグまたはスウェル) モードでの電圧と
電流両方のデルタ () 振幅の編集が可能です。 

5. この波形のデルタ () 電圧を編集するには、V/V の青いソフトキーを押し

ます。入力画面で -25 パーセントを入力して  を押し、 後に  を
押してください。 
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6. この波形のデルタ () 電流を編集するには、I/I の青いソフトキーを押しま 
す。入力画面で -50 パーセントを入力して  を押し、 後に  を押

してください。 

7. RAMP-UP の青いソフトキーを押して 1 秒を設定し、 を押します。 

8. WIDTH の青いソフトキーを押して 3 を入力し、 を押します。 

 
本校正器が出力モード中であり、*TRG リモート・コマンドを受け取ったとする
と、本校正器は 3 秒後に出力の変化を開始し、1 秒かけて 7.5 V、0.5 A まで下降
させます。この出力を 5 秒間維持した後すぐに公称値、この場合は 10 V、1 A に
戻ります。 

リモート・コマンド 

このセクションでは、PQ オプション用の IEEE-488/RS-232 リモート・コマンド
について説明します。リモート・コマンドは、本体の正面パネルから実行できる
動作と同じ働きが可能です。以下はアルファベット順の PQ オプション用リモー
ト・コマンドとその使用例の一覧です。リモート・コマンドの使用法の詳細につ
いては、第 5 章の「リモート操作」を参照してください。 

注記 

SEC (Secondary) は、5522A の 2 チャンネル出力機能を使用した場合
の AUX 端子からの出力を意味しています。2 チャンネル出力では、
NORMAL 端子からの出力が PRI (Primary、第１)、AUX 端子からの出
力が SEC (secondary、第 2) となります。1 チャンネル出力で AUX 端
子が使用されている場合、この出力は PRI になります。 

コマンド 

CHIEC <出力チャンネル>, <IEC 波形の番号> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

合成高調波を内蔵の IEC 波形に設定します。 

<出力チャンネル> には、PRI または SEC が入ります。 

<IEC 波形の番号> には 1 または 2 が入ります。 

例: CHIEC PRI,2 ---- 第 2 出力を IEC 波形の 2 番に設定します。 

______________________________________________________________________ 
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CHM? <プリセット番号> 

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

内蔵されている 5 種類の合成高調波のいずれかの内容を返します。 

<プリセット番号>  には 1 から 5 の数字が入ります。 応答フォーマットは 
CHTONES? と同様です。 

例: CHM? 2 

______________________________________________________________________ 

CHMRECALL <出力チャンネル>, <ユーザー定義波形の番号> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

合成高調波を以前保存した条件に設定します。 

<出力チャンネル> には、PRI または SEC が入ります。 

<ユーザー定義波形の番号> には 1 から 5 の数字が入ります。 

例: CHMRECALL PRI,2 は第 1 出力をプリセット番号 2 番の波形に設定します。 

______________________________________________________________________ 

CHMSAVE <出力チャンネル>, <ユーザー定義波形の番号> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

現在の波形をユーザー定義波形として保存します。 

<出力チャンネル> には、PRI または SEC が入ります。 

<ユーザー定義波形の番号> には 1 から 5 の数字が入ります。 

例: CHMSAVE PRI,2 は、第 1 出力の波形をプリセット番号 2 として保存しま 
す。 

______________________________________________________________________ 

CHNRC <出力チャンネル>, <NRC 波形の番号> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

合成高調波を内蔵の NRC 波形に設定します。 

<出力チャンネル> には、PRI または SEC が入ります。 

<NRC 波形の番号> には 1 から 5 の数字が入ります。NRC7030 は 1 です。 

例: CHNRC PRI,2 ---- 第 2 出力を NRC 波形の 2 番に設定します。 

______________________________________________________________________ 

CHTONES <出力チャンネル>, <高調波>, <高調波の振幅>, <高調波の位相>, 
<...>,<...>, ... 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

高調波/振幅/位相のグループを 大 15 種類設定します。 

<出力チャンネル> には、PRI または SEC が入ります。 

<高調波> には 2 から 63 の次数が入ります。 

<高調波の振幅> には 0.1 % ～ 100 % が入ります。  

高調波の振幅は基本波に対する割合として表現します。%の単位 PCT はあって
もなくても構いませんが、単位がない場合は分数として処理されます (例えば、
30PCT と 0.3 はいずれも基本波の 30 %の高調波振幅を意味します)。  
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<高調波の位相> は基本波に対する高調波の位相のずれを度数で表したもので、 
+/- 0.1 ～ 360.0 が入ります。+/- 180 の範囲外の値は、360 の倍数を加算または減
算して自動的にこの範囲内の値に変換します。 

例: CHTONES PRI,3,33pct,0,5,20pct,0,7,16pct,0,9,11pct,0,11,9pct,0 

例: CHTONES SEC,3,0.11,-180,5,0.04,0,7,0.02,-180,0,0,0,0,0,0 

_______________________________________________________________________ 

CHTONES? <出力チャンネル>  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

現在設定されている高調波の次数、振幅、位相を返します。セットされていない
高調波の値は全て 0 を返します。 

<出力チャンネル> には、PRI または SEC が入ります。 

例: CHTONES? PRI 

応答文字列の例: 2, 0.10, 30, 3, 0.02, -150, … 

_______________________________________________________________________ 

DELTAMAG <出力チャンネル>, <デルタ振幅>   

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

デルタ振幅モード (サグとスウェル、およびフリッカー) での振幅偏差を設定し
ます。 

<出力チャンネル> には、PRI または SEC が入ります。 

<デルタ振幅> には 0.01 % ～ 100.0 % が入ります。 

例: DELTAMAG PRI, 0.1 は、第 1 チャンネルの出力を 10 % 増加させます。 

例: DELTAMAG SEC, -0.1 は、第 2 チャンネルの出力を 10 % 減少させます。 

_______________________________________________________________________ 

DELTAMAG? <出力チャンネル>  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

デルタ振幅モードで選択したチャンネルの振幅偏差を返します。 

<出力チャンネル> には、PRI または SEC が入ります。 

例: DELTAMAG? PRI 

_______________________________________________________________________ 

DURATION <イベント継続時間> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

デルタ振幅モードでのシングル (サグとスウェル) イベントの継続時間を設定し
ます。 

<イベント継続時間> には .032 秒～ 60 秒が入ります。   

例: DURATION 49.0s --- イベントの継続時間を 49 秒に設定します。 

例: DURATION 10.3 --- イベントの継続時間を 10.3 秒に設定します (s は任意)。 

_______________________________________________________________________ 

DURATION?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 
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デルタ振幅モードのシングル (サグとスウェル) イベントの計測時間を返しま 
す。 

例: DURATION? 

_______________________________________________________________________ 

EVTMODE <イベント・モード> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

デルタ振幅モードでのイベントの種類を設定します。 

<イベント・モード> には REPEAT --- フリッカーまたは 

SINGLE --- サグとスウェルが入ります。 

例: EVTMODE SINGLE 

_______________________________________________________________________ 

EVTMODE?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

デルタ振幅モードのイベントの種類を返します。 

    SINGLE --- サグとスウェル 

    REPEAT --- フリッカー 

例: EVTMODE? 

_______________________________________________________________________ 

FLICKWAV  <フリッカー波形> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

フリッカー変調を正弦波または矩形波に設定します。 

<フリッカー波形> には SINE (正弦波) または SQUARE (矩形波) が入ります。 

例: FLICKWAV SQUARE 

例: FLICKWAV SINE 

_______________________________________________________________________ 

FLICKWAV?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

フリッカー変調の種類、正弦波または矩形波を返します。 

_______________________________________________________________________ 

FUND?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

合成高調波モードの基本波の振幅を返します。 

合成高調波モードが選択されていない場合は、全て 0 を返します。 

1. 出力の振幅 
2. (文字) 単位 (V または A) 
3. (浮動小数点数) 2 チャンネル出力での第 2 出力の振幅 (第 2 出力がない場合は

0) 
4. (文字) 第 2 出力の振幅の単位 (第 2 出力がない場合は 0) 
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例: 1.883000E-01,A,0.000000E+00,0 

_______________________________________________________________________ 

PQ <モード>  

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

電力品質モードの開始/終了 

<モード> には OFF --- 標準の 5522A 動作、または 

          CH  --- 合成高調波モード、または 

          DAMPL --- サグとスウェルまたはフリッカー・モード、が入ります。 

例: PQ CH --- 合成高調波モードに切り替わります。 

_______________________________________________________________________ 

PQ?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

 電力品質校正モードを返します。 

    OFF   --- 標準の 5522A モードで動作中 

    CH    --- 合成高調波モードで動作中 

    DAMPL --- サグとスウェルまたはフリッカー・モードで動作中 

例: PQ? 

_______________________________________________________________________ 

POSTTRIGDELAY <遅延時間> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

シングル (サグとスウェル) モードでのトリガー・ディレイを設定します。 

<遅延時間> には 0.001 秒～ 60 秒が入ります。 

例: POSTTRIGDELAY 3 

_______________________________________________________________________ 

POSTTRIGDELAY?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

シングル (サグとスウェル) モードでのトリガー・ディレイを返します。 

例: POSTTRIGDELAY ? 

_______________________________________________________________________ 

RAMPTIME <ランプ時間> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

シングル (サグとスウェル) モードにおいて選択した V/V 値まで振幅が上下する
のにかかる変化時間を設定します。 

<ランプ時間> には 0.001 秒～ 60.0 秒が入ります。 

例: RAMPTIME 5.3 

_______________________________________________________________________ 
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RAMPTIME?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

ランプ時間の設定を読み取ります。 

例: RAMPTIME? 

_______________________________________________________________________ 

RPTFREQ <変調周波数> 

(IEEE-488、RS-232、連結コマンド) 

フリッカー・モードでの変調周波数を設定します。 

<変調周波数> には 0.001Hz ～ 30.0Hz が入ります。 

例: RPTFREQ 10Hz 

例: RPTFREQ 5 

_______________________________________________________________________ 

RPTFREQ?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

フリッカー・モードの変調周波数を返します。 

例: RPTFREQ? 

_______________________________________________________________________ 

TRIGGED?  

(IEEE-488、RS-232、連続コマンド) 

トリガーがない場合は 0 を、設定されている場合は 1 を返します。 

_______________________________________________________________________ 

文字列例 

以下の文字列は、第 1 チャンネルのフリッカー出力を、変調周波数 0.65 Hz、デ
ルタ V/V 0.91 % の矩形波変調に設定します。出力電圧は 120 V、60 Hz です： 

pq dampl; evtmode repeat; flickwav square; rptfreq .65; 
deltamag pri, .0091;  out 120v, 60hz; oper 
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性能テスト  
PQ オプションがその仕様を満たしているか検証するには、本セクションの性能
テストをご参照ください。以下は計測業務の従事者向けの表です。 

これらの表には、本マニュアル内で既述の波形だけでなく、合成高調波モードで
作成しなければならない特定の波形も含まれています。テストは全て、5522A の
EARTH キーを有効にした状態で行なってください。 

検証テーブル 

表 11-1. PQ オプション検証テーブル 

AC 電圧の検証テスト 高調波 基本波 位相 
振幅 
(V) 

仕様 
(V) 

仕様 
 (度) 

レンジ  329.99 mV RMS   0.12000 2.500E-04  
波形  I 1 100.00%  0.03000 9.00E-5  
RMS 出力 0.12 V 3 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.5 
周波数 50.0 Hz 6 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.5 

 9 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.5 
12 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.5 
15 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.5 
16 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.5 
23 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.8 
28 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.8 
33 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.8 
38 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 0.8 
43 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 2.0 
48 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 2.0 
53 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 2.0 
58 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 2.0 
63 100.00% 0 0.03000 9.00E-5 2.0 

レンジ  3.2999 V RMS   0.45000 0.001000  
波形  I 1 100.00%  0.11250 0.000513  
RMS 出力 0.45 V 3 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.5 
周波数 60 Hz 6 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.5 

 9 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.5 
12 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.5 
15 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.5 
16 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.8 
23 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.8 
28 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.8 
33 100.00% 0 0.11250 0.000513 0.8 
38 100.00% 0 0.11250 0.000513 2.0 
43 100.00% 0 0.11250 0.000513 2.0 
48 100.00% 0 0.11250 0.000513 2.0 
53 100.00% 0 0.11250 0.000513 2.0 
58 100.00% 0 0.11250 0.000513 2.0 
63 100.00% 0 0.11250 0.000513 2.0 

レンジ  32.999 V RMS   12.0000 0.0250  
波形  I 1 100.00%  3.0000 0.0070  
RMS 出力 12 V  3 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.3 
周波数 60 Hz 6 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.3 

 9 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.3 
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表 11-1. PQ オプション検証テーブル (続き) 

AC 電圧の検証テスト 高調波 基本波 位相 
振幅 
(V) 

仕様 
(V) 

仕様 
 (度) 

   12 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.3 
15 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.3 
16 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.5 
23 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.5 
28 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.5 
33 100.00% 0 3.0000 0.0070 0.5 
38 100.00% 0 3.0000 0.0070 2.0 
43 100.00% 0 3.0000 0.0070 2.0 
48 100.00% 0 3.0000 0.0070 2.0 
53 100.00% 0 3.0000 0.0070 2.0 
58 100.00% 0 3.0000 0.0070 2.0 
63 100.00% 0 3.0000 0.0070 2.0 

レンジ  329.99 V RMS   210.0000 0.4300  
波形  II 1 100.00%  91.6730 0.3917  
RMS 出力 210 V 2 100.00% 0 91.6730 0.3917 0.75 
周波数 60 Hz 3 100.00% 0 91.6730 0.3917 0.75 

 5 100.00% 0 91.6730 0.3917 0.75 
7 100.00% 0 91.6730 0.3917 0.75 
8 30.00% 0 27.5020 0.3917 1.0 
12 30.00% 0 27.5020 0.3917 3.0 
13 10.00% 0 9.1670 0.3917 3.0 
16 10.00% 0 9.1670 0.3917 3.0 
18 10.00% 0 9.1670 0.3917 3.0 
21 10.00% 0 9.1670 0.4984 5.0 
23 10.00% 0 9.1670 0.4984 5.0 
25 10.00% 0 9.1670 0.4984 5.0 
26 5.00% 0 4.5840 0.4984 5.0 
30 5.00% 0 4.5840 0.4984 5.0 
33 5.00% 0 4.5840 0.4984 5.0 

レンジ  1020 V RMS   600.0000 1.300  
波形  III 1 100.00%  241.796 1.310  
RMS 出力 600 V 2 100.00% 0 241.796 1.310 0.75 
周波数 50 Hz 3 100.00% 0 241.796 1.310 0.75 

 5 100.00% 0 241.796 1.310 0.75 
7 100.00% 0 241.796 1.310 0.75 
8 100.00% 0 241.796 1.310 1.2 
12 30.00% 0 72.539 1.310 1.2 
13 10.00% 0 24.180 1.310 1.2 
16 10.00% 0 24.180 1.310 3.0 
18 10.00% 0 24.180 1.310 3.0 
21 10.00% 0 24.180 1.310 3.0 
23 10.00% 0 24.180 1.310 3.0 
25 10.00% 0 24.180 1.610 5.0 
26 5.00% 0 12.090 1.610 5.0 
30 5.00% 0 14.1880 1.610 5.0 
33 5.00% 0 14.1880 1.610 5.0 
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表 11-1. PQ オプション検証テーブル (続き) 

AC 電圧の検証テスト 高調波 基本波 位相 
振幅 
(V) 

仕様 
(V) 

仕様 
 (度) 

レンジ  329.99 V RMS   150.0000 0.3100  
波形  IV 1 100.00%  54.627 0.1299  
RMS 出力 150 V 2 100.00% 0 54.627 0.1299 0.75 
周波数 50 Hz 3 100.00% 0 54.627 0.1299 0.75 

 4 100.00% 0 54.627 0.1299 0.75 
5 100.00% 0 54.627 0.1299 0.75 
6 100.00% 0 54.627 0.1299 0.75 
7 100.00% 0 54.627 0.1299 0.75 
8 30.00% 0 16.388 0.1624 0.75 
9 30.00% 0 16.388 0.1624 1.0 
10 30.00% 0 16.388 0.1624 1.0 
11 30.00% 0 16.388 0.1624 1.0 
12 30.00% 0 16.388 0.1624 1.0 
13 30.00% 0 16.388 0.1624 1.0 

レンジ  1020 V RMS   450.0000 1.0000  
波形  IV 1 100.00%  163.880 0.5122  
RMS 出力 450 V 2 100.00% 0 163.880 0.5122 0.75 
周波数 50 Hz 3 100.00% 0 163.880 0.5122 0.75 

 4 100.00% 0 163.880 0.5122 0.75 
5 100.00% 0 163.880 0.5122 0.75 
6 100.00% 0 163.880 0.5122 0.75 
7 100.00% 0 163.880 0.5122 0.75 
8 30.00% 0 49.164 0.5122 0.75 
9 30.00% 0 49.164 0.5122 1.2 
10 30.00% 0 49.164 0.5122 1.2 
11 30.00% 0 49.164 0.5122 1.2 
12 30.00% 0 49.164 0.5122 1.2 
13 30.00% 0 49.164 0.5122 1.2 

レンジ  32.999 V RMS   12.00000 0.02500  
波形 矩形波 1 100.00%  10.87300 0.01487  
RMS 出力 12 V 3 33.30% 0 3.62100 0.01487 0.3 
周波数 60 Hz 5 20.00% 0 2.17500 0.01487 0.3 

 7 14.30% 0 1.55500 0.01487 0.3 
9 11.10% 0 1.20700 0.01487 0.3 
11 9.10% 0 0.98948 0.01487 0.3 
13 7.70% 0 0.83725 0.01487 0.3 
15 6.70% 0 0.72852 0.01487 0.3 
17 5.90% 0 0.64153 0.01487 0.5 
19 5.30% 0 0.57629 0.01487 0.5 
21 4.80% 0 0.52193 0.01487 0.5 
23 4.30% 0 0.46756 0.01487 0.5 
25 4.00% 0 0.43494 0.01487 0.5 
27 3.70% 0 0.40232 0.01487 0.5 
29 3.40% 0 0.36970 0.01487 0.5 
31 3.20% 0 0.34795 0.01487 0.5 
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表 11-1. PQ オプション検証テーブル (続き) 

AC 電圧の検証テスト 高調波 基本波 位相 
振幅 
(V) 

仕様 
(V) 

仕様 
 (度) 

レンジ  329.99 V RMS   230.0000 0.4700  
波形 NRC 7030 1 100.00%  206.5460 0.8512  
RMS 出力 230 V 2 10.00% -115.5 20.6550 0.8512 0.75 
周波数 50 Hz 3 10.00% 1.1 20.6550 0.8512 0.75 

 4 10.00% -179.6 20.6550 0.8512 0.75 
5 10.00% 13.3 20.6550 0.8512 0.75 
6 10.00% 9.3 20.6550 0.8512 0.75 
7 10.00% 73.5 20.6550 0.8512 0.75 
8 10.00% 152.1 20.6550 0.8512 0.75 
9 10.00% -19.9 20.6550 0.8512 1.0 
10 10.00% -167.8 20.6550 0.8512 1.0 
11 10.00% 85.9 20.6550 0.8512 1.0 
12 10.00% -37.3 20.6550 0.8512 1.0 
13 10.00% 16.1 20.6550 0.8512 3.0 
14 10.00% -28.1 20.6550 0.8512 3.0 
15 10.00% 94 20.6550 0.8512 3.0 
16 10.00% -173.4 20.6550 0.8512 3.0 
17 10.00% 129.5 20.6550 0.8512 3.0 
18 10.00% -113.9 20.6550 0.8512 3.0 
19 10.00% 37.6 20.6550 0.8512 3.0 
20 10.00% -52.3 20.6550 0.8512 3.0 
21 10.00% 1.5 20.6550 0.8512 3.0 
22 10.00% 14.3 20.6550 0.8512 3.0 
23 10.00% 150.2 20.6550 0.8512 3.0 
24 10.00% 7.1 20.6550 0.8512 3.0 
25 10.00% 161.3 20.6550 1.0700 5.0 

AC 電圧 (AUX) の検証テスト 
レンジ  5 V RMS   1.90000 0.00580  
波形  V 1 100.00%  0.58524 0.00417  
RMS 出力 1.9 V 3 100.00% 0 0.58524 0.00417 0.75 
周波数 60 Hz 6 100.00% 0 0.58524 0.00417 0.75 

 9 100.00% 0 0.58524 0.00417 0.75 
12 100.00% 0 0.58524 0.00417 0.75 
16 100.00% 0 0.58524 0.00417 0.75 
17 100.00% 0 0.58524 0.00417 2.0 
23 100.00% 0 0.58524 0.00417 2.0 
28 100.00% 0 0.58524 0.00417 2.0 
33 100.00% 0 0.58524 0.00417 2.0 
38 30.00% 0 0.17577 0.00476 3.0 
43 30.00% 0 0.17577 0.00476 3.0 
48 30.00% 0 0.17577 0.00476 3.0 
53 30.00% 0 0.17577 0.00476 3.0 
58 30.00% 0 0.17577 0.00476 3.0 
63 30.00% 0 0.17577 0.00476 3.0 
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表 11-1. PQ オプション検証テーブル (続き) 

AC 電流の検証テスト 高調波 基本波 位相 
振幅 
(A) 

仕様 
(A) 

仕様 
 (度) 

AC 電流、LCOMP OFF の検証テスト 
レンジ  329.9 mA RMS   0.11000 1.22E-03  
波形 VI 1 100.00%  0.03821 1.38E-04  
RMS 出力 0.11 A 3 100.00% 0 0.03821 1.38E-04 0.75 
周波数 50 Hz 6 100.00% 0 0.03821 1.38E-04 0.75 

  9 100.00% 0 0.03821 1.38E-04 0.75 
 12 100.00% 0 0.03821 1.38E-04 0.75 

15 100.00% 0 0.03821 1.38E-04 0.75 
18 100.00% 0 0.03821 1.38E-04 1.5 
23 50.00% 0 0.01910 1.38E-04 1.5 
28 50.00% 0 0.01910 1.38E-04 1.5 
33 50.00% 0 0.01910 1.38E-04 1.5 
38 30.00% 0 0.01146 1.38E-04 1.5 
43 30.00% 0 0.01146 1.68E-04 3.0 
48 30.00% 0 0.01146 1.68E-04 3.0 
53 30.00% 0 0.01146 1.68E-04 3.0 
58 30.00% 0 0.01146 1.68E-04 3.0 
63 30.00% 0 0.01146 1.68E-04 3.0 

レンジ  2.999 A RMS   1.10000 0.00320  
波形 VII 1 100.00%  0.40547 0.00141  
RMS 出力 1.1 A 3 100.00% 0 0.40547 0.00141 0.6 
周波数 50 Hz 6 100.00% 0 0.40547 0.00141 0.6 

 9 100.00% 0 0.40547 0.00141 0.6 
12 100.00% 0 0.40547 0.00141 0.6 
15 100.00% 0 0.40547 0.00141 0.6 
18 20.00 % 0 0.40547 0.00141 0.6 
23 20.00 % 0 0.08109 0.00141 1.0 
28 20.00 % 0 0.08109 0.00141 1.0 
33 20.00 % 0 0.08109 0.00141 1.0 
38 20.00 % 0 0.08109 0.00141 1.0 
43 20.00 % 0 0.08109 0.00211 2.0 
48 20.00 % 0 0.08109 0.00211 2.0 
53 20.00 % 0 0.08109 0.00211 2.0 
58 20.00 % 0 0.08109 0.00211 2.0 
63 20.00 % 0 0.08109 0.00211 2.0 

レンジ  20.5 A RMS   4.50000 0.0190  
波形 VII 1 100.00%  1.6590 0.0117  
RMS 出力 4.5 A 3 100.00% 0 1.6590 0.0117 0.6 
周波数 50 Hz 6 100.00% 0 1.6590 0.0117 0.6 

 9 100.00% 0 1.6590 0.0117 0.6 
12 100.00% 0 1.6590 0.0117 0.6 
15 100.00% 0 1.6590 0.0117 0.6 
18 100.00% 0 1.6590 0.0117 0.6 
23 20.00% 0 0.3317 0.0117 1.0 
28 20.00% 0 0.3317 0.0117 1.0 
33 20.00% 0 0.3317 0.0117 1.0 
38 20.00% 0 0.3317 0.0117 1.0 
43 20.00% 0 0.3317 0.0133 3.0 
48 20.00% 0 0.3317 0.0133 3.0 
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表 11-1. PQ オプション検証テーブル (続き) 

AC 電流の検証テスト 高調波 基本波 位相 
振幅 
(A) 

仕様 
(A) 

仕様 
 (度) 

 53 20.00% 0 0.3317 0.0133 3.0 
58 20.00% 0 0.3317 0.0133 3.0 
63 20.00% 0 0.3317 0.0133 3.0 

レンジ  20.5 A RMS   4.80000 0.0196  
波形 IECA 1 100.00%  2.89500 0.0129  
RMS 出力 4.8 A 2 47.00% 0 1.35900 0.0129 0.6 
周波数 50 Hz 3 100.00% 180 2.89500 0.0129 0.6 

 4 18.70% 180 0.54123 0.0129 0.6 
5 49.60% 0 1.43500 0.0129 0.6 
6 13.00% 0 0.37760 0.0129 0.6 
7 33.50% 180 0.96918 0.0129 0.6 
8 10.00% 180 0.28950 0.0129 0.6 
9 17.40% 0 0.50347 0.0129 0.6 
10 8.00% 0 0.23160 0.0129 0.6 
11 14.30% 180 0.41536 0.0129 0.6 
12 6.70% 180 0.19300 0.0129 0.6 
13 9.10% 0 0.26432 0.0129 0.6 
14 5.70% 0 0.16543 0.0129 0.6 
15 6.50% 180 0.18880 0.0129 0.6 
16 5.00% 180 0.14475 0.0129 0.6 
17 5.80% 0 0.16659 0.0129 0.6 
18 4.40% 0 0.12867 0.0129 0.6 
19 5.10% 180 0.14905 0.0129 1.0 
20 4.00% 180 0.11580 0.0129 1.0 
21 4.70% 0 0.13486 0.0129 1.0 
22 3.60% 0 0.10527 0.0129 1.0 
23 4.30% 180 0.12313 0.0129 1.0 
24 3.30% 180 0.09650 0.0129 1.0 
25 3.90% 0 0.11328 0.0129 1.0 
26 3.10% 0 0.08908 0.0129 1.0 
27 3.60% 180 0.10489 0.0129 1.0 
28 2.90% 180 0.08271 0.0129 1.0 
29 3.40% 0 0.09766 0.0129 1.0 
30 2.70% 0 0.07720 0.0129 1.0 
31 3.20% 180 0.09136 0.0129 1.0 
32 2.50% 180 0.07237 0.0129 1.0 
33 3.00% 0 0.08582 0.0129 1.0 
34 2.40% 0 0.06812 0.0129 1.0 
35 2.80% 180 0.08092 0.0129 1.0 
36 2.20% 180 0.06433 0.0129 1.0 
37 2.60% 0 0.07654 0.0129 1.0 
38 2.10% 0 0.06095 0.0129 1.0 
39 2.50% 180 0.07262 0.0129 1.0 
40 2.00% 180 0.05790 0.0129 1.0 
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表 11-1. PQ オプション検証テーブル (続き) 

AC 電流の検証テスト 高調波 基本波 位相 
振幅 
(A) 

仕様 
(A) 

仕様 
 (度) 

レンジ  20.5 A RMS   5.80000 0.0216  
波形 IECD 1 100.00%  5.04200 0.0150  
RMS 出力 5.8 A 3 46.90% 180 2.36600 0.0150 0.6 
周波数 50 Hz 5 26.20% 0 1.32200 0.0150 0.6 

 7 13.80% 180 0.69600 0.0150 0.6 
9 6.90% 0 0.34800 0.0150 0.6 
11 4.80% 180 0.24360 0.0150 0.6 
13 4.10% 0 0.20612 0.0150 0.6 
15 3.50% 180 0.17864 0.0150 0.6 
17 3.10% 0 0.15763 0.0150 0.6 
19 2.80% 180 0.14103 0.0150 1.0 
21 2.50% 0 0.12760 0.0150 1.0 
23 2.30% 180 0.11651 0.0150 1.0 
25 2.10% 0 0.10719 0.0150 1.0 
27 2.00% 180 0.09924 0.0150 1.0 
29 1.80% 0 0.09250 0.0150 1.0 
31 1.70% 180 0.08644 0.0150 1.0 
33 1.60% 0 0.08120 0.0150 1.0 
35 1.50% 180 0.07656 0.0150 1.0 
37 1.40% 0 0.07242 0.0150 1.0 
39 1.40% 180 0.06871 0.0150 1.0 

レンジ  20.5 A RMS   9.50000 0.0290  
波形 NRC7030 1 100.00%  8.53100 0.0185  
RMS 出力 9.5 A 2 10.00% -115.5 0.85313 0.0185 0.6 
周波数 60 Hz 3 10.00% 1.1 0.85313 0.0185 0.6 

 4 10.00% -179.6 0.85313 0.0185 0.6 
5 10.00% 13.3 0.85313 0.0185 0.6 
6 10.00% 9.3 0.85313 0.0185 0.6 
7 10.00% 73.5 0.85313 0.0185 0.6 
8 10.00% 152.1 0.85313 0.0185 0.6 
9 10.00% -19.9 0.85313 0.0185 0.6 
10 10.00% -167.8 0.85313 0.0185 0.6 
11 10.00% 85.9 0.85313 0.0185 0.6 
12 10.00% -37.3 0.85313 0.0185 0.6 
13 10.00% 16.1 0.85313 0.0185 0.6 
14 10.00% -28.1 0.85313 0.0185 0.6 
15 10.00% 94 0.85313 0.0185 0.6 
16 10.00% -173.4 0.85313 0.0185 1.0 
17 10.00% 129.5 0.85313 0.0185 1.0 
18 10.00% -113.9 0.85313 0.0185 1.0 
19 10.00% 37.6 0.85313 0.0185 1.0 
20 10.00% -52.3 0.85313 0.0185 1.0 
21 10.00% 1.5 0.85313 0.0185 1.0 
22 10.00% 14.3 0.85313 0.0185 1.0 
23 10.00% 150.2 0.85313 0.0185 1.0 
24 10.00% 7.1 0.85313 0.0185 1.0 
25 10.00% 161.3 0.85313 0.0185 1.0 
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A-1 

付録 A 

用語解説 

adc（アナログ・デジタル・コンバーター） 
アナログ信号をデジタル信号に変換するデバイスまたは回路。 

絶対不確かさ 
機器の校正に使用されるすべての機器と標準器による誤差を含む不確かさ仕様。
絶対不確かさの数値をUUTと比較して、試験不確かさの比が求められます。 

確度 
ある量の測定値が、その量の真の（正しい）値と一致する程度。例えば、+1% 
の不確かさ仕様の機器は 99 % 正確です。 

皮相電力 
2 つの波形間の位相関係を考慮せずに、単に回路上の AC 電圧に AC 電流を乗じ
て得られる電力値。（比較のため、「真の電力」を参照）。 

アサート 
デジタル信号を論理的真の状態にすること。 

af (audio frequency：可聴周波数) 
人間に聞こえる周波数レンジで、通常は、15,000 ～ 20,000 Hz まで。 

アーティファクト標準 
標準化のためにある物理量を発生または具体化する物体。 (例： Fluke 732A 直流
電圧標準器)。 

基本単位 
次元的に独立した SI 単位系の単位。他の単位はすべて基本単位から導かれたも
のです。電気における唯一の基本単位はアンペアです。 
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バッファ 
1. データの一時的な保存のためのデジタル・メモリ領域。 

2. 終アンプ前段のアンプ。 

バードン電圧 
負荷の両端子間で持続可能な 大電圧。 

コンプライアンス電圧 
定電流源が供給できる 大電圧。 

管理図 

クレスト・ファクター 
波形 (DC 成分は除く) の rms 電圧に対するピーク電圧の比。 

dac（デジタル・アナログ・コンバーター） 
デジタル波形をアナログ電圧に変換するデバイスまたは回路。 

dBm 
1 mW を基準としてデシベル表示された電力レベル。 

組立単位 
基本単位から導かれた SI 単位系の単位。ボルト、オーム、およびワットは、ア
ンペアおよび他の基本単位と組立単位から導かれます。 

変位力率 
力率の変位成分を指し、基本波の皮相電力(VA) に対する基本波の有効電力 (W)
の比。 

歪み 
信号波形における望ましくない変化。高調波歪みは、周波数とそれに自然に関連
する他の周波数の間の当初の関係を崩します。相互変調歪み (IMD) は、2 つ以上
の初期周波数の混合により、新しい周波数を発生します。その他の歪みの形とし
て、位相歪みと過渡歪みがあります。 

誤差 
この用語解説では、「オフセット誤差」、「直線性誤差」、「ランダム誤差」、
「スケール誤差」、「系統的誤差」、および「伝達誤差」など、様々なタイプの
誤差について説明しています。 

平坦度 
同じ公称出力レベルに設定したときの、異なる周波数ポイントにおける AC 電圧
ソースの実出力の変化の度合い。平坦な電圧ソースは、その周波数レンジ全体で 

の誤差が非常に小さいです。 

1 つ以上の手順を監視して、コンポーネントまたは手順の必要な値からの大幅な
偏差を検知するためのチャート。 
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フロア 
機器の不確かさ仕様の一部で、通常は設定オフセットにノイズを加算したもの。
フロアは、マイクロボルト、あるいは 下位桁のカウントなどの単位として表す
ことができます。5522A の場合、フロア仕様は設定レンジの誤差と1つの項にま
とめられて、合計不確かさを指定しています。 

フル・スケール 
メーター、アナログ－デジタル・コンバーター、またはその他の測定器のレンジ
の 大指示値、あるいは校正器のレンジで到達可能な 大出力。 

利得誤差 
スケール誤差と同じ。スケール誤差または利得誤差は、応答曲線の傾きが正確に
1 にならない場合に生じます。利得誤差 (オフセット誤差や直線性誤差はない) の 

みがあるメーターは、0 V を印加すると0 V の読み値になりますが、10 V を印加
しても読み値が 10 V になりません。 

グラウンド 
回路の電圧基準ポイント。アース・グラウンドは接地棒またはその他の導体を介
したアースへの接続で、通常は、AC 電源コンセントの接地導体を介して接続し
ます。 

グラウンド・ループ 
機器システム内に複数の筐体接地電位がある場合、望ましくない電流が誘導され
ます。グラウンド・ループは、システムのすべての機器を 1 箇所で接地すること
によって 小限に抑えることができます。 

ガード 
「電圧ガード」および「電流ガード」を参照。 

高調波 
基本周波数の整数倍の周波数の波形。例えば、基本周波数の 2 倍の周波数の波形
は 2 次高調波と呼ばれます。 

IPTS-68 
国際実用温度目盛 (International Provisional Temperature Standard) (1968)。この規格
は、国際温度目盛 (International Temperature Standard) (1990) に置き換えられまし
た。°C 温度目盛の定義を規定しています。 

ITS-90 
国際温度目盛 (International Temperature Standard) (1990)。国際実用温度目盛 
(International Provisional Temperature Standard) (1968) からの置き換えです。°C 温
度目盛の定義を規定しています。 

国際単位系 
一般に認められている単位系である「SI 単位系」と同じ。「単位」、「基本単
位」、および「組立単位」も参照してください。 

法定単位 
単位系で 上位に位置するもの。例えば、米国国立標準局のボルト。 
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ライフサイクル・コスト 
ある機器の耐用年数中に必要となる経費の全ての要因を考慮すること。これに 
は、初期購入費、サービス・メンテナンス費、およびサポート機器のコストが含
まれます。 

直線性 
初の数量の変化が 2 番目の数量の変化と正比例する場合の、2 つの数量間の関

係。 

直線性誤差 
直線性誤差は、メーターの応答曲線が正確な直線にならない場合に生じます。こ
のタイプの誤差は、応答曲線上の 2 点を決め、その 2 点間を線で結び、応答曲線
のさまざまな点でその曲線が直線からどのくらい外れているか測定することによ
って求めます。 

MAP (Measurement Assurance Program) 
測定プロセスのプログラム。MAP は、国家標準またはその他の指定標準のラン 

ダム誤差および系統誤差を含む、測定 (データ) の合計不確かさが数値で表さ 
れ、その値が十分に小さく要求を満たすことができることを実証するための情報
を提供します。 

MTBF（平均故障間隔） 
ある機器の予想される故障間隔。MTBF は、直接観察から計算したり、あるい 
は、外挿法から数学的に導出することができます。 

MTTF（平均故障時間） 
ある機器が 初に故障するまでの予想時間。MTTF は、直接観察から計算した 
り、あるいは、外挿法から数学的に導出することができます。 

MTTR（平均修理時間） 
故障した機器の修理に要する平均時間。 

度量衡学 
測定に関する学識、科学の分野。 

使用 低仕様 
測定システムやデバイスの校正要件を満足する仕様集。。使用 低仕様は、通 
常、校正機器と被試験器間の規定された不確かさ比を維持することによって確定
されます。 

ノイズ 
必要な信号、または期待される信号に重畳される、有用な情報を含まない信号。 

ノーマル・モード・ノイズ 
デバイスの端子間に現れる望ましくない信号。 
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オフセット誤差 
ゼロ誤差と同じ。ゼロの入力値を印加したとき、メーターに表示される指示値 
が、そのオフセット誤差またはゼロ誤差です。 

パラメーター 
温度、湿度、テスト・リード抵抗などの、測定手順における独立変数。 

力率 
回路で使用される有効電力 (W) と、電力源から引き出される皮相電力 (VA) の 
比。 

精度 
測定手順における精度とは一致性、または全ての測定結果が 1 つの結果に対して
どのくらいばらつきが小さいかを表します。精度が高ければ、例えば、矢が的の
どこに当たるかに関わらず、矢は密な分布を形成します。 

予測可能性 
校正してから既知の時間後、デバイスの出力値をどれだけ正確に推測できるかの
尺度。デバイスが非常に安定している場合は、それも予測可能です。デバイスが
それほど安定していなくても、その値が校正後、毎回同じ比率で変化する場合 
は、その出力は、ランダムな変化を示すデバイスよりも高い予測可能性がありま
す。 

一次標準 
ある機関によって規定され、維持されている標準で、他の二次標準の校正に使用
される。 

プロセス計測 
校正中に得られた補正率に対する統計分析を使用して、校正および他の機器の確
度ドリフトを監視すること。 

ランダム誤差 
同一の条件下で同じ数量値の測定を行ったとき、絶対値と符号が予測不可能に変
化する誤差。 

レンジ 
デバイスの測定スパンの決められた 大端。通常、測定デバイスは、規定された
割合のオーバーレンジまでは数量を測定できます(オーバーレンジ分を含む絶対
スパンのことを「スケール」といいます)。5522A では、レンジとスケールは同
じです。 

参照標準 
実験室における 上位の標準。通常の校正および比較手順で使用される作業標準
を維持するための標準。 

相対不確かさ 
5522A の不確かさ仕様は、レンジ定数が調整されたときに使用するため、外部デ
バイダーと標準器の影響を除外しています。相対不確かさは、5522A 自体の安定
性、温度係数、ノイズ、および直線性仕様のみを含みます。 

信頼性 
機器の「使用可能時間」の尺度。  
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繰り返し性 
同じ条件下である数量を測定したときの、個々の測定間での一致の程度。 

抵抗 
一定量の電圧が導体の両端にあるときに流れる電流量を検出する、導体の特性。
抵抗の測定単位はオームです。1 オームは、1 ボルトの電位により 1 アンペアの
電流が流れる抵抗です。 

分解能 
測定システムまたはデバイスによって検知可能な、 も小さい数量変化。ある特
定のパラメーターにおける分解能とは、測定、出力、表示することができる 小
の増分です。 

rf (radio frequency) 
150 kHz から赤外線領域までの電波の周波数レンジ。 

rms（二乗平均平方根） 
同じ値の DC 電圧または電流の場合と、抵抗でのワット損が同じになる AC 電圧
または電流の値。 

rms センサー 
高確度で AC 電圧を DC 電圧に変換するデバイス。RMS センサーは、既知の抵
抗にかかる電圧 (すなわち電力) によって発生する熱を測定することによって機
能します。それらは真の実効値電圧を検知します。 

測温抵抗体 (RTD) 
デバイスの温度に比例した抵抗出力が得られる抵抗デバイス。ほとんどの RTD 
は、氷点と呼ばれる 0 °C での抵抗によって値付けされます。100 Ω @  
0 °Cが も一般的な氷点です。抵抗と温度の曲線は、例えば pt385  
(0.00385 ohms/ohm/°C) やpt3926 (0.003926 ohms/ohm/°C) などのいずれかになりま
す。 

スケール 
オーバーレンジ分を含む、測定デバイスの読み取りレンジの絶対スパン。 

スケール誤差 
利得誤差と同じ。スケール誤差または利得誤差は、メーターの応答曲線の傾きが
正確に 1 にならない場合に生じます。スケール誤差のみがある (オフセット誤差
や直線性誤差はない) メーターは、0 V を印加すると0 V の読み値になります 
が、10 V を印加しても読み値が 10 V になりません。 

二次標準 
一次標準との比較によって維持される標準。 

感度 
入力量の変化に対する測定デバイスの応答の程度、あるいは、測定システムや測
定デバイスが入力量に応答する能力を表す性能指数。 

シールド 
回路やケーブルを電磁妨害から保護するための接地された被覆デバイス。 

SI 単位系 
一般に認められている国際単位系。「単位」、「基本単位」、および「派生単位
」も参照してください。 

仕様 
測定システムまたは測定デバイスによって満たされる一連の必要条件を正確に記
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述したもの。 

安定度 
時間経過および温度などの変化による値のドリフトの程度を示す尺度。安定度は
不確かさとは異なります。 

標準 
基準および比較の正確な値として使用されるデバイス。 

標準電池 
電圧の標準として機能する一次電池。多くの場合「標準電池」は、水銀陽極、カ
ドミウム水銀アマルガム陰極、硫酸カドミウム電解液による湿電池の「ウェスト
ン標準電池」を表します。 

系統的誤差 
繰り返し測定をした結果、一定であるか、または予測可能な変化をする誤差。 

温度係数 
公称値または範囲からの逸脱を表す、1 °C あたりの係数。それによって機器の
不確かさが増加する。この仕様は、校正器のアナログ回路の熱係数に対応するの
に必要です。 

試験不確かさ比 
校正される測定システムまたは測定デバイスの不確かさと、校正器として使用さ
れる測定システムまたは測定デバイスの不確かさの、数値的比率 (「試験確度比
」とも呼ばれます)。 

熱起電力 
接続された 2 つの異なる金属が加熱されたときに生じる電圧。 

熱電対 
溶接した場合に、高温および低温接合部間の相対温度に応じてわずかな電圧を発
生する 2 つの異種金属。 

トレーサビリティ 
切れ目のない比較の連鎖、すなわち校正の「監査証跡」を通じて、個々の測定が
国家標準あるいは国内で認められている測定システムに合致していることを示す
能力。 

国家標準またはその他の指定された標準と比較した総合測定不確かさが要件を満
たすための測定結果を、その測定手順が生成していることを示す科学的に厳密な
証拠が継続的に提示される場合に限り、測定、測定システム、または測定デバイ
スはその指定標準に対してトレーサビリティを有します。 

伝達誤差 
ある数量と、異なる数量との比較プロセスに誘導される全ての新しい誤差の合 
計。 

トランスファー標準 
ある場所またはレベルでの測定プロセス、測定システム、または測定デバイス 
を、別の場所またはレベルでの測定プロセス、測定システム、または測定デバイ
スと比較するために使用される作業標準。 

移動標準 
一般運送業者による輸送に対応可能な十分な堅牢性を有しているトランスファー
標準。 
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真の電力 
熱または仕事量を生じさせるために使用される有効電力 (実質電力)。「皮相電力
」と比較してください。 

真値 
法定値、承認値、合意値とも呼ばれ、測定された数量の正しい値。 

不確かさ 
一般に認められ、合意された真値と数量の測定値の間の 大差異。不確かさは通
常、ppm 単位 (100 万分の 1) またはパーセントで示されます。 

単位 
測定数量を規定する記号または名前。単位の例：V、mV、A、kW、dBm。「SI 
単位系」も参照してください。 

UUT（被試験器） 
検証または校正される機器の略称。 

var 
有効電力 (W) に対する無効電力の単位である volt-ampere reactive の記号。 

検証 
機器または標準の校正定数を調整したり変更することなく、それらの機能的性能
および不確かさを検査すること。 

ボルト 
SI 単位系における emf（起電力）または電位の単位。1 V は、1 A の電流が流れ
る導体上の 2 点間で消費される電力が 1 W に等しいときの、2 点間の電位差。 

電圧ガード 
機器内部の電圧測定回路の回りのフローティング・シールド。電圧ガードは、コ
モンモード・ノイズおよびグラウンド電流に対する、グラウンドへの低インピー
ダンスな経路を提供します。 

ワット 
SI 単位系における電力の単位。1 W は、1 J/秒 のレートで仕事をするのに必要な
電力。ボルトとオームで見れば、1 W は 1 Ω の負荷を流れる 1 A の電流によっ
て消費される電力です。 

作業標準 
校正室で日常の校正や比較手順に使用される標準で、参照標準との比較によって
維持されます。 

ゼロ誤差 
オフセット誤差と同じ。ゼロの入力値を印加したとき、メーターに表示される指
示値が、そのゼロ誤差またはオフセット誤差です。 

 



 

B-1 

付録 B 

ASCII および IEEE-488 バス・コード  

 



5522A 
オペレーター・マニュアル 

B-2 

 

 



 ASCII および IEEE-488 バス・コード 
  B 

B-3 

0
1
2
3

4
5
6
7

8
9

10
11

12
13
14
15

16
17
18
19

20
21
22
23

24
25
26
27

28
29
30
31

32
33
34
35

36
37
38
39

40
41
42
43

44
45
46
47

48
49
50
51

52
53
54
55

56
57
58
59

60
61
62
63

000
001
002
003

004
005
006
007

010
011
012
013

014
015
016
017

020
021
022
023

024
025
026
027

030
031
032
033

034
035
036
037

040
041
042
043

044
045
046
047

050
051
052
053

054
055
056
057

060
061
062
063

064
065
066
067

070
071
072
073

074
075
076
077

00
01
02
03

04
05
06
07

08
09
0A
0B

0C
0D
0E
0F

10
11
12
13

14
15
16
17

18
19
1A
1B

1C
1D
1E
1F

20
21
22
23

24
25
26
27

28
29
2A
2B

2C
2D
2E
2F

30
31
32
33

34
35
36
37

38
39
3A
3B

3C
3D
3E
3F

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
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付録 C 

RS-232/IEEE-488 ケーブルとコネクター  

IEEE-488 コネクター 
背面パネルの IEEE-488 コネクターは、IEEE-488 標準ケーブルに対応していま 
す。図 C-1 に、背面パネルの IEEE-488 コネクターのピン配列を示します。Fluke 
から入手できる IEEE-488 接続ケーブルを表 C-1 に示します。ご注文について 
は、第9章「アクセサリー」を参照してください。 

表 C-1. IEEE-488 接続ケーブル 

IEEE-488 接続ケーブル フルーク部品番号 

0.5 m PM2295/05 

1 m PM2295/10 

2 m PM2295/20 

 

NFRDIFCATN E0I DIO3 DIO1

SHIELD SRQ NDAC DAV DIO4 DIO2

LOGIC
GND

GND
10

GND
8

GND
6

DIO8 DIO6

GND
11

GND
9

GND
7

REN DIO7 DIO5

123456789101112
1324 14151617181920212223

 
gix-01.eps 

図 C-1. IEEE-488 コネクターのピン配列 (接続面) 

シリアル・コネクター 
5522A 校正器の背面パネルにある 2 つの 9 ピン・シリアル・コネクターは、コン
ピューターまたはコントローラー、および機器のシリアル・ポートとの接続に使
用します。背面パネルのシリアル・コネクターのピン配列は、EIA/TIA-574 規格
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に準拠しています。これらのピン配列を図 C-2 (ホスト) と図 C-3 (UUT) に示しま
す。 

表 C-2 はフルークより入手可能なシリアル・コネクター・ケーブルの一覧です。
ご注文については、第8章「アクセサリー」を参照してください。 

表 C-2. シリアル・ポート接続ケーブル 

接続ケーブル フルーク部品番号 

5522A SERIAL 1 FROM HOST PC COM ポート (DB-9) PM8914/001 

5522A SERIAL 1 FROM HOST PC COM ポート (DB-25) RS40 

5522A SERIAL 2 TO UUT UUT シリアル・ポート (DB-9) 943738 

5522A SERIAL 2 TO UUT UUT シリアル・ポート (DB-25) 該当なし 

 

1 5

6 9

 
goi-02.eps 

図 C-2. SERIAL 1 FROM HOST ポートのコネクター・ピン配列 

 
goi-03.eps 

図 C-3. SERIAL 2 TO UUT ポートのコネクター・ピン配列 (接続面) 

 



 RS-232/IEEE-488 ケーブルとコネクター 
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図 C-4. シリアル・ポート接続 (DB-9/DB-9) 
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図 C-5. シリアル・ポート接続 (DB-9/DB-25)  
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付録 D 

エラー・メッセージ 

エラー・メッセージ 
以下は 校正器のエラー・メッセージの一覧です。エラー・メッセージの形式は
表 D-1 に示します。 

表 D-1. エラー・メッセージの形式 

エラー番号 （メッセージ分類：説明） テキスト文字 

0～65535 QYE クエリ・エラー、原因は入力

バッファが一杯、アクション未終

了、またはアクション中断 

F エラーが発生すると正面パネ

ルに表示されます 
大 36 文字のテ

キスト 

 DDE  装置固有エラー、例えばオー

バーレンジなど、5522A の状態が

原因です 

R エラーが発生するとリモー

ト・インターフェースのキュ

ーに入ります 

 

 EXE  }実行エラー、5522A の機能

外の、あるいは 5080A の機能と整

合しない要素が原因です 

S エラーにより本器がスタン

バイモードになります 
 

 CME コマンドのシンタックスの間

違い、ヘッダーの認識エラー、あ

るいはパラメーターの型の間違い

が原因のコマンド・エラー 

D エラーにより本器が電源投

入時の状態に戻ります 
 

  (none) エラーはイニシエータ

のみに返されます（すなわち

、ローカルイニシエータまた

はリモートイニシエータ） 

 

 

 0  (QYE:) エラーはありません 
 1  (DDE:FR) エラーキューオーバーフロー 
 100  (DDE:FR D) インガードが応答しません（送信） 
 101  (DDE:FR D) インガードが応答しません（受信） 
 102  (DDE:FR D) インガードとの同期が失われました 
 103  (DDE:FR)  ガード xing コマンドが無効です 
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 104  (DDE:FR D) ハードウェアのリレートリップが発生しました 
 105  (DDE:FR D) インガードの待機時間を過ぎました 
 106  (DDE:FR D)  A/D がスリープ状態になりました 
 107  (DDE:FR D)  インガードウォッチドッグがタイムアウトになり

ました 
 108  (DDE:FR) インガードが古い形式です 
 109  (DDE:FR D) インガードのパリティエラーです 
 110  (DDE:FR D) インガードのオーバーランエラーです 
  111  (DDE:FR D)  インガードのフレーミングエラーです 
 112  (DDE:FR D) インガードのフォールトエラーです 
 113  (DDE:FR D)  インガードのフォールト入力エラーです 
 114  (DDE:FR D)  インガードのフォールト検出エラーです 
 115  (DDE:FR D)  インガードの読み取り/書き込みエラーです 
 116  (DDE:FR D) 予期しないデータ (IG) を受信しました 
 200 (DDE:DR D) 波形をダウンロードできません 
 300  (DDE:    )  プロシージャ番号が無効です 
 301  (DDE:    )  プロシージャにそのようなステップはありません 
 302  (DDE:    )  ビジー中は変更できません 
 303  (DDE:    )  そこで校正を開始/再開できません 
 304  (DDE:    )  基準の単位が間違っています 
 305  (DDE:    )  入力値はレンジ外です 
 306  (DDE:    )  基準待ちではありません 
 307  (DDE:    )  続行コマンドが無視されました 
 308  (DDE:FR  )  校正定数がリミット外です 
 309  (DDE:FR  )  校正のゼロ化に失敗しました 
 310  (DDE:FR D)  校正中にシーケンスが失敗しました 
 311  (DDE:FR D)  A/D 測定に失敗しました 
 312  (DDE:FR  )  校正ステップパラメータが無効です 
 313  (DDE:    )  校正スイッチを無効にする必要があります 
 314  (DDE:FR  )  ゼロ除算が発生しました 
 315  (DDE:FR  )  このステップでは OPER でなければなりません 
 316  (DDE:FR  )  RJ 校正の熱電対が断線しています 
 317  (DDE:FR  )  参照Zまたはエントリが正しくありません 
 318  (DDE:FR  )  校正によりDACが上限を超えます 
 319  (DDE: R  )  7 日ごとにゼロ校正が必要です 
 320  (DDE: R  )  12 時間ごとに抵抗機能をゼロ校正する必要があり

ます 
 398  (QYE:F   )  異常な校正フォールト %d 
 399  QYE:F   )  %s 中に障害が検出されました 
 400  (DDE:FR D)  エンコーダーがVERSに応答しません 
 401  (DDE:FR D)  エンコーダーが COMM に応答していません 
 402  (DDE:FR D)  エンコーダーが STAT に応答していません 
 403  (DDE:FR  )  エンコーダーのセルフテストに失敗しました 
 405  (DDE:FR  )  メッセージがディスプレイの右側からはみ出して

います 
 406  (DDE:FR  )  文字 #%d はマッピングできません 
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 407  (DDE:FR  )  エンコーダーはリセットしませんでした 
 408  (DDE:FR  )  エンコーダーは無効なコマンドを受信しました 
 409  (DDE:FR D)  エンコーダーは予期せずリセットしました 
 500  (DDE:    )  内部状態エラーです 
 501  (DDE:    )  無効なキーワードまたは選択です 
 502  (DDE:    )  高調波は 1 ～ 50 でなければなりません 
 503  (DDE:    )  周波数は 0 以上でなければなりません 
 504  (DDE:    )  AC の大きさは 0 より大きくなければなりません 
 505  (DDE:    )  インピーダンスは 0 以上でなければなりません 
 506  (DDE:    )  機能が利用できません 
 507  (DDE:    )  値が利用できません 
 508  (DDE:    )  ワットを単独で入力することはできません 
 509  (DDE:    )  出力がユーザーリミットを超えています 
 510  (DDE:    )  デューティサイクルは 1.0 ～ 99.0 でなければなり

ません 
 511  (DDE:    )  力率は 0.0～1.0 でなければなりません 
 512  (DDE:    )  現在、そのフィールドは選択できません 
 513  (DDE:    )  編集桁がレンジ外です 
 514  (DDE:    )  現在、編集フィールドを切り替えることはできま

せん 
 515  (DDE:    )  現在出力を編集していません 
 516  (DDE:    )  dBm は単一の正弦波 ACV 用です 
 517  (DDE:    )  非正弦波に対して周波数が高すぎます 
 518  (DDE:    )  値がロックレンジ外です 
 519  (DDE:    )  出力単位を指定する必要があります 
 520  (DDE:    )  1 度に 2 つの周波数を実行することはできません 
 521  (DDE:    )  1 度に 3 つの値を出力することはできません 
 522  (DDE:    )  温度は °C または °F でなければなりません 
 523  (DDE:    )  現在、その操作は実行できません 
 526  (DDE:    )  リミットが小さすぎるか大きすぎます 
 527  (DDE:    )  現在 RESET 以外の変更はありません 
 528  (DDE:    )  オフセットがレンジ外です 
 529  (DDE:    )  0 Hz にまたは 0 Hz から編集することはできません 
 530  (DDE:    )  状態イメージが正しくありません、ロードされて

いません 
 531  (DDE:    )  TC オフセットは +/-500 C に制限されています 
 532  (DDE:    )  Meas TC で STBY にできません 
 533  (DDE:    )  今はオフセットを設定することはできません 
 534  (DDE:    )  このレンジをロックできません 
 535  (DDE:    )  今は位相またはPFを設定できません 
 536  (DDE:    )  現在、波形は設定できません 
 537  (DDE:    )  現在、高調波は設定できません 
 538  (DDE:    )  現在、デューティサイクルは変更できません 
 539  (DDE:    )  現在、補償は変更できません 
 540  (DDE:FR  )  電流 OUTPUT が 5725A に移動しました 
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 541  (DDE:    )  TC リファレンスは、有効な TC 温度でなければな

りません 
 542  (DDE:    )  現在、EARTH をオンにすることはできません 
 543  (DDE:   D)  STA が OTD を更新できませんでした 
 544  (DDE:    )  非正弦波で W を入力できません 
 545  (DDE:    )  現在、編集できません 
 546  (DDE:    )  現在、それにトリガーを設定することはできませ

ん 
 547  (DDE:    )  現在、出力インピーダンスは設定できません 
 548  (DDE:FR  )  補償は現在 OFF です 
 549  (DDE:    )  期間は 0 以上でなければなりません 
 550  (DDE:    )  レポートはすでにプリント中です 
 551  (DDE:    )  ScopeCal オプションはインストールされていませ

ん 
 552  (DDE:    )  ScopeCal 機能ではありません 
 553  (DDE:    )  現在、マーカー形状は設定できません 
 554  (DDE:    )  現在、ビデオパラメーターは設定できません 
 555  (DDE:    )  マーカー位置がレンジ外です 
 556  (DDE:    )  パルス幅は 1 ～ 255 でなければなりません 
 557  (DDE:    ) 現在、直接レンジを設定することはできません 
 558  (DDE:    )  この機能のレンジではありません 
 559  (DDE:    )  現在、TD パルスは設定できません 
 560  (DDE:    )  ZERO_MEAS は C 専用です 
 561  (DDE:FR  )  その操作には -SC オプションが必要です 
 562  (DDE:FR  )  その操作には -SC600 オプションが必要です 
 563  (DDE:    )  時間制限は 1 秒 ～ 60 秒でなければなりません 
 564  (DDE:    )  現在、基準位相は設定できません 
 565  (DDE:    )  ZERO_MEAS 読み取り値が無効です 
 566  (DDE:    )  現在、DAMPEN は設定できません 
 567  (DDE:    )  現在、EXGRD はオンにできません 
 568 (DDE:    ) スレーブは SYNCOUT を送信できません 
 569  (DDE: FR)  その操作は -SC1100 オプションを使用します 
 570 (DDE:    ) 高調波の次数が無効です  
 571 (DDE:    ) 高調波の振幅が無効です  
 572 (DDE:    ) 高調波の次数が重複しています   
 573 (DDE:    ) OPER かつ確定済みでない限り、トリガーはありま

せん   
 574 (DDE:    ) 上限である 15 個の高調波が CHwave にあります  
 575 (DDE:    ) 方形波または正弦波フリッカのみ  
 576 (DDE:    ) PQオプションがインストールされていません 
 577 (DDE:    ) 先にPQ モードに入ってください   
 578 (DDE:    ) 現在、それは設定できません    
 579 (DDE:    ) パラメーターの設定が大きすぎます  
 600  (DDE:FR D)  アウトガードウォッチドッグがタイムアウトにな

りました 
 601  (DDE:FR  )  電源投入 RAM テストが失敗しました 
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 602  (DDE:FR  )  電源投入 GPIB テストが失敗しました 
 700  (DDE: R  )  NV メモリへの保存が失敗しました 
 701  (DDE: R  )  NV メモリが無効です 
 702  DDE: R  )  NV が無効なため、初期設定を読み込みました 
 703  (DDE: R  )  NV が古い形式であるため、初期設定を読み込みま

した 
 800  (DDE:FR  )  シリアルパリティエラー %s 
 801  (DDE:FR  )  シリアルフレーミングエラー %s 
 802  (DDE:FR  )  シリアルオーバーランエラー %s 
 803  (DDE:FR  )  シリアル文字が削除されました: %s 
 900  (DDE:FR  )  レポートがタイムアウトになりました - 中断しまし

た 
 1000  (DDE:FR  )  診断中にシーケンスが失敗しました 
 1200  (DDE:FR  )  シーケンス名が長すぎます 
 1201  (DDE:FR  )  シーケンス RAM テーブルがいっぱいです 
 1202  (DDE:FR  )  シーケンス名テーブルがいっぱいです 
 1300  (CME: R  )  シンタックスが正しくありません 
 1301  (CME: R  )  不明なコマンド 
 1302  (CME: R  )  パラメータのカウントが正しくありません 
 1303  (CME: R  )  キーワードが正しくありません 
 1304  (CME: R  )  パラメータの型が正しくありません 
 1305  (CME: R  )  パラメータの単位が正しくありません 
 1306  (EXE: R  )  パラメータ値が正しくありません 
 1307  (QYE: R  )  488.2 I/O がデッドロック状態です 
 1308  (QYE: R  )  488.2 クエリー中断 
 1309  (QYE: R  )  488.2 未終了コマンド 
 1310  (QYE: R  )  488.2 不明な応答後のクエリ 
 1311  (DDE: R  )  GPIB インターフェースからの信号が無効です 
 1312  (DDE: R  )  シリアルインターフェースが無効です 
 1313  (DDE:R) サービス専用 
 1314  (EXE:R) パラメータが長すぎます 
 1315  (CME:R) 無効なデバイストリガーです 
 1316  (EXE: R  )  デバイスのトリガーが反復的に行われました 
 1317  (CME: R  )  シリアルバッファが一杯です 
 1318  (EXE: R  )  番号が正しくありません 
 1319  (EXE: R  )  サービスコマンドが失敗しました 
 1320  (CME: R  )  2 進数が正しくありません 
 1321  (CME:R) バイナリブロックが正しくありません 
 1322  (CME: R  )  文字が正しくありません 
 1323  (CME: R  )  10 進数が正しくありません 
 1324  (CME: R  )  指数が大きすぎます 
 1325  (CME: R  )  16 進数ブロックが正しくありません 
 1326  (CME: R  )  16 進数が正しくありません 
 1328  (CME: R  )  8 進数が正しくありません 
 1329  (CME: R  )  文字が多すぎます 
 1330  (CME: R  )  文字列が正しくありません 
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 1331  (DDE: R  )  OPER はエラーペンディング中は許可されません 
 1332  (CME:FR  )  現在、UUT 設定は変更できません 
 1500  (DDE:FRS) コンプライアンス電圧を超えました 
 1501  (DDE:FRS )  シャントアンプが過負荷または過少負荷です 
 1502  (DDE:FRS )  電流アンプが温度リミットを超えました 
 1503  (DDE:FRS )  出力電流リミットを超えました 
 1504  (DDE:FRS )  入力電圧または入力電流リミットを超えました 
 1505  (DDE:FRS )  VDAC カウントはレンジ外です 
 1506  (DDE:FRS )  IDAC カウントはレンジ外です 
 1507  (DDE:FRS )  AC スケールDACカウントはレンジ外です 
 1508  (DDE:FRS )  DC スケール DAC カウントはレンジ外です 
 1509  (DDE:FRS) 周波数 DAC カウントはレンジ外です 
 1510  (DDE:FRS )  IDAC カウント (DC OFFSET) はレンジ外です 
 1511  (DDE:FRS )  ZDAC カウントはレンジ外です 
 1512  (DDE:FRS )  外部クロック・レジスターを読めません 
 1513  (DDE:FRS )  外部クロックが速すぎます 
 1514  (DDE:FRS )  外部クロックが遅すぎます 
 1515  (DDE:FR D)  スコープモードの波形を読み込めません 
 1516 (DDE:FRS )  ピークまたは平均振幅が高すぎます 
 1600  (DDE:FR D)  OPM 遷移エラー 
 1601  (DDE:FR D)  TC 測定エラー 
 1602  (DDE:FR D)  Z 測定エラー 
 65535  (DDE:FR  )  不明なエラー %d 
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